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はじめに 

 景観デザインの基本は「風土と伝統を活かして未来をつくる」ことにある。

景観はその国の民度を現し、美しい環境・景観は幸せな暮らしの基盤となる社

会的共有資産であり、次世代へ引き継がれていくものである。 

 わが国の景観の現状は、ここに至った様々な経緯と問題があり、その解決に

は大きく二つの課題がある。先ずわが国に相応しい目指すべき大景観のビジョ

ンを明確に示すこと、次にそのビジョンに法って身近なくらしの景観を具体的

に改善することである。その要素は広く公共の空間を構成する対象と、民間の

空間を構成する建築物・付属物がある。だが景観は人の視覚範囲の全てであり、

本来は行政区画も何の境界もなく、領域分野を超え連携し、両者を総合的に一

体として捉えることが前提になる。 

 中部地方整備局では、平成６年「公共空間のデザイン」、平成８年「シビック

デザイン」の出版をはじめ、その後も幾つかの節目となる景観対策を段階的に

続け、景観の向上を目指してきた。この度は「デザイン・色彩」について、景

観アドバイザー会議で議論を重ね、基本となるあり方を、より具体的に提示し

たものである。 

 わが国の景観の現状は、都市的環境と田園・自然環境が無秩序に広がる混乱

した状態にあり、暮らし環境の乱雑な景観、街並み・電柱や看板などの雑然と

した状況は、文化国家として、観光立国としても改善すべき大きな課題である。 

 わが国の文化は古来自然と共存の調和を旨とし、基底となる縄文文化の上に

弥生文化が、さらに大陸文化の影響を受けながら、室町時代には、わが国独自

の簡素・抽象的で深遠な造形文化に到達した。世界に先駆けたその造形文化は、

江戸期まで都市・田園・造園・橋梁・建築・地域産業・芸術全般に行き渡り、

世界から賞賛され、多くの影響をも与えてきた。しかしその美意識は明治の近

代化、殖産興業、人口増加による野放図な大地の利用により著しく変貌し、伝

統文化の拠り所も希薄になり、景観においても混迷の度合いを深めて来た。 

 景観デザインには物理的機能と同時に、人の生理的・心理的・哲学的側面を

満たす機能がある。それは幸せな社会生活に必要不可欠なものであり、今後の

取り組みの基本は、まさに「改善とは機能的で優美であること」に尽きる。 

 国土交通省関連の事業は、わが国の景観に範を示す役割があり、省庁分野の

枠を超え、景観デザインの総合的な取り組みが一層進展することを期待したい。 

 

中部地方整備局 景観施策アドバイザー会議 座長   林 英光      
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色彩・デザイン 

 景観を構成する社会資本の色彩・デザインに取り組むにあたり、幾つかの要

点を述べる。景観デザインは、取り巻く環境全体を俯瞰し、対象の位置づけを

確認することから始まる。デザインは単に色彩や形態のことではなく、まず思

想や機能の根拠を元に最終成果が環境全体と調和することにある。 

 公共環境の色彩・デザインは中庸の調和を追求することである。中庸のデザ

インとは無難・平凡ではなく、高度な感性を要するデザインの真髄である。 

  わが国の景観は古より風土と調和し、歴史と伝統に磨かれた白・黒・グレー・

自然素材色を主体とする「色彩・デザイン」が基本である。それは江戸末期か

ら明治初頭にかけて、わが国が世界に影響を与えた造形美術文化の特質を踏ま

え、現代の思想・技術・工法・素材を用い、景観デザインを進めることである。 

白黒のモノトーンの概略デッサンから始め、構図・構成・造形を練り色彩が加

わる。それは身の回りの室内から屋外へ、公共環境に及び、白黒グレー自然素

材色の簡素で豊かな、優れた日本の伝統的ものづくりの継承につながる。 
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赤（7.5R4/15）：防火、禁止、停止、高度の危険

黄（2.5Y8/14 ）：注意 

青（2.5PB3.5/10）：指示、用心 

緑（10G4/10）：安全、避難、衛生、救護、進行 

黄赤（2.5YR6/14）：危険、航海・航空の保安施設 

白（N9.5）：通路、整頓 

黒（N1）：文字・記号・矢印などに使用、黄赤・黄 

風土・伝統と安全機能の色彩 

 

 戦後の日本の景観は、世界で最も混乱した悲惨な状態にあり、私達はその状

況に慣れ、さほどに思わないのが実態である。この状況を糺していくには、自

国の風土と伝統文化の原点に立ち戻り、公共環境のインフラのあり方をデザイ

ン・色彩においても明確な大元をシンプルに示し、そこから民地の街並み建築

物・付属物のあるべき姿を再構築することが順序になるであろう。 

 先ず伝統的な素材と色彩と金属等の自然発色素材と、JIS の安全機能色を阻害

しないことが基本になる。世界の公共環境は、アスファルトの黒に、白・黄橙

の線が基本であり、次に標識の赤・黄・緑・青・白、信号機の赤黄青など、暮

らしの安全を守る機能色がある。現代の社会では安全機能の視認性を阻害しな

いことは最優先であり、色彩をむやみに増やすことは、視覚情報の判断要素を

複雑にすることになる。色弱者にとっても白黒黄橙が明度差ともに視認しやす

い色彩であり、アスファルトの黒は経時変化で自然石の骨材が現れ、環境に馴

染み、補修後の変化もむしろ美しい。亜鉛メッキやコンクリートの舗装や縁石、

法面ブロックも同様である。無彩色のインフラは、街並みや背景となる空の青

と水辺の青、山並みや植物の緑、四季の自然の変化を阻害せず人間活動に美し

く調和し引き立てる。道路・歩道環境の過剰なカラー舗装・設備等の色彩は、

良好な街並みや景観形成を阻害する。そして四季の自然、イベントや人々の姿

が美しく映える景観は、街並み・建築物・看板・付属物等が視覚判断を阻害し

ないように、JIS 安全機能色の近似の色相・彩度を避けることが基本になる。 

景観基本推奨色

N8.5

N3

N5

■視認阻害を避けるべき安全機能色

コールテン鋼

錆び止め色レンガ色

焦げ茶

緑青 

ダークグレー 墨色

オフホワイト

グレー

ダークブラウン

亜鉛　無光沢ステンレス　アルミ色

ガルバリューム

◇ 金属 石材 素材色

2015/7/18  Hideaki hayshi

明度スケール

 
伝統的素材色と金属等自然発色素材と暮らし環境を守る安全機能色 
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中部地方整備局管内の直轄事業

景観検討
区分

の判定

手続き

設計理念

施 工

【整備局対応】
・重点：事業景観アドバイザーの

任命、委員会等
・標準：上記必要に応じて実施等

中部地方整備局の景観検討における指針の位置づけ

・国土交通省所管公共事業における景観検討の基本方針（案）
（国土交通省：H19.3月）

・未来を拓く中部の景観づくり

（中部地方整備局景観アドバイザー会議：H19.4月）

◆未来を拓く中部の景観づくり「実践編」
（中部地方整備局：H20. 3月策定  H28.3月改定）

改築
事業

維持
管理等

【事務所対応】

・各事務所の景観マニュアル、指針
・各部設計要領

重点
検討事業

標準
検討事業

簡易
検討事業

◆新設・改築における
色彩・デザイン指針

（H27.12月改定）

◆小規模工事・維持管
理等における色彩・
デザイン指針
（H27.12月）
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１．はじめに 

 

 あるべきものを 

       あるべきところに 

              あるべきすがたで 
 

 社会資本の整備にあたっては、地域のニーズを的確に把握し、その

機能、目的を達成することはもとより、地域の風土や生活に溶け込む

ものとし、将来においても、地域の風景や環境に馴染んだ風格のある

ものとなることを目指すことが重要である。 

 中部地方整備局では、平成元年より全国に先駆けて社会資本整備に

おけるデザインのあり方を検討し、シビックデザインの理念、手法等

を確立した。そして、これに基づく取り組みを進めてきたところであ

るが、いまだシビックデザインの考え方が十分に浸透したとは言い難

い状況にある。 

 そのような中、平成 19 年 4 月には中部地方整備局景観アドバイザー

会議によって「自然・歴史・文化を大切に 中部の魅力の継承と創造」

を基本理念とする提言「未来を拓く中部の景観づくり」が取りまとめ

られ、地域の風景や環境に馴染んだ風格ある社会資本の整備を進める

ことが求められている。 

 また、平成 19 年 3 月には「国土交通省所管公共事業における景観検

討の基本方針（案）」が取りまとめられ、公共事業における景観検討の

枠組みが示されている。 

 本要領は、このような背景を踏まえて、中部地方整備局所管公共事

業について適切に景観検討を進めるための手順等を定めるとともに、

効率的に実効性の高い景観検討を支援するために参考となる情報等を

提供するものである。 

 私たち公共事業に携わる中部地方整備局の職員は、我が国を代表す

る山岳や海浜等の自然、多くの人々が行き交った歴史、活発なものづ

くり産業等によって形成されている中部地方の豊かな景観を、将来に

伝え残していくために、景観を担う一員としての自覚を持ち、時には

「おおらかに 大胆に そして繊細に」景観に配慮しながら、将来に

向けた景観づくりを進めていかなければならない。 

なお、維持管理・災害復旧等の比較的規模の小さい工事における公

共施設については、「小規模工事・維持管理等における色彩・デザイン

指針：平成 27 年 12 月」に基づき対応するものとする。 

 

第2章　未来を拓く中部の景観づくり「実践編」

2-1
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中部地方整備局における景観検討の経緯（美しい国づくり政策大綱策定後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『美しい国づくり政策大綱』（平成 15 年 7 月） 
美しい国づくりのための施策展開として、15 の具体的

施策の中に以下が位置づけられている。 

 ・事業における景観形成の原則化 

 ・公共事業における景観アセスメント（景観評価）

システムの確立 

『国土交通省所管公共事業における景観評価の 

 基本方針（案）』（平成 16 年 6 月） 
景観アセスメント（景観評価）システムの確立に向けた、

景観評価の試行 

中部地方整備局における景観評価の試行 
3 事業を対象に景観評価を試行（全国では 44 事業） 

 ・狩野川改修事業（下河原地区）（沼津河川国道事務所） 

 ・津松阪港海岸津地区（贄崎）海岸保全施設 

（四日市港湾事務所）

 ・三遠南信自動車道飯喬道路（飯田国道事務所） 

『国土交通省所管公共事業における景観検討の 

 基本方針（案）』（平成 19 年 3 月） 
２年間の試行結果を踏まえ、基本方針（案）を改定 

景観アセスメント（景観評価）システムの本格運用を開始

景観形成ガイドライン

の策定 
事業分野ごとに策定 

 ・官庁営繕 

 ・航路標識整備 

 ・港湾 

 ・住宅・建築物等整備 

 ・道路 

 ・都市整備 

 ・海岸 

 ・河川 

 ・砂防 

『未来を拓く中部 

 の景観づくり』 

（平成 19 年 4 月） 
中部地方整備局景観ア

ドバイザー会議からの

提言 

中部地方整備局所管公共事業における 

景観検討の実施要領 

『景観法』成立 

（平成 16 年 6 月） 
地域による美しいまちづく

りのための制度 

『小規模工事・維持管

理等における色彩・デ

ザイン指針』（平成 27

年 12 月） 
小規模工事・維持管理等

における指針の作成

第2章　未来を拓く中部の景観づくり「実践編」

2-2
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２．基本的事項 

2-1 目的 

 本要領は、平成 19 年 3 月 30 日付け国土交通省所管公共事業における

景観検討の基本方針（案）（以下、「本省基本方針」という。）を受けて、

中部地方整備局の本局と各事務所等が連携して景観検討に取り組むた

めの手順等を示すことを目的として作成するものである。 

【参考】本省基本方針（案） 第 1 章 目的 

(1)景観に配慮した社会資本整備により形成される良質な公共空間は、

地域の価値を向上させ、地域住民に精神的な豊かさをもたらすとと

もに、後世における資産となるべきものである。 

(2)社会資本整備に当たっては、良好な景観の保全、地域の潜在的価値

発掘による魅力ある景観形成、また、それら保全・形成された景観

の継承のために、事業者、地方公共団体、住民、学識経験者等の景

観保全・形成（以下、「景観形成」という）に携わる関係者が協力

することが不可欠である。そのためには、景観形成に携わる関係者

が互いに共通の認識に立つことができるように、できるだけ客観

的、論理的に景観に関する評価を行う必要がある。 

(3)本基本方針（案）は、国土交通省所管の公共事業において、適切な

景観評価を含む景観検討を実施するため、当該事業の影響が及ぶ地

域住民その他関係者（以下、「住民等」という）や学識経験者等の

意見を聴取しつつ事業を実施するための手順と体制を定めるもの

である。 

 

2-2 本要領の位置づけ 

 本省基本方針第 3 章（2）に基づき、中部地方整備局が策定するもの

であり、景観に配慮した社会資本整備による中部地方の良好な公共空間

の形成に向けて、適切な景観検討を実施するための具体的な手順、手法

及び参考となる知見等を示すものである。 

【参考】本省基本方針（案） 第 3 章 基本方針（案）の位置づけ 

(2)整備局等は、本基本方針（案）を踏まえ、必要に応じて実施要領等

を策定し、景観検討を行うことができる。 

 

2-3 景観検討の流れ 

 景観検討の流れは、次図の通りとする。 
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＊１:「3-2 景観検討区分の決定手順」において「景観検討の手続き等を簡略化できる事業」の①から③のいずれかに該当

する事業（事業の緊急性等から事業期間が短く、手続き等を行うことが困難な事業等） 

■景観検討の流れ 

※第 4 章参照 
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３．対象事業 

3-1 景観検討の対象事業 

 景観検討は、中部地方整備局所管の全ての直轄事業を対象として実施

するものとする。 

 

3-2 検討開始時期 

 事業がある程度進んだ時点で景観検討を行った場合、十分な景観配慮

を行うためには、既定の計画や設計を見直す必要が生じる可能性がある。

このような事態を回避するためには、事業として公表するプロセス（Ｐ

Ｉ、環境影響評価、都市計画決定等）を踏まえて、次図を参考にしつつ、

事業のなるべく早い段階から取り組むことが望ましい。 

 また、既に設計が完了した事業であっても見直しが必要と判断される

ものについては、再検討を行うなど積極的な対応に努めるものとする。 
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４．景観検討区分の判断 

4-1 景観検討区分について 

 事業特性に応じて効率的に景観検討を行うため、事業の初期段階で景

観検討区分を設定する。 

 景観検討区分は次の 3 区分とする。重点検討事業は、学識経験者等の

参加を得るなど重点的に景観検討を行う事業である。また、標準検討事

業や簡易検討事業についても、事業や地域特性を踏まえて、重点検討事

業に準じた景観への配慮を行うよう努めるものとする。 

■景観検討区分の概要 

区分 概要 

重点検討事業 ・優れた景観を有する地域で行う事業 

・事業により景観に大きな影響を与えるおそれがあると

判断する事業 

・事業実施を通じて良好な景観形成を行おうとする事業

標準検討事業 ・重点検討事業及び簡易検討事業以外の事業 

簡易検討事業 ・事業の緊急性等から事業期間が短く、手続き等を行う

ことが困難な事業等（「3-2」参照） 

・地下構造物等周辺への景観上の影響がないか、極めて

小さい事業 

 

■事務所等における景観検討の実施内容 

実施内容 
重点検討

事業 

標準検討

事業 

簡易検討

事業 

景観検討の実施体制    

・事業景観アドバイザーの任命 ○ △ △ 

・住民・ＮＰＯ等の参加 △ △ △ 

・他省庁や地方公共団体等との連携 △ △ △ 

景観検討シートの作成    

・景観形成にあたり配慮すべき事項 ○ ○ △ 

・景観形成の目標像、基本的な考え方 ○ ○ △ 

・具体的な景観整備の留意点と方針 ○ ○ △ 

・景観の予測・評価 ○ △ △ 

・施工段階、維持管理の留意点 ○ ○ △ 

・完成報告 ○ ○ △ 

・事後評価 ○ △ △ 

本局（企画部）との関わり    

・構想・計画段階、設計段階の報告 ○ ○ △ 

・景観検討に関する相談 △ △ △ 

・事業完了の報告 ○ ○ △ 

・事後評価の報告 ○ △ △ 
○・・・必須  △・・・必要に応じて実施 
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4-2 景観検討区分の決定手順 

 事務所等において、景観検討の「実施単位」ごとに景観検討区分チェ

ックシートを作成し、景観検討区分案を検討する。 

 企画部は、事務所等によって検討された景観検討区分案を整理し、景

観検討委員会に諮り承認を受けることにより、景観検討区分を決定する。 

 なお、以下に該当する事業については、事務所等の判断により「3-1」

に示した簡易検討事業としてあつかうことができるものとし、景観検討

区分チェックシートの作成や景観検討委員会による承認は省略できる

ものとする。ただしその場合であっても、事務所等は各事業の状況に応

じて本要領に準じた景観検討の実施に努めるものとする。 

【景観検討区分の決定手続き等を簡略化できる事業】 

①事業の緊急性等から事業期間が短く、手続き等を行うことが困難な

事業（事業の採択から工事着手まで１年以内となる緊急工事等） 

②既に詳細設計が完了している等、施設・空間の規模・形状・配置等

が決定し、景観検討の手続きを行うことが困難な事業 

 なお、維持管理・災害復旧等の比較的規模の小さい工事における公共

施設については、「小規模工事・維持管理等における色彩・デザイン指

針：平成 27 年 12 月」に基づき対応するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■景観検討区分の決定に向けた手順 

事務所等 本局（企画部） 

 

景観検討区分案検討 

（景観検討区分チェック 

シート作成）

事業の景観検討区分決定

（調整）

各事業の景観検討 

区分案整理 

景観検討委員会 

区分に従って 

景観検討の推進 

承認 
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4-3 景観検討を行う事業の実施単位 

 景観検討区分チェックシートは、「実施単位」ごとに作成する。 

（下表を基本にして、地域特性等に応じて最適な単位となるよう分割し

たり、設計段階以降のものは設計単位や関連設計区間をまとめて１単位

としても良い。） 

■実施単位 

事業種別 基本となる実施単位 

道路 道路改築事業 採択事業単位 

交通安全事業 路線単位または実施箇所単位 

河川 河川改修事業 一連区間 

河川環境整備事業 一連区間 

砂防事業 一連区間 

ダム整備事業 採択事業単位 

海岸保全事業（治水） 一連区間 

港湾 直轄海岸保全施設整備事業[港湾

海岸] 
港湾海岸単位 

港湾整備事業 採択事業単位 

公園 公園事業 一定のゾーン単位 

4-4 重点検討事業の選定 

 以下の①～③のいずれかに該当する事業は、重点検討事業とする。 

①優れた景観を有する地域で行う事業 

・下記の法令等に基づく地域・地区等で行う事業 

■「優れた景観を有する地域」に該当する地域・地区等 

根拠法等 対象地区等 

地域における歴史的風致

の維持及び向上に関する

法律 

・重点区域 

景観法 ・景観計画区域（景観重要公共施設、景観重要建造物、

景観重要樹木に係る場合に限る） 

・景観地区 

・準景観地区 

・地区計画等の区域（景観法に基づく地区計画等形態

意匠条例が定められたものに限る） 

都市計画法 ・風致地区 

自然公園法 ・自然公園（国立公園、国定公園、県立自然公園）内

の特別地域 

文化財保護法 ・伝統的建造物群保存地区 

・重要文化的景観 

都市緑地法 ・特別緑地保全地区 

景観条例 ・地方公共団体の条例により定められた指定地区 

世界遺産条約 ・世界遺産 
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②事業により景観に大きな影響を与えるおそれがあると判断する事業 

・①の指定地区等に隣接または近接する事業であり、事業により当該

指定地区等の景観が、大きく変化する可能性が考えられる場合 

・事業規模が大きいなどにより地域の景観が大きく変化する可能性が

ある事業のうち、地域住民等に日常的に施設内外から、当該施設を

含んだ一帯の景観が眺められる場合 

③事業実施を通じて良好な景観形成を行おうとする事業 

・地域の景観形成を誘導したり、良好な景観資源としての整備を図る

等、景観を重視した計画、設計等を行おうとする事業 

 

4-5 標準検討事業の選定 

 重点検討事業及び簡易検討事業に該当しない事業は全て、標準検討事

業とする。 

 

4-6 簡易検討事業の選定 

 地下構造物等周辺への景観上の影響がないか、極めて小さい事業とす

る。 

 

4-7 景観検討区分の見直し 

 事業の過程において景観検討区分の判断に係る要素に変化が生じ、景

観検討区分を変更する必要が生じた場合は、事務所等において景観検討

区分の見直し案を作成し、企画部と調整の上で、再度、景観検討委員会

に諮るものとする。 

 

4-8 官庁営繕事業の取扱い 

 官庁営繕事業に関する景観検討の事務は営繕部にて行い、必要に応じ

て景観検討委員会に報告するものとする。 
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５．景観検討の実施体制 

5-1 事務所等 

5-1-1 重点検討事業における体制 

 重点検討事業については、事業の特性に応じて、学識経験者等の知見、

地方公共団体やＮＰＯ、住民等の意見を踏まえた景観検討を行うことが

できる適切な検討体制を構築する。 

 

①事業景観アドバイザー 

 重点検討事業においては、事業ごとに「事業景観アドバイザー」を、

地域の実情に精通した公平な立場にある景観分野の専門性及び景観検

討の実務の経験を有する学識経験者等のうちから任命し、計画、設計等

について指導・助言を得るものとする。 

 

②住民・ＮＰＯ等の参加  

 当該事業における景観検討の内容や各施設の具体的な規模・形状・配

置等に係る情報について、必要に応じて住民・ＮＰＯ等に提供し、意見

や提案を聴取する。 

 なお、意見等の聴取の際は、事務所等のホームページを通じた情報提

供、住民や関係者へのアンケート・ワークショップ等、状況に応じて適

切な手法をとるようにする。 

 

③他省庁や地方公共団体等との連携 

 景観検討の実施に当たって、事務所等は必要に応じて地方公共団体等

から意見聴取する。また、当該事業が周辺地域と一体となって良好な景

観形成を図るためには、関係自治体等の景観施策や関連事業に対する配

慮が重要となることから、関係自治体等と連携して、景観配慮の考え方

やスケジュール等について十分な調整を行うよう努めるものとする。 

 特に、当該事業が景観計画区域に存在する場合、地方公共団体と連携

して景観計画に即した配慮を行うものとする。 

 

5-1-2 標準検討事業における体制 

 標準検討事業については、景観検討の実施にあたり検討体制の構築は

必須とはしないが、学識経験者等の助言や地域住民、地方公共団体等の

意見に配慮することは極めて重要であることから、積極的にこれら各主

体からの助言や意見等を得るよう努める。 
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5-2 本局 

5-2-1 景観検討の運用に関する総合的な窓口 

 景観検討の円滑で効果的な推進に向けた総合的な窓口として、企画部

を位置づける。 

 

5-2-2 景観検討委員会 

 企画部は、各事業担当部の部長等から構成される「景観検討委員会」

を設置し、定期的に開催する。 

 景観検討委員会は、以下について報告を受け、助言等を行う。 

■景観検討委員会における検討事項 

 ・中部地方整備局管内の景観形成に係る方針に関すること。 

 ・所管直轄公共事業における景観検討区分の承認等の景観検討に 

    関すること。 

 ・その他、中部地方整備局管内の景観の向上に関すること。 

 

5-2-3 景観施策アドバイザー 

 企画部は、中部地方整備局管内の実情に精通した、公平な立場にある、

景観分野の専門性及び景観検討の実務の経験を有する学識経験者等の

うちから「景観施策アドバイザー」を任命するとともに、必要に応じて

景観検討委員会への出席を求め、中部地方整備局管内の地域における景

観形成の方向性の設定等に関し、指導・助言を得ることとする。 

 また、景観施策アドバイザーによる景観施策アドバイザー会議を開催

し、個別事業の景観検討に関する助言等を得ることができる。 

 

5-2-4 景観検討の事例の蓄積 

 企画部は、事務所等における景観検討の実施状況について情報収集し

て取りまとめ、事例のデータを蓄積するとともに、職員間の情報共有を

進めるために、景観検討シートのデータベース化を行う。 
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６．景観検討の手順 

6-1 景観検討の実施主体 

 景観検討は、対象事業を所管する事務所等により、「景観検討シート」

の作成を通じて進めるものとする。 

 

6-2 景観検討の開始時期 

 事務所等から対象事業の景観検討区分案が提出された場合、本局の景

観検討委員会において景観検討区分を承認する。これを受けて、景観検

討シートの作成を行うものとする。 

 なお、承認を受ける前であっても、個々の事業の進捗に応じて、事務

所等によって率先的に景観検討を進められることが望ましい。 

 

6-3 景観検討シートの継承と更新 

 景観検討シートは、事務所等において構想段階から計画段階、計画段

階から設計段階、設計段階から施工段階、維持・管理段階へと継承して

いくものとする。 

 また、事業の段階に応じて検討可能な範囲が異なることを踏まえ、景

観検討シートは、事業の進捗に応じて熟度を向上させていくものとする。 

 なお、景観検討シートの見直しは、図「■各種事業の流れと景観検討

実施のタイミング」（前出）の黄色着色部分の時点を目安として、各事

業の実態に即して随時行うものとする。 

 

6-4 事業の細分化に伴う景観検討シートの新規作成 

 事業の進捗に伴って設計区間等が細分化していった場合、当初作成し

た景観検討シートへの追記、修正等が困難になる場合が想定される。こ

のような場合は、景観検討シートを分割することができる。 
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■景観検討シートの新規作成の考え方 

 

6-5 本局への報告 

 重点検討事業及び標準検討事業については、事務所等は、計画の完了

した時点、設計の完了した時点、事業が完了した時点及び事後評価を実

施した時点において、景観検討シート及び計画・設計等の内容を企画部

に報告する。 

 企画部では、完了及び事後評価の結果を整理し、景観検討委員会に報

告する。 

 また、事務所等は、企画部からの要請がある場合は、要請を受けた時

点の景観検討シート等を提出するものとする。 

 

6-6 景観検討の公開 

 企画部は、重点検討事業については、事務所等から報告された景観検

討シート等をインターネット等により公表するものとする。 

 

6-7 景観検討シートの記載事項 

 景観検討シートは、景観検討の内容や経緯等を継続的に記録していく

ものである。従って、当該事業にふさわしい配慮事項等を十分に検討し

た上で記入することが重要である。既存の事例から一般的な景観配慮事

項を安易に抜粋して示すようなことがあってはならない。 

 なお、景観検討シートの記載項目及び記入する事業段階の目安は以下

のとおりとする。（具体的な記入方法は、参考３を参照） 

施工段階 

景観検討シート A 

 ××事業 

景観検討シート A 

 ××事業 

景観検討シート B 

○○道路（A～B～C 区間）

景観検討シート B-1 

△△橋

景観検討シート B-2 

○○道路（A～B 区間）

景観検討シート B-3 

○○道路（B～C 区間）

原則として、同一の景観検

討シートを追記等しつつ

更新していく。 

大規模な事業等では、事業

区間や施設等に対応して、

景観検討シートを分割す

ることができる。 

構想・計画段階 設計段階 
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1.事業概要 

 事業の諸元等を記入する。 

2.景観形成にあたり配慮すべき事項 

 当該事業周辺の景観や土地利用状況、地域景観の目標像、景観に関す

る規制等を把握、抽出して記入する。 

3.景観形成の目標像 

 当該事業の景観形成における目標像を記入する。単なるキャッチフレ

ーズを掲げるだけでなく、具体的に目指す姿をイメージできるような記

述となるよう留意する。 

4.景観形成に関する基本的な考え方 

 当該事業により整備する施設や空間及びその周辺景観との関係等に

ついて、景観形成に関する基本的な考え方や方向性等を記入する。事務

所等が景観検討を進めていく上で一貫して引き継いでいくべき基本と

なる考え方である。 

5.具体的な景観整備の留意点と方針 

 設計にあたり留意すべき事項やデザインの具体的な方針を記入する。 

6.景観配慮の内容 

 景観整備の留意点と方針に基づいて適切に景観デザインがなされる

よう、設計において景観への配慮を行う必要がある。ここでは、設計段

階で採用した景観配慮の具体的な内容を記入する。 

 また、景観の予測・評価を行った場合はその内容を記入する。 

7.施工段階の留意点 

 設計段階までの検討を踏まえて、施工段階に申し送るべき留意点を記

入する。また、施工時に実際に行った景観配慮の内容を記入する。 

8.維持管理の留意点 

 景観配慮の内容を踏まえた適切な維持管理を行うための方針を記入

する。 

9.完成報告 

 事業が完成した時点で、当該事業により整備した施設や空間の状況を

記入する。現況写真を添付するとともに、景観配慮が適切になされたか

を評価する。 

10.事後評価の方針と結果（標準検討事業は必要に応じて記入） 

 事後評価が適切に実施されるよう、実施時期や評価項目、手法につい

て記入する。また、これを踏まえて事後評価を行った際、事後評価結果
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及びこれを踏まえた当該事業における改善措置について記入する。 

なお、本項の記入にあたっては、「中部地方整備局における景観整備 

の事後評価ガイドライン(案)」を参照することができる。 

11.景観検討の体制（標準検討事業は必要に応じて記入） 

 重点検討事業では、景観検討の体制を構築し、ある程度一貫した体制

を維持しつつ、事業の進捗に応じて体制を変化させていくことになる。

このような検討体制の概要や変化を一貫して記録する。 

12.景観検討の経緯 

 事務所が設置した委員会や事業景観アドバイザーへのヒアリング等、

景観検討の経緯を記録する。また、景観法第 16 条に基づいて景観行政

団体に通知した場合は、その結果を記録する。 

13.事業の進捗状況の経緯 

 景観検討を継続的に一貫して進めていくために、設計や工事等の発注

等に関する事項を記録する。 
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■景観検討シートの記載事項と記入時期の目安 

項目 記入する事業段階＊１ 

 構想 計画 設計 施工 完了

後 

１．事業概要 ●    

２．景観形成にあたり配慮すべき事項 
 2-1  当該事業周辺の景観や土地利用状況 

 2-2  関連する計画等 

 

● 

   

３．景観形成の目標像 ●    

４．景観形成に関する基本的な考え方 
 4-1 施設や空間自体の景観配慮の考え方 

 4-2 自然環境との調和の考え方 

 4-3 住民等の利用を考慮した整備の考え方 

 4-4 関係自治体等に伝えるべき考え方 

 4-5 その他 

 

 

● 

   

５．具体的な景観整備の留意点と方針 
 5-1 施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方 

 5-2 細部設計、材料等選定の考え方 

 5-3 コスト縮減、費用対効果を考慮した整備の考え方 

 5-4 その他 

  

 

● 

  

６．景観配慮の内容 

 6-1 施設や空間の規模・形状・配置等の設定 

 6-2 細部設計、材料等選定 

 6-3 コスト縮減、費用対効果を考慮した整備 

 6-4 その他 

  

 

● 

  

７．施工段階の留意点 
 7-1 設計段階での申し送り事項 

 7-2 施工時の景観配慮の内容 

   

● 

 

８．維持管理の留意点   ●  

９．完成報告     ● 

10．事後評価の方針と結果＊２ 
 10-1 事後評価の方針 

 10-2 事後評価の結果 

   

● 

 

11．景観検討の体制＊２       

12．景観検討の経緯 
 12-1 景観法第 16 条第 5 項に基づく通知等 

 12-2 その他、景観検討の経緯 

     

13．事業の進捗状況の経緯      

注）「３．」「４．」及び「５．」は、本省基本方針の「景観整備方針」に相当する部分 

＊１： ●  記入する事業段階（可能な限り早い段階から作成する） 

       必要に応じて、記載内容を追加 

       継続的に記載内容を追加・更新 

＊２：重点検討事業のみ記入（標準検討事業は必要に応じて記入） 
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７．留意事項 

 

 景観検討の実施にあたって、本要領の参考１～４及び付録１～５を適

宜参照されたい。 

参考１ 景観検討区分ごとの景観検討の流れ 

参考２ 景観検討区分チェックシートの作成例 

参考３ 景観検討シートの作成例 

参考４ 様式集 

付録１ 「未来を拓く中部の景観づくり」のポイント 

付録２ 景観形成ガイドラインの概要 

付録３ 法規制等の指定状況について 

付録４ 国土交通省所管公共事業における景観検討の基本方針（案）

 

 景観検討の手順について、補足説明として「参考１」を示した。 

 本編「3-2」に示した景観検討区分チェックシート、本編「5-7」に示

した景観検討シートについて、作成方法の解説を「参考２」及び「参考

３」に示した。 

 「付録１」は、平成 19 年 4 月に取りまとめられた景観アドバイザー

からの提言「未来を拓く中部の景観づくり」の概要であり、景観検討に

携わる全ての職員に認識していただきたい事項である。 

 また、景観形成の考え方等を示した景観形成ガイドラインが事業種ご

とに作成されており、その概要を「付録２」に整理した。景観検討シー

トの作成にあたり、景観形成ガイドラインの本編とあわせて適宜参照さ

れたい。 

 「付録３」は、景観検討区分の判断基準の一つである法規制等の指定

状況についての解説である。また、「付録４」として本省の景観検討の

基本方針（案）を掲載した。 
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参考１ 景観検討区分ごとの景観検討の流れ 

１．重点検討事業の検討フロー 

・重点検討事業における事務所等の景観検討の流れは、図「①重点検討事業における事務

所等の景観検討フロー」の通りである。 

①景観検討体制を構築する。（景観施策アドバイザーの任命は必須） 

②既存資料や、景観施策アドバイザーの提言、住民等の意見等を踏まえて、「景観形成

にあたり配慮すべき事項」「景観整備の方針」等を検討し、景観検討シートを作成

する。 

③景観の予測・評価を行い、景観整備方針に適合するように事業の計画、設計を行う。 

④事業完了後も、維持・管理段階の景観配慮に留意し、一定期間経過後に事後評価を

行う。結果に応じて改善措置を検討する。 

 

２．標準検討事業の検討フロー 

・標準検討事業における事務所等の景観検討の流れは、図「②標準検討事業における事務

所等の景観検討フロー」の通りである。 

・基本的には、重点検討事業と同様に積極的な景観検討を行うよう努めるものとする。 

①標準検討事業であっても、比較的景観配慮が重要と考えられる事業については事業

景観アドバイザーを任命するなど、景観検討体制を構築するべきである。 

②「景観形成にあたり配慮すべき事項」「景観整備の方針」等を検討し、景観検討シー

トを作成する。 

③必要に応じて景観の予測・評価を行い、事業に反映させる。 

④事業完了後は、維持・管理段階の景観配慮に留意する。また必要に応じて、一定期

間経過後に事後評価を行う。 

 

３．簡易検討事業の検討フロー 

・簡易検討事業は、地下構造物等、通常市民の目にふれることのない事業が対象となるも

のであり、景観への影響は小さいと考えられるため、景観検討シートの作成は省略する

ことができる。但し、設計時点においては、第 4 章を参照すること。 

・周辺条件の変化や計画・設計の変更によって景観への影響が生ずることが見込まれるよ

うになった場合には、景観検討区分を変更し、適切な景観検討を行うものとする。 
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重点検討事業

景観検討体制の構築（事業景観ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰは必須
とし、それ以外は適宜選択する。）
 ・事業景観アドバイザー
 ・住民等の意見聴取
 ・地方公共団体、 ＮＰＯ等連携

景観検討シートの作成
（景観形成にあたり配慮すべき事項、

景観整備の方針等の検討）

企画部に報告

設計（事業景観アドバイザー
の助言、景観整備の方針、景

観形成ガイドライン等に基づく）

景観検討シートを踏まえた維持・管理
（必要に応じて改善措置）

施工

事後評価
（必要に応じて改善措置）

景観の
予測・評価

構想・計画（事業景観アドバ
イザーの助言、景観整備方針、
景観ガイドライン等に基づく）

景観の
予測・評価

企画部に報告

構想・計画段階

設計段階

事業完了 企画部に報告

 

■ ①重点検討事業における事務所等の景観検討フロー 

景観施策

景観施策
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標準検討事業

事業完了

景観検討体制の構築
（必要に応じて）

企画部に報告

設計（景観整備の方針、景観
形成ガイドライン等に基づく）

景観検討シートを踏まえた維持・管理
（必要に応じて改善措置）

景観の予
測・評価（必
要に応じて）

構想・計画（景観整備方針、
景観ガイドライン等に基づく）

構想・計画段階

設計段階

景観の予
測・評価（必
要に応じて）

必要に応じて事後評価及び改善措置

企画部に報告

施工

企画部に報告

景観検討シートの作成
（景観形成にあたり配慮すべき事項、

景観整備の方針等の検討）

 

■ ②標準検討事業における事務所等の景観検討フロー 
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■ ③簡易検討事業の景観検討フロー 

 

簡易検討事業 

 
 
可能な限り景観への配
慮を行うものとする 

・周辺条件の変化
・計画、設計の変更によ
り景観影響が見込まれ
る場合 

 
景観検討区分の見直し 
景観検討シートの作成 

事業完了 

第 4 章小規模工
事・維持管理等
における色彩・
デザイン指針に
基づく 
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参考２ 景観検討区分チェックシートの作成例 

１．各設問の記入要領 

Ⅰ 事業概要 

・各設問への記入とあわせて、事業概要を説明している資料を、提出してください。（実施

計画説明資料等の既存資料で結構です。） 

1.事業種別 

 ・事業内容 

「事業種別」は、「本編 3-3 景観検討を行う事業の実施単位」に示した表を

参考に、選択してください。 

「事業内容」は、事業の目的や実施地域等、詳しく記入してください。 

2.事業規模 事業化区間延長、道路幅員、建築物敷地面積等、事業の諸元を記入してくだ

さい。 

3.事業段階 記入時点での事業段階を選択してください。 

選択に当たって、「本編 2-2 検討開始時期」に示した「■各種事業の流れと

景観検討実施のタイミング」を参照してください。 

4.工期 設計、施工の工期について、実施済みの事業については実績を記入してくだ

さい。 

未実施の事業については、予定を記入してください。未定の場合は、空欄で

結構です。 

5.所在地 事業地域の住所を市町村名（可能なら大字程度まで）までを記入してくださ

い。 

 

Ⅱ 事業地域または周辺地域における法規制等の指定状況 

・当該事業が、各種法規制区域等で行う事業かどうかをお答え下さい。 

・法規制区域等にかかる部分が事業地域の一部のみであっても、「事業地域内にある」を選

択してください。 

 

Ⅲ 事業地域や周辺の景観 

1.種別 事業地域及び周辺地域の景観について、地形や土地利用等を踏まえて見た場

合、最も支配的であるとお考えになるものを、１つだけ選択してください。

2.近傍の 

 関連事業 

事業地域から見える範囲、かつ事業地域から約 500ｍ以内で実施されている

他省庁や地方公共団体の公共事業あるいは民間の大規模開発等のうち、景観

に配慮している、あるいは配慮していると考えられる事業（環境影響評価の

対象事業等）がある場合は、「ある」を選択し、事業名等を記入してください。
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3.配慮要素 事業地域の周辺において、当該事業の施設配置や設計、施工等にあたって配

慮すべき景観要素や施設等の有無をお答え下さい。ある場合は施設名等（多

数の場合は、代表的なもの数例）を記入して下さい。 

 

なお、配慮すべき景観要素や施設は、以下を参考にご検討下さい。 

自然的景観要素：山、高原、河川、湖沼、海岸等 

文化的景観要素：里山風景、農山漁村景観、観光施設や景勝地、霊山等信仰

対象地等 

歴史的景観要素：神社仏閣等歴史的建造物、史跡、近代土木遺産、歴史的な

街並み等 

都市的景観要素：地域の代表的な建築物・産業施設・ランドマーク等 

4.質 事業地域のほぼ全域にわたって良好な景観が形成されている場合は「１」を、

一部に良好な景観が形成されている場合は「２」を、特に良好な景観がない

場合は「３」を選択してください。 

 

「良好な景観」は、以下を参考にご検討下さい。 

・「Ⅱ」で記入いただいた、法令等に基づいて指定された地域 

・上記「3.配慮要素」で記入いただいた「配慮すべき景観要素や施設」 

 

Ⅳ 事業の景観的影響 

1.外部景観 外部景観とは、当該施設の外部にある視点場に立って、当該施設を含む周辺

風景を見たときの景観をイメージしています。視点場の有無や位置、利用状

況等を把握した上で、お答え下さい。（視点場が複数ある場合は、複数記入下

さい。） 

 

なお、この場合の「視点場」とは、一般市民が立ち入り、当該施設の眺望を

得ることができる場所とします。以下を参考にご検討下さい。 

 ・展望施設、高層建築物 

 ・高台等にある展望が得られる地域等 

 ・公園、道路等、多数の人が利用する場所 

2.内部景観 内部景観とは、一般市民が施設利用者として当該施設内の視点に立ち、当該

施設を含む周辺風景を見たときの景観をイメージしています。（例：道路走行

中に見える、道路を含んだ周辺景観） 

施設利用者の施設内部からの視点の有無、及び施設利用の頻度や利用者数等

を考慮し、お答え下さい。 

3.影響の 

 大きさ 

事業規模や事業特性等を考慮して、事業による景観影響の大きさを検討し、

お答え下さい。 

 

景観に影響を与える要素としては、以下を参考にご検討下さい。 

 ・盛土、切土等による地形の改変 

 ・構造物の設置による眺望景観の変化や分断、土地利用の変化 
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Ⅴ 景観検討区分 

1.配慮の 

 必要性 

Ⅱ．～Ⅳ．の記入事項を踏まえ、景観に配慮した設計が必要と思われる事項、

箇所等を検討し、お答え下さい。 

2.景観検討 

 区分 

景観検討区分の判断は、以下を参考に、各事業の特性等を考慮した上でお答

え下さい。 

 

＜重点検討事業＞ 

・以下の 1～3 のいずれかに該当する事業 

 （ただし、「簡易検討事業」に該当する場合は除く。） 

1.優れた景観を有する地域で行う事業 

・「Ⅱ 事業地域または周辺地域における法規制等の指定状況」のいずれかの

指定区域等が、事業地域内にある場合 

2.事業により景観に大きな影響を与えるおそれがあると判断する事業 

・「Ⅳ」について、 

 「1.外部景観」で、「1.日常的に見られる」 

 「2.内部景観」で「1.ある」 

 「3.影響の大きさ」で「1.景観が大きく変わる見込みが強い」 

 の全てを満たす事業であり、かつ「Ⅲ．」の各設問から、事業地域周辺への

景観配慮が重要と考えられる事業 

3.事業実施を通じて良好な景観形成を行おうとする事業 

・地域の景観形成を誘導したり、良好な景観地域を結ぶ等、景観を重視した

計画、設計等を行おうとする事業 

 

＜標準検討事業＞ 

・重点検討事業及び簡易検討事業に該当しない全ての事業 

 

＜簡易検討事業＞ 

・地下構造物等事業による周辺への景観上の影響がないか、極めて小さい事

業 

 

Ⅵ 検討体制等 

・「Ⅴ ２．」で重点検討事業または標準検討事業とした事業のみお答え下さい。 

1.検討体制 

 ・方針 

景観検討体制、地方公共団体等との調整方法、住民からの意見聴取方法につ

いて、現時点でのお考えを記入してください。 

2.設計業務の 

 発注方式 

設計段階での業務の発注方式について、発注済の事業については実績を、未

発注の事業については、現時点での予定を記入してください。 
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２．記入例 

 

 
黄色のセル：選択肢の中から該当するものの番号を選んで、「回答欄」にご記入ください。
緑色のセル：必要事項を記入してください。
回答する事業の数だけ、本シートをコピーしてお使い下さい。

記入年月日
事業名
事務所名 ●●国道事務所 作成者（連絡先）

Ⅰ　事業概要
以下の回答とあわせて、事業概要がわかる資料を提出して下さい。
1.事業種別 回答欄 1

事業内容

2.事業規模

3.事業段階
   (現時点)

回答欄 1

4.工期

5.所在地

Ⅱ　事業地域または周辺地域における法規制等の指定状況

1.景観法

回答欄 3
回答欄 3

2.都市計画法 回答欄 2
3.自然公園法 回答欄 3
4.文化財保護法 回答欄 3

回答欄 3
5.都市緑地法 回答欄 1
6.景観条例 回答欄 3
7.世界遺産条約 回答欄 3

Ⅲ　事業地域や周辺の景観
1.種別

回答欄 5

2.近傍の関連事業 回答欄 1
└（ある場合）具体的な事業名

事業主体
事業スケジュール

3.配慮要素 遠景（2km以上） 回答欄 2
中景（500m～2km） 回答欄 1

近景（500m以内） 回答欄 1
（ある場合）具体的に記入

4.質 回答欄 2

　（特記事項があれば記入）
）

（様式１）景観検討区分チェックシート

平成19年9月14日
●●自動車道　××道路

　１．道路　　２．河川　  ３．港湾　　４．公園　　５．その他

●●ＩＣと△△を結ぶ高規格幹線道路。
地域間交流の促進、災害時の緊急輸送路の確保等を目的として整備する。

企画課 事業景観係長 保庭正人（M85-

事業化区間＝10.3ｋｍ、幅員＝22ｍ

　１．構想・計画段階　　２．設計段階

設計：（予備）　平成20年4月～21年3月　（詳細）　平成21年～
施工：未定
愛知県名古屋市中区○○町～守山区△△町

各制度について、次から選択　　１．事業地域内にある　２．事業地域周辺（約500ｍ以内）にある　３．ない
当該地域の景観行政団体（担当窓口） 名古屋市住宅都市局都市計画部都市景観室

景観行政団体の景観計画策定状況 策定済み（平成19年3月）
景観重要公共施設、同建造物、同樹木
景観地区/準景観地区
地区計画の区域（景観法に基づく地区計画等形態 回答欄 3

意匠条例が定められたものに限る）
風致地区
特別地域（国立公園、国定公園、県立自然公園）
伝統的建造物群保存地区
重要文化的景観
特別緑地保全地区
地方公共団体条例による指定地区
世界遺産

（1～7のいずれかが「ある・周辺にある」場合）具体的に記入 特別緑地保全地区：竜泉寺、風致地区：名古屋城
備考：水色着色の指定地区等が「事業地域内にある」場合は重点検討事業になります。（Ⅴ 2.）

　１．自然風景（山林・海岸）　２．田園風景　３．郊外風景（宅地 ）
　４．郊外風景（商工業 ）　　　５．市街地景観
　６．その他（具体的に：
）

　１．全般的に良好な景観　　　２．部分的に良好な景観
　３．特に良好な景観なし

風致地区、特別緑地保全地区の区域については、緑豊かな
都市景観を形成している。その他の区域は典型的な市街地
の景観である。

　１．ある　２．ない

　１．ある　２．ない

近傍で計画・設
計・施工中の公共
事業について

市道■号線
名古屋市
現在、詳細設計実施中（施工時期は不明）

周辺に存在する
配慮すべき景観
要素や施設

　１．ある　２．ない
　１．ある　２．ない
近景：竜泉寺、庄内川、　中景：小幡緑地、名古屋城
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Ⅳ　事業の景観的影響
1.外部景観

1

3、4
視点場（具体的に）

主な視点利用者
2.内部景観 　１．ある　　２．ない 回答欄 1
施設内部からの
視点

　└（ある場合）利用者等に　
回答欄 1

3.影響の大きさ
回答欄

理由（具体的に）

Ⅴ　景観検討区分
1.配慮の必要性

回答欄 1
事項又は理由（具体的に）

2.景観検討区分
　１．重点検討事業　　２．標準検討事業　　３．簡易検討事業 回答欄 1

回答理由（必ず記入してくださ
い）

Ⅵ　検討体制等
「Ⅴ　２．」で重点検討事業または標準検討事業とした事業のみお答え下さい。
1.検討体制・方針

（具体的に記述）

（具体的に記述）

　７．その他       ８．未定
（具体的に記述）

2.設計業務の 回答欄 1
   発注方式 回答欄 4

当該施設は施設外部から住民・利用者等に
施設外部にある
視点場

　１．日常的に見られる　２．見られることがある　３．ほとんど見られない　　回答欄
（ある場合）視点から施設までの距離は　　　　　　

１．2km以上 ２．2km～500m ３．500m～100m ４．100m～0m 回答欄
全区間、沿道の市街地や交差する道路等が視点場となる。
特に、名古屋城および竜泉寺からの眺望に留意する必要が
ある。

周辺住民、交差する道路の利用者、名古屋城等の観光客

　１．日常的に見られる
　２．ほとんど見られない

　１．当該事業により周辺も含めた景観が大きく変わる見込みが強い
　２．当該事業により周辺を含めた景観が変わる可能性がある
　３．当該事業による周辺景観への影響は小さい

実施設計：１．プロポーザル　　２．競争入札　　３．その他　　４．未定

　１．委員会等　　２．住民ワークショップ等　　３．住民説明会
　４．アンケート　 ５．パブリックコメント        　６．特になし

当該事業における住民からの意見聴取方法

委員会への住民代表の参画を予定

　１．事業景観アドバイザーを含めた委員会等で検討

回答欄 1

委員会への県・市の参画を予定

回答欄 1

予備設計：１．プロポーザル　　２．競争入札　　３．その他　　４．未定

1

景観検討体制

○○道路景観検討委員会を設置予定で事業景観アドバイ
ザーの選定中

当該事業における地方公共団体等との調整方法

事務所が判断する当該事業の景観検討区分

竜泉寺特別緑地保全地区を通過する。
事業規模が大きく、高架構造の為、外部からの多数の視点
場があり、都市景観上周辺に与える影響が非常に大きい。

ほぼ全区間、高架構造物を新設するため。

当該事業に景観に配慮した設計が必要と思われる事項・箇所が
　１．ある　　２．ない　　３．現段階では判断できない

庄内川、竜泉寺と接する区間における、川や緑地との調和
名古屋市内の他の高架構造物のデザインとの統一感

　２．事業景観アドバイザーの助言・指導を受け検討
　３．景観形成ガイドライン等を参考に事務所内で検討
　４．その他　　　５．未定

回答欄 1

　１．委員会等　　２．協議の場を設置　　３．必要に応じて説明　　
　４．特になし　　 ５．その他　　６．未定
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□承認 承認年月日：

景観検討番号：

景観検討番号について
30-07-01-01

        事業を分割した場合の枝番号（２桁） ※分割毎に枝番号（－○○）を追加
      事務所毎の年度別事業連番号（２桁）
   景観検討区分の承認年度（西暦下２桁）
事務所番号（メールアドレスの頭番号）

景観検討委員会の検討結果
本欄は企画部が記入します

事業地域及び周辺の景観を写した写真（画像を添付してください。）
左：春日井市から見た竜泉寺の事業予定地付近　　　右：風致地区に隣接して道路が通過する地点

 

 

事務所名 番号 事務所名 番号
多治見砂防国道事務所 30 木曽下流河川事務所 61
木曽川上流河川事務所 31 紀勢国道事務所 64
越美山系砂防事務所 32 北勢国道事務所 65
岐阜国道事務所 33 天竜川上流河川事務所 70
高山国道事務所 34 飯田国道事務所 71
新丸子ダム工事事務所 35 三峰川総合開発工事事務所 72
横山ダム工事事務所 37 天竜川ダム統合管理事務所 75
静岡河川事務所 40 丸山ダム管理所 76
静岡国道事務所 41 矢作ダム管理所 78
沼津河川国道事務所 42 蓮ダム管理所 79
富士砂防事務所 43 長島ダム管理所 80
浜松河川国道事務所 44 小里川ダム管理所 81
庄内川河川事務所 50 中部技術事務所 85
豊橋河川事務所 51 名古屋港湾空港技術調査事務所 90
名古屋国道事務所 52 清水港湾事務所 91
愛知国道事務所 53 名古屋港湾事務所 92
名四国道事務所 54 三河港湾事務所 93
設楽ダム工事事務所 57 四日市港湾事務所 94

三重河川国道事務所 60
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参考３ 景観検討シートの作成例 

 景観検討シートは、景観検討の内容や経緯等を継続的に記録していくものである。従って、

当該事業にふさわしい配慮事項等を十分に検討した上で記入するものとする。 

 

景観検討シート（様式２） 

【景観検討番号】 30-07-01 

【事務所名】 ●●河川事務所 

【施 設 名】△△水系○○川 

【事業種別】 河川事業（河川改修事業） 

【事 業 名】○○河川○○川水系河川改修事業 

【個別事業名】 

  ○○地区河川改修事業（H20 設計完了） 

  ▲▲地区河川改修事業（H20 事業完了） 

 

【事業区分】 重点検討事業 標準検討事業 

 

【更新履歴】 平成 20 年 3 月 20 日（担当者名：○○課××） 

        ・1～5 を新たに記入 

       平成 21 年 2 月 25 日（担当者名：○○課××） 

        ・5 を加筆、6 及び 7 を新たに記入 

       ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

       平成 29 年 5 月 1 日（担当者名：○○課△△） 

        ・10-2 事後評価の結果を記入 

 

１．事業概要 

２．景観形成にあたり配慮すべき事項 

３．景観形成の目標像 

４．景観形成に関する基本的な考え方 

５．具体的な景観整備の留意点と方針 

６．景観配慮の内容 

７．施工段階の留意点 

８．維持管理の留意点 

９．完成報告 

10．事後評価の方針と結果 

11. 景観検討の体制 

12. 景観検討の経緯 

13. 事業の進捗状況の経緯 

 

【注】 

景観検討委員会において景観検討区分の承

認後、企画部より景観検討番号を発行する。

【注】 

本シートに加筆、修正等を行うごとに、

更新年月日と景観検討に主体的に携わ

った担当者名及び主な更新事項を記入

する。 

【注】 

該当する事業区分を選択 

【注】 

一連の事業の場合、一連事業名の後に、景観

検討シートに整理する個別事業名を記載 

【注】 

一連の事業の場合、同じ景観方針である一覧

事業のすべての個別事業名を列記し、それぞ

れの事業段階を（ ）で記載 
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当該箇所 

【注】 

事業の全体像や特徴を記載する。 

景観検討区分チェックシートのⅠをふま

え、さらに具体的に記載すること。 

事業内容が具体化した場合や変更があった

場合などは、これに応じて修正、加筆等を

行う。 

 

１．事業概要（構想・計画段階で記入） 

 

 事業区間は・・・・・のため十

分な流下能力を有していない。

このため、・・・・・に基づいて

整備を行う。 

 

 

事業目的：洪水被害の発生防止、治水安全度の向上 

所 在 地： ××県××市××～××県××郡××町 

延 長 等： Ｌ＝5.5ｋｍ 

事業年度： 平成 16 年度～平成 24 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域交流センタ

JR××駅 

駅前広場 
（都）  線

至  至    

（都）  線

病院 

○○川 

  小学校 

病院 

国道  号 

至    

至    

○○川河川改修事業 L=5.5km 

【注】 

事業の位置や周辺の状況がわかるように、広域

の位置図や事業実施地域の図等を添付する。 

【注】 

事業の目的、所在地、

諸元等を記載する。 
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２．景観形成にあたり配慮すべき事項（構想・計画段階で記入） 

 

 

 

 

 

 

2-1  当該事業周辺の景観や土地利用状況 

・××市の中心部を通過している区間では、ＪＲ××駅や××市役所、商業地域が近接

している。川沿いの遊歩道は、多くの市民にウォーキング等の場として利用されてい

る。 

・××市△△から××郡××町の区間は、田園地帯が広がる平坦な地形であり、集落が

点在している。 

・水郷めぐりの観光船の発着場（△△橋付近）、◇◇親水公園（◇◇地区） 

 

 

 

 

 

 

××市中心部           △△橋付近の観光船の発着場 

 

 

 

 

 

 

 

2-2  関連する計画等 

××市景観形成計画：「水辺と親しめるまちづくり」を目標の一つに掲げている。また、

××橋から○○橋までの区間は、景観まちづくりゾーンに含まれる。 

風致地区：××市△△は、風致地区に指定されている。 

 

写真 写真 

【注】 

既存文献や資料に基づき、とりまとめる。 

景観検討区分チェックシートのⅡ、Ⅲ、Ⅳをふまえ、さら

に具体的に記載すること。 

配慮すべき事項が新たに見つかった場合は、追記する。 

【注】 

事業周辺の景観資源や土地利用の特性について、当該事業

が配慮すべき事項を記載する。具体的なイメージが伝わる

よう、写真や分布図等を用いて説明する。 

また、周辺地域で他の公共事業が行われており、景観形成

上、連携が必要な場合は、同事業の概要を記載する。 

【注】 

事業地域における法規制等の状況を記載する。 

また、市町村等により景観に関する計画等が定められ

ている場合は、記載内容のうち、地域景観の目標像や

当該事業に関わりのある部分を抜粋するなどして記

載する。 
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３．景観形成の目標像（構想・計画段階で記入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

田園風景や街並みと人々の暮らしが調和する○○川 

 

【解説】 

・田園地帯と河川、あるいは市街地と河川の連続性を確保し、田園風景や街並みと河川

空間が一体となって良好な景観を形成する。 

・市民や観光客の利用に配慮し、地域の象徴的な河川空間の形成を図る。 

 

 

 

 

【注】 

事業全体の景観形成に関する目標像を記載する。 

「①当該事業において整備する施設や空間そのものに関する景観

形成の目標像」と、「②施設や空間とこれを取り巻く周辺景観との

関係を包括した景観形成の目標像」の視点から検討する。 

本項は、基本的には事業の途中で変更しないが、事業内容の変更

など合理的な理由が発生した場合は修正を行う。 

【注】 

目指すべき景観をわかりやすくキャッチフレ

ーズとして表現するだけでなく、具体的な景観

が伝わるような文章で解説・捕捉しておくこと

が望ましい。 

市町村等により、当該地域の景観形成の目標等

が定められている場合には、この目標等との整

合性に配慮する必要がある。 
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４．景観形成に関する基本的な考え方（構想・計画段階で記入） 

 

 

 

 

 

 

4-1 当該施設や空間自体の景観配慮の考え方 

・沿川のまちづくりの動向（計画や事業）を踏まえながら検討する。 

・地域特有の景観を損なわないようなデザインを検討する。 

・堤防から高水敷、水面にいたるなめらかに連続するアースデザインを行う。 

・明治時代に造られた△△堰（△△地区）を保存する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2 自然環境との調和の考え方 

・生態系に配慮した、自然豊かな河川空間を形成する。 

 

 

 

4-3 住民等の利用を考慮した整備の考え方 

・市街地内を流れる区間では、親水性の高い水辺空間整備を行う。 

・中心市街地から階段護岸へのアクセスが容易になるよう留意する。 

 

 

4-4 関係自治体等に伝えるべき考え方 

・当該区間に架かる他の管理主体の橋梁については、新設や維持管理、補修等の際に、

河川空間との一体的な景観形成がなされるよう、協議を行う。 

・河川景観の向上のため、沿川の市街地における建築物の高さ規制等の対策が望まれる。

・中心市街地から階段護岸へのアクセスが容易になるよう留意する。 

 

4-5 その他 

 

【注】 

事業の全ての段階にわたって継承することを前提とした、景観形成に関

する基本的な考え方や方向性を記載する。 

計画や設計段階で具体的な景観デザインを行うための適度なしばりと

なるよう留意する。 

「３．景観形成の目標像」と同様に、基本的には事業の途中で変更しな

いが、事業内容の変更など合理的な理由が発生した場合は修正を行う。

【注】 

「整備する施設や空間自体のデザインのコンセプト」及び「周辺

の景観等との関係の中で当該事業のデザインをどのように配慮す

るか」という視点から、基本的な考え方を記載する。 

具体的な記載項目例 

 ・工区、区間等の連続性 

 ・外部からの当該施設や空間の眺め 

 ・当該施設や空間からの周辺への眺め 

 ・自然景観や歴史文化的景観 

【注】 

周辺地域と一体となって良好な景観形成を図るため、関

係自治体等に伝えるべき考え方や要望などを記入する。 

【注】 

施設や空間の利用のされ方に関する考え方を記載する。 

【注】 

自然環境を極力保全しつつ、当該事業との調和を図るた

めの考え方等を記載する。 
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５．具体的な景観整備の留意点と方針（計画段階、設計段階で記入） 

 

 

 

 

 

5-1 施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方 

【具体的方針】 

項目 区分 具体的方針 

堤防 形状 ・周辺の市街地や田園風景に配慮し、できるだけ圧迫感を与えない

ような形状や色彩を採用する。 

・密集市街地に隣接している区間では、コンクリート壁による圧迫

感を軽減するため、傾斜壁構造とする。 

 配置 ・治水安全度を確保しつつ、近接家屋等への影響が生じない位置に

堤防法線を計画する。 

高水敷 規模 ・水辺の歩行空間を確保するために、連続した４ｍ程度以上の平場

を設置する。 

 形状 ・水辺の緑の連続性を確保するとともに、単調な線形とならないよ

うに水際の多様性を確保する。 

・水際は蛇籠護岸により、水生生物の生息環境の影響低減を図る。

 配置 ・安全性と快適性を備えた水辺の歩行空間を確保する。 

・全区間にわたって、右岸側に幅 1.5ｍの遊歩道を設置する。 

 

 

 

 

【評価の項目・尺度】（標準検討事業では必要に応じて記入） 

項目 区分 評価尺度 

堤防 形状 ・水辺の利用者に圧迫感を与えていないか 

・堤防の高さ、水辺の歩行者空間の大きさ等のバランスはよいか 

 配置 ・騒音・振動等の問題が生じないか 

・近隣家屋に圧迫感を与えていないか 

高水敷 規模 ・水辺の歩行者空間としての安全性・快適性を備えているか 

 形状 ・水際の多様性が確保できたか 

・堤防から高水敷、水面への連続性が確保されているか 

・地域の生態系の特性を考慮に入れた配慮がなされているか 

 配置 ・歩行者や自転車など利用形態を想定した遊歩道の評価 

・遊歩道からの河川や周辺の眺めの評価 

・利用者にとっての居心地よさの評価 

 

 

 

【注】 

設計にあたり留意すべき事項や、デザインの方針を記載する。 

計画段階から設計段階への事業の進捗に伴って、検討可能な範囲

や熟度が向上するため、本項目はこまめに修正、加筆等を行い、

徐々に具体性の高い記載となるよう留意する。 

【注】 

施設ごとに、規模、形状、配置などの視

点から景観整備の方針を検討する。 

【注】 

重点検討事業では、「具体的方針」に沿って設計を行う際の「評価の項

目・尺度」及び「予測・評価手法」を記載する。（標準検討事業では必

要に応じて記載する。） 

「具体的方針」で項目を分けて記載した場合は、当該項目との対応が

わかるように記載すること。 
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【予測・評価手法】（標準検討事業では必要に応じて記入） 

項目 区分 予測・評価手法 

堤防 形状 ・イメージスケッチやＣＧにより、見え方の確認・予測を行う。 

・景観の専門家を交えた検討委員会で評価する。 

 配置 ・施工性を考慮した堤防構造を検討する。 

・近隣家屋の住民の意見を反映する。 

高水敷 規模 ・利用者の安全性・快適性について、既往事例等をもとに分析する。

・市民代表を交えた検討委員会で評価する。 

 形状 ・生態系の専門家にヒアリングを行い、評価する。 

 配置 ・ＣＧ、簡易ＶＲにより、遊歩道からの景観を確認する。 

 

5-2 細部設計、材料等選定の考え方 

【具体的方針】 

項目 区分 具体的方針 

堤防 植栽 ・周辺の植生に配慮した緑化を行う。（田園地域） 

 表面処理 ・堤防壁面や歩道部分の舗装は、周囲の市街地との連続性を持た

せた修景等を行う。 

・市街地部分のコンクリート壁は白色度を抑え、原則として付加

的な装飾は行わない。 

高水敷 植栽 ・もともと河川敷に育っていた樹木は極力保存する。 

・樹高 5ｍ以上の樹木は全て保存する。 

・新規植栽は、河川敷にもともと見られる樹種（○○ヤナギ等）

を選定する。 

 ｱｰｽﾃﾞｻﾞｲﾝ ・地形に微妙な高低差をつける、既存樹木を残すなど、自然に近

い状態にする。 

 歩道 ・高水敷内の歩行空間は、人工物を原則として配置しない。 

 

 

 

 

【評価の項目・尺度】（標準検討事業では必要に応じて記入） 

項目 区分 評価尺度 

堤防 植栽 ・周辺地域との一体感が出ているか 

・地域の生態系への影響がないか 

 表面処理 ・色彩、質感等に関する、周囲の市街地や田園風景との一体感が

あるか 

高水敷 植栽 ・在来種を使用しているか 

・周辺からの高水敷内の眺めを考慮に入れた高木の配置となって

いるか 

 ｱｰｽﾃﾞｻﾞｲﾝ ・利用者にとって適度な地形の変化があるか 

・もともとの河川敷の形状と整合性があるか 

 歩道 ・利用者の安全性、快適性は確保されているか 

 

 

【注】 

施設ごとに、植栽、材料、色彩などの視

点から景観整備の方針を検討する。 
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【予測・評価手法】（標準検討事業では必要に応じて記入） 

項目 区分 予測・評価手法 

堤防 植栽、表面

処理 

・専門家へのヒアリングを行う。 

・施工時に、植栽の位置や材料の見え方等を、現場で確認する。

高水敷 植栽、ｱｰｽ

ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

・模型により、細部の勾配や見え方等の検討を行う。 

 歩道 ・住民参加のワークショップにより、具体的な材料等を検討する。

・住民や関連自治体との意見交換により、デザインを評価する。

 

5-3 コスト縮減、費用対効果を考慮した整備の考え方 

【具体的方針】 

・高水敷については、可能な限り、現場にある材料等を活用 

・堤防の修景については、デザインとコストのバランスについて自治体と協議 

【評価の項目・尺度】（標準検討事業では必要に応じて記入） 

・上記の景観整備方針等に著しい不合理が生じないか。 

【予測・評価手法】（標準検討事業では必要に応じて記入） 

・事業目的や効果と照らして、コストの妥当性を判断 

 

5-4 その他 
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６．景観配慮の内容（設計段階、施工段階で記入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-1 施設や空間の規模・形状・配置等の設定 

・水際部のヨシ群落を保存しつつ、遊歩道の整備計画を作成した。 

・水際部の護岸は半練りの石積みを採用する。 

半練石積のイメージ 

 

・近隣家屋に配慮した堤防の形状、配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注】 

重点検討事業では、「５．具体的な景観整備の留意点と方針」に沿

って景観の予測・評価を行い、その結果を設計に反映する必要が

ある。また、標準検討事業でも、「５．」に沿って、景観に配慮し

た設計を行う必要がある。 

本項では、このような景観配慮の内容を記載することにより、

「５．」の内容と実際の設計との整合がとれているか確認する。「こ

のため、「５．」の記載事項に対応してどのように設計したかがわ

かるように記載する。 

また、景観の予測・評価を行った場合は、その内容についても記

載する。 

【注】 

ＣＧや模型等を作成した場合は、これらを活用して視覚

的にわかりやすく示す。 

遊歩道整備計画（図） 

堤防の現況（図） ＣＧ（図） 
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6-2 細部設計、材料等選定 

・ツタ類や植栽ポット等により、堤体構造への影響を回避しながら緑化する。 

堤体の緑化イメージ 

・パラペット壁面に縦長の凸面を作ることによって分節化し、単調な壁面にリズム感を

与える。 

・低水護岸の一部に、水際植生の導入スペースを確保する。 

堤体の緑化と、低水護岸への植生の導入イメージ 

 

・河川敷内の高木○本を現状のまま保存。 

 

 

 

 

 

6-3 コスト縮減、費用対効果を考慮した整備 

・護岸の石材は、上流の浚渫工事で発生したものを使用する。 

 

6-4 その他 

 

 

整備計画と保存する樹木位置図 
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７．施工段階の留意点（設計段階、施工段階で記入） 

 

 

 

 

 

参考：施工段階の配慮 

 土木事業においては、施工時の材料選定や現場での判断等、施工段階で決定する

事項も多く、これらが最終的な公共施設や空間のデザインに大きな影響を及ぼすこ

とになる。設計段階までの景観検討の成果を施工段階に着実に引き継ぎ、一貫性の

あるデザインを実現するためには、施工段階における景観への配慮が極めて重要で

ある。 

（１）それまでの景観検討の経緯を踏まえる 

   施工時の担当職員は、それまでの当該事業の景観検討シートに記載された内

容を十分に理解するとともに、施工段階におけるデザインの変更は原則として

避けるべきである。 

   また、施工段階でデザインを変更せざるを得ない場合は、それまでの景観検

討の経緯を十分に理解したうえで判断を行わなければならない。特に、事業景

観アドバイザー等からの助言を過去に得ているデザインを変更する場合には、

改めて相談するなどの対応が必要である。 

 

（２）現場に立って考える 

   整備する施設等のスケール感や周辺景観との調和などを、常に現場に立って

考えることが重要である。また、現場の状況が設計段階から大きく変化してい

た場合などは、改めて景観に関する検討を行うなどの適切な対応が望ましい。 

 

（３）各種景観形成ガイドラインを参考にする 

   施工時の留意事項についても、「付録２」に示すように、各種景観形成ガイド

ラインを参考にすること。 

 

 

 

 

 

 

【注】 

着実に施工段階で景観配慮が実施されるために、施工段階への

申し送り事項や、景観配慮の内容を記載する。 
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7-1 設計段階での申し送り事項（設計段階で記入） 

・定期的に、事業景観アドバイザーに現地立会いを求め、助言を受ける。 

・植栽の配置やアースデザインは、周辺の視点場や河川敷内からの眺めに配慮して微調

整する。 

・材料の決定に当たっては、極力、現場での確認を行うようにする。 

 

 

 

 

 

 

7-2 施工時の景観配慮の内容（施工段階で記入） 

・遊歩道の舗装には○○（△△社製）を採用 

 

 

 

・地元の強い要望を受けて、事業景観アドバイザーに相談の上で、××区間のみ当初予

定のヤナギを変更し、桜並木を植栽した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注】 

施工時に、現場で判断して配慮した内容を記録する。また、可能

な限り、景観配慮事項が理解できるような写真等を添付する。 

なお、設計内容から大きな変更を行う場合は、各種景観形成ガイ

ドラインを参考にするとともに、専門家に相談するなど、慎重な

判断が求められる。 

【注】 

設計段階までに検討した景観形成の考え方を、施工段階に確

実に引き継ぐために、具体的な行動や留意点を記載する。 

また、細部のデザインなど、設計段階で確定できない部分に

ついて、施工段階でどのように検討していくべきか留意点を

記載する。 

○○橋からの眺めに配慮して

高木植栽位置を変更（写真） 

××区間の桜並木（写真） 

【注】 

特殊な材料等を使用し

た場合は記録する。 
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８．維持管理の留意点（設計段階、施工段階で記入） 

 

 

 

 

 

 

・遊歩道については、破損箇所や著しい汚れ、劣化等がないか適宜点検を行う。 

・高水敷の遊歩道の周囲は、地域住民と連携して定期的に除草等の維持管理を行う。 

・××市や地域団体等から、河川敷における自然観察や水遊び等のイベント開催の意向

があれば、積極的に協力を行う。 

 

 

 

 

 

 

【注】 

整備を行った施設や空間が良好な景観を形成し、維持してい

くために、維持管理段階で必要な取り組みや留意事項等があ

れば記載する。 

【注】 

設計段階や施工段階の景観配慮を受けて、適切な維持管理にも

留意する必要がある。そのため、本項では維持管理における留

意事項を記載する。 
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９．完成報告（事業完了時に記入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業完了年月日】 平成●年●月●日 

【完成状況】 

施設の外観： 

 整備した河川敷では、ウォーキング等を行う市民が多く見られる。 

 

 

 

 

 

 

  ○○地区の河川敷 

 

外部からの施設の眺め： 

 

 

 

 

 

 

  ××市役所屋上から見た○○川 

 

【注】 

事業完了時に、整備した施設や空間の状況を確認する。 

記載にあたっては、以下の視点から写真等を撮影して、視覚的に

わかりやすく記録する。 

記載の視点 

 ・施設自体のデザイン 

 ・外部からの当該施設や空間の眺め 

 ・当該施設や空間からの周辺への眺め 

【注】 

事業前の写真や設計時に作成したＣＧ等と、完了時の写

真を並べて掲載することが考えられる。 

事業前（写真） 完了時（写真） 

検討案（ＣＧ） 完了時（写真） 
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10．事後評価の方針と結果（設計段階、施工段階で記入） 

重点検討事業のみ記入（標準検討事業は必要に応じて記入）

 

 

 

 

 

 

10-1 事後評価の方針（設計段階、施工段階で記入） 

【実施時期】 

 事業完了後、5 年程度後 

 

 

 

 

【景観整備方針の実施に関する事後評価】 

景観整備方針の内容と事後評価時の現地状況を照らし合わせて評価する。 

評価は、事業景観アドバイザーの立ち会いの下で実施する。 

 

 

 

 

 

 

【景観向上効果に関する事後評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注】 

重点検討事業では、事業により形成された景観について事後評価を実

施する。 

このため、事後評価を実施する時期や評価手法等について記載する。 

なお、本項の記入にあたっては、「中部地方整備局における景観整備

の事後評価ガイドライン（案）」を参照することができる。 

【注】 

事後評価が確実に実施されるよう、設計段階、施工段階あるいは

事業完了時に、事後評価の実施時期を明記することが望ましい。 

【注】 

「４．景観形成に関する基本的な考え方」や「５．具体的な景観 

整備の留意点と方針」の記載内容に照らして、特に事後評価にお 

いて重視すべき項目があれば記載しておく。 

また、事業景観アドバイザーや委員会などの参画についても記載 

することが望ましい。 

想定される景観向上効果 

地域住民の愛着（意識効果） 

河川利用者の増加（活動効果） 

河川の自然景観の向上（空間効果） 

川と一体となった地域景観の形成 

（空間効果） 

調査手法 

ヒアリング調査 

（××市、××町、 

○○川を愛する会等） 

アンケート調査（沿川住民） 

現地観測調査（利用者数調査） 

聞き取り調査（河川利用者） 

：実践する調査手法 ：実践する調査手法 

【注】 

景観整備によって期待される景観向上効果を抽出するとともに、 

実施を想定する調査手法の概要を記述する。 
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10-2 事後評価の結果 

【評価結果】 

 

 

 

【景観整備方針の実施に関する評価】 

総合評価 須津川の自然石を利用した低ダム群としたことにより、林道からみたときの

渓谷景観へのえん堤の収まりがより。今後、法面への植生の侵入や自然石表

面への苔の繁茂などが進むと、より景観に馴染んでくることが期待できる。

 景観整備方針の個々の項目については、概ね想定通りに施工されており、

渓谷景観ともよく調和している。 

 

具体的な景観整備の方針 事後評価の結果 

施設や空間の規

模・形状・配置等

の設定の考え方 

・低ダム群とする。 ・全て堤高 8ｍ以下であり、林道か

ら見ても圧迫感はない。 

・堆砂区域上流では河道修正を 

行い、空間利用に供する。 

・若干の河道修正が行われた程度

であり、自然的な河川景観や親水

性は保全されている。 

・下流水路の護岸は、自然転石を

適切な形に配置することによっ

て、親水空間としての渓流を演

出する。また、人工造園計画的

な転石配置は行わない。 

・自然石により整備されており、

親水性の高い空間が形成されて

いる。 

細部設計、材料等

選定の考え方 
・現地自然石を利用する。 ・現地自然石が採取されている。 

・化粧型枠を使用する。 ・擁壁部分は自然石を模した化粧

型枠が採用されている。 

・主ダム、副ダム間の側壁法面は

自然復元のための植栽を行う。

・外来種対策のため積極的な植栽

は行われていないが、自然に植物

が侵入し、緑化が進んでいる。 

・ダム袖は植栽によって視覚上隠

ぺいし、良好な自然景観を阻害し

ないよう配慮する。 

・ダム袖への植栽はされておらず、

林道からは各えん堤がよく視認

される。 

コスト縮減、費用

対効果を考慮した

整備の考え方 

・現地採取の自然石を利用するこ

とにより、材料費、残土処理費を

抑制する。 

・現地自然石が採用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注】 

「10-1 事後評価の方針」を踏まえて、適切なタイミン

グで事後評価を実施する。 

【注】 

「10-1 事後評価の方針」に記載し

た評価方針を踏まえて評価を行う。
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【景観向上効果に関する評価】 

総括評価 来訪者や住民等による護岸の景観整備への評価は高く、川原町の景観整備と

一体となって、魅力的な地域づくりに寄与している。 

 地域全体で、利用の増加や、景観に関連した住民の取組の活性化が確認さ

れた。歴史的な街並み景観に合った改装を行った建築物も多い。また、川原

町では、商店の増加が確認され、徐々にではあるが地域全体の活性化の効果

も得られている。 

 

確認された景観向上効果 関連する調査結果 

意識

効果 

・地域住民の長良川へ

の愛着や親しみの向

上 

・重量感のある玉石積のイメージは、地域に安心感となっ

ている。 

・護岸整備に対する地域からの異論はない 

●当該河川整備に対する地域住民の高い認知 

●「魅力」や「親しみ・愛着」を感じる人が 8 割超 

●7 割が、護岸付近の風景がよくなったと回答 

・川原町の観光客の満

足度の向上 

・観光客から、整備前よりも良くなったとの評価 

・鵜飼観光客の満足度

の向上 

活動

効果 

・川原町一帯の観光客

の増加 

○休日を中心に観光客の利用 

・地域住民の護岸利用

の増加 

・川原町の街並みと川沿いの道との回遊ルートが完成 

・早朝を中心に、ウォーキングの人を見かける 

○休日を中心に、ジョギングや散策利用 

●地域住民の 4 割超が、週 1 回以上護岸を利用 

●川原町在住者では、散歩、自然観察、清掃等の利用が増

えた人がそれぞれ 2 割程度に対し、減った人はいない 

・護岸での滞在時間や

自然とのふれあい利

用の増加 

・護岸を歩く観光客の

増加 

・鵜飼のシーズンオフでも土日を中心に観光客が増加 

○冬至のイベントの開催 

・鵜飼観光のオフシー

ズンの護岸利用増加

●利用者は、地域住民と観光客がほぼ半々 

●来訪者では、利用頻度が増えた人が 2 割に対し、減った

人はいない 

空間

効果 

・川原町一帯の古い建

築物の保存、復元や

景観に配慮した建物

の改修等 

・歴史的な街並み景観に合った改装を行った建築物もある

・川原町地区の修景整備や右岸の長良川プロムナード整備

と関連しながら景観配慮を実施 

・鵜飼待合所、鵜飼事務所、公衆トイレの修景整備も同時

期に実施 

●自宅や店舗など景観配慮を 7 件実施 

波及

効果 

・川原町一帯の商業の

活性化 

・店舗の冬季営業や、新規開業などが相次いでいる 

・鵜飼観光の活性化 ・鵜飼観光客は、平成 21 年度は 20 年度よりやや減少した

が、悪天候や不況の影響などを考慮すると、実質的には

減少していない 

・地域のまちづくり活

動の活性化 

・川原町まちづくり会では、整備に合わせて町を紹介する

マップを作製 

●景観整備をきっかけとして花を飾ったり、清掃を行うよ

うになった世帯が 3 割程度 

・川原町広場でフリーマーケットを開催 

  ・：ヒアリング調査の結果、●：アンケート調査の結果、○：現地観測調査の結果 

 

【注】 

「10-1 事後評価の方針」に記載し 

た評価方針を踏まえて評価を行う。 
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【改善措置】 

・これまでの維持管理を引き続き行う。 

 
【注】 

必要に応じて改善措置を検討して記載する。 
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11．景観検討の体制 

重点検討事業のみ記入（標準検討事業は必要に応じて記入）

 

 

 

 

 

 

 

■○○川景観検討委員会（平成 18 年●月～20 年 3 月）で検討 

【事業景観アドバイザー】 

○○ ○○   ○○大学教授 

○○ ○○   △大学大学院教授 

○○ ○○   △大学大学院教授 

○○ ○○   ○○大学教授 

○○ ○○   △大学大学院教授 

【関係自治体】 

××県××市 ○○課 

××県××郡××町 ○○課 

 

■平成 20 年 4 月以降 

・事業景観アドバイザー（○○ ○○   △大学大学院教授）に引き続き、定期的に

助言いただく体制とする。 

・景観形成上の課題に応じて、その他の事業景観アドバイザーにも適宜ヒアリングを行

う。 

・関係自治体とは、設計業務の発注時などにあわせて、適宜、協議を行うものとする。

 

【注】 

重点検討事業では、景観検討の体制を構築する必要がある。ある程

度の期間にわたって体制を維持しつつ、事業の進捗に応じて変化さ

せていくことになる。 

本項には景観検討の体制の概要を記入し、体制の変化があった場合

には新たな体制を追記する。 

【注】 

体制に変化があった場合には、新たな体制を追記する。 

【注】 

関係自治体との調整があった

場合は、必ず記入する。 
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12．景観検討の経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

12-1 景観法第 16 条第 5 項に基づく通知等 

○○地区築堤（Ｌ＝○ｍ）について、景観行政団体（××市）に通知 

（平成 20 年○月○日）

××市からの回答（平成 20 年○月○日）、××市との協議（平成 20 年○月○日） 

 

12-2 その他、景観検討の経緯 

【平成 18 年度】 

第 1 回委員会（平成 18 年○月○日） 

 ・趣旨説明、現地視察 

第 2 回委員会（平成 19 年○月○日） 

 ・景観整備方針について 

住民ワークショップ（平成 19 年○月○日） 

 ・堤防整備、遊歩道整備について、自治体、住民参加でワークショップを開催 

【平成 19 年度】 

第 3 回委員会（平成 19 年○月○日） 

 ・景観整備方針について 

第 4 回委員会（平成 20 年○月○日） 

 ・設計段階以降の景観検討について 

【平成 20 年度以降】 

事業景観アドバイザーヒアリング 

（平成 20 年 11 月○日）○○教授：現地視察及び意見聴取 

（平成 21 年 6 月○日）○○教授：現地視察及び意見聴取 

（平成 22 年 10 月○日）○○教授：維持管理のあり方について意見聴取 

 

関連自治体との協議 

（平成 21 年○月○日）××県××市 ○○課 

（平成 21 年○月○日）××県××郡××町 ○○課 

 

【注】 

委員会、景観施策アドバイザーへのヒアリング、住民やＮＰＯ等

の意見の聴取、地方公共団体との協議など、景観検討の経緯を一

貫して記録に残すため、時系列的に検討の経緯を記載する。 

事業の進捗に応じて、検討内容を追記していく。 

なお、本項での記載は、会議等の名称、開催年月日、主な検討項

目等にとどめる。詳細な検討内容については、議事録等を作成し

て、本シートとともに保管する。 

【注】 

関係自治体との調整があっ

た場合は、必ず記入する。 

【注】 

景観計画区域における事業では、設計

案がある程度固まった時点で、景観計

画及び景観条例に基づき、必要に応じ

て景観行政団体に通知する。 

ここでは、通知した事業区間等や年月

日、景観行政団体からの回答や協議の

年月日、概要等を記載する。 
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13．事業の進捗状況の経緯 

 

 

 

 

 

 

 

○○○地区築堤 

概略調査（平成 16 年～18 年 3 月、電子納品番号：････････････） 

   発注先：㈱○○コンサルタント 

   管理技術者：○○××  景観検討担当者：△△□□ 

○○区間予備設計（平成 18 年 4 月～19 年 3 月、電子納品番号：････････････） 

   発注先：㈱○○コンサルタント 

   管理技術者：○○××  景観検討担当者：△△□□ 

○○地区築堤詳細設計（平成 20 年 4 月～21 年 3 月、電子納品番号：････････････） 

   発注先：××エンジニアリング㈱ 

   管理技術者：○○□□  景観検討担当者：××△△ 

 

▲▲▲築堤 

概略調査（平成 16 年～18 年 3 月、電子納品番号：････････････） 

   発注先：㈱○○コンサルタント 

   管理技術者：○○××  景観検討担当者：△△□□ 

▲▲区間予備設計（平成 18 年 4 月～19 年 3 月、電子納品番号：････････････） 

   発注先：㈱○○コンサルタント 

   管理技術者：○○××  景観検討担当者：△△□□ 

▲▲地区築堤詳細設計（平成 20 年 4 月～21 年 3 月、電子納品番号：････････････） 

   発注先：××エンジニアリング㈱ 

   管理技術者：○○□□  景観検討担当者：××△△ 

 

【注】 

事業の進捗状況の経緯を一貫して記録するため、設計や工事等

の発注案件名と電子納品番号、工期、発注先の業者名・管理技

術者名・景観担当者技術者名を記載する。 

【注】 

個別事業毎に事業の進捗状況を記載する。 
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参考４ 様式集 
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黄色のセル：選択肢の中から該当するものの番号を選んで、「回答欄」にご記入ください。
緑色のセル：必要事項を記入してください。
回答する事業の数だけ、本シートをコピーしてお使い下さい。

記入年月日
事業名
事務所名 作成者（連絡先）

Ⅰ　事業概要
以下の回答とあわせて、事業概要がわかる資料を提出して下さい。
1.事業種別 回答欄

事業内容

2.事業規模

3.事業段階
   (現時点)

回答欄

4.工期（予定）

5.所在地

Ⅱ　事業地域または周辺地域における法規制等の指定状況

1.景観法

回答欄
回答欄

2.都市計画法 回答欄
3.自然公園法 回答欄
4.文化財保護法 回答欄

回答欄
5.都市緑地法 回答欄
6.景観条例 回答欄
7.世界遺産条約 回答欄

Ⅲ　事業地域や周辺の景観
1.種別

回答欄

2.近傍の関連事業 回答欄
└（ある場合）具体的な事業名

事業主体
事業スケジュール

3.配慮要素 遠景（2km以上） 回答欄
中景（500m～2km） 回答欄

近景（500m以内） 回答欄
（ある場合）具体的に記入

4.質 回答欄

　（特記事項があれば記入）

景観地区/準景観地区

意匠条例が定められたものに限る）
回答欄

　１．自然風景（山林・海岸）　２．田園風景　３．郊外風景（宅地 ）
　４．郊外風景（商工業 ）　　　５．市街地景観
　６．その他（具体的に：
）

重要文化的景観

特別地域（国立公園、国定公園、県立自然公園）

世界遺産

各制度について、次から選択　　１．事業地域内にある　２．事業地域周辺（約500ｍ以内）にある　３．ない

周辺に存在する
配慮すべき景観
要素や施設

（1～7のいずれかが「ある・周辺にある」場合）具体的に記入

　１．ある　２．ない
　１．ある　２．ない
　１．ある　２．ない

風致地区

伝統的建造物群保存地区

　１．全般的に良好な景観　　　２．部分的に良好な景観
　３．特に良好な景観なし

　　　　　　県　　　　　　　市町村

特別緑地保全地区
地方公共団体条例による指定地区

当該地域の景観行政団体（担当窓口）
景観行政団体の景観計画策定状況

景観重要公共施設、同建造物、同樹木

地区計画の区域（景観法に基づく地区計画等形態

備考：水色着色の指定地区等が「事業地域内にある」場合は重点検討事業になります。（Ⅴ 2.）

　１．ある　２．ない
近傍で計画・設
計・施工中の公共
事業について

（様式１）景観検討区分チェックシート

　平成　　年　　　月　　　日

施工：　　　　　年　　月～　　　　年　　月

（例：Ｌ＝○．○ｋｍ、Ｗ＝○○．○ｍ、Ａ＝○○ｍ2）

設計：（予備）　　　　　年　　月～　　　　年　　月　（詳細）　　　　　年　　月～　　　　年　　月

　１．道路　　２．河川　  ３．港湾　　４．公園　　５．その他

（例：道路改築（４車バイパス））

　１．構想・計画段階　　２．設計段階
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Ⅳ　事業の景観的影響
1.外部景観

視点（具体的に）
主な視点利用者

2.内部景観 　１．ある　　２．ない 回答欄
施設内部からの
視点

　└（ある場合）利用者等に　
回答欄

3.影響の大きさ
回答欄

理由（具体的に）

Ⅴ　景観検討区分
1.配慮の必要性

回答欄
事項又は理由（具体的に）

2.景観検討区分
　１．重点検討事業　　２．標準検討事業　　３．簡易検討事業 回答欄

回答理由（必ず記入してくださ
い）

Ⅵ　検討体制等
「Ⅴ　２．」で重点検討事業または標準検討事業とした事業のみお答え下さい。
1.検討体制・方針

（具体的に記述）

（具体的に記述）

　７．その他       ８．未定
（具体的に記述）

2.設計業務の 回答欄
   発注方式 回答欄

　１．日常的に見られる
　２．ほとんど見られない

１．2km以上 ２．2km～500m ３．500m～100m ４．100m～0m 回答欄

施設外部にある
視点場

当該施設は施設外部から住民・利用者等に

（ある場合）視点から施設までの距離は　　　　　　
　１．日常的に見られる　２．見られることがある　３．ほとんど見られない　　回答欄

事務所が判断する当該事業の景観検討区分

　２．当該事業により周辺を含めた景観が変わる可能性がある
　３．当該事業による周辺景観への影響は小さい

　１．ある　　２．ない　　３．現段階では判断できない

　１．当該事業により周辺も含めた景観が大きく変わる見込みが強い

当該事業に景観に配慮した設計が必要と思われる事項・箇所が

　２．事業景観アドバイザーの助言・指導を受け検討
　３．景観形成ガイドライン等を参考に事務所内で検討
　４．その他　　　５．未定

当該事業における地方公共団体等との調整方法
　１．委員会等　　２．協議の場を設置　　３．必要に応じて説明　　

回答欄
　４．特になし　　 ５．その他　　６．未定

景観検討体制
　１．事業景観アドバイザーを含めた委員会等で検討

回答欄

予備設計：１．プロポーザル　　２．競争入札　　３．その他　　４．未定

実施設計：１．プロポーザル　　２．競争入札　　３．その他　　４．未定

当該事業における住民からの意見聴取方法
　１．委員会等　　２．住民ワークショップ等　　３．住民説明会

回答欄　４．アンケート　 ５．パブリックコメント        　６．特になし
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□承認 承認年月日：

景観検討番号：

景観検討番号について
30-07-01-01

        事業を分割した場合の枝番号（２桁） ※分割毎に枝番号（－○○）を追加
      事務所毎の年度別事業連番号（２桁）
   景観検討区分の承認年度（西暦下２桁）
事務所番号（メールアドレスの頭番号）

事業地域及び周辺の景観を写した写真（画像を添付してください。）

本欄は企画部が記入します
景観検討委員会の検討結果

 

事務所名 番号 事務所名 番号
多治見砂防国道事務所 30 木曽下流河川事務所 61
木曽川上流河川事務所 31 紀勢国道事務所 64
越美山系砂防事務所 32 北勢国道事務所 65
岐阜国道事務所 33 天竜川上流河川事務所 70
高山国道事務所 34 飯田国道事務所 71
新丸子ダム工事事務所 35 三峰川総合開発工事事務所 72
横山ダム工事事務所 37 天竜川ダム統合管理事務所 75
静岡河川事務所 40 丸山ダム管理所 76
静岡国道事務所 41 矢作ダム管理所 78
沼津河川国道事務所 42 蓮ダム管理所 79
富士砂防事務所 43 長島ダム管理所 80
浜松河川国道事務所 44 小里川ダム管理所 81
庄内川河川事務所 50 中部技術事務所 85
豊橋河川事務所 51 名古屋港湾空港技術調査事務所 90
名古屋国道事務所 52 清水港湾事務所 91
愛知国道事務所 53 名古屋港湾事務所 92
名四国道事務所 54 三河港湾事務所 93
設楽ダム工事事務所 57 四日市港湾事務所 94

三重河川国道事務所 60
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（様式２）景観検討シート 

景観検討シート（様式２） 

【景観検討番号】  

【事務所名】  

【施 設 名】  

【事業種別】  

【事 業 名】  

 

【事業区分】 重点検討事業 標準検討事業 

 

【更新履歴】  

 

 

１．事業概要 

２．景観形成にあたり配慮すべき事項 

３．景観形成の目標像 

４．景観形成に関する基本的な考え方 

５．具体的な景観整備の留意点と方針 

６．景観配慮の内容 

７．施工段階の留意点 

８．維持管理の留意点 

９．完成報告 

10．事後評価の方針と結果 

11. 景観検討の体制 

12. 景観検討の経緯 

13. 事業の進捗状況の経緯 

 

 

１．事業概要（構想・計画段階で記入） 
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２．景観形成にあたり配慮すべき事項（構想・計画段階で記入） 

2-1  当該事業周辺の景観や土地利用状況 

 

 

 

2-2  関連する計画等 

 

 

 

 

３．景観形成の目標像（構想・計画段階で記入） 

 

 

 

 

４．景観形成に関する基本的な考え方（構想・計画段階で記入） 

4-1 当該施設や空間自体の景観配慮の考え方 

 

 

 

4-2 自然環境との調和の考え方 

 

 

 

4-3 住民等の利用を考慮した整備の考え方 

 

 

 

4-4 関係自治体等に伝えるべき考え方 

 

 

 

4-5 その他 
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５．具体的な景観整備の留意点と方針（計画段階、設計段階で記入） 

5-1 施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方 

【具体的方針】 

 

【評価の項目・尺度】（標準検討事業では必要に応じて記入） 

 

【予測・評価手法】（標準検討事業では必要に応じて記入） 

 

 

 

5-2 細部設計、材料等選定の考え方 

【具体的方針】 

 

【評価の項目・尺度】（標準検討事業では必要に応じて記入） 

 

【予測・評価手法】（標準検討事業では必要に応じて記入） 

 

 

 

5-3 コスト縮減、費用対効果を考慮した整備の考え方 

【具体的方針】 

 

【評価の項目・尺度】（標準検討事業では必要に応じて記入） 

 

【予測・評価手法】（標準検討事業では必要に応じて記入） 

 

 

 

5-4 その他 
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６．景観配慮の内容（設計段階、施工段階で記入） 

6-1 施設や空間の規模・形状・配置等の設定 

 

 

 

6-2 細部設計、材料等選定 

 

 

 

6-3 コスト縮減、費用対効果を考慮した整備 

 

 

 

6-4 その他 

 

 

 

７．施工段階の留意点（設計段階、施工段階で記入） 

7-1 設計段階での申し送り事項（設計段階で記入） 

 

 

 

7-2 施工時の景観配慮の内容（施工段階で記入） 

 

 

 

８．維持管理の留意点（設計段階、施工段階で記入） 

 

 

 

 

９．完成報告（事業完了時に記入） 

【事業完了年月日】  

【完成状況】 
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10．事後評価の方針と結果（設計段階、施工段階で記入） 

重点検討事業のみ記入（標準検討事業は必要に応じて記入）

10-1 事後評価の方針（設計段階、施工段階で記入） 

【実施時期】  

【評価項目と手法】 

 

 

 

10-2 事後評価の結果 

【評価結果】 

 

 

 

【改善措置】 

 

 

 

11．景観検討の体制 

重点検討事業のみ記入（標準検討事業は必要に応じて記入）

 

 

 

 

12．景観検討の経緯 

12-1 景観法第 16 条第 5 項に基づく通知等 

 

 

 

12-2 その他、景観検討の経緯 

 

 

 

13．事業の進捗状況の経緯 
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付録１ 「未来を拓く中部の景観づくり」のポイント 

 

 平成 19 年 4 月に、中部地方整備局景観アドバイザー会議からの提言「未来を拓く中部の景

観づくり」が取りまとめられた。この提言では、中部地方の特性を活かした景観づくりの基

本理念を設定し、社会資本整備に求められる視点が提示されている。 
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付録２ 景観形成ガイドラインの概要 

 

 景観検討の実施にあたっては、事業種ごとに作成されている各種景観形成ガイドライン

を参考にすること。次ページ以降に、これらに示されている「景観検討における考え方・

留意点」に関する事項を抜粋して示す。詳細は、景観形成ガイドラインの本編を参照され

たい。 

 

■景観形成ガイドライン 

名称 発行 

道路デザイン指針（案） 平成 17 年 4 月 国土交通省道路局 

景観に配慮した防護柵の整備ガイドライン 平成 16 年 3 月 国土交通省道路局 

河川景観ガイドライン 

「河川景観の形成と保全の考え方」 

平成 18 年 10 月 国土交通省河川局 

美しい山河を守る災害復旧基本方針 平成 26 年 3 月 国土交通省河川局 

海岸景観形成ガイドライン 平成 18 年 1 月 国土交通省河川局・港湾

局、農林水産省農村振興局・水産庁 

砂防関係事業における景観形成ガイドライン 平成 19 年 2 月 国土交通省砂防部 

港湾景観形成ガイドライン 平成 17 年 3 月 国土交通省港湾局 

航路標識整備事業景観形成ガイドライン 平成 16 年 3 月 海上保安庁交通部 

景観形成ガイドライン 

「都市整備に関する事業」 

平成 23 年 6 月 

 国土交通省都市・地域整備局 

住宅・建築物等整備事業に係る景観形成ガイドライン 平成 17 年 3 月 国土交通省住宅局 

官庁営繕事業における景観形成ガイドライン 平成 24 年 3 月 

 国土交通省大臣官房 官庁営繕部 
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て

、
控

え
め

で
洗

練
さ

れ
た

道
路

景
観

を
創

造
す

る
。

 

 

＜
線

形
の

配
慮

＞
 

・
の

り
面

を
縮

小
す

る
。

 

・
自

然
改

変
量

を
減

ら
す

。
 

・
集

落
等

か
ら

道
路

が
目

立
た

な
い

。
 

・
地

域
の

景
観

資
源

の
消

失
を

回
避

す
る

。
 

・
地

域
の

歴
史

的
建

築
物

、
文

化
遺

産
等

の
景

観
を

阻
害

し
な

い
。

 

・
農

村
部

で
は

、
田

園
の

区
画

形
態

に
倣

っ
た

線
形

を
検

討
す

る
。

 

・
走

行
中

に
地

形
の

展
開

が
意

識
で

き
る

よ
う

な
線

形
を

検
討

す
る

。
 

 ＜
外

部
景

観
（

道
路

外
か

ら
見

た
道

路
を

含
ん

だ
地

域
の

景
観

）
＞

 

・
外

か
ら

見
て

、
道

路
が

周
囲

の
地

形
等

と
調

和
し

た
良

好
な

景
観

を
形

成
す

る
。

 

・
道

路
が

地
域

景
観

を
分

断
し

な
い

。
 

・
周

辺
の

景
観

特
性

に
応

じ
て

、
ト

ン
ネ

ル
、

橋
梁

、
高

架
構

造
を

採
用

す
る

。
 

・
主

要
な

視
点

場
か

ら
の

水
景

等
の

眺
望

を
、
道

路
が

阻

害
し

な
い

。
 

 ＜
内

部
景

観
１
（

道
路

か
ら

見
た

周
辺

の
自

然
景

観
）
＞

 

・
道

路
周

辺
の

広
が

り
の

あ
る

景
観

を
見

通
せ

る
よ

う
な

道
路

構
造

と
す

る
。

 

・
走

行
中

に
景

観
資

源
を

楽
し

め
る

よ
う

な
デ

ザ
イ

ン
と

す
る

。
 

・
地

域
の

名
山

等
ラ

ン
ド

マ
ー

ク
を

、
道

路
か

ら
見

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。
 

・
水

辺
が

見
ら

れ
る

な
ど

、
周

辺
景

観
が

良
好

な
位

置
に

休
憩

ポ
イ

ン
ト

を
設

置
す

る
。

 

・
斜

面
部

分
で

は
、
上

下
線

分
離

に
よ

る
眺

望
確

保
を

検

討
す

る
。

 

・
水

辺
を

、
道

路
か

ら
見

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

。
 

 

＜
一

貫
性

＞
 

・
構

想
・

計
画

時
か

ら
の

景
観

形
成

に
関

す
る

一
貫

し
た

考
え

方
を

継

承
す

る
。

 

・
構

想
・

計
画

段
階

か
ら

の
現

場
条

件
の

変
化

に
対

応
す

る
。

 

 ＜
空

間
的

な
一

体
感

＞
 

・
区

間
や

構
造

物
等

が
一

体
感

を
持

つ
も

の
と

し
て

調
和

す
る

よ
う

配

慮
す

る
。

 

 ＜
線

形
の

微
調

整
＞

 

・
線

形
の

微
調

整
に

よ
る

の
り

面
の

回
避

、
縮

小
、

既
存

樹
林

の
保

全

等
を

図
る

。
 

・
安

易
に

植
栽

で
対

応
す

る
の

で
は

な
く

、
既

存
樹

林
、

樹
木

等
の

保

全
、

活
用

を
検

討
す

る
。

 

 ＜
の

り
面

の
処

理
＞

 

・
の

り
面

の
自

然
復

元
、

ア
ー

ス
デ

ザ
イ

ン
を

行
い

、
自

然
地

形
と

の

連
続

性
を

確
保

す
る

。
 

・
周

囲
に

水
景

等
の

景
観

資
源

が
あ

る
場

合
は

、
の

り
面

に
景

観
資

源

と
調

和
す

る
ア

ー
ス

デ
ザ

イ
ン

を
採

用
す

る
。

 

・
の

り
面

の
表

面
処

理
で

は
、

自
然

の
遷

移
に

よ
る

自
然

復
元

を
視

野

に
入

れ
て

行
う

。
 

 ＜
外

部
景

観
（

道
路

外
か

ら
見

た
道

路
を

含
ん

だ
地

域
の

景
観

）
＞

 

・
周

辺
地

域
の

自
然

や
構

造
物

の
色

彩
と

の
調

和
や

一
貫

し
た

コ
ン

セ

プ
ト

に
よ

る
色

彩
設

計
を

行
う

。
 

 ＜
内

部
景

観
１

（
道

路
か

ら
見

た
周

辺
の

自
然

景
観

）
＞

 

・
走

行
中

に
、

変
化

の
あ

る
シ

ー
ク

エ
ン

ス
景

観
を

得
ら

れ
る

よ
う

、

擁
壁

等
に

配
慮

す
る

。
 

  

・
整

備
時

の
景

観
整

備
方

針
を

継
承

す
る

。
 

・
点

検
、

掃
除

等
の

実
施

に
よ

り
、

良
好

な
景

観
を

維
持

す
る

。
 

・
維

持
管

理
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
策

定
す

る
。

 

・
沿

道
住

民
や

道
路

利
用

者
と

の
協

働
に

よ
る

維
持

管
理

の
手

法
を

設

定
す

る
。

 

・
維

持
管

理
の

協
力

団
体

へ
の

支
援

を
行

う
。

 

・
植

栽
の

適
切

な
剪

定
、

更
新

等
の

管
理

を
行

う
。

 

・
樹

木
の

生
長

等
に

よ
り

眺
望

が
阻

害
さ

れ
た

場
合

は
、

伐
採

の
検

討

を
行

う
。

 

・
工

事
用

道
路

や
仮

設
構

造
物

は
、

施
工

が
終

了
次

第
、

速
や

か
に

復

旧
す

る
。
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6
1 

■
景

観
検

討
に

お
け

る
考

え
方

・
留

意
点

リ
ス

ト
（

2
/
9
）

 
景

観
形

成
ガ

イ

ド
ラ

イ
ン

 

事
業

段
階

 

全
般

 
構

想
・

計
画

 
設

計
・

施
工

 
維

持
管

理
 

道
路

 

（
2
/
2
）

 

 
＜

内
部

景
観

２
（

道
路

か
ら

見
た

道
路

自
体

や
町

並
み

の

景
観

）
＞

 

・
沿

道
の

街
並

み
等

、
地

域
資

源
を

考
慮

す
る

。
 

・
屈

折
部

の
修

景
や

直
線

道
路

の
突

き
当

り
に

ア
イ

ス
ト

ッ
プ

を
位

置
づ

け
る

な
ど

の
配

慮
を

行
う

。
 

・
地

域
景

観
と

道
路

構
造

物
を

調
和

さ
せ

る
。

 

・
沿

道
の

歴
史

的
建

造
物

を
保

全
、

活
用

す
る

。
 

・
沿

道
建

物
や

看
板

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
等

に
よ

る
一

体
的

な
景

観
整

備
を

行
う

。
 

 

＜
内

部
景

観
２

（
道

路
か

ら
見

た
道

路
自

体
や

町
並

み
の

景
観

）
＞

 

・
ト

ン
ネ

ル
、

擁
壁

等
、

構
造

物
の

形
態

や
表

面
処

理
は

、
道

路
周

囲

と
調

和
す

る
よ

う
配

慮
す

る
。

 

・
沿

道
植

樹
帯

の
確

保
等

に
よ

り
、

遮
音

壁
等

の
出

現
を

予
防

す
る

。
 

・
植

栽
は

、
周

囲
の

街
並

み
と

調
和

さ
せ

る
。

 

・
舗

装
材

の
色

彩
等

に
つ

い
て

、
周

囲
の

景
観

に
配

慮
す

る
。

 

・
交

差
点

は
、

沿
道

の
要

素
を

含
め

た
全

体
の

調
和

に
留

意
す

る
。

 

・
立

体
交

差
は

、
シ

ン
プ

ル
な

構
造

と
す

る
。

 

・
休

憩
ポ

イ
ン

ト
は

、
シ

ン
プ

ル
で

全
体

と
し

て
調

和
の

と
れ

た
デ

ザ

イ
ン

と
す

る
。

 

・
車

道
と

沿
道

と
は

、
環

境
施

設
帯

を
設

置
す

る
な

ど
に

よ
り

遮
蔽

を

確
保

す
る

。
 

・
遮

音
壁

は
、

圧
迫

感
等

を
生

じ
さ

せ
な

い
よ

う
配

慮
す

る
。

 

・
付

加
的

で
過

剰
な

デ
ザ

イ
ン

を
行

わ
な

い
。

 

 ＜
仮

設
構

造
物

等
＞

 

・
施

工
時

の
仮

設
構

造
物

に
よ

る
景

観
改

変
を

低
減

す
る

た
め

の
配

慮

を
行

う
。

 

・
工

事
用

道
路

等
に

よ
る

景
観

影
響

の
低

減
に

配
慮

す
る

。
 

 ＜
橋

梁
、

高
架

橋
＞

 

・
そ

れ
自

体
の

美
し

さ
を

重
要

視
す

る
。

 

・
周

辺
景

観
の

中
に

お
さ

ま
り

、
溶

け
込

む
デ

ザ
イ

ン
と

す
る

。
 

・
過

剰
な

装
飾

を
さ

け
た

、
シ

ン
プ

ル
な

デ
ザ

イ
ン

と
す

る
。

 

・
地

形
や

植
生

の
改

変
を

最
小

化
す

る
。

 

・
沿

道
住

民
へ

の
圧

迫
感

、
違

和
感

等
を

回
避

す
る

デ
ザ

イ
ン

と
す

る
。
 

 ＜
ト

ン
ネ

ル
等

＞
 

・
坑

口
は

、
特

に
周

辺
景

観
と

の
調

和
に

配
慮

す
る

。
 

・
坑

口
は

圧
迫

感
の

な
い

形
状

と
す

る
。

 

・
外

部
の

視
点

場
か

ら
、

ト
ン

ネ
ル

や
掘

割
道

路
の

存
在

を
感

じ
さ

せ

な
い

デ
ザ

イ
ン

と
す

る
。
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6
2 

■
景

観
検

討
に

お
け

る
考

え
方

・
留

意
点

リ
ス

ト
（

3
/
9
）

 

景
観

形
成

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

 

事
業

段
階

 

全
般

 
構

想
・

計
画

 
設

計
・

施
工

 
維

持
管

理
 

道
路

 

（
防

護
柵

）
 

 
＜

防
護

柵
に

係
る

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

策
定

＞
 

・
防

護
柵

を
含

め
た

道
路

全
体

に
係

る
景

観
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

等
を

策
定

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
 

 ＜
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

に
基

づ
く

防
護

柵
の

選

定
＞

 

・
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

に
お

い
て

定
め

ら
れ

た
景

観
的

な
配

慮
方

針
を

踏
ま

え
、
設

置
可

能
な

防
護

柵
に

つ
い

て
代

替
案

を
含

め
て

検
討

し
、
設

置
を

行
う

具
体

の
防

護
柵

を
選

定
す

る
。

 

・
防

護
柵

や
代

替
施

設
の

検
討

に
お

い
て

は
、

そ
の

種
類

、
形

状
、
色

彩
の

比
較

に
加

え
て

、

維
持

管
理

の
容

易
性

や
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
等

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

・
な

お
、
既

に
景

観
に

配
慮

し
た

防
護

柵
の

整

備
が

進
ん

で
い

る
場

合
に

は
、
他

区
間

に
お

い
て

も
防

護
柵

の
統

一
性

、
連

続
性

を
図

る

た
め

に
、
原

則
と

し
て

景
観

に
配

慮
し

た
既

設
の

防
護

柵
と

同
一

の
防

護
柵

を
選

定
す

る
こ

と
が

基
本

で
あ

る
。

 

 ＜
防

護
柵

設
置

の
判

断
と

対
応

＞
 

・
防

護
柵

の
本

来
的

な
役

割
が

必
要

と
さ

れ
な

い
場

所
に

は
、
防

護
柵

を
設

置
し

な
い

こ
と

が
基

本
で

あ
る

。
 

・
防

護
柵

を
景

観
に

優
れ

た
他

の
施

設
で

代
替

す
る

こ
と

が
適

切
な

場
合

に
は

、
そ

れ
ら

を

用
い

る
こ

と
が

基
本

で
あ

る
。

 

・
道

路
の

新
設

時
、
改

築
時

に
お

い
て

道
路

構

造
を

検
討

す
る

際
に

は
、
安

全
性

や
経

済
性

の
検

討
に

加
え

て
、
景

観
的

配
慮

を
行

う
こ

と
が

基
本

で
あ

る
。

 

 

＜
形

状
＞

 

・
防

護
柵

は
、

構
造

的
・

機
能

的
に

必
要

最
低

限
の

部
材

で
構

成
さ

れ
た

シ
ン

プ
ル

な
形

状
で

あ
る

こ
と

が
基

本
で

あ
る

。
 

・
地

域
イ

メ
ー

ジ
の

直
接

的
な

表
現

(
地

域
の

特
産

物
を

表
現

し
た

レ
リ

ー
フ

の
設

置
や

絵
を

描
く

こ
と

)
を

は
じ

め
と

す
る

付
加

的
な

装
飾

は
、

避
け

る
こ

と
が

基
本

で
あ

る
。

 

・
主

に
自

然
景

観
や

田
園

景
観

が
広

が
っ

て
い

る
地

域
に

お
い

て
、
周

辺
へ

の
眺

望
を

確
保

す

る
必

要
が

あ
る

場
合

に
は

、
透

過
性

の
高

い
形

式
と

す
る

こ
と

が
基

本
で

あ
る

。
 

・
主

に
橋

梁
部

や
中

央
分

離
帯

に
設

置
さ

れ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
の

壁
型

剛
性

防
護

柵
は

、
必

要
に

応
じ

て
、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
壁

面
の

存
在

感
を

低
減

さ
せ

る
工

夫
を

行
う

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

・
歩

道
が

設
置

さ
れ

る
道

路
で

は
、
防

護
柵

が
歩

行
者

の
間

近
に

存
在

す
る

こ
と

、
ま

た
歩

行

者
が

防
護

柵
に

直
接

触
れ

る
こ

と
に

対
す

る
配

慮
を

行
う

こ
と

が
基

本
で

あ
る

。
 

・
温

も
り

を
感

じ
さ

せ
た

い
よ

う
な

地
域

や
、

木
造

の
歴

史
的

構
造

物
の

周
辺

、
木

造
の

伝
統

建
築

物
が

集
積

し
て

い
る

街
並

み
、

緑
の

多
い

地
域

な
ど

に
お

い
て

は
、

木
製

の
防

護
柵

を

用
い

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

 

 ＜
色

彩
＞

 

・
鋼

製
防

護
柵

に
つ

い
て

は
、
周

辺
景

観
の

中
で

防
護

柵
が

必
要

以
上

に
目

立
た

な
い

塗
装

色

を
選

定
す

る
こ

と
が

原
則

で
あ

る
 

・
防

護
柵

が
橋

梁
等

の
構

造
物

に
設

置
さ

れ
、

か
つ

当
該

構
造

物
を

眺
め

る
主

要
な

視
点

が
道

路
外

部
に

あ
る

場
合

に
は

、
当

該
構

造
物

を
構

成
す

る
部

位
(
橋

桁
等

)
の

色
彩

と
防

護
柵

の

色
彩

と
の

調
和

に
も

配
慮

す
る

こ
と

が
基

本
で

あ
る

。
 

 ＜
防

護
柵

の
統

一
と

他
施

設
と

の
調

和
＞

 

・
短

い
区

間
内

や
狭

い
範

囲
内

に
お

け
る

多
種

の
防

護
柵

の
設

置
は

避
け

る
こ

と
が

基
本

で
あ

る
。

 

・
同

じ
区

間
に

お
い

て
、
車

両
用

防
護

柵
と

歩
行

者
自

転
車

用
柵

の
色

彩
に

関
係

性
を

持
た

せ

る
こ

と
が

基
本

で
あ

る
。

 

・
道

路
管

理
者

間
の

協
議

を
十

分
に

行
い

、
防

護
柵

の
統

一
を

図
る

、
あ

る
い

は
形

状
・
色

彩

に
関

連
性

を
持

た
せ

て
デ

ザ
イ

ン
的

な
基

調
を

揃
え

る
こ

と
が

基
本

で
あ

る
。

 

・
防

護
柵

自
体

の
統

一
を

図
る

の
み

な
ら

ず
、

他
の

道
路

付
属

物
や

道
路

占
用

物
と

の
調

和
を

図
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

。
 

 ＜
視

線
誘

導
へ

の
配

慮
＞

 

・
防

護
柵

に
つ

い
て

は
、

地
域

特
性

に
応

じ
た

景
観

へ
の

配
慮

を
行

い
適

切
な

色
彩

、
形

状
を

採
用

し
、
視

線
誘

導
に

つ
い

て
は

、
視

線
誘

導
標

等
の

他
の

手
段

に
よ

り
確

保
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

 

・
視

覚
障

害
者

の
誘

導
に

つ
い

て
配

慮
す

る
必

要
が

あ
る

場
合

は
、
関

係
者

の
意

見
を

踏
ま

え
、

視
覚

障
害

者
誘

導
用

ブ
ロ

ッ
ク

の
設

置
等

適
切

な
措

置
を

講
じ

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

 

＜
維

持
管

理
を

考
え

た
防

護
柵

の
設

置
＞

 

・
防

護
柵

に
使

用
さ

れ
る

各
種

の
素

材
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

素
材

の
特

性

を
有

し
て

お
り

、
そ

れ
ら

の
特

性

を
考

慮
し

た
適

切
な

維
持

管
理

を

行
う

こ
と

が
基

本
で

あ
る

。
 

・
破

損
時

等
に

お
け

る
部

材
取

替
え

の
容

易
性

は
、

更
新

範
囲

や
更

新

に
要

す
る

時
間

、
ひ

い
て

は
コ

ス

ト
に

も
影

響
す

る
こ

と
か

ら
、

防

護
柵

を
選

定
す

る
際

に
十

分
考

慮

す
る

こ
と

が
基

本
で

あ
る

。
 

 ＜
破

損
時

等
に

お
け

る
適

切
な

修

繕
・

更
新

＞
 

・
良

好
な

道
路

景
観

形
成

を
図

っ
て

い
く

う
え

で
は

、
防

護
柵

の
破

損

や
老

朽
化

に
あ

わ
せ

て
適

切
な

修

繕
・

更
新

を
行

っ
て

い
く

こ
と

が

基
本

で
あ

る
。
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6
3 

■
景

観
検

討
に

お
け

る
考

え
方

・
留

意
点

リ
ス

ト
（

4
/
9
）

 
景

観
形

成
ガ

イ

ド
ラ

イ
ン

 

事
業

段
階

 

全
般

 
構

想
・

計
画

 
設

計
・

施
工

 
維

持
管

理
 

河
川

 
＜

河
川

デ
ザ

イ
ン

の
心

得
＞

 

・
風

景
の

成
り

立
ち

を
読

む
。

 

・
自

然
を

基
調

と
す

る
。

 

・
微

地
形

や
水

の
流

れ
を

尊
重

す
る

。
 

・
水

や
物

質
の

循
環

を
か

た
ち

づ
く

る
。

 

・
変

化
を

許
容

す
る

。
 

・
治

水
、

利
水

の
シ

ス
テ

ム
を

支
え

る
。

 

・
地

域
の

歴
史

、
風

土
に

根
ざ

し
た

も
の

と
す

る
。

 

・
暮

ら
し

の
中

に
水

を
意

識
す

る
。

 ・
過

去
の

良
好

な
景

観
を

紐
解

く
。

 

・
河

川
周

辺
の

公
園

等
、
河

川
と

連
携

で
き

る
施

設
を

見

つ
け

る
。

 

・
河

川
空

間
を

立
体

的
に

捉
え

て
デ

ザ
イ

ン
を

行
う

。
 

・
空

間
の

連
続

や
分

節
が

適
度

に
バ

ラ
ン

ス
す

る
よ

う
な

デ
ザ

イ
ン

を
行

う
。

 

・
自

然
の

営
み

に
よ

る
河

川
空

間
の

形
態

を
活

か
し

た
デ

ザ
イ

ン
を

行
う

。
 

・
人

々
の

活
動

の
し

や
す

さ
、

居
心

地
の

よ
さ

、
動

線
等

を
考

慮
し

た
デ

ザ
イ

ン
を

行
う

。
 

・
河

川
本

来
の

自
然

の
姿

を
考

え
る

。
 

・
都

市
計

画
と

連
携

を
は

か
る

。
 

・
都

市
空

間
の

魅
力

の
向

上
に

資
す

る
。

 

・
構

造
物

の
特

徴
を

活
か

し
て

、
魅

力
的

な
河

川
景

観
の

形
成

を
は

か
る

。
 

 

・
風

土
に

あ
っ

た
色

彩
や

素
材

を
用

い
た

デ
ザ

イ
ン

を
行

う
。

 

・
都

市
の

河
川

や
水

路
等

は
、

周
辺

の
都

市
空

間
の

多
様

な
表

情
に

合

わ
せ

て
デ

ザ
イ

ン
を

行
う

。
 

・
周

辺
の

建
築

物
と

の
調

和
を

は
か

る
。

 

・
堰

や
ダ

ム
、

閘
門

等
の

構
造

物
は

、
河

川
景

観
の

中
の

シ
ン

ボ
ル

的

な
役

割
を

果
た

す
も

の
と

し
て

、
周

辺
景

観
と

の
調

和
に

配
慮

す
る

。
 

・
堤

防
、

水
門

、
護

岸
等

の
景

観
要

素
は

、
施

設
の

特
性

に
応

じ
た

配

慮
を

行
う

。
 

・
実

施
し

た
内

容
が

目
的

に
沿

っ
て

い
た

か
検

証
す

る
。

 

・
時

間
と

共
に

劣
化

し
て

い
な

い
か

検
証

す
る

。
 

災
害

復
旧

 

（
河

川
）

 

・
現

地
調

査
を

十
分

に
行

い
、

被
災

原
因

を
究

明
す

る
。

 

・
河

道
特

性
を

踏
ま

え
、

被
災

原
因

を
除

去
で

き
る

必
要

最
小

限
の

復

旧
工

法
と

す
る

。
 

・
従

前
か

ら
有

し
て

い
る

河
川

環
境

の
保

全
に

配
慮

す
る

。
 

・
多

自
然

川
づ

く
り

の
考

え
方

に
基

づ
く

復
旧

と
す

る
。

 

・
河

川
環

境
・

特
性

、
設

計
流

速
、

復
旧

工
法

の
情

報
を

整
理

し
、

災
害

復
旧

を
進

め
る

。
 

 

・
河

岸
・

水
際

部
、

法
覆

工
、

基
礎

工
～

覆
土

・
寄

せ
石

、
淵

・
河

畔

樹
木

な
ど

の
保

全
、

需
要

種
に

対
す

る
特

別
な

配
慮

、
等

に
留

意
す

る
。

 

 

 

第2章　未来を拓く中部の景観づくり「実践編」

2-65



 
6
4 

■
景

観
検

討
に

お
け

る
考

え
方

・
留

意
点

リ
ス

ト
（

5
/
9
）

 

景
観

形
成

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

 

事
業

段
階

 

全
般

 
構

想
・

計
画

 
設

計
・

施
工

 
維

持
管

理
 

海
岸

 
・

自
然

環
境

基
盤

、
生

態
環

境
、

生

活
環

境
の

3
つ

の
視

座
に

よ
っ

て
、

望
ま

し
い

海
岸

の
あ

り
方

を

考
え

る
。

 

・
海

岸
保

全
施

設
が

主
役

と
な

ら
な

い
よ

う
に

配
慮

す
る

。
 

・
内

部
景

観
と

外
部

景
観

の
双

方
か

ら
景

観
検

討
を

行
う

。
 

・
海

岸
の

も
つ

「
静

」
と

「
動

」
の

両
面

を
想

定
し

た
検

討
を

行
う

。
 

・
海

岸
や

周
辺

地
域

の
自

然
特

性
、

地
形

を
尊

重
す

る
。

 

・
海

岸
と

人
々

の
歴

史
、

文
化

を
反

映
さ

せ
る

。
 

・
海

岸
地

形
や

周
囲

の
特

徴
的

な
山

等
の

地
域

景
観

を
喪

失
、

阻
害

し
な

い
。

 

・
海

岸
地

形
や

周
囲

の
特

徴
的

な
山

等
の

地
域

景
観

を
、

海
岸

の
景

観
的

魅
力

と
し

て
活

か
す

。
 

・
自

然
な

汀
線

形
状

を
形

成
す

る
。

 

・
海

岸
へ

の
ア

ク
セ

ス
の

あ
り

方
を

検
討

す
る

。
 

・
背

後
地

域
や

隣
接

地
域

と
の

空
間

的
、

視
覚

的
一

体
性

を
確

保
す

る
。

 

・
施

設
や

構
造

物
は

、
自

然
地

形
に

違
和

感
な

く
納

ま
る

よ
う

に
す

る
。

 

＜
一

貫
性

＞
 

・
基

本
方

針
、

コ
ン

セ
プ

ト
を

踏
ま

え
て

、
全

体
と

し
て

ま
と

ま
り

の

あ
る

空
間

、
景

観
形

成
を

図
る

よ
う

に
設

計
す

る
。

 

 ＜
海

岸
地

形
へ

の
配

慮
＞

 

・
海

浜
の

整
備

で
は

、
自

然
の

営
力

が
生

み
出

す
微

地
形

や
植

生
の

変

化
を

尊
重

す
る

。
 

・
海

岸
の

個
性

を
特

徴
付

け
て

い
る

汀
線

形
状

を
尊

重
し

、
事

業
に

よ

る
汀

線
形

状
の

変
化

を
回

避
す

る
。

 

 ＜
構

造
物

の
デ

ザ
イ

ン
に

つ
い

て
の

具
体

的
な

配
慮

事
項

＞
 

・
海

岸
堤

防
や

護
岸

と
い

っ
た

構
造

物
の

存
在

が
、

海
岸

景
観

に
圧

迫

感
や

違
和

感
、

視
覚

的
な

分
断

等
を

起
こ

さ
な

い
よ

う
配

慮
す

る
。

 

・
景

観
影

響
を

抑
え

る
よ

う
な

構
造

や
材

料
等

を
用

い
る

よ
う

配
慮

す

る
。

 

・
離

岸
提

は
、

水
平

線
へ

の
見

通
し

を
な

る
べ

く
阻

害
し

な
い

よ
う

天

端
高

を
お

さ
え

る
。

 

・
突

堤
、

ヘ
ッ

ド
ラ

ン
ド

は
、

構
造

物
の

天
端

高
や

素
材

、
形

状
に

留

意
。

施
設

と
海

面
や

砂
浜

が
滑

ら
か

に
す

り
つ

く
よ

う
配

慮
す

る
。

 

・
海

岸
林

や
緑

地
、

植
栽

は
、

適
切

な
緑

量
、

密
度

、
樹

種
を

選
択

す

る
。
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6
5 

■
景

観
検

討
に

お
け

る
考

え
方

・
留

意
点

リ
ス

ト
（

6
/
9
）

 
景

観
形

成
ガ

イ

ド
ラ

イ
ン

 

事
業

段
階

 

全
般

 
構

想
・

計
画

 
設

計
・

施
工

 
維

持
管

理
 

海
岸

 

（
続

き
）

 

 
 

・
施

設
は

、
海

岸
景

観
に

目
立

た
ず

収
ま

る
よ

う
、

形
態

、
材

料
、

色

彩
等

に
配

慮
す

る
。

 

・
オ

ブ
ジ

ェ
、

壁
画

、
娯

楽
施

設
の

設
置

等
は

、
海

岸
整

備
で

の
採

用

は
慎

重
に

行
う

。
 

 ＜
施

工
段

階
＞

 

・
設

計
段

階
ま

で
の

検
討

事
項

を
、

一
貫

し
て

反
映

さ
れ

る
よ

う
留

意

す
る

。
 

・
デ

ザ
イ

ン
監

理
、

適
切

な
フ

ォ
ロ

ー
体

制
を

構
築

す
る

。
 

 

 

砂
防

 
・

構
造

物
や

周
辺

環
境

の
、

長
期

間

の
変

化
を

見
据

え
た

景
観

形
成

を

行
う

。
 

・
地

域
の

個
性

を
踏

ま
え

た
デ

ザ
イ

ン
を

行
う

。
 

・
砂

防
機

能
が

感
じ

取
れ

る
よ

う
な

デ
ザ

イ
ン

を
行

う
。

 

・
機

能
的

で
無

駄
の

な
い

デ
ザ

イ
ン

を
行

う
。

 

・
周

辺
環

境
に

違
和

感
な

く
存

在
す

る
よ

う
な

施
設

配
置

、
規

模
と

す

る
。

 

＜
計

画
段

階
＞

 

・
地

形
の

特
徴

に
適

し
た

施
設

の
規

模
、

配
置

と
す

る
。
 

・
複

数
の

施
設

を
設

置
す

る
場

合
は

、
施

設
配

置
に

規
則

性
を

持
た

せ
る

。
 

・
施

設
と

背
景

が
、

構
図

と
し

て
美

し
く

、
安

心
感

を
与

え
る

レ
イ

ア
ウ

ト
と

な
る

よ
う

留
意

す
る

。
 

・
大

規
模

堰
堤

で
は

な
く

、
小

規
模

堰
堤

を
複

数
設

置
す

る
こ

と
も

検
討

す
る

。
 

・
施

設
が

外
か

ら
見

え
に

く
い

工
種

を
選

択
す

る
。

 

・
樹

木
、
岩

な
ど

景
観

資
源

の
改

変
を

回
避

、
最

小
化

す

る
工

種
を

選
択

す
る

。
 

＜
設

計
段

階
＞

 

・
構

造
物

の
輪

郭
線

と
背

景
の

ス
カ

イ
ラ

イ
ン

等
を

馴
染

ま
せ

る
。

 

・
植

栽
に

よ
り

、
施

設
と

周
囲

の
自

然
景

観
の

連
続

性
を

保
つ

。
 

・
壁

面
の

分
割

、
形

態
上

の
凹

凸
等

に
よ

り
、

景
観

上
の

単
調

さ
を

回

避
し

た
り

、
流

水
の

表
情

を
演

出
し

た
り

す
る

。
 

・
安

心
感

を
与

え
る

形
状

、
材

料
を

採
用

す
る

。
 

・
表

面
の

着
色

で
は

な
く

、
材

料
の

持
っ

て
い

る
特

色
を

活
か

す
工

夫

を
す

る
。

 

 ＜
施

工
段

階
＞

 

・
周

辺
地

形
や

樹
木

な
ど

周
辺

環
境

へ
の

影
響

の
最

小
化

を
図

る
。

 

・
設

計
段

階
ま

で
の

景
観

検
討

を
的

確
に

反
映

で
き

る
よ

う
、

丁
寧

に

施
工

す
る

。
 

 

・
時

間
経

過
に

伴
う

構
造

物
の

見
え

方
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

。
 

・
周

辺
土

地
利

用
の

変
化

に
伴

う
砂

防
施

設
を

含
ん

だ
景

観
を

モ
ニ

タ

リ
ン

グ
す

る
。

 

・
景

観
に

関
す

る
社

会
的

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
配

慮
す

る
。

 

 

港
湾

 
 

・
緑

化
等

、
居

心
地

を
良

く
す

る
た

め
の

施
設

等
の

修
景

を
行

う
。

 

・
電

線
類

の
地

中
化

を
行

う
。

 

・
周

囲
に

優
れ

た
視

対
象

が
存

在
す

る
に

も
関

わ
ら

ず
視

点
場

が
不

足
し

て
い

る
場

合
は

、
新

た
な

視
点

場
の

創

造
を

検
討

す
る

。
 

・
視

対
象

が
不

足
し

て
い

る
場

合
は

、
施

設
等

を
視

対
象

と
し

て
位

置
づ

け
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

 

・
歴

史
的

施
設

等
は

、
修

景
に

よ
り

景
観

資
源

と
し

て
活

用
す

る
。

 

 

＜
一

貫
性

＞
 

・
景

観
形

成
の

意
図

（
目

標
像

・
方

針
）

を
、

設
計

、
施

工
ま

で
適

切

に
反

映
さ

せ
る

。
 

 ＜
デ

ザ
イ

ン
上

の
配

慮
＞

 

・
施

設
、

構
造

物
の

位
置

、
高

さ
、

形
態

、
色

彩
等

の
改

善
を

図
る

。
 

・
周

辺
と

調
和

の
取

れ
た

素
材

等
の

利
用

に
よ

る
景

観
形

成
に

努
め

る
。
 ・

清
掃

、
美

化
を

適
切

に
実

施
す

る
。
 

・
塗

装
等

、
定

期
的

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
実

施
す

る
。

 

・
放

置
等

禁
止

区
域

を
指

定
す

る
な

ど
、

利
用

に
伴

う
景

観
阻

害
の

発

生
を

防
ぐ

。
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6
6 

■
景

観
検

討
に

お
け

る
考

え
方

・
留

意
点

リ
ス

ト
（

7
/
9
）

 
景

観
形

成
ガ

イ

ド
ラ

イ
ン

 

事
業

段
階

 

全
般

 
構

想
・

計
画

 
設

計
・

施
工

 
維

持
管

理
 

航
路

標
識

整
備

 
・

航
路

標
識

等
の

設
置

、
運

用
に

係
る

形
態

、
色

彩
、

高
さ

等
に

つ
い

て
の

基
準

及
び

慣
行

を

遵
守

し
、

航
路

標
識

等
の

機
能

を
確

保
す

る
。

 

・
地

域
の

既
存

の
計

画
と

の
調

和
、

強
調

を
図

る
こ

と
に

よ
る

景
観

形
成

に
配

慮
す

る
。

 

 

 
 

都
市

整
備

（
土

地
区

画
整

理
事

業
、
街

路
事

業
、

都
市

公
園

事

業
、

下
水

道
事

業
）

 

 

                   

・
対

象
地

や
周

辺
に

お
け

る
各

種
の

民
間

事
業

と
の

整
合

を
図

る
。

 

・
街

路
や

公
園

等
の

公
共

空
間

と
、
周

辺
の

民
有

空
間

と

の
調

和
や

整
合

を
図

る
。

 

・
当

該
地

域
の

景
観

の
個

性
を

保
全

、
活

用
す

る
。

 

・
地

域
固

有
の

地
割

り
、

町
割

り
等

、
街

の
成

り
立

ち
や

履
歴

を
尊

重
す

る
。

 

・
地

域
固

有
の

建
築

様
式

や
、
地

場
の

材
料

を
活

用
す

る
。
 

・
周

辺
の

土
地

利
用

や
景

観
の

変
化

を
見

据
え

た
デ

ザ
イ

ン
と

す
る

。
 

・
経

年
変

化
に

よ
る

効
果

（
エ

イ
ジ

ン
グ

効
果

）
を

想
定

し
た

デ
ザ

イ
ン

と
す

る
。

 

 ＜
市

街
地

再
開

発
事

業
＞

 

・
地

形
や

水
辺

、
植

生
等

の
自

然
環

境
を

活
か

す
。

 

・
歴

史
的

な
ま

ち
の

遺
構

を
活

か
し

、
質

を
高

め
る

。
 

・
主

要
な

視
点

場
か

ら
の

パ
ノ

ラ
マ

景
観

へ
配

慮
す

る
。
 

 ＜
土

地
区

画
整

理
事

業
＞

 

・
守

る
べ

き
歴

史
的

要
素

や
自

然
要

素
を

把
握

し
、
住

民

等
に

よ
る

景
観

の
共

通
認

識
と

し
て

整
理

す
る

。
 

・
事

業
完

了
後

の
ま

ち
の

姿
に

つ
い

て
、

地
権

者
間

で
立

体
的

な
空

間
イ

メ
ー

ジ
を

共
有

す
る

。
 

 ＜
街

路
事

業
＞

 

・
視

点
を

意
識

し
て

、
街

路
自

体
と

周
辺

景
観

と
の

調
和

に
留

意
す

る
。

 

・
沿

道
の

一
体

的
な

景
観

整
備

を
働

き
か

け
る

。
 

・
街

路
の

特
性

に
基

づ
く

景
観

的
な

一
貫

性
を

保
持

す

る
。

 

・
公

共
空

間
と

し
て

控
え

め
で

洗
練

さ
れ

た
街

路
景

観
を

創
造

す
る

。
 

 

＜
一

貫
性

＞
 

・
目

標
像

、
基

本
的

考
え

方
、

具
体

的
方

針
等

を
適

切
に

継
承

す
る

。
 

・
景

観
整

備
方

針
を

施
工

へ
適

切
に

反
映

さ
せ

る
。

 

・
エ

イ
ジ

ン
グ

効
果

を
想

定
し

た
検

討
を

行
う

。
 

・
仮

設
構

造
物

に
つ

い
て

、
景

観
へ

の
配

慮
を

行
う

。
 

 ＜
市

街
地

再
開

発
事

業
＞

 

・
街

並
み

の
中

で
の

建
築

物
の

基
本

的
な

形
態

・
ボ

リ
ュ

ー
ム

を
検

討

す
る

。
 

・
周

辺
道

路
か

ら
の

見
え

方
に

配
慮

す
る

。
 

・
通

り
の

雰
囲

気
を

つ
く

る
低

層
部

の
あ

り
方

に
留

意
す

る
。

 

・
建

築
物

の
各

部
の

形
、

フ
ァ

サ
ー

ド
は

、
街

並
み

や
周

辺
の

自
然

環

境
と

の
調

和
に

配
慮

す
る

。
 

・
施

設
建

築
物

の
周

囲
の

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

は
、

魅
力

的
な

都
市

空

間
と

な
る

よ
う

に
配

慮
す

る
。

 

・
バ

ル
コ

ニ
ー

、
屋

外
階

段
、

擁
壁

、
駐

車
場

、
照

明
等

の
設

備
に

つ

い
て

も
、

街
並

み
と

の
調

和
に

配
慮

す
る

。
 

・
色

彩
や

材
料

は
、

街
並

み
の

中
で

違
和

感
の

な
い

よ
う

に
留

意
す

る

と
 

・
素

材
や

植
栽

等
に

つ
い

て
、

経
年

変
化

を
踏

ま
え

た
検

討
を

行
う

。
 

・
無

秩
序

な
広

告
物

に
よ

っ
て

街
並

み
や

風
景

が
破

壊
さ

れ
な

い
よ

う

配
慮

す
る

。
 

 ＜
土

地
区

画
整

理
事

業
＞

 

・
計

画
段

階
の

イ
メ

ー
ジ

と
整

合
し

て
い

る
か

確
認

す
る

。
 

 ＜
街

路
事

業
＞

 

・
街

路
と

沿
道

が
一

体
と

な
っ

た
空

間
と

な
る

よ
う

、
道

路
構

造
物

や

舗
装

等
は

沿
道

と
調

和
し

た
シ

ン
プ

ル
な

デ
ザ

イ
ン

と
す

る
。

 

・
街

路
に

相
応

し
い

緑
化

の
姿

を
見

定
め

て
、

効
果

的
な

緑
化

の
た

め

の
植

栽
基

盤
を

設
置

す
る

。
 

・
道

路
占

用
物

件
の

設
置

は
、

景
観

を
阻

害
す

る
こ

と
が

多
い

た
め

、

十
分

留
意

す
る

。
 

 

・
管

理
者

へ
、

景
観

形
成

方
針

や
設

計
の

意
図

等
を

引
き

継
ぐ

。
 

・
管

理
に

関
す

る
事

項
を

取
り

ま
と

め
た

手
引

書
を

作
成

す
る

。
 

・
地

域
住

民
や

景
観

整
備

機
構

等
と

の
連

携
、

協
働

に
よ

る
維

持
管

理

を
検

討
す

る
。

 

・
修

景
、

緑
化

、
美

化
等

に
か

か
わ

る
住

民
等

へ
、

支
援

を
行

う
。

 

 ＜
土

地
区

画
整

理
事

業
＞

 

・
ま

ち
の

維
持

管
理

に
関

す
る

住
民

等
と

行
政

の
役

割
分

担
を

明
確

に

す
る

。
 

・
住

民
参

加
型

の
維

持
管

理
体

制
の

あ
り

方
を

検
討

す
る

。
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6
7 

■
景

観
検

討
に

お
け

る
考

え
方

・
留

意
点

リ
ス

ト
（

8
/
9
）

 
景

観
形

成
ガ

イ

ド
ラ

イ
ン

 

事
業

段
階

 

全
般

 
構

想
・

計
画

 
設

計
・

施
工

 
維

持
管

理
 

都
市

整
備

（
土

地
区

画
整

理
事

業
、
街

路
事

業
、

都
市

公
園

事

業
、

下
水

道
事

業
）

 

（
続

き
）

 

 
・

付
加

的
で

過
剰

な
デ

ザ
イ

ン
を

排
除

す
る

。
 

・
都

市
の

成
り

立
ち

や
履

歴
を

尊
重

す
る

。
 

・
街

路
の

格
（

大
通

り
、

細
街

路
、

表
通

り
、

横
丁

等
）

を
踏

ま
え

た
景

観
設

計
を

行
う

。
 

 ＜
下

水
道

事
業

＞
 

・
下

水
処

理
場

等
は

、
施

設
空

間
を

利
用

し
た

公
園

・
ビ

オ
ト

ー
プ

整
備

な
ど

を
行

う
こ

と
に

よ
っ

て
、
水

と
緑

の
空

間
を

形
成

す
る

。
 

・
地

域
の

特
徴

を
踏

ま
え

て
、
水

処
理

施
設

等
の

構
造

物

の
景

観
配

慮
を

行
う

。
 

・
雨

水
幹

線
等

は
、
開

渠
化

や
複

断
面

化
に

よ
る

せ
せ

ら

ぎ
整

備
な

ど
、
水

と
緑

の
空

間
と

し
て

再
構

築
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

 

 ＜
都

市
公

園
事

業
＞

 

・
都

市
公

園
に

求
め

ら
れ

る
多

様
な

機
能

と
景

観
形

成
と

の
調

和
を

図
る

。
 

・
都

市
公

園
の

立
地

条
件

に
応

じ
、
地

域
の

特
徴

を
活

か

し
た

景
観

形
成

に
資

す
る

。
 

・
都

市
公

園
が

設
置

さ
れ

る
目

的
を

踏
ま

え
、

文
化

的
・

歴
史

的
資

源
な

ど
が

活
か

さ
れ

る
よ

う
適

切
な

景
観

形
成

を
図

る
。

 

・
都

市
全

体
の

景
観

形
成

の
視

点
か

ら
、

周
辺

景
観

と
の

連
続

性
等

に
留

意
す

る
。

 

・
地

域
の

特
徴

や
四

季
の

変
化

等
を

活
か

し
て

、
都

市
公

園
の

魅
力

的
な

内
部

景
観

を
形

成
す

る
。

 

・
樹

木
の

生
長

な
ど

時
間

経
過

に
伴

う
変

化
を

考
慮

し
た

景
観

形
成

を
行

う
。
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6
8 

■
景

観
検

討
に

お
け

る
考

え
方

・
留

意
点

リ
ス

ト
（

9
/
9
）

 
景

観
形

成
ガ

イ

ド
ラ

イ
ン

 

事
業

段
階

 

全
般

 
構

想
・

計
画

 
設

計
・

施
工

 
維

持
管

理
 

住
宅

・
建

築
物

等
整

備
 

・
地

形
や

気
候

等
に

適
し

た
建

築
物

と
す

る
。

 

・
地

域
の

歴
史

や
文

化
を

活
か

す
。

 

・
地

域
固

有
の

建
築

の
様

式
や

工
法

、
素

材
、

仕
上

げ
等

を
考

慮
す

る
。

 

・
時

間
の

経
過

と
と

も
に

美
し

く
味

わ
い

あ
る

景
観

と
な

る
よ

う
な

材
料

、
工

法
等

を
選

択
す

る
。

 

・
地

域
の

自
然

や
街

並
み

の
色

彩
を

考
慮

す
る

。
 

・
積

極
的

な
緑

化
に

よ
り

潤
い

の
あ

る
景

観
を

形
成

す
る

。
 

・
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

。
 

・
景

観
上

重
要

な
視

点
場

か
ら

の
美

し
い

景
観

を
阻

害
し

な
い

よ
う

配
慮

す
る

。
 

・
沿

道
景

観
に

配
慮

し
た

フ
ァ

サ
ー

ド
や

外
構

等
の

デ
ザ

イ
ン

を
行

う
。

 

・
夜

間
景

観
に

配
慮

し
た

照
明

デ
ザ

イ
ン

を
行

う
。

 

・
人

々
の

就
業

、
買

い
物

等
の

活
動

空
間

と
調

和
す

る
デ

ザ
イ

ン
を

行
う

。
 

・
修

繕
、

改
修

に
お

い
て

も
景

観
に

配
慮

す
る

。
 

・
複

数
の

建
築

物
群

の
一

体
性

や
連

続
性

に
配

慮
す

る
。

 

 

 
 

官
庁

営
繕

 
・

周
辺

の
歴

史
、

文
化

、
風

土
に

配
慮

し
た

素
材

、
工

法
、

構
法

等
に

よ
り

、
地

域
の

街
並

み

と
の

調
和

を
図

る
。

 

・
歴

史
的

建
築

物
、

ま
ち

な
み

の
持

つ
歴

史
・

文
化

等
を

尊
重

す
る

。
 

・
上

位
計

画
、

関
連

計
画

及
び

都
市

計
画

と
の

整
合

及
び

調
整

を
図

る
。

 

・
地

域
振

興
に

配
慮

し
、

地
域

の
核

と
し

て
地

域
の

賑
わ

い
を

創
出

す
る

。
他

施
設

と
の

連
携

に
よ

り
、

相
乗

効
果

ま
た

は
機

能
補

完
を

十
分

に
発

揮
す

る
。

 

・
周

辺
の

自
然

環
境

と
の

調
和

を
図

り
、

ま
た

は
そ

の
地

域
、

地
区

の
良

好
な

景
観

形
成

を
積

極
的

に
リ

ー
ド

す
る

。
 

・
地

形
の

改
変

を
最

小
限

に
と

ど
め

、
生

態
系

の
保

全
を

図
る

。
 

・
立

地
が

も
つ

自
然

の
特

性
を

活
か

し
、

良
好

な
環

境
の

保
全

、
創

出
を

図
る

。
 

・
周

辺
の

都
市

環
境

と
の

調
和

を
図

り
、

ま
た

は
そ

の
地

域
、

地
区

の
良

好
な

都
市

景
観

形
成

を
積

極
的

に
リ

ー
ド

す
る

。
 

・
建

物
配

置
の

工
夫

ま
た

は
植

栽
の

移
植

な
ど

に
よ

り
、

既
存

樹
木

等
の

植
栽

を
保

存
す

る
。

 

・
緑

の
再

生
に

よ
り

、
開

発
等

に
あ

た
っ

て
一

時
的

に
減

少
す

る
緑

の
質

と
量

を
確

保
す

る
。

 

・
建

築
物

の
外

壁
面

、
屋

上
、

建
築

物
の

外
部

空
間

廻
り

、
囲

障
、

人
工

地
盤

面
等

の
緑

化
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

ま
た

、
緑

化
の

効
果

を
最

大
に

発
揮

し
う

る
植

栽
の

選
択

、
配

置
を

行

な
う

。
 

・
水

を
用

い
た

空
間

は
、

人
々

に
潤

い
と

安
ら

ぎ
を

与
え

る
よ

う
演

出
す

る
。
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付録３ 法規制等の指定状況について 

 

 景観検討の実施にあたり、特に景観検討区分の設定の際には、事業実施地域における各種

法規制等の指定状況を把握する必要がある。 

 

１．景観法 

（１）概要 

●景観行政団体 

・地域における景観行政を担う主体 

・都道府県、政令市及び中核市は、景観行政団体となる。その他の市町村は、都道府県と

の協議を行い、同意を得た場合は景観行政となることができる。 

●景観計画 

・景観行政団体が定める計画で、良好な景観の形成を図るため、その区域、良好な景観の

形成に関する基本的な方針、行為の制限に関する事項等を定める。 

●景観重要公共施設 

・景観計画には、道路、河川、都市公園、海岸、港湾、漁港等のうち、良好な景観の形成

に重要なものの整備に関する事項と、これらの占用等の許可の基準を定めることができ

る。 

・当該景観重要公共施設の管理者と協議し、同意の下に、その整備に関する事項及び占用

等の許可の基準が景観計画に定められる。 

●景観重要建造物 

・地域の景観上重要な建造物について指定し、地域の景観づくりの核として維持、保全、

継承が図られるものである。 

●景観重要樹木 

・地域の景観のシンボルとして親しまれている巨木など、地域の良好な景観形成を推進す

る上で重要な樹木について指定される。 

●景観地区 

・都市計画区域または準都市計画区域内の土地の区域について、市街地の良好な景観の形

成を図るため、都市計画として定める地区 

・景観地区では、良好な景観形成のために必要な様々な事項を、総合的かつ横断的に規制

誘導を行うことが可能となる。 

●準景観地区 

・都市計画区域または準都市計画区域外の景観計画区域について、相当数の建築物の建築
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が行われ、現に良好な景観が形成されている一定の区域について、その景観の保全を図

るため、準景観地区を指定することができる。 

・景観地区に準じた規制を行うことが可能 

●地区計画等の区域 

・市町村において景観法第 76 条第 1 項に基づく条例が定められている場合、同条例に基づ

く地区計画等の区域が該当する。 

 

（２）情報の入手先 

・国土交通省都市局公園緑地・景観課景観・歴史文化環境整備室ホームページ 

（http://www.mlit.go.jp/toshi/keikanhou.html） 

・最新情報及び指定区域の範囲等については、当該地域の市町村（または県）の景観担当

部局にお問い合わせ下さい。 

 

 

２．都市計画法 

（１）概要 

●風致地区 

・都市における風致（自然的な要素に富んだ土地における良好な自然的景観）を維持する

ために定められる地域地区 

・地方公共団体の条例で、建築物の建築等に対する規制が行われる。 

 

（２）情報の入手先 

・国土交通省都市局公園緑地・景観課ホームページ 

（http://www.mlit.go.jp/crd/city/park/toshiryokuchi/index.html） 

・指定地区の範囲については、都市計画図（地域制図）等に記載されています。 

・最新情報については、当該地域の市町村（または県）の都市計画担当部局にお問い合わ

せください。 

 

 

３．自然公園法 

（１）概要 

●国立公園 

・我が国の風景を代表するに足りる傑出した自然の風景地（海中の景観地を含む。） 

・環境大臣が指定する。 
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●国定公園 

・国立公園の景観に準ずる傑出した自然の大風景であること 

・都道府県の申し出により、環境大臣が指定する。 

●県立自然公園 

・都道府県の風景を代表する傑出した自然の風景 

・都道府県の条例に基づき、都道府県知事が指定する。 

 

（２）情報の入手先 

・各種自然公園（国立公園、国定公園及び県立自然公園）の特別地域の区域については、

各県から発行されている土地利用規制図を参照することができます。 

・最新情報については、各県の自然環境担当部局にお問い合わせ下さい。 

 

 

４．文化財保護法 

（１）概要 

●伝統的建造物群保存地区 

・都市計画区域または準都市計画区域内において、伝統的建造物群及びこれと一体をなし

てその価値を形成している環境を保存するために定められた地区 

・市町村が決定し、保存条例に基づき保存計画を定める。（重要伝統的建造物群保存地区は、

国が市町村からの申出を受けて，我が国にとって価値が高いと判断したもの。） 

●重要文化的景観 

・景観計画区域または景観地区内にある文化的景観であつて、都道府県または市町村がそ

の保存のため必要な措置を講じているもののうち特に重要なもの 

・文部科学大臣が選定する。 

 

（２）情報の入手先 

・文化庁ホームページ 「文化財」コーナー 

（http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai） 

・最新情報については、当該地域の市町村（または県）の文化財担当部局（教育委員会）

にお問い合わせ下さい。 
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５．都市緑地法 

（１）概要 

●特別緑地保全地区 

・都市計画区域内の緑地であって、市街地及び周辺地域に存するものについて指定される

地域地区。建築物の建築等の行為は現状凍結的に制限される。 

・面積 10ha 未満のものは市町村が決定する。 

 

（２）情報の入手先 

・国土交通省都市・地域整備局公園緑地課ホームページ 

（http://www.mlit.go.jp/crd/park/joho/houritsu/ryokuchi/） 

・最新情報及び指定範囲については、当該地域の市町村（または県）の緑地担当部局にお

問い合わせください。 

 

 

６．景観条例 

（１）概要 

●地方公共団体の条例により定められた指定地区 

・地方公共団体により独自の景観条例が制定され、地区指定を行って景観形成に関する規

制を行っている場合、当該地区が該当する。 

 

（２）情報の入手先 

・最新情報及び指定地区の範囲については、対象地域の市町村（または県）の景観担当部

局にお問い合わせ下さい。 

 

 

７．世界遺産条約 

（１）概要 

●世界遺産 

・世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約に基づいて登録された、顕著で普遍的

な価値のある文化遺産や自然遺産 

（２）情報の入手先 

・公益社団法人日本ユネスコ協会連盟ホームページ 

（http://www.unesco.or.jp/isan/about/） 
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付録４ 国土交通省所管公共事業における景観検討の基本方針（案） 

 

第１章 目的 

(1)景観に配慮した社会資本整備により形成される良質な公共空間は、地域の価値を向上させ、地域住民

に精神的な豊かさをもたらすとともに、後世における資産となるべきものである。 

(2) 社会資本整備に当たっては、良好な景観の保全、地域の潜在的価値発掘による魅力ある景観形成、ま

た、それら保全・形成された景観の継承のために、事業者、地方公共団体、住民、学識経験者等の景

観保全・形成（以下、「景観形成」という）に携わる関係者が協力することが不可欠である。そのた

めには、景観形成に携わる関係者が互いに共通の認識に立つことができるように、できるだけ客観的、

論理的に景観に関する評価を行う必要がある。 

(3)本基本方針（案）は、国土交通省所管の公共事業において、適切な景観評価を含む景観検討を実施す

るため、当該事業の影響が及ぶ地域住民その他関係者（以下、「住民等」という）や学識経験者等の

意見を聴取しつつ事業を実施するための手順と体制を定めるものである。 

 

第２章 定義 

(1) 本基本方針（案）において「景観検討」とは、事業の構想・計画・設計段階における景観整備の方針

の策定、景観の予測と評価、その結果を踏まえた計画・設計案への反映、施工段階における景観整備

の方針に則した事業の実施及び維持・管理段階における景観の保全並びに事業完了後の事後評価によ

る改善方策の検討や類似事業、景観検討手法への反映をいう。 

(2)本基本方針（案）において「景観検討区分」とは、事業ごとの景観上の重要性に応じて適切な景観検

討を行うために設定する計画・設計等における景観検討の程度を指す。 

(3)本基本方針（案）において「整備局等」とは地方整備局、北海道開発局、および沖縄総合事務局を指

す。「企画部」とは地方整備局企画部、北海道開発局開発監理部、沖縄総合事務局開発建設部を指す。

また、「事務所等」とは各事業を実施する整備局等における担当部または事務所を指す。 

(4)本基本方針（案）において「事業景観アドバイザー」とは、整備局等管内における景観形成の方向性

等に関して指導・助言を受けるために整備局等企画部が任命した者をいう。また「事業景観アドバイ

ザー」とは、本基本方針（案）に基づいて実施する事業において、計画・設計に関する景観上の助言

を受けるために事務所等が任命した者をいう。 

(5)「景観ガイドライン等」とは、次のものを指す。 

・「官庁営繕事業における景観形成ガイドライン」 

・景観形成ガイドライン「都市整備に関する事業」（案） 

・河川景観ガイドライン「河川景観の形成と保全の考え方」 

・ 砂防関係事業における景観形成ガイドライン 

・「海岸景観形成ガイドライン」 

・道路デザイン指針（案） 

・「住宅・建築物等整備事業に係る景観形成ガイドライン」 

・「港湾景観形成ガイドライン」 

・「航路標識整備事業景観形成ガイドライン」 

・その他地方公共団体等が作成した景観計画、景観形成に関するガイドライン・指針等 

 

第３章 基本方針（案）の位置づけ 

(1) 本基本方針（案）は、国土交通省が所管する公共事業における景観検討の基本的な枠組みを示すもの

である。 

(2) 整備局等は、本基本方針（案）を踏まえ、必要に応じて実施要領等を策定し、景観検討を行うことが

できる。 
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第４章 対象とする事業と検討実施主体 

４ １ 対象事業と景観検討区分 

(1)国土交通省所管公共事業のうちの直轄事業を対象とする。ただし災害復旧※1については、事業の緊急性

等に応じて柔軟な景観検討を行うことができるものとする。なお、整備局等以外が実施する直轄事業

については、各事業の特性を踏まえつつ、本基本方針（案）を勘案し対応することとする。 

※1 災害復旧に係る事業においては、時間的な制約等から十分な景観検討を行うことが難しい

ことが多いが、事業によって地域景観の骨格に大きな影響を与える場合が多いことから、

災害の可能性のある社会基盤の管理者は、常日頃から計画的な景観調査を行い、景観形成

の方向性等について検討し、事業に反映できるようにしておくことが大切である。 

(2)本基本方針（案）の対象事業の景観検討区分は、重点検討事業、一般検討事業、検討対象外事業の３

種類とする。対象事業に関する景観検討区分の分類は、事務所等が企画部と調整の上原案を作成し、

必要に応じ企画部が事業景観アドバイザーの意見を聞いた上で景観評価委員会（第７章(2)a)、b)参照）

において決定する。分類の判断にあたっては、必要に応じて地方公共団体等の意見を聴取することが

できる。 

(3)重点検討事業は、以下のいずれかに該当する事業とする。 

a) 優れた景観を有する※2地域で行う事業 

※2 優れた景観を有するとは、以下の表に示す法令及び条例等に基づく景観に関わる規制の対

象となる地域・地区等を想定 

根拠法等 対象地区等 

景観法 ・景観計画区域 

（景観重要公共施設や景観重要建造物等に係る場合） 

・景観地区 

・準景観地区 

・地区計画等の区域（景観法に基づく地区計画等形態意匠

条例が定められたものに限る） 

（上記は指定が予定・準備されている場合を含む） 

都市計画法 ・風致地区 

自然公園法 ・自然公園（国立公園、国定公園、都道府県立自然公園）

内の特別地域 

文化財保護法 ・伝統的建造物群保存地区 

・重要文化的景観 

古都における歴史的風土の保存に

関する特別措置法 

・歴史的風土特別保存地区 

明日香村における歴史的風土の保

存及び生活環境の整備等に関する

特別措置法 

・第一種歴史的風土保存地区 

・第二種歴史的風土保存地区 

 

都市緑地法 ・特別緑地保全地区 

首都圏近郊緑地保全法 ・近郊緑地特別保全地区 

景観条例 ・地方公共団体の条例により定められた指定地区 

世界遺産条約 ・世界遺産 

b) 事業により景観に大きな影響を与えるおそれがあると事務所等が判断する事業 

c) その他、事業実施を通じて良好な景観形成を行おうとする事業 

(4)検討対象外事業は、地下構造物等事業による周辺への景観上の影響がないか、極めて小さいものであ

るため、将来にわたって景観構成要素とならない事業とする。ただし、周辺条件の変化や計画・設計
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の変更によって景観への影響が生ずることが見込まれるようになった場合には、本基本方針（案）に

基づき適切な景観検討を行うものとする。 

(5)一般検討事業は、重点検討事業及び検討対象外事業以外の事業とする。 

 

 

４ ２実施主体 

景観検討の実施主体は、対象事業を所管する事務所等とする。なお、整備局等と他の関係部局が共同で

実施する事業が対象事業である場合には、共通の景観整備方針を取りまとめるなど、十分な連携を図る

こととする。 

 

４ ３ 実施単位 

景観検討の実施単位は、事業採択を行う事業単位を基本とする。ただし、事業特性や「景観整備方針」

（第５章、第６章参照）を踏まえ、事業の一部を実施単位として設定する等柔軟な対応をすることがで

きる。 

 

第５章 重点検討事業の景観検討 

重点検討事業に係る景観検討は、以下に示すように、「事業景観アドバイザー」や地方公共団体、住

民等を含む検討体制を整え、景観ガイドライン等を参照しつつ、「景観形成について配慮すべき事項」及

び「景観整備方針（重点検討事業版）」の取りまとめを行うとともに、これに基づく景観の予測・評価を

実施した上で、事業の各段階でその検討結果を反映するものとする。また、事業完了後は事後評価を実施

するものとする。 

 

(1)構想段階から施工段階 

a) 検討開始時期 

景観検討は、事業特性を踏まえ適切な時期から開始する。この際、できるだけ事業の早い段階から

検討を開始するように努める。 

b) 検討体制の構築 

① 事業の特性に応じて、学識経験者等の知見、地方公共団体やＮＰＯ、住民等の意見を踏まえた景  

観検討を行うことができる適切な検討体制を構築する。 

② 当面の間は、事業ごとに「事業景観アドバイザー」を、地域の実情に精通した公平な立場にある景

観分野の専門性及び景観検討の実務の経験を有する学識経験者等のうちから任命するものとする。

事業景観アドバイザーの役割は、その専門性を活かし、個別の事業・構造物の計画・設計等につい

て指導・助言を行うことにある。 

③ 住民等の意見聴取は以下のように行う。 

○ 事務所等は、当該事業における景観形成にあたり配慮すべき事項や景観整備方針や各施設の具体

的な規模・形状・配置などに係る情報について、住民等に提供し、住民等の意見や提案を聴取

するように努める。 

○ 情報の提供は、インターネットやアンケート、ワークショップ等の方法により行う。 

○ 提供する情報は、事業実施後の景観イメージを住民が理解できるよう、スケッチパースやフォト

モンタージュなど視覚的な表現方法による資料を用いて行う。 

○ 事務所等は、住民等から聴取された意見や提案について、必要に応じ、「事業景観アドバイザー」

に報告する。 

○ 事務所等は、住民等から聴取された主な意見や提案の内容、景観検討への反映状況について公表

する。 

④ 地方公共団体、ＮＰＯ等との連携は以下のように行う。 

○ 景観検討を行うに当たって、事務所等は必要に応じて地方公共団体から意見聴取する。 
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○ 当該事業地内またはその近傍で他省庁、地方公共団体、民間事業者等が行う関連事業が存在する

場合、一体となった整備ができるよう、必要に応じて協力を依頼する。 

○ 事務所等は、必要に応じて当該地域の景観形成に資する活動を行うＮＰＯ等との連携も考慮する

ものとする。 

c) 景観形成にあたり配慮すべき事項の取りまとめ 

  入手可能な最新の文献やその他資料に基づき、当該事業周辺の景観や土地利用状況、当該地域にお

ける地域景観の目標像※3、景観に関する規制等の把握・抽出を行い、「景観形成にあたり配慮すべ

き事項」を取りまとめる。なお、当該事業が景観法に基づく景観重要公共施設に係る場合は、景観

計画に定められる整備に関する事項（景観法第八条第２項第五号ロ）に即さなければならない。 

※3 当該地域における地域景観の目標像とは、景観法に基づく景観計画や、景観ガイドライン等

に示されるものである。今後、景観法に基づき策定される景観計画も想定される。当該地

域における地域景観の目標像が存在しない場合には、関係団体と調整を図りながら、当該

事業における景観検討の一環として、地域景観の目標像を設定することができる。 

d) 「景観整備方針（重点検討事業版）」の取りまとめ 

① 「景観形成にあたり配慮すべき事項」や事業計画の内容・特性を踏まえ、当該事業における「景観

整備方針（重点検討事業版）」※4を取りまとめる。 

② 「景観整備方針（重点検討事業版）」とは、当該事業により整備する施設や空間及びその周辺景観

との関係などについて示す景観形成の基本的な考え方や方向性などであり、事務所等が景観検討を

行う上で基本となるものである。 

※4 「景観整備方針（重点検討事業版）」は以下のような事項を定める。なお、以下に示すもの

はあくまでも一例であり、事業の特性を踏まえた事項を設定する。また、評価の項目・尺

度、予測・評価手法についても設定する。（別表１の参考事例を参照） 

 ○ 当該事業における景観形成の目標像 

－ 当該事業における整備の「対象となる施設や空間」と「対象となる施設や空間とこれを

取り巻く周辺景観との関係」の両者を包括した景観形成の目標像 

 ○ 対象となる施設や空間とこれを取り巻く周辺景観との関係における基本的な考え方 

－ 周辺の景観等への配慮の考え方 

－ 住民等の利用を考慮した整備の考え方 等 

 ○ 施設や空間そのものの景観整備の具体的な方針 

－ 施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方 

（例） ・背景となる自然地物と調和する構造物の規模設定の考え方 

  ・構造特性等を活用した形状の洗練等の考え方 

  ・構造物及び施設全体のデザイン等の統一性、一貫性を確保するための考え方 

－ 細部設計、材料等選定の考え方 

－ コスト縮減、費用対効果を考慮した整備の考え方 等 

③ 景観整備方針（重点検討事業版）を取りまとめるにあたっては、事務所等の担当者が必ず当該事業

周辺の景観や土地利用状況を現地にて確認するものとする。 

④「景観整備方針（重点検討事業版）」は、構想段階、計画段階、設計段階等で、検討範囲、熟度が

異なるが、段階の進捗に応じて熟度を向上させることが望ましい。 

⑤「景観整備方針（重点検討事業版）」は、時間経過に伴う周辺情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ

見直すことができる。ただし、見直しに当たっては、景観形成の取り組みの統一性を確保するため、

既に検討済みの部分との整合を図ることが必要である。なお、その際、見直しの過程が分かるよう

にしておくものとする。 

⑥ 事務所等は、計画・設計が完了した段階で「景観整備方針（重点検討事業版）」及び計画・設計の

内容について企画部に報告する。また、事業が完了した段階で「景観整備方針（重点検討事業版）」

及び完成した事業の写真等、施設等に反映された景観検討の結果について企画部に報告する。この

他企画部からの要請がある時には策定または策定後に修正された当該事業の「景観整備方針（重点
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検討事業版）」を提出する。なお、「景観整備方針（重点検討事業版）」の検討、見直しにあたっ

ては、事業景観アドバイザーの意見を聞くものとし、これを参考に当該事業の「景観整備方針（重

点検討事業版）」を策定または修正するよう努める。 

⑦ 「景観整備方針（重点検討事業版）」は、事務所等において、構想段階から計画段階、計画段階か

ら設計段階、設計段階から施工段階、維持・管理段階へ継承していくものとし、「景観整備方針（重

点検討事業版）」が、策定または策定後に修正された際には、速やかに公開するものとする。 

⑧ 事務所等は、事業景観アドバイザーの助言、住民等、地方公共団体、ＮＰＯの意見を踏まえ、「景

観整備方針（重点事業版）」及び景観ガイドライン等に基づき計画・設計を行う。 

e) 景観の予測・評価 

  事務所等は、「景観整備方針（重点検討事業版）」に基づき、適切に景観形成がされるよう景観の

予測・評価を行う。 

  景観の予測・評価に当たっての留意点を以下に示す。 

① 各施設の規模・形状等の設定の根拠について、予測・評価の項目・尺度から見て、できるだけ論理

的に説明する必要がある。また、景観の予測・評価手法には定性的、定量的な手法が様々あるが、

景観整備方針、各施設の種類や整備目的・内容に応じて適切な予測・評価手法を選ぶ必要がある。 

② 景観の予測・評価に当たって、フォトモンタージュやスケッチパース、コンピュータグラフィック

ス、模型などの景観予測手法を用いることは景観形成に携わる関係者が容易に互いに共通の認識に

立つことができる点で有効である。ただし、その使用に当たっては、再現性※5や操作性※6などの各

手法の特徴（別表３参照）や当該事業の景観検討の熟度に留意し、その費用対効果等を十分検討す

るものとする。 

※5 再現性：景観をどの程度のリアリティ・精度をもって表現するか。 

※6 操作性：視点の移動や部分的な変更、修正をどの程度行えるか。 

③ 景観の予測・評価手法の選定に当たっては、「事業景観アドバイザー」から意見聴取することが望

ましい。 

f) 景観の予測・評価結果の反映 

  事務所等は、景観の予測・評価の結果を踏まえ、計画・設計が景観整備方針に適合するために必要

な修正を加えるものとする。 

 

(2)維持・管理段階 

「景観整備方針（重点検討事業版）」に基づき、良好な景観が形成されるよう適切な維持・管理を行う

とともに、必要に応じて改善措置を実施する。 

 

(3)事業完了後の事後評価 

a) 事務所等は、事業完了後数年程度が経過した後（「景観整備方針（重点検討事業版）」に具体的な

実施時期が示されている場合にはこれに従う）、事業により形成された景観について、当該事業の

「景観整備方針（重点検討事業版）」に照らして事後評価を実施するものとする。当該評価結果を

踏まえ、必要に応じて、当該事業における改善措置を検討するとともに、類似事業または景観検討

手法に適切に反映していくことが望まれる。 

b) 事後評価の方法等については、事業景観アドバイザーの意見を聞き、参考とするものとする。 

  

 

第６章 一般検討事業の景観検討 

一般検討事業に係る景観検討は、「景観形成について配慮すべき事項」及び「景観整備方針（一般検討事

業版）」の取りまとめを行い、景観ガイドライン等を参照しつつ、「景観整備方針（一般検討事業版）」

に則って実施するものとする。一般検討事業における景観検討は、以下に示す事項を除き、第５章(1)か

ら(3)によるものとする。 
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(1) 第５章(1)から(3)における「重点検討事業」を「一般検討事業」に読み替えるものとする。 

(2) 第５章 (1) d）①および②を以下のとおりとする。 

① 「景観形成にあたり配慮すべき事項」や事業計画の内容・特性を踏まえ、当該事業における「景観

整備方針（一般検討事業版）」※7を取りまとめる。 

② 「景観整備方針（一般検討事業版）」とは、当該事業により整備する施設や空間及びその周辺景観

との関係などについて示す景観形成の基本的な考え方や方向性などであり、事務所等が景観検討を

行う上で基本となるものである。 

※7 「景観整備方針（一般検討事業版）」は以下のような事項を定める。なお、以下に示すもの

はあくまでも一例であり、事業の特性を踏まえた事項を設定する。（別表２の参考事例を

参照） 

 ○ 当該事業における景観形成の目標像 

－ 当該事業における整備の「対象となる施設や空間」と「対象となる施設や空間とこれを

取り巻く周辺景観との関係」の両者を包括した景観形成の目標像 

 ○ 対象となる施設や空間とこれを取り巻く周辺景観との関係における基本的な考え方 

－ 周辺の景観等への配慮の考え方 

－ 住民等の利用を考慮した整備の考え方 等 

 ○ 施設や空間そのものの景観整備の具体的な方針 

－ 施設や空間の規模・形状・配置等の設定の考え方 

  （例）・背景となる自然地物と調和する構造物の規模設定の考え方 

  ・構造特性等を活用した形状の洗練等の考え方 

  ・構造物及び施設全体のデザイン等の統一性、一貫性を確保するための考え方 

－ 細部設計、材料等選定の考え方 

－ コスト縮減、費用対効果を考慮した整備の考え方 等 

(3) 第５章(1)d)⑥を以下のとおりとする。 

事務所等は、計画・設計が完了した段階で「景観整備方針（一般検討事業版）」及び計画・設計の内

容について企画部に報告する。また、事業が完了した段階で「景観整備方針（一般検討事業版）」及

び完成した事業の写真等、施設等に反映された景観検討の結果について企画部に報告する。この他企

画部からの要請がある時には策定または策定後に修正された当該事業の「景観整備方針（一般検討事

業版）」を提出する。 

(4) 第５章(1)d)⑦を以下のとおりとする。 

 「景観整備方針（一般検討事業版）」は、事務所等において、構想段階から計画段階、計画段階から設

計段階、設計段階から施工段階、維持・管理段階へ継承していくものとする。 

(5) 第５章(1)d)⑧を以下のとおりとする。 

  事務所等は、「景観整備方針（一般検討事業版）」及び景観ガイドライン等に基づき、計画・設計を

行う。 

(6) 第５章(1)b)、e）、f)、(3)については、必須としないが、必要に応じて実施することができる。 

 

第７章 整備局等における体制整備 

整備局等は事務所等における景観検討を支援するため、以下の体制を構築する。 

(1)学識経験者等の知見の活用（事業景観アドバイザーの活用） 

a) 企画部は、各事業担当部と調整の上「事業景観アドバイザー」を、管内の実情に精通した、公平な

立場にある景観分野の専門性及び景観検討の実務の経験を有する学識経験者等のうちから任命する。 

b) 事業景観アドバイザーの役割は、その専門性を活かし、整備局等管内の地域における景観形成の方

向性の設定等に関し、指導・助言を行うことにある。 

c) 企画部は、「事業景観アドバイザー」からなる「景観アドバイザー会議」を定期的に開催する。「景

観アドバイザー会議」は、以下について報告を受け、助言等を行う。 

○整備局等の取組み状況の報告 
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・ 本基本方針（案）に基づく景観検討の実施状況等 

・ 個別事業の景観検討状況等 

・ 官庁営繕事業のうち、整備局等管内の地域の景観形成に与える影響が大きい事業として当該事

業を担当する事務所等から提出された事業の景観検討状況等 

○各事業に共通する手法等 

・ 本基本方針（案）に基づく景観検討区分の選定に係る考え方・方法・基準 

・ 景観検討に係る考え方・方法 

○事業間の調整 

・ 景観検討における各事務所等を越えた事業間の調整の必要性 

○地域の景観形成に係る方針 

・ 整備局等管内の地域における景観形成の方針 

・ 整備局等管内における景観に配慮した標準的な計画・設計のあり方 

・ その他、整備局等管内の景観の向上に関すること 

d) 景観アドバイザー会議では、個別の事業に関する検討状況を報告するものとするが、特段の意見が

ある場合を除き、原則として、個別の事業・構造物の設計内容についての検討は行わない。 

(2) 整備局等内の体制整備 

a) 企画部は、「景観評価委員会」（委員長：企画部長等）を設置する。「景観評価委員会」は各部担

当者から構成されるものとし、事務局は企画部が担当する。 

b) 景観評価委員会では、以下について検討、決定する。 

○各事業に共通する手法等 

・ 本制度における景観検討区分決定に係る考え方・方法・基準の設定 

○各事業の取組状況 

・各事業の景観検討区分の決定 

・各事業における景観検討の取組状況の把握と今後の方向性 

○事業間の調整 

・ 景観検討における各事務所等を越えた事業間の調整の方向性の設定 

○地域の景観形成に係る方針 

・ 整備局等管内の地域における景観形成の方針及び具体的な行動方針の設定 

・ その他、整備局等管内の景観の向上に関すること 

c) 企画部は、策定された景観整備方針について事務所等へ提出を要請し、これを取りまとめる。取り

まとめた景観整備方針は景観アドバイザー会議及び景観評価委員会における個別事業の景観検討状

況や各事業における景観検討の取組み状況の把握等の資料として用いる。 

d) 企画部は、整備局等の取組み状況を取りまとめ、公表するものとする。また、地方ブロック全体の

良好な景観形成の取り組みの推進に資するため、整備局等管内の情報共有ならびに地方公共団体等

との意見交換にこれを活用する。その他、整備局等管内の景観の向上に関する取組み等の連絡調整

を、本省大臣官房技術調査課、公共事業調査室、および国土技術政策総合研究所と連携しつつ行う

ものとする。 

 

第８章 既存制度との整合 

(1)「国土交通省所管の公共事業の構想段階における住民参加手続きガイドライン」等住民参加手続きに

おける景観の取り扱い 

  当該事業において、「国土交通省所管の公共事業の構想段階における住民参加手続きガイドライン」

等に基づき住民参加手続きを行っており、検討の項目に景観を盛り込んでいる場合は、住民等の意見

聴取や学識経験者等の活用についてはその手続きの中で行うことができる。 

(2)既存の景観検討の仕組みの取り扱い 

  事業特性を踏まえ、既に学識経験者等を含む委員会等により景観に関する計画等の検討・策定を行

っている場合は、本基本方針（案）に基づき景観検討を行っているものと見なすことができる。 
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(3)景観法、景観条例等との整合 

・ 対象事業が景観法に基づき策定された景観計画区域に一部または全てが存在する場合、景観計画に則

するものとする。 

・ 当該事業が景観地区、準景観地区、地区計画等の区域（景観法に基づく地区計画等形態意匠条例が定

められたものに限る）、風致地区、伝統的建造物群保存地区、重要文化的景観、歴史的風土特別保存

地区、第一種歴史的風土保存地区、第二種歴史的風土保存地区、特別緑地保全地区、近郊緑地特別保

全地区、自然公園（国立公園、国定公園、都道府県立自然公園）内の特別地域、地方公共団体が制定

する景観条例に基づく指定地区に一部または全てが存在する場合、その地区の目的、規制内容に則す

るものとする。 

(4)環境影響評価（選定項目：景観）との関係 

・ 本基本方針（案）に基づく景観検討の中で実施した評価は、環境影響評価の一環として行うものでは

なく、事業者の自主的な取り組みとして実施するものである。 

・ 環境影響評価における景観は、「人と自然との豊かな触れ合い」に含まれる選定項目であり、基本的

事項に示される方針（第二 二(3)ア「景観」に区分される選定項目については、眺望景観及び景観資

源に関し、眺望される状態及び景観資源の分布状況を調査し、これらに対する影響の程度を把握する

ものとする。）に基づき、事業者が調査、予測及び評価を行うものである。これは、本基本方針（案）

における景観検討の一部を計画段階において実施しているものである。 

 

第９章 景観検討に係る取組みの見直し 

 本基本方針（案）は、整備局等における取組み成果を評価した上で、必要に応じて見直しを行う。 

 

第 10 章 適用 

(1) 本基本方針（案）は平成１９年４月１日より適用する。ただし、既に設計・施工段階等にある事業に

ついては、その状況に応じて、可能な限り対応するものとする。また、既に維持・管理段階にある事

業についても、良好な景観形成のため、改善すべき施設のリストアップや改善方針を備えておき、維

持・修繕の際に改善を行っていくことが期待される。 

(2) 本基本方針（案）の適用に伴い、「国土交通省所管公共事業における景観評価の基本方針（案）」（国

官総第１２１号、国官技第４５号、平成16年6月25日）は、廃止する。 
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8
1

（
別
表
１
－
１
）
景
観
整
備

方
針
の
設
定
例
（
重
点
検
討
事
業
版
）
 

（
事
例
：
河
川
護
岸
の
改

修
及
び
水
辺
空
間
の
整

備
）
 

①
当
該
事
業
に
お
け
る
景
観
形
成
の
目
標
像
 

あ
た
か
も
従
前
か
ら
そ
こ
に
あ
っ
た
よ
う
に
自
然
な
、
そ
し
て
人
々
が
利
用
し
や
す
い
水
辺
空
間
 

②
対
象
と
な
る
施
設
や
空
間
と
こ
れ
を
取
り
巻
く
周
辺
景
観
と
の
関
係
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
 

②
 １

：
 

周
辺
の
景
観
等
へ
の
配
慮
の
考
え
方
 

・
自
然
な
水
辺
空
間
を
創
出
す
る
た
め
、
堤
防
、
高
水
敷
、
水
際
部
を
一
体
に
と
ら
え
、
つ
な
が
り
の
あ
る
空
間
と
す
る
。
（
②
-1
-1
）
 

・
従
前
か
ら
そ
こ
に
あ
っ
た
よ
う
な
水
辺
空
間
を
創
出
す
る
た
め
、
可
能
な
限
り
現
場
か
ら
得
ら
れ
る
材
料
を
使
用
す
る
。
(②

-
1-
2)
 

②
 ２

：
 

住
民
等
の
利
用
を
考
慮
し
た
整
備
の
考
え
方
 

・
人
々
が
利
用
し
や
す
い
水
辺
空
間
を
創
出
す
る
た
め
、
広
く
間
延
び
し
や
す
い
高
水
敷
等
の
水
辺
空
間
は
、
人
々
の
活
動
を
考
慮
し
て
居
心
地
の
良
い
ス
ケ
ー
ル
に
分
節
す
る
。
（
②
-2
）
 

②
 ３

：
 

そ
の
他
 

（
※
「
そ
の
他
」
欄
に
は
、
環
境
保
全
へ
の
配
慮
や
イ
ベ
ン
ト
時
利
用
の
考
慮
等
、
特
筆
す
べ
き
事
項
が
あ
る
場
合
に
記
入
す
る
。
）
 

③
（
①
と
②
を
実
現
す
る
た
め
の
）
施
設
や
空
間
そ
の
も
の
の
景
観
整
備
の
具
体
的
方
針
 

評
価
の
項
目
・
尺
度
 

予
測
・
評
価
手
法
 

③
 １

：
 

施
設
や
空
間
の
規
模
・
形
状
・
配
置
等
の
設

定
の
考
え
方
 

■
形
状
＜
②
-1
-1
 に

対
応
＞
 

・
自
然
の
水
辺
ら
し
く
一
体
的
な
つ
な
が
り
の
あ
る
水
辺
空
間
を
創
出
す
る
た
め
、
堤
防
、
高
水

敷
か
ら
水
際
部
に
お
い
て
な
め
ら
か
に
連
続
す
る
ア
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
。
(③

-
1-
1)
 

・
自
然
の
川
ら
し
さ
 

・
堤
防
、
高
水
敷
、
水
際
部
の
空
間
の
連
続
性
、
一
体
性
 

・
境
界
の
あ
い
ま
い
さ
 

・
「
川
（
辺
）
ら
し
い
」
水
辺
空
間
の
事
例
分

析
や
全
体
模
型
に
よ
る
検
討
を
行
い
、
予
測
す

る
。
 

・
既
往
事
例
を
参
照
（
現
地
調
査
等
）
し
、
評

価
す
る
。
 

■
規
模
＜
②
-2
 に

対
応
＞
 

・
水
辺
空
間
を
、
人
に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
ス
ケ
ー
ル
に
分
節
す
る
た
め
、
地
形
の
高
低
差
や

微
妙
な
起
伏
を
つ
け
た
り
、
既
存
樹
木
を
高
水
敷
に
移
植
し
た
り
す
る
。
(③

-1
-
2)
 

・
分
節
さ
れ
た
空
間
の
居
心
地
の
良
さ
 

・
人
間
工
学
に
よ
る
「
囲
ま
れ
度
」
等
を
尺
度
と
し
て
空
間

ス
ケ
ー
ル
の
適
切
さ
を
評
価
す
る
 

・
簡
易
Ｖ
Ｒ
（
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
Ｃ

Ｇ
）
を
作
成
し
、
様
々
な
位
置
か
ら
の
可
視
範

囲
、
不
可
視
範
囲
等
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り

予
測
す
る
。
 

・
作
成
し
た
Ｖ
Ｒ
の
映
像
や
、
既
往
知
見
、
事

例
等
を
参
照
し
、
評
価
す
る
。
 

■
配
置
＜
②
-1
-1
、
②

-2
 に

対
応
＞
 

・
礫
主
体
の
低
位
盤
を
親
水
活
動
の
場
、
確
率
的
に
年
に
一
度
水
が
あ
が
る
中
位
盤
を
ピ
ク
ニ
ッ

ク
等
の
休
憩
の
場
、
そ
れ
よ
り
高
い
高
位
盤
を
園
路
等
の
空
間
と
位
置
づ
け
、
全
体
を
緩
や
か
に

結
び
つ
つ
、
水
位
に
応
じ
て
水
際
線
の
変
化
と
空
間
利
用
の
多
様
さ
を
楽
し
め
る
地
盤
高
さ
を
設

定
す
る
。
（
③

-1
-3
）
 

・
そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
か
ら
水
へ
の
親
近
感
の
感
じ
方
 

・
見
る
人
の
水
際
か
ら
の
距
離
、
水
面
と
の
比
高
を
尺
度
と

し
て
適
切
さ
を
評
価
す
る
 

・
コ
ン
タ
平
面
図

、
断
面
図
等
を
基
に
、
既
往

の
知
見
及
び
事
例
分
析
に
よ
り
比
較
し
な
が

ら
検
討
す
る
。
 

・
既
往
事
例
を
参
照
（
現
地
調
査
等
）
の
上
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
を

ま
じ
え
、
評
価
す
る
。
 

③
 ２

：
 

細
部
設
計
、
材
料
等
選
定
の
考
え
方
 

■
ア
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
＜
③
-1
-1
、
③
-1
-2
 に

対
応
＞
 

・
ア
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
は
、
10
cm
 単

位
で
の
微
地
形
操
作
を
行
い
、
全
体
と
し
て
、
自
然
の
流
れ
が

作
り
上
げ
た
よ
う
な
水
理
的
に
無
理
の
な
い
形
に
仕
上
げ
る
。
 

・
自
然
の
川
ら
し
さ
、
自
然
の
地
形
ら
し
さ
 

・
「
川
（
辺
）
ら
し
い
」
微
地
形
の
事
例
分
析

及
び
模
型
に
よ
る
検
討
を
行
う
。
 

・
水
理
学
及
び
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
を
交
え
、

施
工
段
階
に
お
い
て
確
認
す
る
。
（
見
試
し
の

デ
ザ
イ
ン
）
 

■
植
栽
＜
②
-1
-2
、
③

-1
-2
 に

対
応
＞
 

・
高
水
敷
空
間
を
分
節
す
る
樹
木
は
、
も
と
も
と
水
際
に
育
っ
て
い
た
樹
木
を
移
植
す
る
。
ま
た
、

高
水
敷
に
は
も
と
も
と
株
立
ち
状
の
樹
木
が
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
の
脈
絡
を
持
た
せ
る
た
め
、

移
植
す
る
樹
木
は
数
本
ず
つ
を
ま
と
め
て
植
え
る
。
 

・
移
植
し
た
樹
木
の
自
然
ら
し
さ
 

・
ま
と
め
て
植
え
た
樹
木
が
株
立
ち
の
既
存
樹
木
に
対
し
違

和
感
が
な
い
か
 

・
「
川
（
辺
）
ら
し
い
」
水
辺
空
間
の
事
例
を

参
照
し
、
予
測
す
る
。
 

・
植
栽
分
野
及
び
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
を
ま
じ

え
、
評
価
す
る
。
 

■
「
盤
」
の
詳
細
＜
③

-1
-3
 に

対
応
＞
 

・
高
さ
の
異
な
る
盤
を
結
ぶ
た
め
す
り
付
け
を
行
い
、
全
体
に
緩
や
か
な
勾
配
を
有
す
る
一
つ
の

斜
面
と
す
る
。
 

・
た
だ
し
、
見
る
場
所
に
よ
っ
て
は
、
地
形
起
伏
の
凹
凸
が
不
可
視
領
域
を
生
み
出
す
箇
所
を
盤

の
中
間
に
設
け
る
。
 

・
上
記
２
点
よ
り
、
「
連
続
し
た
１
つ
の
斜
面
」
と
い
う
認
識
と
、
「
こ
こ
の
空
間
・
あ
そ
こ
の

空
間
」
と
い
う
２
つ
の
空
間
と
い
う
認
識
を
両
立
さ
せ
、
水
際
線
の
見
え
方
の
変
化
や
空
間
利
用

の
多
様
さ
を
創
出
す
る
。
 

・
高
さ
の
異
な
る
盤
の
「
一
体
性
」
と
「
個
別
性
」
の
両
立
 

・
自
然
の
川
ら
し
い
空
間
と
な
っ
て
い
る
か
 

・
水
際
線
の
見
え
方
は
多
様
と
な
っ
て
い
る
か
 

・
多
様
な
利
用
を
促
す
よ
う
な
空
間
と
な
っ
て
い
る
か
 

・
「
川
（
辺
）
ら
し
い
」
微
地
形
の
事
例
分
析

及
び
模
型
に
よ
る
検
討
を
行
う
。
 

（
た
だ
し
、
予
測
に
一
定
の
限
界
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
実
際
の
施
工
現
場
に
お
い
て

フ
ォ
ロ
ー
す
る
。
）
 

・
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
を
交
え
、
施
工
段
階
に

お
い
て
、
現
場
に
て
実
際
の
見
え
方
を
確
認
し

な
が
ら
形
や
配
置
を
見
直
す
な
ど
し
て
デ
ザ

イ
ン
す
る
。
（
見
試
し
の
デ
ザ
イ
ン
）
 

③
 ３

：
コ
ス
ト
縮
減
、
費
用
対
効
果
を
考
慮

し
た
整
備
の
考
え
方
 

・
可
能
な
限
り
現
場
に
あ
る
材
料
等
を
活
用
し
、
現
場
以
外
か
ら
材
料
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
を

基
本
と
す
る
。
 

・
コ
ス
ト
縮
減
を
図
ろ
う
と
す
る
結
果
、
上
記
で
検
討
し
た

景
観
整
備
や
デ
ザ
イ
ン
に
著
し
い
不
合
理
を
生
じ
な
い
か
 

（
上
記
一
連
の
検
討
成
果
を
用
い
る
）
 

・
既
往
の
類
似
事
例
や
関
係
者
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
等
の
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
の
意
見
を
参
考

に
評
価
す
る
。
 

③
 ４

：
そ
の
他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

留
意
事
項
）
景
観
整
備
方
針
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、「

景
観
形
成
に
あ
た
り
配
慮
す
べ
き
事
項
」
を
踏
ま
え
、
事
業
箇
所
内
で
の
景
観
整
備
の
重
要
度
の
差
異
を
考
慮
し
た
上
で
、
景
観
整
備
方
針
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
内
容
の
変
更
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
過
程
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。
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（
別
表
１
－
２
）
景
観
整
備

方
針
の
設
定
例
（
重
点
検
討
事
業
版
）
 

（
事
例
：
国
道
バ
イ
パ
ス

整
備
）
 

①
当
該
事
業
に
お
け
る
景
観
形
成
の
目
標
像
 

落
ち
着
き
の
あ
る
町
並
み
と
心
地
よ
い
広
が
り
の
田
園
風
景
を
取
り
込
み
、
美
し
く
、
使
い
や
す
く
、
時
間
と
共
に
地
域
の
風
景
と
人
々
の
生
活
に
融
け
込
み
、
人
々
が
誇
り
と
思
え
る
よ
う
な
道
路
（
を
創
出
す
る
。）

 

②
対
象
と
な
る
施
設
や
空
間
と
こ
れ
を
取
り
巻
く
周
辺
景
観
と
の
関
係
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
 

②
 １

：
 

周
辺
の
景
観
等
へ
の
配
慮
の
考
え
方
 

・
落
ち
付
き
の
あ
る
町
並
み
や
心
地
よ
い
広
が
り
の
田
園
風
景
を
取
り
込
み
、
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
道
路
と
す
る
た
め
、
道
路
構
造
物
自
体
は
、
存
在
感
を
抑
え
あ
く
ま
で
も
土
地
や
自
然
に
対
し
控
え
め
と
す
る
。
(②

-
1-
1)
 

・
時
間
と
共
に
地
域
に
と
け
込
み
、
将
来
は
元
々
の
環
境
の
一
部
に
回
帰
さ
せ
る
た
め
、
自
然
の
助
け
を
借
り
、
時
間
を
か
け
て
完
成
す
る
道
路
空
間
と
す
る
。
（
②

-1
-2
）
 

②
 ２

：
 

住
民
等
の
利
用
を
考
慮
し
た
整
備
の
考

え
方
 

・
使
い
や
す
い
道
路
と
す
る
た
め
、
約

6
km
 の

バ
イ
パ
ス
が
一
体
の
線
的
空
間
と
し
て
一
貫
性
を
保
持
し
つ
つ
、
し
か
し
単
調
で
も
な
い
、
快
適
な
走
行
を
得
ら
れ
る
よ
う
整
備
す
る
。
(②

-
2-
1)
 

・
人
々
が
誇
り
と
思
え
る
道
路
と
す
る
た
め
、
市
街
地
郊
外
を
通
過
す
る
バ
イ
パ
ス
か
ら
市
街
中
心
部
へ
つ
な
が
る
交
差
点
は
、
地
域
の
玄
関
口
と
し
て
格
式
を
持
ち
、
ま
た
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
き
た
際
の
も
て
な
し
の
空
間
と
な
る
よ
う
整
備
す
る
。
（
②

-2
-2
）
 

②
 ３

：
 

そ
の
他
 

（
※
「
そ
の
他
」
欄
に
は
、
環
境
保
全
へ
の
配
慮
や
イ
ベ
ン
ト
時
利
用
の
考
慮
等
、
特
筆
す
べ
き
事
項
が
あ
る
場
合
に
記
入
す
る
。
）
 

③
（
①
と
②
を
実
現
す
る
た
め
の
）
施
設
や
空
間
そ
の
も
の
の
景
観
整
備
の
具
体
的
方
針
 

評
価
の
項
目
・
尺
度
 

予
測
・
評
価
手
法
 

③
 １

：
 

施
設
や
空
間
の
規
模
・
形
状
・
配
置
等
の

設
定
の
考
え
方
 

■
防
護
柵
の
配
置
＜
②
-1
-1
、
②

-2
-
1 
に
対
応
＞
 

・
道
路
内
部
か
ら
良
好
な
眺
望
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
暫
定

2
 車

線
運
用
時
の
完

成
時
用

地
に

緩
傾
斜

盛
土
を

築
造

し
、

十
分

な
ス

ペ
ー

ス
を
と

る
こ
と

に
よ

り
安

全
を
確

保
の

上
、
こ
の
区
間
に
は
防
護
柵
を
設
置
し
な
い
。

(③
-
1-
1)
 

・
走
行
す
る
道
路
内
部
か
ら
、
沿
道
景
観
へ
の
眺
望
が
広
が
る
か
 

・
防
護
柵
が
途
切
れ
る
こ
と
に
よ
る
走
行
者
の
不
安
感
が
な
い
か
 

・
外
部

景
観
に
お
い

て
、
暫

定
車
線
部
の

緩
傾
斜
盛

土
の
形

状
に
景
観

面
で
の
違
和
感
が
な
い
か
 

・
整
備
対
象
と
な
る
道
路
空
間
及
び
そ
の
周
辺
一

帯
を
Ｖ
Ｒ
（
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
Ｃ
Ｇ
）

に
よ
り
仮
想
構
築
し
、
道
路
内
部
か
ら
の
走
行
景

観
、
沿
道
か
ら
の
外
部
景
観
等

、
様
々
な
視
点
か

ら
の
見
え
方
を
予
測
す
る
。
 

・
予
測
に
よ
り
得
ら
れ
た
映
像
等
を
用
い
、
優

良
事

例
を

走
行

し
た

際
の

映
像

等
と

比
較

し

て
評
価
す
る
。
 

■
盛
土
、
切
土
の
形
状
＜
②

-1
-1
、
②

-1
-2
 に

対
応
＞
 

・
存
在
感
を
抑
え
て
周
辺
景
観
に
馴
染
ま
せ
、
ま
た
植
生
等
の
早
期
回
復
を
促
進
す
る
た

め
、
盛
土
、
切
土
は
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
。
(③

-
1-
2)
 

・
切
土
の
り
面
が
、
周
辺
の
既
存
地
形
に
無
理
な
く
馴
染
ん
で
い
る
か
 

・
道
路

全
体
が
形
の

良
い
低

い
丘
を
縫
う

よ
う
な
め

ら
か
に

連
続
し
て

い
る
か
 

・
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い

て
、
簡
易
模
型
を
作
成
し
て
検
討
、
予
測
す
る
。
 

・
既
往
の
優
良
事
例
と
比
較
し
て
評
価
す
る
。
 

■
交
差
点
へ
の
シ
ン
ボ
ル
植
栽
＜
②
-2
-1
、
②

-2
-2
 に

対
応
＞
 

・
バ
イ
パ
ス
か
ら
市
街
中
心
部
つ
な
が
る
道
路
の
交
差
点
に
は
、
分
岐
部
の
指
標
性
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
玄
関
口
に
位
置
す
る
格
式
と
個
性
を
演
出
す
る
シ
ン
ボ
ル

樹
を
植
え
る
。
(③

-
1-
3)
 

・
道
路

走
行
時
の
体

験
と
し

て
、
走
行
の

快
適
性
や

単
調
と

な
ら
な
い

適
度
な
変
化
・
分
節
が
得
ら
れ
る
道
路
空
間
と
な
っ
て
い
る
か
 

・
樹
木
の
形
状
、
高
さ
等
 

・
模
型
に
よ
り
配
置
検
討
を
行
い
、
３
次
元
的
に

検
討
、
予
測
す
る
。
 

・
同
上
。
 

■
盛
土
、
切
土
の
り
面
へ
の
植
栽
＜
②

-1
-1
、
②

-1
-2
＞
 

・
盛
土
・
切
土
の
り
面
は
、
道
路
内
部
か
ら
の
眺
望
を
阻
害
し
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、

周
辺
の
自
然
景
観
に
溶
け
込
む
よ
う
な
植
栽
を
行
う
。

(③
-
1-
4)
 

・
植
栽
の
粗
密
度
等
を
尺
度
と
し
て
、
自
然
ら
し
さ
を
評
価
す
る
 

・
極
端
に
高
密
で
不
自
然
な
植
栽
と
な
っ
て
い
な
い
か
 

・
平
面
図
、
断
面
図
、
簡
易
模
型
に
よ
り
配
置
検

討
を
行
い
、
予
測
す
る
。
 

・
既
往
の
事
例
や
周
辺
の
自
然
丘
陵
の
写
真
等

を
比
較
参
考
と
し
て
評
価
す
る
。
 

③
 ２

：
 

細
部
設
計
、
材
料
等
選
定
の
考
え
方
 

■
道
路
付
属
物
の
細
部
形
状
＜
②

-1
-
1、

②
-
2-
1 
に
対
応
＞
 

・
沿
道
へ
の
良
好
な
眺
望
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
道
路
付
属
物
（
防
護
柵
、
照
明
、
標
識
等
）

は
、
部
材
数
が
少
な
く
、
シ
ン
プ
ル
な
形
状
構
成
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
採
用
す
る
。
 

・
道
路

付
属
物
が
、

道
路
内

部
景
観
か
ら

得
ら
れ
る

眺
望
を

ど
れ
だ
け

阻
害
し
て
い
る
か
を
尺
度
と
し
て
、
眺
望
の
善
し
悪
し
を
評
価
す
る
 

・
実
寸
図
面
や
実
物
大
模
型
に
よ
り
確
認
す
る
。
 

・
Ｖ
Ｒ
を
活
用
し
て
走
行
景
観
を
検
討
し
、
予
測

す
る
。
 

・
既
往
の
優
良
事
例
と
比
較
し
て
評
価
す
る
。
 

■
道
路
付
属
物
の
色
彩
＜
②

-1
-1
、
②

-2
-1
 に

対
応
＞
 

・
道
路
内
部
景
観
に
煩
雑
感
が
な
く
、
走
行
し
や
す
い
空
間
と
な
る
よ
う
、
ま
た
周
辺
の

自
然
色
彩
に
対
し
て
違
和
感
の
な
い
よ
う
、
道
路
付
属
物
の
色
彩
は
、
中
明
度
、
低
彩
度

と
す
る
。
 

・
四
季

や
天
候
の
変

化
も
含

め
、
周
辺
の

自
然
景
観

に
対
し

、
煩
雑
感

や
浮
き
立
ち
感
が
な
い
か
 

・
整
備

対
象
と
の
色

彩
と
周

辺
色
彩
と
の

明
度
比
や

彩
度
比

等
を
尺
度

と
し
て
、
違
和
感
の
有
無
を
評
価
す
る
 

・
色
見
本
を
作
成
し
、
現
地
に
お
い
て
晴
天
時
、

曇
天
時
等
の
気
象
変
化
、
夏
季

、
冬
季
の
季
節
変

化
等
へ
の
対
応
を
確
認
す
る
。
 

・
色
彩
の
専
門
家
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
デ
ザ
イ

ン
の
専
門
家
を
ま
じ
え
現
地
確
認
を
行
い
、
評

価
す
る
。
 

■
シ
ン
ボ
ル
樹
の
樹
種
選
定
＜
③
-1
-
3 
に
対
応
＞
・
シ
ン
ボ
ル
樹
は
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
な
る
よ
う
な
樹
高
や
特
徴
的
な
樹
形
を
持
ち
、
紅
葉
や
花
に
よ
り
四
季
の
変
化
を
演
出

で
き
る
樹
木
を
選
定
す
る
。
 

・
地
域

の
玄
関
口
と

し
て
の

格
式
や
、
人

々
を
迎
え

入
れ
る

演
出
を
持

っ
た
樹
種
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
 

・
既
往
事
例
に
よ
り
予
測
す
る
。
 

・
樹
種
選
定
は
、
植
栽
の
専
門
家
や
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
ま
じ
え
評
価

す
る
。
・
地
域
性

と
樹
種

特
性
の
整
合
に
つ
い
て
は
、
植
栽
の
専
門
家
や

維
持

管
理

に
協

力
頂

く
地

域
住

民
等

の
意

見

を
重
視
し
て
評
価
す
る
。
 

 

■
植
栽
の
樹
種
選
定
＜
③

-1
-4
 に

対
応
＞
 

・
盛
土
・
切
土
の
り
面
に
施
す
植
栽
は
、
自
生
種
を
主
体
に
樹
種
を
選
定
す
る
。
 

・
の
り
面
植
栽
が
、
将
来
に
渡
り
地
域
の
既
存
植
生
と
調
和
す
る
か
。
 

・
積
雪

寒
冷
地
で
あ

る
こ
と

を
踏
ま
え
、

生
育
の
可

否
、
維

持
管
理
性

等
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
 

・
事
前
に
周
辺
の
山
地
や
丘
陵
地
、
道
路
事
業
地

を
踏

査
し

た
結

果
に

よ
り

確
認

さ
れ

た
樹
種

リ

ス
ト
を
基
に
、
既
往
事
例
と
の
比
較
に
よ
り
将
来

の
生
育
状
況
等
を
予
測
す
る
。
 

・
樹
種
選
定
は
、
植
栽
の
専
門
家
や
維
持
管
理

に
協

力
頂

く
地

域
住

民
等

の
意

見
を

重
視

し

て
評
価
す
る
。
 

③
 ３

：
コ
ス
ト
縮
減
、
費
用
対
効
果
を

考
慮
し
た
整
備
の
考
え
方
 

■
景
観
整
備
に
よ
る
追
加
費
用
の
検
証
 

・
桟
橋
工
法
の
採
用
に
よ
り
、
約
○
億
円
の
コ
ス
ト
増
に
な
る
が
、
約
○

ha
 の

盛
土
法

面
を
低
減
で
き
る
。
（
※
具
体
的
方
針
の
策
定
に
当
た
り
、
追
加
費
用
が
必
要
と

な
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
投
資
効
果
の
検
証
を
行
う
。）

 

■
コ
ス
ト
縮
減
の
検
討
 

・
植
栽
は
、
コ
ス
ト
縮
減
の
観
点
か
ら
苗
木
植
栽
を
基
本
と
す
る
。
ま
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
の
縮
減
の
観
点
か
ら
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
高
い
冬
囲
い
が
必
要
な
樹
木
は
基

本
的
に
導
入
し
な
い
。
 

・
コ
ス

ト
縮
減
を
図

ろ
う
と

す
る
結
果
、

上
記
で
検

討
し
た

景
観
整
備

や
デ
ザ
イ
ン
に
著
し
い
不
合
理
を
生
じ
な
い
か
 

（
上
記
一
連
の
検
討
成
果
を
用
い
る
）
 

・
既
往
の
類
似
事
例
や
関
係
者
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
等

の
デ

ザ
イ

ン
の

専
門

家
の

意
見

を
参

考

に
評
価
す
る
。
 

③
 ４

：
そ
の
他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

留
意
事
項
）
景
観
整
備
方
針
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、「

景
観
形
成
に
あ
た
り
配
慮
す
べ
き
事
項
」
を
踏
ま
え
、
事
業
箇
所
内
で
の
景
観
整
備
の
重
要
度
の
差
異
を
考
慮
し
た
上
で
、
景
観
整
備
方
針
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
内
容
の
変
更
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
過
程
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。
 

第2章　未来を拓く中部の景観づくり「実践編」

2-85



 
8
4

  

第2章　未来を拓く中部の景観づくり「実践編」

2-86



 
8
5

（
別
表
１
－
３
）
景
観
整
備

方
針
の
設
定
例
（
重
点
検
討
事
業
版
）
 

（
事
例
：
旅
客
船
岸
壁
）
 

①
当
該
事
業
に
お
け
る
景
観
形
成
の
目
標
像
 

歴
史
的
、
文
化
的
な
地
域
の
特
性
を
活
か
し
つ
つ
、
海
辺
や
港
町
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
快
適
な
親
水
空
間
と
な
る
旅
客
船
岸
壁
（
を
創
出
す
る
。）

 

②
対
象
と
な
る
施
設
や
空
間
と
こ
れ
を
取
り
巻
く
周
辺
景
観
と
の
関
係
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
 

②
 １

：
 

周
辺
の
景
観
等
へ
の
配
慮
の
考
え
方
 

・
隣
接
す
る
歴
史
的
港
湾
施
設
で
あ
る
○
○
岸
壁
や
△
△
緑
地
、
×
×
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
と
一
体
と
な
っ
た
親
水
空
間
と
な
る
よ
う
整
備
す
る
。（

②
-
1-
1）

 

・
歴
史
的
な
地
区
と
し
て
重
厚
、
恒
久
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
創
出
し
つ
つ
、
流
行
に
左
右
さ
れ
な
い
施
設
整
備
を
行
う
。（

②
-
1-
2）

 

②
 ２

：
 

住
民
等
の
利
用
を
考
慮
し
た
整
備
の
考
え
方
 

・
大
型
旅
客
船
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
創
出
す
る
（
②

-2
-1
）。

 

・
旅
客
船
岸
壁
の
エ
プ
ロ
ン
部
（
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
）
は
、
利
用
す
る
人
々
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
に
配
慮
し
た
空
間
分
節
を
行
い
、
心
地
良
い
空
間
と
な
る
よ
う
整
備
す
る
。（

②
-
2-
2）

 

②
 ３

：
 

そ
の
他
 

（
※
「
そ
の
他
」
欄
に
は
、
環
境
保
全
へ
の
配
慮
や
イ
ベ
ン
ト
時
利
用
の
考
慮
等
、
特
筆
す
べ
き
事
項
が
あ
る
場
合
に
記
入
す
る
。）

 

③
（
①
と
②
を
実
現
す
る
た
め
の
）
施
設
や
空
間
そ
の
も
の
の
景
観
整
備
の
具
体
的
方
針
 

評
価
の
項
目
・
尺
度
 

予
測
・
評
価
手
法
 

③
 １

：
 

施
設
や
空
間
の
規
模
・
形
状
・
配
置
等
の
設

定
の
考
え
方
 

■
配
置
＜
②
-1
-1
 に

対
応
＞
 

・
当
該
旅
客
船
岸
壁

と
隣
接
す
る
○
○
岸
壁
等
と
一
体
的
か
つ
繋
が
り
の
あ
る
親
水
空
間

を
形
成

す
る
。（

③
-
1-
1）

 

・
背
後
地
の
利
用
を

踏
ま
え
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
を
差
別
化
し
、

歴
史
的

港
湾
施
設
で
あ
る
○
○
岸
壁
や
△
△
緑
地
、
×
×
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
と
の
一
体
化
を
図
る
。（

③
-1
-2
） 

・
隣
接
し
た
岸
壁
や
と
背
後
地
と
の
一
体
感
、
連
続
感
 

・
周
辺
施
設
と
の
一
体
感
、
連
続
感
に
つ
い
て

、「
幅
・
奥
行

き
の
関

係
」
等
の
尺
度
の
類

似
性
や
素
材
の
見
え
方
等
を
評

価
す
る
。
 

・
計
画
平
面
図
を
基
に
、
Ｃ
Ｇ
パ
ー
ス
等
を
用

い
て
背
後
地
と
の
一
体
感
等
を
検
討
す
る
。
 

・
予
測
結
果
を
用
い
て
設
計
者
が
評
価
す
る
。
 

■
規
模
＜
②
-2
-2
 に

対
応
＞
 

・
人
々
に
と
っ
て
心

地
よ
い
空
間
と
な
る
よ
う
、
一
部
に
高
木
植
栽
を
施
し
た
り
、
一
定

の
間
隔

に
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
舗
装
パ
タ
ー
ン
を
設
け
る
等
空
間
を
分
節
す
る

。（
③
-1
-3
）
 

・
分
節
さ
れ
た
空
間
の
居
心
地
の
良
さ
 

・
高
木

植
栽
に
よ
る
、
高
さ

方
向
の
ス
ケ
ー
ル
感
、
囲
繞
感

な
ど
 

・
舗
装

パ
タ
ー
ン
に
よ
る
歩

行
者
等
の
移
動
速
度
を
考
慮
し

た
リ
ズ
ム
感
な
ど
 

・
既

往
事

例
写

真
や

Ｃ
Ｇ

パ
ー

ス
等

を
用

い

て
、
イ
メ
ー
ジ
を
確
認
す
る
。
 

・
同
上
。
 

③
 ２

：
 

細
部
設
計
、
材
料
等
選
定
の
考
え
方
 

■
横
断
構
成
（
舗
装
・
植
栽
・
照
明
）
等
＜
②
-2
-1
，
③
-1
-1
、
③

-1
-2
 に

対
応
＞
 

・
当
該
旅
客
船
岸
壁

の
エ
プ
ロ
ン
舗
装
は
、
隣
接
す
る
全
て
の
岸
壁
に
お
い
て
、
エ
ッ
ジ

部
（
水

際
部
）
に
花
崗
岩
を
使
用
す
る
こ
と
を
共
通
さ
せ
、
連
続
感
、
一
体
感
を
創
出
す
る
。
 

・
△
△
岸
壁
は
高
木

植
栽
を
連
続
的
に
施
し
、
人
々
の
快
適
な
利
用
に
対
応
す
る
と
同
時

に
、
緑

量
感
の
あ
る
○
○
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
へ
の
連
続
性
を
高
め
る
。
 

・
岸
壁
の
エ
プ
ロ
ン

部
に
自
然
石
貼
付
外
灯
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
フ
ラ
ッ
グ
ポ
ー
ル

を
設
置

す
る
等
賑
わ
い
を
創
出
す
る
。
 

・
隣
接

し
た
岸
壁
や
周
辺
施

設
と
の
連
続
感
、
一
体
感
に
つ

い
て
、

舗
装
材
や
外
灯
の
素

材
の
適
用
イ
メ
ー
ジ
を
評
価
す

る
 

・
選
定

候
補
と
な
る
高
木
樹

種
の
、
四
季
の
変
化
や
将
来
の

成
長
姿
 

・
既

往
事

例
写

真
や

Ｃ
Ｇ

パ
ー

ス
等

を
用

い

て
、
舗
装
材
料
や
外
灯
素
材
等
の
連
続
的
イ
メ

ー
ジ
を
確
認
す
る
。
 

・
樹
種
の
特
性
を
整
理
し
た
既
往
知
見
や
、
類

似
事
例
の
参
照
に
よ
り
予
測
す
る
。
 

・
確
認
、
参
照
結
果
を
基
に
、
設
計
者
が
評
価

す
る
。
 

■
舗
装
材
料
＜
②
-1
-2
 に

対
応
＞
 

・
舗
装
材
料
は
、
恒

久
性
、
耐
久
性
を
考
慮
し
、
花
崗
岩
を
主
体
と
し
た
自
然
石
舗
装
を

基
調
と

す
る
。
 

・
適
用
す
る
石
材
の
重
厚
感
等
の
イ
メ
ー
ジ
 

・
適
用
す
る
石
材
の
耐
久
性
や
滑
り
に
く
さ
等
の
諸
機
能
 

・
素
材
の
実
物
サ
ン
プ
ル
や
整
備
事
例
の
参
照

に
よ
り
予
測
す
る
。
 

・
参
照
結
果
を
基
に
、
設
計
者
が
評
価
す
る
。
 

■
舗
装
パ
タ
ー
ン
、
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
＜
②
-2
-2
、
③
-1
-3
 に

対
応
＞
 

・
旅
客
船
岸
壁
の
エ

プ
ロ
ン
部
（
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
）
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
と
素
材

感
に
配

慮
し
、
材
質
や
仕
上

げ
の
異
な
る
自
然
石
舗
装
を
織
り
交
ぜ
る
こ
と
に
よ
り
、
奥
行
き
方

向
、
横

断
方
向
の
双
方
の
パ
タ
ー
ン
を
創
る
。
 

・
分
節
さ
れ
た
空
間
の
居
心
地
の
良
さ
 

・
自
然

石
の
材
質
や
色
彩
、

仕
上
げ
の
違
い
に
よ
る
分
節
パ

タ
ー
ン
の
見
え
方
 

・
実
際
の
現
場
に
て
パ
タ
ー
ン
間
隔
等
を
再
現

し
、
実
体
験
と
し
て
予
測
す
る
。
 

・
整
備
事
例
の
参
照
に
よ
り
検
討
す
る
。
 

・
地
域
住
民
や
来
訪
者
等
に
も
実
験
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
意
見
を
聞
く
。
 

・
被
験
者
の
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
を

基
に
評
価
す
る
。
 

③
 ３

：
コ
ス
ト
縮
減
、
費
用
対
効
果
を
考
慮

し
た
整
備
の
考
え
方
 

・
自
然
石
の
適
用
に

あ
た
り
、
中
国
産
の
良
質
な
花
崗
岩
等
を
採
用
し
、
コ
ス
ト
縮
減
に

配
慮
す

る
。
 

・
汚
れ
に
も
強
く
耐

久
性
に
優
れ
る
自
然
石
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
間
の
維
持

管
理
も

含
め
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
観
点
か
ら
コ
ス
ト
縮
減
を
評
価
す
る
。
 

・
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
を
考
慮

に
含
め
た
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る

も
の
と

す
る
が
、
コ
ス
ト
縮

減
の
た
め
に
景
観
性
を
大
き
く

損
な
う
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
 

・
素
材
の
実
物
サ
ン
プ
ル
や
整
備
事
例
の
参
照

に
よ
り
予
測
す
る
。
 

・
参
照
結
果
を
基
に
、
設
計
者
が
評
価
す
る
。
 

・
必
要
に
応
じ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
を
聴

取
す
る
。
 

③
 ４

：
そ
の
他
 

 
 

 
 

 
 

 
 

留
意
事
項
）
景
観
整
備
方
針
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、「

景
観
形
成
に
あ
た
り
配
慮
す
べ
き
事
項
」
を
踏
ま
え
、
事
業
箇
所
内
で
の
景
観
整
備
の
重
要
度
の
差
異
を
考
慮
し
た
上
で
、
景
観
整
備
方
針
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
内
容
の
変
更
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
過
程
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。
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（別表２ １）景観整備方針の設定例（一般検討事業版） 

（事例：上中流部の床固工） 

①当該事業における景観形成の目標像 

山間部の自然河川および周辺の自然景観の雰囲気を壊さない水辺空間 

②対象となる施設や空間とこれを取り巻く周辺景観との関係に関する基本的な考え方 

② １： 

周辺の景観等

への配慮の考

え方 

周辺には人工の構造物がほとんど存在しないため、コンクリート等の人工素材の露出は

できるだけ避け、空間構成としても直線や不自然な曲線がでないよう留意する。 

② ２： 

住民等の利用

を考慮した整

備の考え方 

夏季の水遊び等、水辺利用の実績があることから、床固工の整備を契機に利用しやすい

水辺として整備する。 

② ３： 

その他 

魚類の遡上に配慮する。 

③（①と②を実現するための） 

施設や空間そのものの景観整備の具体的方針 

③ １： 

施設や空間の

規模・形状・配

置等の設定の

考え方 

鋼製枠と現地発生石材の組み合わせにより、周囲の自然景観と調和させる。 

勾配や澪筋の配置等については、工学的観点、生態学的観点と利用のしやすさを勘案し

て検討する。 

③ ２： 

細部設計、材料

等選定の考え

方 

両岸についてはなだらかにすり付け、違和感のないよう配慮する。 

限定したアプローチのルートは設けないが、水に近づくことを誘発するよう、川沿い遊

歩道との連続性を確保する。 

③ ３： 

コスト縮減、費

用対効果を考

慮した整備の

考え方 

現地発生材を用いることで、コスト縮減と自然景観の雰囲気の保全を両立させる。 

③ ４： 

その他 

  

留意事項）景観整備方針作成にあたっては、「景観形成にあたり配慮すべき事項」を踏まえ、事業箇所内での景観整備の

重要度の差異を考慮した上で、景観整備方針を作成するものとする。また、内容の変更にあたってはその過程がわかるよ

うにしておくこと。 
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（別表２ ２）景観整備方針の設定例（一般検討事業版） 

（事例：山間部の既存道路における防護柵の設置） 

①当該事業における景観形成の目標像 

○○山系に対する良好な眺望を享受しながら安心して走れる道路空間 

②対象となる施設や空間とこれを取り巻く周辺景観との関係に関する基本的な考え方 

② １： 

周辺の景観等

への配慮の考

え方 

○○山系への眺望が本道路に固有の魅力であるため、眺望を最大限に確保する。 

② ２： 

住民等の利用

を考慮した整

備の考え方 

防護柵によりドライバーにとっての視線誘導を図り、安全な走行を誘導すると同時に、

同乗者にとっては防護柵が眺望を阻害しないよう配慮する。 

② ３： 

その他 

（※その他欄には、環境保全への配慮やイベント時利用の考慮等、特筆すべき事項があ

る場合に記入する） 

③（①と②を実現するための） 

施設や空間そのものの景観整備の具体的方針 

③ １： 

施設や空間の

規模・形状・配

置等の設定の

考え方 

できるだけ部材構成をシンプルにし、連続性を感じさせると共に道路上からみて透過性

のある防護柵を選定する。 

色彩については眺望阻害防止と自然景観への馴染みの観点から明度彩度の低いブラウン

系とする（「景観に配慮した防護柵の整備ガイドライン」を参考にする）。 

③ ２： 

細部設計、材料

等選定の考え

方 

後付けの付属物は安全上の理由で設置するものであっても代替案を検討し、極力避ける

（夜間の視線誘導には反射テープを支柱に貼付することで対応し、デリネーター等昼間

の景観を阻害するものは設置しない） 

③ ３： 

コスト縮減、費

用対効果を考

慮した整備の

考え方 

素材および塗装仕様の選定にあたっては、ライフサイクルコストを考慮し、初期費用だ

けで判断しない。特にメインテナンスが行き届かない場合、眺望景観の印象を著しく損

なう可能性があることに注意する。 

③ ４： 

その他 

事業区間内の標識支柱等は新設・更新時に今回選定した色彩で統一することを検討する。

留意事項）景観整備方針作成にあたっては、「景観形成にあたり配慮すべき事項」を踏まえ、事業箇所内での景観整備の

重要度の差異を考慮した上で、景観整備方針を作成するものとする。また、内容の変更にあたってはその過程がわかるよ

うにしておくこと。 
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（別表２ ３）景観整備方針の設定例（一般検討事業版） 

（事例：小規模な港湾緑地の整備） 

①当該事業における景観形成の目標像 

活動する港の風景を背景に、地域の人々にとって日々の生活の中で憩いの場となるような緑地 

②対象となる施設や空間とこれを取り巻く周辺景観との関係に関する基本的な考え方 

② １： 

周辺の景観等

への配慮の考

え方 

一般市民が○○港に対する眺望を得られる貴重な視点場であることから、眺望を確保す

るとともに、居心地のよい空間として整備する。 

② ２： 

住民等の利用

を考慮した整

備の考え方 

利用者は隣接する街路（○○通り）と一体的に利用すると考えられることから、敷地内

に閉じずに街路と連続した空間として整備する。 

② ３： 

その他 

毎年８月に開催される○○みなと祭りの際に活動拠点として利用しやすい空間とする。

③（①と②を実現するための） 

施設や空間そのものの景観整備の具体的方針 

③ １： 

施設や空間の

規模・形状・配

置等の設定の

考え方 

緑地の規模が小さいことから、配置する施設や植栽は最小限として、街路からの眺望確

保を図る。 

植栽、ベンチ等の配置は港に対する眺望と祭礼時の利用の両方のバランスを考える。 

緑地と街路を一体的に使用できるよう、接道部には植栽、柵等を設けない。 

③ ２： 

細部設計、材料

等選定の考え

方 

街路との一体感を演出するため、舗装材は共通のものを用いる。 

護岸側の柵についてはなるべくシンプルなものを用いる。 

③ ３： 

コスト縮減、費

用対効果を考

慮した整備の

考え方 

植栽はコスト縮減の観点から苗木植栽を基本とする。高木については、維持管理コスト

の高い冬囲いの必要な樹木は基本的に導入しない。 

③ ４： 

その他 

  

留意事項）景観整備方針作成にあたっては、「景観形成にあたり配慮すべき事項」を踏まえ、事業箇所内での景観整備の

重要度の差異を考慮した上で、景観整備方針を作成するものとする。また、内容の変更にあたってはその過程がわかるよ

うにしておくこと。 
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（別表３）景観予測手法・ツールの特徴 
予測手法・ツール 特徴等 

1.視覚化ツールの活用 

 

(1)パース（透視図・画像） 

 

1)スケッチパース 

○ある視点場から得られる対象事業完成後の景観を透視図法によって描く方法で、背

景を含めた景観全体を描く必要があるが、自由な視点からの自由な画角による描写

や、表現の意図的な簡略化や強調が可能である等、パース図の作成目的や検討の熟

度等に合わせた表現の自由度を持つ。したがって、景観的課題に対応した整備効果

を、代表的視点場から得られる景観によって、端的にわかりやすく表現する場合に

適する。 

○スケッチパースは、表現方法や描く人間の描写能力によって、再現性等の表現の質

が左右されやすく、フォトモンタージュより再現性は劣る。したがって、複数案の

中から最終案を評価・選択する目的でスケッチパースを使用する場合（択一式のア

ンケート調査等による多数決等）は、絵の巧拙や目の惹きやすさ等によって判断さ

れる可能性があり、注意を要する。 

2)フォトモンタージュ 

○撮影した写真の上に、整備箇所の完成予想図を合成して、景観の変化を予測する方

法で、完成予想図の作成方法には、通常のパース図によるものと、コンピュータ・

グラフィックス（以下、「CG」という）による手法とがある。 

○CGによるフォトモンタージュは、再現性に優れ、整備前後の景観変化を端的にわか

りやすく比較したい場合等によく用いられる。また、部分的な変更や修正は、CG

を活用すれば比較的容易に行える点で操作性は高いが、現状の写真がベースとなる

ため、現状で写真撮影が可能な視点場からの景観予測に限定される。 

3)コンピュータ・ 

グラフィックス 

(CG) 

○コンピュータを用いて、3 次元データによる空間や構造物等の形状を構築し、3 次

元的に表現する方法。パースやフォトモンタージュでは、視点や画角が変わるごと

に、それぞれの作業が必要となるのに対して、CGは自由な視点の設定、データの部

分的な追加、修正等が可能で、操作性に優れ、複数視点場からの対象施設・構造物

の景観を確認したり、1 つの視点場から得られる対象物の複数設計案の景観を比較

検討する場合等に適する。 

○周辺地域を含め、構築する施設や空間の情報量が大きくなるため、一般的に時間、

費用両面からコスト高となるが、複数の施設・構造物等により構成される景観を多

数の視点から確認する場合や、朝～夜の時間変化、天候変化、季節変化を反映した

様々な場面を想定する場合、また、構築した 3次元データをその後も引き続き様々

な場面で活用することが想定される場合等は、費用対効果の面でもメリットがあ

る。 

(2)VR（動画） 

○CGデータを基に動画として発展させたもので、視点を自由に移動させて、任意の視

点から得られる景観を即時に再現可能で、視点の移動に伴う継起的な景観の再現も

可能となる。したがって、周辺土地利用状況等が多様で、近～遠景まで広範に多数

の視点場･視対象を有する地域や、道路走行時等の連続的な視点移動を伴う視点場

から得られる景観の予測、多数の構造物が発生したり、既存と異なる新たな視点場

が生じる事業等における景観予測に適する。 

(3)模型 

○3次元の空間を、縮尺を変えた 3 次元媒体によって再現したもの。遠景から近景ま

であらゆる角度から自由な視点を設定して確認することが可能である。アイレベル

の景観を予測する際には、ファイバースコープを用いた写真等により行う。 

○模型は、長大な施設や空間の全体像、地形に対する施設・構造物の収まり、構造物

相互の形の収まり、構造物自体の形状等の表現が容易で、それらを最も適切、且つ

体感的に認識し、理解することができるため、活用の頻度が高い。 

○模型は、検討用の簡易なスタディ模型から完成模型まで、様々な目的・場面に応じ

た様々なスケール、表現を用いた検討・確認が可能であるが、それゆえに、目的や

検討の熟度に応じた適切な縮尺、材料、仕上げ方法等を選択する必要がある。スタ

ディ模型は、景観的なリアリティ・精度は劣るが、構造物等の 3次元的な形の収ま

りや部分的な細部形状の検討等、予測と評価を繰り返し行う際に特に有効なツール

である。 
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予測手法・ツール 特徴等 

2.モックアップ 

 原寸模型、又は、試験見本 
○施設・構造物の実物大の模型や、実際の材料を用いた試験見本（パネル等）の製作

により、細部デザインの検討や、素材の風景との馴染み具合等の現地確認を行う。

3.現地確認 

 

(1)現地確認（簡易） 
○塗板板等の簡易な供試体を現地に設置して、当該環境下における対象物（色･素材

等）の実際の見え方や印象を確認する。 

(2)曝露試験 
○ある一定の期間、塗板等の供試体を現地に設置して、当該地の環境の変化とそれに

よる対象物の見え方の変化や汚れ･劣化等を確認･予測するために行う。 

(3)試験施工 
○新しい技術等を用いる施設・構造物を現場において試行し、現地での適用性やその

効果を確認するために行う。 

(4)ライトアップ･照明実験 
○現地で照明実験を行い、照度、反射の度合い、周辺の光源を含めた中でのライトア

ップによる演出効果等を確認・予測するために行う。 

4.既往の知見の活用 

 

(1)類似事例の参照 

○当該事業対象地の条件に類似する事例を参照して、当該地の景観の経年変化等の予

測を行う。ただし、具体的な計画･設計の内容･方法は、地域ごとの特性によって異

なるため、デザインの短絡的な引用は避けるべきである。 

(2)模型実験 

○水理学等に基づき、模型を用いた流水･落水表情デザインを検討する。 

（粒子法等のシミュレーション･モデルにより PC 上で検討・予測する手法も存在す

る。） 

○河川工学等に基づき、模型を用いて構造物等の果たすべき機能と形のデザインの検

討を行う。 

(3)その他専門的知見に基

づく形状予測等 

○河川工学等に基づき、機能（治水等）と景観の両面から、河川法面の断面形状や水

際部の形状等を予測し、デザイン検討を行う。 

（複雑な断面形状や水際形状を有する河川における不等流計算による形状の決定

等） 

○生態学等に基づき、植生の生育状況とそれによる景観変化等の予測を行う。（気候･

地質･土壌･方位（植栽斜面の傾斜方向と日照との関係）等から見た適合樹種及び生

育予測 等） 

○工学的知見に基づく機能と、景観面から望ましい形態等に関して、別々に検討せず、

複数分野の専門的視点による総合的な検討･擦り合わせ（協働）が重要である。 

(4)景観指標等 

○景観工学、心理学、人間工学等における既往の知見を活用して、景観や空間の印象

度を、対象物や空間の規模や距離等に関する数値を用いた指標により、ある程度定

量的に把握する。 

○この指標を厳密に適用･評価することは、対象や空間の持つ多様な側面の景観的･空

間的な価値を排除しかねないため、厳密さを求めるものではなく、景観専門家等の

助言を得ながら、一つの判断材料として用いることができる。 

(5)景観形成ガイドライン

等の参照 

○各分野で作成されている景観形成ガイドラインを参照し、景観形成の基本的な方向

性･考え方や、それに対応する整備手法等の検討を行う。ただし、具体的な計画･設

計の内容･方法は、地域ごとの特性によって異なるため、デザインの短絡的な引用

は避けるべきである。 
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■中部地方整備局事業景観アドバイザー 
 

氏名 役職 所属 

林  英光 名誉教授 愛知県立芸術大学 

北村 眞一 教授 山梨大学大学院医学工学総合研究部 

岡本 耕平 教授 名古屋大学大学院環境学研究科 

佐々木 葉 教授 早稲田大学創造理工学部社会環境工学科 

堀越 哲美 教授 愛知産業大学・愛知産業大学短期大学 学長 

水尾 衣里 教授 名城大学人間学部人間学科 
  （敬称略：平成 28年●月現在） 

 

■中部地方整備局景観検討委員会 委員 
 

 役職 

委員長 企画部長 

委 員 建政部長 

 河川部長 

 道路部長 

 港湾空港部長 

 営繕部長 

 環境調整官 

 

 

■中部地方整備局景観検討委員会 幹事会 委員 
 

 役職 

幹事長 環境調整官 

幹 事 企画部 企画課長 

 企画部 広域計画課長 

 建政部 計画管理課長 

 建政部 都市整備課長 

 河川部 河川計画課長 

 河川部 河川環境課長 

 道路部 道路計画課長 

 道路部 計画調整課長 

 港湾空港部 港湾計画課長 

 港湾空港部 港湾事業課長 

 営繕部 計画課長 

 営繕部 建築課長 

 

 

■事務局 

 中部地方整備局企画部企画課 

 

 

 

 

第2章　未来を拓く中部の景観づくり「実践編」

2-94



A Manual of
Landscape Design



 



新
設

・
改

築
に

お
け

る
色

彩
・

デ
ザ

イ
ン

指
針

 
～

あ
る

べ
き

も
の

が
 あ

る
べ

き
と

こ
ろ

に
 あ

る
べ

き
色

彩
で

～
 

 

目
 

次
 

は
じ

め
に

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 3

-1
 

序
. 

本
指

針
に

つ
い

て
 ...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
 3

-2
 

0-
1.
 
目
的

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 3

-2
 

0-
2.
 
対
象
と
活
用
方
法

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 3

-2
 

0-
3.
 
色
彩
表
現
に
つ
い
て
の
注
意

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

.. 
3-

3 

1.
 

公
共

事
業
と
色
彩

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

.. 
3-

4 

1-
1.
 
公
共
事
業
に
お
け
る
景
観
の
理
念

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

. 3
-4

 

1-
2.
 
公
共
事
業
に
求
め
ら
れ
る
色
彩

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 3

-6
 

1-
3.
 
公
共
事
業
の
推
奨
色

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

. 3
-8

 

2.
 

色
彩

の
検
討

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 3

-9
 

2-
1.
 
基
本
的
事
項

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.. 

3-
9 

2-
2.
 
検
討
手
順

1：
標
準
的
な
検
討

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
 3

-1
1 

S
TE

P 
1 

対
象
を
把
握
す
る

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

. 3
-1

1 

S
TE

P 
2  

地
域
を
把
握
す
る

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

. 3
-1

2 

S
TE

P 
3 

方
針
を
立
て
る

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 3

-1
7 

S
TE

P 
4  

候
補
色
を
選
定
す
る

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
 3

-1
9 

S
TE

P 
5 

確
認
と
決
定

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

.. 
3-

23
 

3.
 

色
彩

検
討
シ
ー
ト

の
作
成

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.. 

3-
24

 

3-
1.
 
検
討
過
程
の
記
録
の
必
要
性

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

 3
-2

4 

3-
2.
 
色
彩
検
討
シ
ー
ト
の
作
成

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
 3

-2
4 

(1
) 

作
成
の
概
要

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 3

-2
4 

(2
) 

様
式
と
記
入
方
法

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
 3

-2
5 

(3
)  

検
討
の
過
程

 ―
 記

入
例
よ
り

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
 3

-2
8 

4.
 

構
造

物
別
色

彩
検

討
の
留

意
点

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
 3

-2
9 

4-
1.
 
道
路
構
造
物

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 3

-2
9 

4-
2.
 
河
川
構
造
物

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 3

-3
5 

4-
3.
 
港
湾
構
造
物

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 3

-3
7 

4-
4.
 
公
共
建
築
物

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 3

-3
8 

5.
 

デ
ザ

イ
ン
の

検
討

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

 3
-3

9 

5-
1.
 
デ
ザ
イ
ン
の
理
念

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

.. 
3-

39
 

5-
2.
 
考
慮
す
べ
き
設
計
要
件

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

. 3
-4

0 

6.
 

参
考

事
例

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

. 3
-4

1 

6-
1.
 
高
度
な
検
討

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 3

-4
1 

6-
2.
 
色
彩
に
配
慮
し
た
公
共
事
業

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

 3
-4

6 

 ■
資

料
 

1.
 
色
彩
の
基
本
事
項

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

 3
-4

7 

2.
 
素
材
と
色
彩

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

. 3
-5

5 

3.
 
『
塗
料
用
標
準
色
見
本
』
に
お
け
る
推
奨
色

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

 3
-6

0 

4.
 
用
語
集

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

.. 
3-

63
 

5.
 
参
考
文
献

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 3

-6
6 

6.
 
色
相
環
と
調
和
の
範
囲

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 3

-6
7 

 





 

 
1

 は
じ
め
に

 
   

    

    

あ
る
べ
き
も
の
が
 

あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に

 
あ

る
べ

き
色

彩
で

 
 本
指
針
は
、
公
共
事
業
に
関
わ
る
す
べ
て
の
分
野
の
担
当
者
が

、

よ
り

豊
か

な
景

観
形

成
実

現
に

向
け

た
色
彩

計
画

を
行

う
た

め
の

手
順

を
示

し
た

も
の

で
あ

る
。

美
し

い
も
の

、
良

い
も

の
は

人
を

幸
せ

に
す

る
。

公
共

事
業

は
、

ふ
る

里
の
風

景
を

創
り

そ
し

て
守

り
、

色
彩

は
そ

れ
を

優
し

く
包

み
、

表
現
す

る
役

割
を

持
っ

て
い

る
。

 
先

ず
、

は
じ

め
に

光
り

あ
り

き
。

こ
れ
は

我
々

の
住

む
世

界
の

源
で

あ
る

。
岩

石
だ

け
の

地
上

に
水

が
で
き

、
植

物
の

素
が

生
ま

れ
、

光
を

受
け

止
め

て
他

の
物

質
に

変
換
し

、
そ

の
延

長
上

に
可

視
光

線
を

獲
得

し
た

生
命

体
が

、
人

間
が
生

ま
れ

、
文

明
が

進
化

し
、

公
共

事
業

の
概

念
も

展
開

し
た

。
そ
し

て
風

土
に

従
い

、
伝

統
を
築
き
、
美
的
感
性
が
磨
か
れ
て
き
た
。

 
木
、
砂
、
石
、
金
属
等
の
基
礎
的
素
材
の
加
工

･組
み
合
わ
せ
の

時
代

ま
で

は
、

世
界

は
美

し
く

魅
力

的
に
自

然
環

境
と

調
和

し
て

い
た

。
と

こ
ろ

が
、

そ
の

後
の

新
素

材
の
開

発
と

文
明

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

よ
り

、
永

い
時

間
を

経
て

洗
練
さ

れ
た

様
式

や
、

し
き

た
り

の
常

識
か

ら
は

み
出

し
た

時
、

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
す

べ
き

新
た

な
事

態
が

生
じ

た
。

特
に

我
が

国
に

お
い
て

は
、

景
観

や
色

彩
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
優

れ
た

統
率

力
や

美
学
の

裏
付

け
を

持
っ

た
経

験
豊

か
な

人
材

の
手

か
ら

離
れ

、
庶

民
の
判

断
に

任
さ

れ
る

状
況

に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
世
界
に
誇
れ
る
伝
統
文
化
か
ら
乖
離
し
、

景
観

や
色

彩
に

対
す

る
社

会
の

認
識

は
他
国

に
比

べ
て

極
め

て
低

く
な

り
、

今
、

ま
さ

に
我

が
国

の
景

観
は
混

迷
の

度
を

深
め

て
い

る
。

ま
た

色
彩

は
、

個
々

の
主

観
に

負
う
と

こ
ろ

が
大

き
く

、
自

由
な

も
の

で
あ

る
と

考
え

が
ち

で
、

公
共
事

業
に

お
い

て
も

色
彩

は
最
終
段
階
で
付
加
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

 
 

 
      

 
し

か
し

、
公

共
事

業
は

国
や

土
地

柄
を

表
す

客
観

的
な

視
点

と

判
断
が

要
求

さ
れ

る
。

そ
し

て
文

化
と
し

て
の

使
命

が
あ

る
こ

と

を
忘
れ

て
は

な
ら

な
い

。
ま

た
色

彩
は
、

事
業

の
画

竜
点

睛
の

役

割
を
持

ち
、

色
彩

か
ら

公
共

事
業

全
体
の

整
合

性
や

完
成

度
を

ト

ー
タ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
視

点
か

ら
判

断
す
る

こ
と

も
で

き
る

。
知

識

は
行
動

す
る

こ
と

で
は

じ
め

て
本

物
に
な

る
と

い
わ

れ
る

が
、

色

彩
感
覚

も
数

多
の

試
行

錯
誤

の
経

験
に
よ

り
身

に
付

く
も

の
で

あ

り
、
日
常
的
に
果
敢
に
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、

直
面
し

て
い

る
地

球
環

境
の

危
機

の
時
代

に
こ

そ
、

人
々

の
心

に

響
く
色
彩
の
持
つ
役
割
は
大
き
い
も
の
と
な
る
。

 
本

指
針

で
は

、
色

彩
選

定
の

現
場

で
実

施
す

べ
き

具
体

的
な

手

順
と
参

考
と

な
る

事
例

を
示

し
、

次
に
構

造
物

別
の

色
彩

検
討

の

考
え
方

を
解

説
し

た
。

ま
た

、
ニ

ュ
ー
ト

ン
や

ゲ
ー

テ
の

色
彩

論

か
ら

現
代

に
い

た
る
色

彩
学

の
基

楚
を

参
考

資
料

と
し
て

収
め

た
。 

よ
り

優
れ

た
公

共
事

業
の

完
成

を
め

ざ
し

て
、

本
指

針
を

、
公

共
事
業

に
関

わ
る

担
当

者
の

実
用

的
な
座

右
の

一
書

と
し

て
活

用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 
     

中
部
地
方
整
備
局
景
観
施
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 
愛
知
県
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授

 
林
 
英
光
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新
設
・
改
築
に
お
け
る
色
彩
・
デ
ザ
イ
ン
指
針

 

 2 

序
 

本
指
針
に

つ
い
て

 
    

0-
1.
 

目
的

 
 ●

色
彩
の

基
本

を
理

解
し
、

検
討

プ
ロ

セ
ス

を
標

準
化

す
る
こ

と
で
、
不
適
切
な
色
彩
選
定
を
回
避
す
る

 
●

検
討
プ

ロ
セ

ス
を

記
録
す

る
こ

と
で

、
考

え
方

の
共

有
を
図

り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る

 

 こ
れ

ま
で

に
、

広
場

や
道

路
、

橋
梁

な
ど
個

別
の

事
業

に
お
い

て
、

景
観
や

色
彩

に
つ

い
て

住
民

や
専

門
家
な

ど
多

く
の

人
々

が

関
わ

っ
て
議

論
を

重
ね

、
優

れ
た

景
観

を
創
出

し
た

事
例

は
数

多

く
あ

る
。
し

か
し

な
が

ら
、

圧
倒

的
多

数
の
事

業
に

お
け

る
景

観

検
討

は
現
場

の
担

当
者

の
判

断
に

委
ね

ら
れ
て

い
る

の
が

実
情

で

あ
る
。

 
 公

共
事
業

に
お

け
る

色
彩

は
、

景
観

に
与
え

る
影

響
が

大
き
い

に
も

か
か
わ

ら
ず

、
整

備
の

最
終

段
階

で
検
討

さ
れ

る
傾

向
に

あ

り
、

時
間
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

限
ら

れ
た

な
か
で

適
切

な
判

断
が

求

め
ら
れ
る
担
当
技
術
者
に
は
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

 
 本

指
針
は

、
公

共
施

設
に

ふ
れ

る
人

々
の
目

か
ら

見
て

少
な
く

と
も

間
違
っ

た
色

彩
の

選
定

を
回

避
す

る
こ
と

で
、

公
共

事
業
の

景
観
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

 
 色

彩
の
最

も
基

本
的

な
原

則
を

理
解

し
、
公

共
事

業
の

色
彩
選

定
の

検
討
手

順
や

留
意

事
項

を
把

握
す

る
と
と

も
に

、
色

彩
の

選

定
に

至
る
一

定
の

手
順

、
お

よ
び

そ
の

過
程
と

結
果

を
記

録
す

る

方
法

を
示
し

た
。

こ
の

こ
と

に
よ

り
、

色
彩
選

定
が

担
当

者
個

人

の
好

み
や
独

断
で

な
く

広
く

共
有

で
き

る
も
の

と
な

り
、

こ
う
し

た
経

験
の
蓄

積
に

よ
っ

て
、

公
共

事
業

全
体
に

お
け

る
色

彩
の

質

の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

 
 

0-
2.
 
対

象
と

活
用

方
法

 
 本

指
針

は
、

公
共

事
業

に
関

わ
る

担
当
者

が
、

構
造

物
等

の
色

彩
に

つ
い

て
検

討
す

る
際

の
支

援
ツ

ー
ル
と

し
て

活
用

す
る

も
の

で
あ
る
。

 
色

彩
の

検
討

に
あ

た
っ

て
は

、
色

彩
を
客

観
的

に
取

り
扱

い
、

正
確

に
伝

え
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

本
指
針

で
は

全
般

に
わ

た
っ

て
色

彩
の

専
門

用
語

を
使

用
し

て
い

る
。
し

た
が

っ
て

本
指

針
の

活
用

に
あ

た
っ

て
は

、
色

彩
検

討
を

行
う
う

え
で

の
基

本
的

な
理

論
や
専
門
用
語
を
解
説
し
た
「
資
料

1.
 色

彩
の
基
本
事
項
」
を
理

解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

 
ま
た
本
指
針
は

、「
こ
れ
さ
え
読
め
ば
何
も
考
え
な
く
て
も
適
切

な
色

彩
選

定
が

で
き

る
」

と
い

う
も

の
で
は

な
い

。
景

観
検

討
に

と
っ

て
重

要
な

の
は

、
現

場
や

実
物

、
実
感

な
ど

の
リ

ア
リ

テ
ィ

で
あ

る
。

実
際

に
現

場
に

立
つ

担
当

者
が
、

リ
ア

リ
テ

ィ
を

持
っ

て
自

身
の

頭
で

考
え

る
こ

と
が

最
も

重
要
で

あ
り

、
そ

う
し

た
経

験
の

蓄
積

が
、

全
体

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
に
つ

な
が

る
こ

と
を

念
頭

に
置
い
て
活
用
さ
れ
た
い
。

 
な

お
、

維
持

管
理

・
災

害
復

旧
等

の
比
較

的
規

模
の

小
さ

い
工

事
に

お
け

る
公

共
施

設
に

つ
い

て
は

「
小
規

模
工

事
・

維
持

管
理

等
に
お
け
る
色
彩
・
デ
ザ
イ
ン
指
針
（
平
成

28
年

3
月
）」

に
基

づ
き
対
応
す
る
も
の
と
す
る
。

 
本

指
針

各
章

の
主

な
内

容
と

ね
ら

い
等
に

つ
い

て
、

次
ペ

ー
ジ

に
ま
と
め
る
。
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3

  
●

 各
章
の
主
な

内
容
と

ね
ら
い

 

○
「

1.
 
公
共
事
業
と
色
彩
」
は
、
公
共
事
業
の
色
彩
検
討
に
お
け

る
理

念
を

示
し

た
。

検
討

の
プ

ロ
セ

ス
全
体

に
通

底
す

る
基
本

的
な
認
識
と
し
て
、
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
事
項
で
あ
る
。

 
 ○
「

2.
 
色
彩
の
検
討
」
は
、
標
準
的
な
色
彩
検
討
の
手
順
を
示
し

た
。

対
象

と
す

る
構

造
物

の
種

類
や

場
所
に

関
わ

ら
ず

、
一
定

の
プ
ロ
セ
ス
で
検
討
で
き
る
よ
う

5
つ
の

ST
E

P
を
設
定
し
、

具
体
的
な
内
容
を
記
述
し
た
。

 

 ○
「

3.
 
色
彩
検
討
シ
ー
ト
の
作
成
」
は
、
第

2
章
で
示
し
た
手
順

で
検

討
さ

れ
た

内
容

を
、

一
定

の
書

式
で
記

録
す

る
方

法
に
つ

い
て
記
述
し
た
。

 

 ○
「

4.
 
構
造
物
別
色
彩
検
討
の
留
意
点
」
は
、
公
共
事
業
で
取
り

扱
う

主
な

構
造

物
に

つ
い

て
、

そ
の

特
質
を

踏
ま

え
た

色
彩
検

討
の
留
意
点
を
、
具
体
例
を
提
示
し
な
が
ら
記
述
し
た
。

 
第

2
章
の
手
順
に
従
っ
て
色
彩
検
討
を
行
う
際
の
参
考
と
し
て

、

ま
た

公
共

事
業

の
色

彩
に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方
と

し
て
、

日
常
の
業
務
の
中
で
参
照
さ
れ
た
い
。

 

 ○
「

5.
 
参
考
事
例
」
は
、
色
彩
検
討
の
さ
ま
ざ
ま
な
着
眼
点
や
実

現
化
の
例
を
示
し
た
。

 
「

1.
 高

度
な
検
討
」
で
は
、
第

2
章
に
示
し
た
標
準
的
な
検
討

に
加
え
て
、
よ
り
多
角
的
で
広
範
な
検
討
の
実
例
を
示
し
た
。

 
「

2.
 色

彩
に

配
慮
し

た
公
共
事

業
」

で
は
、
積

極
的
に
色
彩
検

討
さ
れ
た
事
例
を
フ
ラ
ッ
シ
ュ
と
し
て
示
し
た
。

 

 

  ○
「

資
料

」
は

、
本

指
針

で
扱

う
色

彩
の
基

本
知

識
や

用
語

、
参

考
文
献
を
ま
と
め
た
。

 
「

1.
 色

彩
の

基
本
事
項
」
で
は

、
色

彩
検
討
を

行
う
う
え

で
の

基
本
的

な
理

論
や

専
門

用
語

を
解

説
し
た

。
色

彩
検

討
の

手
順

を
理
解

す
る

た
め

に
必

要
と

な
る

知
識
で

あ
る

た
め

、
本

指
針

を
活
用
す
る
際
に
は
必
ず
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

 
参

考
文

献
は

、
さ

ら
に

踏
み

込
ん

だ
検
討

を
行

う
際

な
ど

に
活

用
さ
れ
た
い
。

 

 ●
 掲

載
写
真
に

つ
い
て

 
本

指
針

に
掲

載
し

た
写

真
の

一
部

に
つ
い

て
は

下
記

の
と

お
り

提
供
を
受
け
た
。

 
 伊
藤
清
忠
：

 写
真

4-
1、

4-
17

、
4-

18
、

S-
4 

林
 
英
光
：

 写
真

1-
3、

4-
7、

4-
19

、
5-

3、
5-

4、
5-

5、
5-

7、
S-

1、
S-

2、
S-

9、
S-

10
 

森
 
旬
子
：

 写
真

5-
1 

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

 
  

0-
3.
 

色
彩
表
現
に
つ
い
て
の
注
意

 
 実

際
の

景
観

に
お

け
る

さ
ま

ざ
ま

な
素

材
や

色
材

の
持

つ
色

彩

は
、
プ
ロ
セ
ス
カ
ラ
ー

※
に
よ
る
印
刷
で
は
厳
密
に
表
現
す
る
こ
と

が
で
き

な
い

。
ま

た
紙

質
や

プ
リ

ン
タ
の

性
能

な
ど

、
印

刷
環

境

に
よ
っ
て
も
大
き
く
変
化
す
る
。

 
本

指
針

に
お

け
る

色
彩

表
現

に
つ

い
て

は
、

次
に

示
す

事
項

に

注
意
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 ▼

 マ
ン
セ
ル
表

色
系
の

採
用

 
特
定
の
色
彩
の
指
定
に
「
マ
ン
セ
ル
表
色
系

※
」
に
よ
る
記
号
表

記
を

採
用

し
て

い
る

。
た

だ
し

文
章

等
に

お
い

て
は
、

必
要

に

応
じ
て
一
般
的
な
色
名
を
使
用
し
て
い
る
。

 
 

▼
 本

指
針
を
色

見
本
と

し
て
使

用
し
な
い

 
理

解
を

助
け

る
た
め

の
参

考
と

し
て

プ
ロ

セ
ス

カ
ラ
ー

に
よ

る

色
彩

を
提

示
し

て
い

る
が

、
こ

れ
ら

は
マ

ン
セ

ル
値
に

よ
る

実

際
の

色
と

は
異

な
る

。
こ

の
た

め
本

指
針

を
現

場
等
に

お
け

る

色
見
本
と
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
 

▼
 色

見
本
帳
等

に
よ
り

確
認
す

る
 

マ
ン

セ
ル

値
の

示
す

実
際

の
色

は
、

見
本

帳
等

で
確
認

す
る

こ

と
を
原
則
と
す
る
。

 
マ

ン
セ

ル
値

の
示

さ
れ

た
市

販
の

見
本

帳
に

は
、
『

色
彩

の
定

規
』、
『
塗
料
用
標
準
色
見
本

』
※
等
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
塗
料

用
標

準
色

見
本

』
は

、
塗

料
で

表
現

で
き

る
色

見
本
で

あ
る

た

め
実
用
性
も
高
く
、
安
価
で
あ
る
。

 
   

※
 
プ

ロ
セ

ス
カ

ラ
ー

：
 C

：
シ

ア
ン

、
M
：

マ
ゼ

ン
タ

、
Y：

イ
エ

ロ
ー

、
K
：

ブ

ラ
ッ

ク
の

、
4
色

の
イ
ン

ク
の

か
け

あ
わ

せ
に

よ
り

色
を

再
現

す
る
方

法
。
一

般

的
な

印
刷

に
用

い
ら
れ

る
。

 
 ※

 
マ

ン
セ

ル
表

色
系

：
「
資

-1
. 
色

彩
の

基
本

事
項

」
を

参
照

。
 

 ※
 
塗

料
用

標
準

色
見

本
：

社
団

法
人

 日
本

塗
料

工
業

会
が

発
行

す
る

塗
料

色
の

見

本
帳

。
各

色
に

マ
ン
セ

ル
表

色
系

に
よ

る
近

似
値

が
付

記
さ

れ
て
お

り
、
色

票
番

号
も

マ
ン

セ
ル

値
と
対

応
し

て
い

る
。
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新
設
・
改
築
に
お
け
る
色
彩
・
デ
ザ
イ
ン
指
針

 

 4

 1.
 

公
共
事
業

と
色
彩

 
        

1-
1.
 

公
共
事
業
に
お
け
る
景
観
の
理
念

 
(1

) 
景
観

に
与

え
る
影

響
 

公
共

施
設

や
公

共
空

間
は

、
一

般
に

次
の
よ

う
な

性
質

を
も
っ

て
い
る
。

 

○
大

規
模

性
：
規

模
が

大
き

い
 

○
永

続
性

：
耐

用
年

数
が

長
い

 

○
公

益
性

：
不

特
定

多
数

の
人

々
が

利
用

す
る

 

○
不

可
逆

性
：
設

置
後

は
元

に
戻

し
た

り
移

動
し

た
り

で
き

な
い

 
 
公

共
事
業

に
お

け
る

構
造

物
の

規
模

や
種
別

は
さ

ま
ざ

ま
で
あ

る
が

、
上
記

の
性

質
に

よ
り

、
自

然
環

境
と
生

活
環

境
の

双
方

に

対
し

て
長
期

に
わ

た
り

一
定

の
影

響
を

及
ぼ
し

続
け

る
。

ま
た

日

常
生

活
を
支

え
る

要
素

と
し

て
否

応
な

く
目
に

入
る

も
の

で
あ

る

た
め
、
結
果
と
し
て
地
域
景
観
の
印
象
を
大
き
く
左
右
す
る
。

 
こ

う
し
た

こ
と

か
ら

、
構

造
物

の
規

模
や
種

別
に

関
わ

ら
ず
、

ひ
と

つ
ひ
と

つ
の

質
を

高
め

て
い

く
こ

と
が
、

わ
が

国
全

体
の

景

観
向
上
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
 

              
写

真
1-

1 
公

共
施

設
は

大
規

模
で
あ

り
、

長
期

に
わ

た
り

存
在

す
る

 

 
(2

) 
必

然
性

と
洗
練

性
 

『
未
来

を
拓

く
中

部
の

景
観

づ
く

り
』
に

は
、

社
会

資
本

整
備

に
お

け
る

景
観

づ
く

り
の

視
点

と
し

て
、
ニ

ー
ズ

の
必

然
性

、
場

所
の
必
然
性
、
機

能
と
形
態
の
必
然
性
（
あ
る
べ
き

も
の
を

 あ
る

べ
き
と
こ
ろ
に

 あ
る
べ
き
す
が
た
で
）
が
謳
わ
れ
て

い
る
。
自
然

環
境

と
生

活
環

境
と

の
良

好
な

関
係

を
取
り

結
ぶ

社
会

資
本

は
、

そ
の

存
在

そ
の

も
の

が
必

然
的

で
洗

練
さ
れ

て
い

る
こ

と
が

求
め

ら
れ
る
。

 
色

彩
の

検
討

を
始

め
る

前
に

、
事

業
種
別

に
ま

と
め

ら
れ

た
景

観
に

関
連

す
る

各
種

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等
を

参
照

し
、

対
象

と
す

る
構

造
物

の
必

然
性

、
形

状
等

の
洗

練
性
に

つ
い

て
再

確
認

す
る

こ
と

で
、

色
彩

を
含

め
た

景
観

全
体

の
質
を

向
上

す
る

こ
と

が
求

め
ら
れ
る
。

 
 

                  
写

真
1-

2 
必

然
性

と
洗

練
性

に
裏

付
け

ら
れ

た
公

共
施

設
は

景
観

全
体

の
質

を
高

め

る
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1.
 
公
共
事
業
と
色
彩

 

 
5

 
(3

) 
統
一

感
と

“
め
り

は
り

”
  

公
共

事
業

に
お

い
て

は
、

複
数

の
構

造
物
が

複
合

す
る

こ
と
に

よ
っ

て
必
要

な
機

能
を

果
た
す

場
合

が
多

い
。

多
数

の
要

素
が
集

合
す

る
場
合

は
景

観
の

煩
雑
化

を
招

き
や

す
い

た
め

、
全

体
の
秩

序
や

要
素
同

士
の

ま
と

ま
り
が

必
要

に
な

る
。

し
た

が
っ

て
構
造

物
が

単
独
で

存
在

を
主

張
す
る

こ
と

は
適

当
で

は
な

く
、

人
々
の

生
活

を
含
め

た
全

体
の

ま
と
ま

り
を

考
慮

し
、

首
尾

一
貫

し
た
統

一
感

の
も
と

、
基

本
的

に
は
単

体
の

存
在

感
を

軽
減

す
る

こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

 
し

か
し
な

が
ら

、
す

べ
て

の
要

素
に

つ
い
て

統
一

を
図

る
こ
と

は
現

実
的
に

は
難

し
く

、
ま
た

統
一

感
に

と
ら

わ
れ

す
ぎ

る
と
、

景
観

的
・
機

能
的

に
ア

ク
セ
ン

ト
と

な
る

べ
き

ポ
イ

ン
ト

を
看
過

し
た

単
調
な

景
観

と
な

っ
て
し

ま
う

可
能

性
も

あ
る

。
全

体
と
し

て
は

一
定
の

秩
序

を
貫

徹
さ
せ

な
が

ら
、

必
要

な
ポ

イ
ン

ト
を
と

ら
え

て
“
め

り
は

り
”

の
要
素

を
取

り
込

む
こ

と
で

、
よ

り
創
造

的
な
景
観
を
創
出
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

 
 

               
 写

真
1-

3 
あ

ざ
や

か
な

色
彩

の
橋
が

景
観

に
め

り
は

り
を
創

出
し

て
い

る
 

 
(4

) 
地

域
性

の
表
現

 

公
共
事

業
の

役
割

と
し

て
、

地
域

の
魅
力

や
個

性
を

ア
ピ

ー
ル

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

 
貴

重
な

自
然

環
境

や
文

化
財

な
ど

の
際
立

っ
た

特
徴

を
持

っ
た

地
域

で
は

、
そ

の
よ

う
な

地
域

資
源

と
構
造

物
の

色
や

形
や

素
材

と
を

関
連

付
け

る
こ

と
は

比
較

的
容

易
で
あ

る
。

ま
た

一
見

し
て

特
徴

を
見

出
せ

な
い

よ
う

な
地

域
に

お
い
て

も
、

通
常

は
気

づ
か

な
い

特
徴

を
発

掘
し

て
い

く
こ

と
は

、
ま
ち

づ
く

り
の

観
点

か
ら

も
非

常
に

重
要

で
あ

る
。

た
だ

し
い

ず
れ
の

場
合

に
も

共
通

す
る

の
は

、
地

域
資

源
を

構
造

物
の

形
状

や
色
彩

に
直

接
的

・
具

体
的

に
顕
在
化
さ
せ
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 
地

域
の

個
性

を
顕

在
化

す
る

た
め

に
公
共

施
設

が
と

る
表

現
は

間
接

的
で

あ
り

た
い

。
そ

の
た

め
に

は
、
構

造
物

を
舞

台
装

置
や

脇
役

に
徹

し
た

控
え

め
な
存

在
と

す
る

こ
と

に
よ

り
、

良
好
な

周

辺
環

境
を

際
立

た
せ

る
こ

と
が

有
効

で
あ
る

。
こ

の
方

法
は

、
構

造
物

の
景

観
的

な
突

出
を

回
避

す
る

こ
と
に

つ
な

が
り

、
結

果
と

し
て
全
体
の
秩
序
が
保
た
れ
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

 
   

            
写

真
1-

4 
景

観
資

源
を

活
か

し
た

公
共

土
木

施
設

が
、
地

域
の

魅
力

や
個

性
を

ア
ピ

ー
ル
し

て
い

る
 

 
         

写
真

1-
5 

素
材

や
形

態
を
統

一
し

、
素

材
色

を
活

か
す

こ
と

で
地

域
の
特

徴
を

表
現

し
て
い

る
 

         
 写

真
1-

6 
地

場
産

材
を

使
用

し
た

構
造

物
が

風
景

に
溶

け
込

み
、
存

在
感

が
軽

減
さ

れ
る
こ

と
で

、
そ

こ
で

の
活

動
そ

の
も

の
が

主
役
と

な
る
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新
設
・
改
築
に
お
け
る
色
彩
・
デ
ザ
イ
ン
指
針

 

 61-
2.
 

公
共
事
業
に
求
め
ら
れ
る
色
彩

 
(1

) 
地

域
社

会
に

根
ざ
し

た
色

彩
 

わ
れ

わ
れ

の
生

活
環

境
に

お
け

る
色

彩
は

、
意

思
や

感
情

の
伝

達
に

根
ざ

す
色
（

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
色

）
と
、

地
域

社
会

に

根
ざ
す
色
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
色
）
と
に
大
別
さ
れ
る
。

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

色
は
、

工
業

製
品

、
衣

料
、

広
告

・
宣

伝
な

ど
に

用
い
ら

れ
、

個
人

の
嗜

好
や

ラ
イ

フ
ス
タ

イ
ル

と
の

か

か
わ

り
が

深
い
。

空
間

に
占

め
る

量
が

少
な

く
変
化

し
や

す
い

た

め
、

生
活

環
境
の

ア
ク

セ
ン

ト
的

な
役

割
を

果
た
し

て
い

る
。

使

わ
れ

る
色

彩
の
幅

は
広

く
、

周
辺

か
ら

際
立

た
せ
る

た
め

に
非

常

に
彩
度
の
高
い
色
彩
も
用
い
ら
れ
る
。

 
こ

れ
に

対
し

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
色

は
、

個
人

の
主

観
や

流
行

と
は

関
わ

り
な

く
多
く

の
人

に
と

っ
て

意
味

や
価

値
を
も

っ
た

色
彩

で

あ
り
、
空
間
に
占
め
る
量
は
多
く
、
変
化
は
緩
や
か
で
あ
る
。

 
        

   コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

色
は

、
人

々
の

生
活

を
通
し

て
長

い
時

間
の
な

か
で

評
価
あ

る
い

は
淘

汰
さ

れ
た

歴
史

を
持
っ

て
お

り
、

し
た

が

っ
て

地
域
の

気
候

や
風

土
、

生
活

感
覚

に
融
和

す
る

色
彩

で
あ

る

と
い
え
る
。

 
な

か
で
も

地
域

の
伝

統
的

な
素

材
を

用
い
た

色
は

、
表

現
で
き

る
色

の
幅
が

一
定

の
範

囲
に

限
定

さ
れ

る
こ
と

か
ら

、
色

彩
同

士

の
関

係
に
も

必
然

的
な

秩
序

が
存

在
す

る
。
こ

と
に

日
本

人
は

、

伝
統

的
に
素

材
色

を
活

か
し

た
色

使
い

に
長
け

た
国

民
で

あ
る

と

い
わ
れ
る
。

 
公

共
事
業

に
関

わ
る

色
彩

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

色
で

あ
る

。
大
規

模
性

・
永
続

性
・

公
益

性
・

不
可

逆
性

と
い
っ

た
公

共
事

業
の

特

質
を

考
慮
し

て
、

自
然

環
境

や
生

活
環

境
に
融

和
す

る
秩

序
あ

る

色
彩
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

 
 

 

 
(2

) 
素

材
を

活
か
し

た
色

彩
 

公
共
事

業
に

お
け

る
構

造
物

の
色

彩
は
、

素
材

色
が

大
半

を
占

め
て

い
る

。
防

食
な

ど
の

目
的

で
塗

装
の
必

要
が

な
い

限
り

、
素

材
自

身
の

持
つ

色
彩

を
活

か
し

て
計

画
す
る

こ
と

が
基

本
で

あ
る

。

そ
の

う
え

で
、

テ
ク

ス
チ

ャ
ー

の
調

整
な
ど

に
よ

っ
て

見
か

け
の

色
彩
の
調
整
を
図
る
こ
と
に
な
る
。

 
土

木
構

造
物

の
素

材
と

し
て

多
用

さ
れ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

は
、

打
設

直
後

は
明

度
が

高
く

周
辺

景
観

か
ら
浮

き
上

が
っ

て
見

え
る

傾
向

が
あ

る
が

、
年

月
が

経
つ

に
つ

れ
て
汚

れ
・

風
化

・
植

生
の

混
入

な
ど

に
よ

り
次

第
に

明
度

が
低

下
し
て

い
く

。
こ

う
し

た
性

質
を
利
用
し
、
材
料
表
面
に
凹
凸
を
施
し
て
明
度
の
低
下
を
促
し

、

周
辺
景
観
と
の
融
和
を
早
期
に
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
経

年
変

化
に

よ
り

周
囲

の
景

観
と

な
じ
ん

で
い

く
こ

と
を

「
エ

イ
ジ

ン
グ

」
と

い
う

。
経

年
変

化
を

劣
化
と

と
ら

え
ず

熟
成

と
し

て
評

価
す

る
こ

の
言

葉
は

、
永

続
性

の
あ
る

公
共

施
設

の
景

観
を

考
え
る
う
え
で
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

 
   

 
             

写
真

1-
7 

公
共

事
業

に
お

け
る

色
彩

は
、

素
材

の
色

が
大

部
分

を
占

め
る

 
図

1-
1 

生
活

に
お

け
る

色
彩

の
構
造

 
『

地
域

イ
メ

ー
ジ

を
活

か
す

 景
観

色
彩

計
画

』
よ

り
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1.
 
公
共
事
業
と
色
彩

 

 
7

 
(3

) 
経
年

変
化

に
配
慮

し
た

色
彩

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
限

ら
ず

、
構

造
物

の
耐
用

年
数

は
長

期
に
及

ぶ
た

め
、
経

年
変

化
に

よ
る
退

色
や

表
面

の
劣

化
な

ど
に

よ
る
色

彩
の
変
化
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
彩

度
の
高

い
塗

色
は

退
色

し
や

す
い

傾
向
が

あ
る

。
鋼

橋
な
ど

面
積

の
大
き

な
塗

装
の

部
分
的

な
補

修
を

例
に

と
れ

ば
、

退
色
が

激
し
い
場
合
は
補
修
用
塗
料
の
調
合
が
難
し
く
、“

つ
ぎ
は
ぎ
”
の

よ
う

な
仕
上

が
り

と
な

り
か
ね

な
い

。
彩

度
の

低
い

色
彩

の
場
合

は
、
明
度
を
揃
え
れ
ば
色
相
の
違
い
は
比
較
的
目
立
た
な
い
。

 
ま

た
定
期

的
な

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

時
に

異
な
る

色
で

塗
り

な
お
さ

れ
た

り
、
素

材
の

ま
ま

仕
上
げ

た
も

の
が

後
年

に
な

っ
て

塗
装
さ

れ
た

り
す
る

な
ど

、
当

初
の
意

図
が

看
過

さ
れ

る
こ

と
の

な
い
よ

う
、

設
計
・

施
工

時
の

考
え
方

や
実

際
の

使
用

色
を

具
体

的
・
客

観
的
な
記
録
と
し
て
残
す
こ
と
も
、
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

 
                  

写
真

1-
8 

経
年

変
化

に
よ

る
退

色
や

表
面

の
劣

化
に

配
慮
す

る
必

要
が

あ
る

 

 
(4

) 
距

離
感

を
考
慮

し
た

色
彩

 

公
共
事

業
に

お
け

る
構

造
物

に
は

、
人
間

の
感

覚
や

運
動

能
力

に
基

づ
く

身
体

的
な

空
間

尺
度

（
ヒ

ュ
ー
マ

ン
ス

ケ
ー

ル
）

を
は

る
か

に
超

え
た

、
規

模
の

非
常

に
大

き
な
も

の
が

あ
り

、
さ

ま
ざ

ま
な
距
離
か
ら
の
視
点
場
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

 
た

と
え

ば
見

晴
ら

し
の

良
い

田
園

に
位
置

す
る

１
つ

の
橋

梁
が

、

数
百

メ
ー

ト
ル

の
距

離
か

ら
景

観
の

一
部
と

し
て

眺
め

ら
れ

る
場

合
も

あ
れ

ば
、

同
じ

橋
の

上
に

い
る

人
が
手

す
り

に
触

れ
て

眺
め

る
場

合
も

あ
る

。
ま

た
都

市
的

な
環

境
で
は

、
高

架
橋

な
ど

を
遠

景
と

し
て

眺
め

る
人

も
い

れ
ば

、
住

居
が
直

近
で

あ
る

た
め

に
日

常
的
に
圧
迫
感
を
受
け
な
が
ら
見
る
人
も
い
る
。

 
色

彩
の

持
つ

性
質

は
一

般
に

、
距

離
が
近

い
方

が
強

く
感

じ
ら

れ
、

遠
景

で
は

弱
く

感
じ

ら
れ

る
。

大
規
模

な
構

造
物

に
お

い
て

は
と

く
に

、
距

離
に

よ
る

色
彩

の
心

理
効
果

に
配

慮
し

た
色

彩
選

択
が

必
要

で
あ

る
（
「

資
-1

-2
. 
色

彩
の

基
礎

知
識

」
「

資
-1

-3
. 
色

彩
操
作
の
配
慮
事
項
」
参
照

）。
 

                
写

真
1-

9 
対

象
と

の
距

離
に

よ
っ

て
色

彩
の

印
象

は
大

き
く

異
な

る
 

 
(5

) 
JI

S
安

全
色

を
回

避
し

た
色

彩
 

JI
S
の
安
全
色
規
格
（

JI
S 

Z 
91

01
, J

IS
 Z

 9
10

3）
に
基
づ
く

安
全
・

禁
止

・
注

意
・

指
示

な
ど

を
表
す

色
彩

は
、

対
比

色
と

し

て
用
い
る
白
お
よ
び
黒
を
含
め
て

、「
意
味
ま
た
は
目

的
」
に
応
じ

て
統
一

的
に

使
用

さ
れ

る
。

重
要

な
情
報

の
混

乱
を

招
く

こ
と

が

あ
る
た

め
、

こ
れ

ら
に

近
い

色
や

組
み
合

わ
せ

は
基

本
的

に
避

け

る
べ
き
で
あ
る
。

 
「

安
全

色
」

は
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

色
で

あ
り

高
彩

度
で

あ

る
た
め

、
本

指
針

に
よ

る
検

討
結

果
と
し

て
構

造
物

に
用

い
る

こ

と
は
な

い
も

の
の

、
機

能
的

に
意

味
付
け

さ
れ

た
色

彩
が

あ
る

こ

と
は
認
識
し
て
お
き
た
い
。

 
な
お
「
対
比
色
」
は
無
彩
色
で
あ
り
、「

安
全
色
」
と
の
組
み
合

わ
せ
が

前
提

と
な

る
た

め
、

構
造

物
の
色

彩
と

し
て

避
け

る
必

要

は
な
い
。

 
 

  
色
の

 
種
類

 
意
味
ま
た
は
目
的

 
色
票
番
号

※
 

マ
ン
セ
ル
値

 
(参

考
値

) 

安 全 色 

赤
 

防
火
、
禁
止
、
停
止
、

 
高
度
の
危
険

 
E

07
-4

0X
 

7.
5R

 4
/1

4 

黄
赤

 
危
険
、
航
海
、
航
空

 
の
保
安
施
設

 
E

12
-6

0X
 

2.
5Y

R
 6

/1
4 

黄
 

注
意

 
E

22
-8

0V
 

2.
5Y

 8
/1

2 

緑
 

安
全
、
避
難
、
衛
生
、

 
救
護
、
保
護
、
進
行

 
E

49
-4

0T
 

10
G

 4
/1

0 

青
 

義
務
的
行
為
、
指
示

 
E

72
-4

0T
 

2.
5P

B 
4/

10
 

赤
紫

 
放
射
能

 
E

92
-4

0V
 

2.
5R

P 
4/

12
 

対 比 色 

白
 

赤
、
黄
赤
、
黄
、
緑
、

 
青
、
赤
紫
に
対
応

 
す
る
対
比
色

 

E
N

-9
5 

N
 9

.5
 

灰
色

 
E

N
-5

0 
N

 5
 

黒
 

E
N

-1
0 

N
 1

 
JI

S
 Z

 9
10

1（
安

全
色

お
よ
び

安
全

標
識

）
お

よ
び

JI
S

 Z
 9

10
3（

安
全
色

一
般

的
事

項
）：
『

塗
料

用
標

準
色

 2
00

9
年

E
版

』
よ

り
 

※
 
色

票
番

号
：
『

塗
料

用
標

準
色

 2
00

9
年

E
版

』
に

お
け

る
色

票
番

号
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新
設
・
改
築
に
お
け
る
色
彩
・
デ
ザ
イ
ン
指
針

 

 81-
3.
 

公
共
事
業
の
推
奨
色

 
 わ

れ
わ

れ
の

生
活

環
境

を
と
り

ま
く

色
彩

に
は

無
限

の
広

が
り

が
あ
り
、
ま
た
色
彩
表
現
の
技
術
が
発
達
し
た
現
代
に
お
い
て
は

、

塗
装
な
ど
に
よ
り
多
様
な
色
彩
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
し

か
し

な
が

ら
、

公
共

事
業
の

も
つ

特
質

を
勘

案
す

る
と

、
ふ

さ
わ

し
い

色
彩
を

あ
る

程
度

絞
り

こ
む

こ
と

が
で
き

る
。

本
指

針

で
は

、
公

共
事
業

に
ふ

さ
わ

し
い

色
彩

を
「

公
共
事

業
に

お
け

る

推
奨
色

」（
以
下
「
推
奨
色
」
と
い
う
）
と
し
て
設
定
す
る
。
本
指

針
に

よ
る

色
彩
検

討
は

、
こ

の
範

囲
を

目
安

と
し
て

行
う

も
の

と

す
る
。

 
 ■

 
公
共
事
業
の
推
奨
色
 
 

 
 
 
色
 
相
 
：
 
す
べ
て
の
色
相

 
 
 
明
 
度
 
：
 

2～
8
程
度
の
範
囲

 
 
 
彩
 
度
 
：
 

0～
2
程
度
の
範
囲

 

 「
推

奨
色

」
は

、
一

般
的

な
既

存
景

観
に

お
い

て
、

一
般

的
な

構
造

物
の

色
彩
が

、
不

用
意

に
秩

序
を

乱
し

た
り
必

要
以

上
に

突

出
し

た
り

す
る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
マ

ン
セ

ル
表

色
系

に
お

け
る

明
度

・
彩

度
の
範

囲
を

あ
ら

か
じ

め
絞

り
込

ん
だ
も

の
で

あ
る

。

周
辺

景
観

や
構
造

物
の

特
性

か
ら

特
殊

な
条

件
が
考

慮
さ

れ
、

よ

り
広
範
囲
で
多
角
的
な
色
彩
検
討
に
基
づ
く
場
合
等
に
は

、「
推
奨

色
」
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
こ
と
も
許
容
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

 
         

 
 

塗
料

標
準

色
見

本
帳

に
お

け
る

推
奨

色
に

つ
い

て
は

「
資
料

3.
 『

塗
料

標
準

色

見
本

帳
』

に
お

け
る

推
奨

色
」

を
参
照

。
 

 
                               

図
1-

2 
「

公
共

事
業

の
推

奨
色

」
の

明
度

・
彩

度
範

囲
と
特

定
の

色
相

に
お

け
る

推
奨

範
囲

の
例
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2.
 
色
彩
の
検
討

 

 
9

  2.
 

色
彩
の
検

討
 

   

2-
1.
 
基

本
的

事
項

 
(1

) 
検

討
の

前
提

 

本
指
針

に
基

づ
い

て
色

彩
検

討
を

行
う
に

あ
た

っ
て

、
前

提
と

な
る
事
項
を
示
す
。

 
  

1.
 

色
彩

の
基
本

事
項
の
理
解

 
色
彩
を
構
造
的
・
体
系
的
に
整
理
し
た
「
マ
ン
セ
ル
表
色
系

※
1 」

に
基
づ

い
て

表
記

す
る

。
ま

た
色

彩
の
選

定
に

あ
た

っ
て

は
、

マ
ン
セ
ル
表
色
系
を
基
礎
と
し
た
「
ム
ー
ン

&ス
ペ
ン
サ
ー
の
色

彩
調
和

理
論

※
2 」

に
基

づ
い

て
検

討
す
る

。
色

彩
検

討
に

あ
た

っ
て
は
「
資
料

1.
 色

彩
の
基
本
事
項
」
を
参
照
し
、
基
礎
知
識

と
し
て

こ
れ

ら
の

考
え

方
を

ひ
と

と
お
り

理
解

し
て

お
く

こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

 
  

2.
 

5
つ

の
ST

EP
の
考
え

方
 

標
準
的
な
色
彩
の
検
討
は
「
調
査
・
確
認
」、
「
色
彩
検
討
」、
「
決

定
・
記

録
」

と
い

う
段

階
を

踏
ま

え
て
行

う
。

本
指

針
で

は
、

検
討
の
手
順
を
標
準
化
す
る
た
め
に

1～
5の

ST
E

P
を
提
示
し

、

目
的
と

作
業

内
容

を
明

確
に

し
た

う
え
で

段
階

的
に

検
討

を
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

 
な
お
、
各

ST
E

P
に
お
け
る
具
体
的
な
検
討
内
容
は
「
標
準
的

な
検
討

」
を

基
本

と
し

て
い

る
。

よ
り
広

範
囲

で
多

角
的

な
検

討
が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
場

合
は

、
標
準

的
な

検
討

の
手

順
を

基
本
に
各

ST
E

P
の
内
容
を
拡
充
さ
せ
、
各
事
業
内
容
に
応
じ

て
応
用
展
開
を
図
る
（
「

5-
1.

 高
度
な
検
討
」
を
参
照

）。
 

    
※

1 
「

資
料

1-
2(

1)
 色

彩
の
表

現
方

法
」

参
照

。
 

※
2 

「
資

料
1-

2(
4)

 色
彩

の
調

和
原

則
」

参
照

。
 

       
3.
 
色
彩

操
作
の

自
由
度

に
配
慮

 
構

造
物

は
、

素
材
に

よ
っ

て
仕

上
げ

の
色

彩
操

作
の
自

由
度

※
3

が
異

な
る

こ
と

に
注

意
す

る
必

要
が

あ
る

。
公

共
構
造

物
は

素

材
色

が
大

半
を

占
め

て
お

り
、

構
造

物
の

表
面

が
素
材

で
仕

上

げ
ら

れ
る

も
の

は
素

材
色

が
基

本
と

な
る

た
め

、
表
面

の
テ

ク

ス
チ

ャ
ー

等
に

よ
り

見
か

け
の

色
彩

を
調

整
す

る
こ
と

と
な

る
。 

  
4.
 
｢
推
奨

色
｣
を
基
本

と
す
る

 
公

共
事

業
の

特
質
を

考
慮

し
た

「
推

奨
色

※
4 」

を
設
定

し
て

い

る
。

標
準

的
な

検
討

に
あ

た
っ

て
は

、
こ

の
範

囲
の
色

彩
か

ら

の
選
定
を
基
本
と
す
る
。

 
  

5.
 
色
見

本
等
の

準
備

 
色

彩
の

検
討

に
あ
た

っ
て

は
、

マ
ン

セ
ル

値
の

示
さ
れ

た
色

見

本
を

使
用

す
る

こ
と

が
原

則
で

あ
る

た
め

、
扱

い
や
す

い
色

見

本
を
手
元
に
準
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 
こ
の
ほ
か

、「
景
観
検
討
シ
ー
ト
」
や
カ
メ
ラ
類
な
ど
、
必
要
な

材
料
を
適
宜
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
     

※
3 

代
表

的
な

素
材

の
性
質

と
色

彩
操

作
の

自
由

度
に

つ
い

て
は
「

資
料

2.
 素

材
と

色
彩

」
参

照
。

 
※

4 
「

1-
3.

 公
共

事
業

の
推

奨
色

」
お

よ
び
「
資

料
3 
『

塗
料

用
標

準
色

見
本

』
に

お
け

る
推

奨
色

」
参
照

。
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(2
) 

検
討

の
流

れ
 

本
指
針
に
お
け
る
標
準
的
な
色
彩
検
討
の
流
れ
は
、
以
下
の

 
と
お
り
で
あ
る
。
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2.
 
色
彩
の
検
討

 

 
11

2-
2.
 

検
討

手
順

1：
標
準
的
な
検
討

 

ST
EP

 1
 

対
象

を
把

握
す

る
 

 ▼
目
的

 

・
色

彩
検
討

の
対

象
範

囲
を
明

確
に

す
る

た
め

、
対

象
事

業
お
よ

び
対
象
構
造
物
に
つ
い
て
、
必
要
事
項
を
確
認
・
整
理
す
る
。

 

 ▼
作
業
項
目

 

○
 
対
象
事
業
の
概
要
把
握

 

○
 
検
討
構
造
物
の
諸
元
把
握

 

 ▼
ポ
イ
ン
ト

 

・
確
認
・
整
理
に
あ
た
っ
て
は
、『

未
来
を
拓
く
中
部
の
景
観
づ
く

り
「
実
践
編

」』
に
お
け
る
「
景
観
検
討
シ
ー
ト
」
の
準
備
が
必

要
で
あ
る
。

 

・
構

造
物
に

関
す

る
必

要
な
資

料
を

収
集

し
、

色
彩

検
討

の
基
礎

情
報
と
し
て
漏
れ
の
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。

 

         

 
(1

) 
対

象
事

業
の
概

要
 

対
象
と
な
る
事
業
の
基
本
的
な
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を

、「
景
観
検
討

シ
ー

ト
」

に
よ

り
確

認
す

る
。

確
認

す
る
項

目
は

次
の

と
お

り
で

あ
る

※
。

 
 ○

景
観

検
討

番
号

 

○
事

務
所

名
 

○
事

業
種

別
 

○
施

設
名

 

○
所

在
地

 

○
景

観
検

討
に

お
け

る
事

業
区

分
 

○
景

観
形

成
の

目
標

像
 

○
そ

の
他

 

・
地
域

に
お

け
る

景
観

計
画

・
景

観
条
例

等
の

う
ち

色
彩

に
関

連
す
る
基
準
や
制
限
等

 
・

対
象

事
業

が
属

す
る

路
線

、
河

川
等
に

お
け

る
、

色
彩

に
関

連
す
る
上
位
計
画
等

 
           

 ※
 

確
認

項
目

に
つ

い
て

は
「
第

3
章

. 
色

彩
検

討
シ

ー
ト

の
作

成
」
も

参
照

の
こ

と
。

 

 
(2

) 
検

討
対

象
構

造
物

 

色
彩

検
討

で
は

具
体

的
な

構
造

物
を

対
象

と
す

る
た

め
、

検
討

対
象
と
な
る
構
造
物
に
つ
い
て
次
の
事
項
を
確
認
す
る
。

 
  ○

対
象

構
造

物
 

・
色
彩
検
討
の
対
象
と
な
る
構
造
物
を
特
定
す
る
。

 
例
：
橋
梁
、
歩
道
舗
装
、
護
岸
、
転
落
防
止
柵
 
な
ど

 

○
規

模
 

・
構
造
物
の
大
ま
か
な
規
模
を
確
認
す
る
。

 
例
：
高
さ
と
幅
、
道
路
幅
員
と
延
長
、
橋
長
 
な
ど

 

○
主

な
素

材
 

・
単

体
の

構
造

物
が

複
数

の
素

材
で

構
成

さ
れ

て
い
る

こ
と

も

あ
る
が

、
見
か
け
上
の
表
面
積
の
お
お
む
ね

4/
5
以
上
を
占
め

る
素

材
を

確
認
す

る
。

異
な

る
素

材
の

面
積

が
拮
抗

す
る

場

合
は
、
複
数
の
素
材
と
し
て
扱
う
も
の
と
す
る
。

 
例

：
ス

チ
ー

ル
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

、
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
、

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

キ
ン

グ
ブ

ロ
ッ

ク
、

タ
イ

ル
、

木
材

、
石

材

な
ど

 

○
色

彩
操

作
の

自
由

度
 

・
構
造
物
の
素
材
に
よ
り
色
彩
操
作
の
自
由
度
が
異
な
る
た
め

、

主
な
素
材
に
応
じ
、
色
彩
操
作
の
自
由
度
を
確
認
す
る
。

 
・

素
材

色
で

仕
上
げ

ら
れ

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
素
材

の
特

性

を
理

解
し

た
う
え

で
、

表
面

の
仕

上
げ

に
つ

い
て
適

宜
調

整

を
行
う
。

 
     

※
 
代

表
的

な
素

材
の

性
質

と
色

彩
操

作
の

自
由
度

に
つ

い
て

は
「

資
料

2.
 素

材
と

色
彩

」
参

照
。
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 12
  ST

EP
 2
 

地
域

を
把

握
す

る
 

 ▼
目
的

 

・
検

討
に

先
立
っ

て
現

地
に

赴
き

、
色

彩
検

討
に
必

要
な

情
報

を

収
集
す
る
。

 

 ▼
作
業
項
目

 

○
 
地
域
景
観
の
類
型
把
握

 

○
 
地
域
の
基
調
色
の
把
握

 

○
 
視
点
場
の
把
握

 

○
 
写
真
撮
影

 

 ▼
ポ
イ
ン
ト

 

・
構

造
物

の
色
彩

は
、

背
景

と
な

る
既

存
の

地
域
景

観
と

の
関

係

に
お

い
て

検
討

さ
れ

る
た

め
、

現
場

は
出

発
点

で
あ

り
終

着
点

で
あ
る
。

 

・
現

場
に

足
を
運

ぶ
こ

と
は

、
リ

ア
リ

テ
ィ

を
持
っ

た
検

討
を

行

う
た
め
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

S
TE

P 
2
の
作

業
は
す
べ
て
現
場
で
行
う
こ
と
が
鉄
則
で
あ
る
。

 

・
現

地
に

お
け
る

景
観

類
型

の
把

握
や

基
調

色
の
抽

出
に

あ
た

っ

て
は

、
色

彩
検

討
の

資
料

と
し

て
活

用
す

る
こ

と
を

考
慮

し
、

地
域
景
観
の
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

 

    

 (1
) 

 地
域

景
観

の
類

型
の

把
握

 

事
業

の
対

象
と

な
る

地
域

景
観

を
類

型
化
し

、
景

観
と

調
和
す

る
構
造
物
の
明
度
を
設
定
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
す
る
。

 
こ
こ
で
は
、
わ
が
国
の
代
表
的
な
景
観
類
型
と
し
て

5
つ
の
型

に
類
型
化
し
、
類
型
ご
と
の
特
徴
と
調
和
し
や
す
い
明
度
の
範
囲

、

お
よ

び
公
共

事
業

に
お

け
る

そ
れ

ぞ
れ

の
色
彩

選
定

の
方

向
性

を

示
す
。

 
 

地
域
景
観
の
類
型

 

●
 都

市
景
観

 

●
 郊

外
・
田
園
景
観

 

●
 山

岳
景
観

 

●
 河

川
景
観

 

●
 海

浜
・
港
湾
景
観

 

  
■
景
観
類
型
把
握
の
ポ
イ
ン
ト

 _
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

  

・
対

象
地
域

の
景

観
的

な
特

徴
を

も
と

に
、
設

置
さ

れ
る

構
造

物

の
明

度
を

設
定

す
る

手
が

か
り

を
得

る
と
い

う
目

的
を

念
頭
に

置
く
。

 

・
都

市
計
画

上
の

用
途

地
域

と
い

っ
た

視
点
で

は
な

く
、

現
地

に

お
け

る
景

観
の

総
体

的
な

観
察

を
通

じ
て
、

景
観

の
実

態
を
把

握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

・
地
域
に
よ
っ
て
は
、

5
つ
の
類
型
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
中
間
的

、

あ
る

い
は

複
合

的
な

環
境

が
観

察
さ

れ
る
こ

と
も

考
え

ら
れ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は

5
つ
の
類
型
を
参
考
に
、
地
域
景

観
の
現
状
に
応
じ
た
明
度
を
設
定
す
る
。

 
 

 
●

 都
市
景
観

 
 
調
和
明
度
：

2～
7
程
度

 

景
観
の
特
徴

 

・
生
活

環
境

が
集

積
し

て
い

る
た

め
、
景

観
全

体
が

多
様

な
構

造
物
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、
相
互
の
距
離
が
近
い
。

 
・

垂
直

方
向

の
要

素
が

卓
越

し
て

お
り
、

見
通

し
が

悪
く

や
や

閉
鎖
的
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

 
・

オ
フ

ィ
ス

街
、

商
店

街
、

住
宅

街
な
ど

、
特

徴
を

持
っ

た
多

様
な
景
観
が
連
続
す
る
。

 
・

建
築

物
や

地
下

施
設

な
ど

に
よ

り
立
体

的
な

構
造

を
持

つ
た

め
、
視
点
場
が
多
い
。

 
 

 

色
彩
選
定
の
方
向
性

 

・
建
築

物
や

屋
外

広
告

物
な

ど
既

存
の
色

彩
が

多
様

で
あ

る
た

め
、
景
観
の
秩
序
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
す
。

 
・
色
相
は
既
存
景
観
に
応
じ
て
多
様
な
展
開
が
考
え
ら
れ
る
が

、

低
～

中
程

度
の

明
度

の
色

彩
を

用
い

る
こ

と
が

基
本
と

な
る

。 
 

              
写

真
2-

1 
都

市
景

観
で

は
、

景
観

の
秩

序
を

生
み

出
す

こ
と

を
目

指
す
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●

 郊
外
・
田
園

景
観

 
 
調
和
明
度
：

3～
7
程
度

 

景
観
の
特
徴

 

・
開

放
的

な
空

間
を

舞
台
に

集
落

や
河

川
・

水
路

、
里

山
が
点

在
す
る
の
が
田
園
景
観
の
特
徴
で
あ
る
。

 
・

田
園
景

観
を

背
景

に
、
住

宅
や

商
店

な
ど

の
都

市
的

環
境
が

断
続
的

に
存

在
す

る
地
域

を
郊

外
と

位
置

づ
け

、
景

観
を
構

成
す
る

要
素

が
比

較
的
近

い
こ

と
か

ら
、

郊
外

と
田

園
と
を

複
合
し
て
捉
え
る
こ
と
と
す
る
。

 
・

伸
び
や

か
な

開
放

感
と
豊

か
な

自
然

環
境

が
あ

り
、

季
節
の

変
化
に
も
富
ん
だ
景
観
で
あ
る
。

 
 

 色
彩
選
定
の
方
向
性

 

・
非

常
に

開
放

的
な

空
間
、

住
居

な
ど

の
集

積
す

る
空

間
、
水

辺
や
山

裾
な

ど
の

自
然
豊

か
な

空
間

な
ど

、
場

所
ご

と
の
特

徴
を
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。

 
・

植
物
や

土
に

な
じ

む
色
相

を
選

定
し

、
全

体
に

明
る

い
景
観

で
あ
る

こ
と

を
考

慮
し
て

中
程

度
の

明
度

の
色

彩
を

用
い
る

こ
と
が
基
本
と
な
る
。

 
・

自
然
素

材
の

使
用

、
や
や

粗
い

テ
ク

ス
チ

ャ
ー

の
採

用
、
エ

イ
ジ
ン
グ
の
促
進
を
図
る
。

 
 

          
写

真
2-

2 
郊

外
・

田
園

景
観

で
は
、

植
物

や
土

に
な

じ
む
こ

と
を

目
標

と
す

る
 

 
●

 山
岳
景
観

 
 
調
和
明
度
：

2～
6
程
度

 

景
観
の
特
徴

 

・
土
地

利
用

が
限

定
的

で
あ

る
た

め
良
好

な
景

観
や

秩
序

あ
る

自
然

環
境

が
多

く
残

さ
れ

て
お

り
、

多
く

の
場

合
、

森
林

が

背
景
と
な
る
。

 
・
日
照
時
間
が
短
く
、
や
や
閉
鎖
的
な
景
観
で
あ
る
。

 
・

直
線

や
水

平
方

向
の

要
素

が
ほ

と
ん
ど

な
い

た
め

、
人

工
的

な
構
造
物
そ
の
も
の
の
存
在
感
が
際
立
つ
こ
と
が
多
い
。

 
・

地
形

改
変

の
抑

止
、

構
造

物
の

出
現
の

抑
止

、
目

立
た

な
い

位
置

へ
の

設
置

な
ど

、
既

存
景

観
の

保
全

に
つ

い
て

十
分

に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
 

色
彩
選
定
の
方
向
性

 

・
背
景
に
溶
け
込
む
、
保
全
型
の
方
向
性
を
基
本
と
す
る
。

 
・

植
物

に
な

じ
む

色
相

を
選

定
し

、
全
体

に
暗

い
景

観
で

あ
る

こ
と

を
考

慮
し

て
、

や
や

低
明

度
の

色
彩

を
用

い
る

こ
と

が

基
本
と
な
る
。

 
・

素
材

の
性

質
か

ら
背

景
と

の
融

和
が
困

難
な

場
合

は
、

無
彩

色
を

基
本

と
し

て
背

景
と

適
度

に
対

比
さ

せ
、

背
景

を
引

き

立
て
る
こ
と
を
目
指
す
。

 
・

自
然

素
材

の
使

用
、

や
や

粗
い

テ
ク
ス

チ
ャ

ー
の

採
用

、
エ

イ
ジ
ン
グ
の
促
進
を
図
る
。

 
 

         
写

真
2-

3 
山

岳
景

観
で

は
、

背
景

に
溶

け
込

む
色

彩
を

基
本

と
す

る
 

 
●

 河
川
景
観

 
 
調
和
明
度
：

4～
8
程
度

 

景
観
の
特
徴

 

・
河

川
に

沿
っ

て
人

や
動

植
物

が
集

ま
る

た
め

、
都
市

河
川

で

あ
っ

て
も

自
然
の

表
情

が
現

れ
や

す
く

、
そ

れ
が
連

続
す

る

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

 
・

有
堤

区
間

は
、
堤

防
に

よ
り

空
間

が
分

断
さ

れ
る
こ

と
に

留

意
す

る
。

堤
外
地

で
は

、
空

、
水

面
、

地
面

、
植
物

な
ど

の

要
素

が
流

れ
に
沿

っ
て

水
平

に
広

が
る

開
放

的
な
景

観
と

な

る
が

、
堤

内
地
で

は
堤

防
そ

の
も

の
が

景
観

を
占
め

、
水

面

が
見
え
な
い
。

 
・

無
堤

区
間

で
は
周

囲
と

の
一

体
性

が
高

い
た

め
、
周

辺
の

自

然
や

ま
ち

な
み
の

一
部

と
し

て
眺

め
ら

れ
る

こ
と
が

多
い

こ

と
に
留
意
す
る
。

 

色
彩
選
定
の
方
向
性

 

・
で

き
る

だ
け

自
然

の
風

合
い

を
持

っ
た

素
材

を
用
い

、
景

観

の
主
役
で
あ
る
水
の
表
情
を
引
き
立
て
る
色
彩
を
目
指
す
。

 
・

有
堤

区
間

で
は
土

に
な

じ
む

色
相

を
選

定
し

、
全
体

に
明

る

い
景

観
で

あ
る
こ

と
を

考
慮

し
て

、
中

～
高

明
度
の

色
彩

が

基
本
と
な
る
。

 
・

無
堤

区
間

で
は
周

辺
景

観
と

融
和

す
る

色
相

を
選
定

し
、

中

明
度
の
色
彩
を
用
い
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。

 
 

          
写

真
2-

4 
明

る
い

河
川

や
港

湾
で

は
、

構
造

物
は

シ
ル

エ
ッ

ト
に

見
え
る
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新
設
・
改
築
に
お
け
る
色
彩
・
デ
ザ
イ
ン
指
針

 

 14
  

●
 海

浜
・
港
湾

景
観

 
 
調
和
明
度
：

4～
8
程
度

 

景
観
の
特
徴

 

・
大

き
な

ス
ケ

ー
ル

を
持

つ
た

め
、

と
も

す
れ

ば
よ

り
ど

こ
ろ

の
な
い
漠
然
と
し
た
景
観
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。

 
・
一
般
的
な
海
浜
景
観
は
海
に
向
い
て
一
方
向
的
に
開
放
さ
れ
、

海
面
や
島
影
、
船
舶
な
ど
が
特
徴
的
な
景
観
要
素
と
な
る
。

 
・

埋
立

地
や

堤
防

が
水

面
を
囲

む
港

湾
は

、
機

能
を

持
っ

た
空

間
で

あ
り
、

船
舶

や
港

湾
施

設
群

、
防

波
堤
越

し
に

広
い

海

面
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

 
・

現
代

の
工

業
港

は
巨

大
な
施

設
類

が
突

出
し

、
立

入
制

限
さ

れ
る
場
所
が
あ
り
、
非
日
常
的
な
空
間
と
な
る
こ
と
も
多
い
。 

色
彩
選
定
の
方
向
性

 

・
主
役
で
あ
る
海
面
の
眺
望
を
引
き
立
て
る
色
彩
を
目
指
す
。

 
・

周
辺

景
観

と
融

和
す

る
色
相

を
選

定
し

、
明

る
い

景
観

で
あ

る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
中
～
高
明
度
の
色
彩
が
基
本
と
な
る
。  

・
一

般
的

な
海

浜
で

は
、

で
き

る
だ

け
自

然
の

風
合

い
を

持
っ

た
素
材
を
用
い
る
。

 
・

強
い

日
光

や
風

、
塩

分
な
ど

に
よ

り
退

色
や

腐
食

が
進

み
や

す
い
こ
と
に
注
意
す
る
。

 
・
港
湾
で
は
、

JI
S
安
全
色
な
ど
機
能
を
持
っ
た
色
彩
と
は
切
り

離
し
た
色
彩
を
用
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

 
          

写
真

2-
5 

海
を
舞

台
と

す
る

景
観

は
、
非

常
に

ス
ケ

ー
ル

が
大

き
い

 

 
(2

) 
地
域

の
基

調
色
の

把
握

 

構
造

物
に

対
す

る
背

景
と

し
て

、
地

域
景
観

を
代

表
す

る
色
彩

（
基
調
色
）
を
把
握
す
る
。

 
基
調
色
の
抽
出
は
、
次
の
よ
う
な
要
領
で
抽
出
す
る
。

 
 1.
 地

域
の

自
然

環
境

を
象

徴
す

る
自

然
環

境
色

か
ら

抽
出

す
る

こ
と
を
基
本
と
す
る
。

 

2.
 自

然
環
境
か
ら
有
効
な
色
彩
が
抽
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
社
会

環
境
色
の
観
点
か
ら
抽
出
す
る
。

 

3.
 自

然
環
境
、
社
会
環
境
か
ら
有
効
な
色
彩
が
抽
出
さ
れ
な
い
場

合
は
、
文
化
環
境
色
の
観
点
か
ら
抽
出
す
る
。

 

  
■
基
調
色
把
握
の
ポ
イ
ン
ト

 _
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
  

・
基
調
色
は
、
現
場
に
色
見
本
を
持
参
し
て
測
色
す
る
。

 

・
現

地
で
は

、
さ

ま
ざ

ま
な

要
素

か
ら

成
る
景

観
を

総
体

と
し

て

と
ら

え
、

柔
軟

性
を

も
っ

て
判

断
す

る
こ
と

が
重

要
で

あ
る
。

基
調
色
を
測
色
す
る
段
階
で
は
、
必
ず
し
も

1
色
に
決
定
す
る

必
要

は
な

く
、

た
と

え
ば

自
然

環
境

色
と
し

て
の

土
や

植
物
、

山
な

み
や

水
面

、
社

会
環

境
色

と
し

て
の
建

築
物

な
ど

、
い
く

つ
か

の
要

素
に

着
目

し
て

サ
ン

プ
ル

的
に
測

色
を

行
い

、
後
の

段
階
で
優
劣
を
判
断
し
て
決
定
す
る
と
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
。

 

・
色

彩
の
表

記
は

マ
ン

セ
ル

値
を

基
本

と
す
る

が
、

こ
れ

を
体

系

的
に

示
し

た
色

見
本

は
一

般
に

高
価

で
、
現

場
で

の
手

軽
さ
に

も
欠
け
る

。『
塗
料
用
標
準
色
』
は
、
塗
料
で
表
現
で
き
る
色
彩

の
見
本
帳
で
あ
り
、
マ
ン
セ
ル
表
色
系
の
近
似
値
が
付
記
さ
れ

、

現
場
で
の
取
り
扱
い
も
手
軽
で
あ
る
。

 

 

 
●

自
然
環
境

色
 

 
・
植
物
：
山
野
、
森
林
、
田
園
、
街
路
樹
な
ど

 
・
鉱
物
：
土
、
砂
、
石
、
石
材
な
ど

 
・

気
象

そ
の

他
：

晴
天

・
曇

天
・

雨
天
時

の
空

の
色

、
海

・
河

川
の
色
、
四
季
の
変
化
な
ど

 
  着
眼
点

 

植
物
や

土
な

ど
、

地
域

景
観

を
構

成
す
る

最
も

基
本

的
な

色
彩

で
あ
る

。
同

時
に

最
も

あ
り

ふ
れ

た
色
彩

で
あ

る
た

め
、

地
域

の
特
徴

的
な

色
彩

と
し

て
認

識
さ

れ
難
い

。
ま

た
人

為
的

な
要

素
の
多

い
都

市
に

お
い

て
は

抽
出

が
困
難

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

が
ち
で

あ
る

が
、

街
路

樹
や

公
園

の
植
物

な
ど

を
注

意
深

く
観

察
す
る
こ
と
で
何
ら
か
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

 
自

然
環

境
色

は
季

節
に

よ
り

変
化

す
る
こ

と
が

多
い

。
こ

の
た

め
現
地

で
の

測
色

は
、

色
彩

の
変

化
が
比

較
的

少
な

く
人

の
屋

外
活
動
が
比
較
的
活
発
と
な
る

6～
9月

に
行
う
こ
と
が
望
ま
し

い
。

 
な

お
利

用
状

況
や

地
域

景
観

の
特

質
な
ど

か
ら

、
特

徴
的

な
季

節
や
時
間
帯
等
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
考
慮
す
る
。

 
            

写
真

2-
6 

自
然

環
境

色
は

、
地

域
環

境
色

の
最

も
基

本
的

な
色

彩
で

あ
る
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2.
 
色
彩
の
検
討

 

 
15

 
●

 社
会
環
境
色

 
 
・
既
存
構
造
物
：
隣
接
す
る
構
造
物

、
庁
舎
な
ど
の
公
共
施
設
、

空
港
、
駅
舎
、
商
業
施
設
、
民
家
、
観
光
サ
イ
ン
な
ど

 
・
車
両
：
電
車
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど

 
・

制
度
：

地
域

や
路

線
ご
と

の
色

彩
に

関
す

る
計

画
、

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
条
例
な
ど

 

 着
眼
点

 

地
域

の
中

心
市

街
地

な
ど
人

為
的

な
要

素
の

集
積

す
る

場
所
に

見
ら
れ
る
支
配
的
な
色
彩
で
あ
る
。

 
現

地
の
状

況
を

観
察

し
た
結

果
、

自
然

環
境

色
で

は
基

調
色
と

し
難

い
場

合
や

、
近

い
将
来

の
景

観
が

大
き

く
変

化
す

る
と
予

想
さ
れ
る
場
合
な
ど
に
設
定
す
る
。

 
社

会
環
境

色
は

、
周

辺
環
境

を
特

徴
づ

け
て

い
る

構
造

物
や
対

象
構

造
物

に
隣

接
す

る
既
存

の
施

設
類

、
ま

た
地

域
の

景
観
に

関
す

る
制

度
や

対
象

構
造
物

に
関

連
す

る
路

線
・

河
川

ご
と
の

色
彩
方
針
な
ど
に
着
目
し
て
設
定
す
る
。

 
               

写
真

2-
7 

社
会

環
境

色
は

、
地

域
の

人
々

の
暮

ら
し

ぶ
り
を

反
映

す
る

 

 
●

 文
化
環
境
色

 
 
・

日
常

的
な

色
彩

：
伝

統
的

建
造

物
、
伝

統
工

芸
品

、
老

舗
の

看
板
な
ど

 
・
非
日
常
的
な
色
彩
：
地
域
の
祭
り
、
歳
時
的
な
色
彩
な
ど

 
   着
眼
点

 

地
域
の
風
習
や
文
化
に
育
ま
れ
た
色
彩
で
あ
る
。
自
然
環
境
色
、

社
会
環

境
色

で
は

基
調

色
と

し
て

ふ
さ
わ

し
く

な
い

場
合

に
、

地
域
の

伝
統

文
化

を
象

徴
す

る
色

彩
や
地

域
住

民
の

精
神

的
な

拠
り
所

と
な

る
色

彩
を

発
掘

し
、

基
調
色

と
し

て
設

定
す

る
。

た
だ
し

、
通

常
の

景
観

に
お

い
て

は
見
ら

れ
な

い
よ

う
な

色
彩

を
、
地

域
の

特
性

と
し

て
不

自
然

に
強
調

す
る

こ
と

の
な

い
よ

う
、
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
（
「

1-
1(

4)
 地

域
性
の
表
現
」

参
照
）。

 
ま

た
文

化
環

境
色

は
、

日
常

的
な

色
彩
と

非
日

常
的

な
色

彩
と

に
着
目
す
る
こ
と
で
、
そ
の
特
徴
を
つ
か
み
や
す
く
な
る
。

 
              

写
真

2-
8 

文
化

環
境

色
は

、
地

域
の

歴
史

･
文

化
に
根

ざ
し

た
色

彩
で

あ
る

 

 
(3

) 
視

点
場

の
把

握
 

対
象

構
造

物
の

主
要

な
視

点
場

を
設

定
す

る
。

視
点

場
と

は
、

対
象
構

造
物

を
眺

め
る

視
点

の
存

在
す
る

空
間

で
あ

り
、

現
地

に

お
け
る
構
造
物
の
見
え
方
を
決
定
す
る
要
因
と
な
る
。

 
構

造
物

の
規

模
に

よ
っ

て
は

視
点

場
が

複
数

考
え

ら
れ

る
場

合

が
あ
り

、
ま

た
数

が
多

い
ほ

ど
構

造
物
が

景
観

に
与

え
る

影
響

も

大
き
い

。
た

だ
し

色
彩

の
検

討
に

お
い
て

は
、

必
ず

し
も

全
て

の

視
点
場

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

は
な
く

、
以

下
の

事
項

を
勘

案

し
て
、
代
表
的
な
視
点
場
を
抽
出
す
る
。

 
  

■
主
要
な
視
点
場
抽
出
の
ポ
イ
ン
ト

 __
__

__
__

__
__

__
__

__
__

  

・
地
域
住
民
、
利
用
者
の
視
点
を
重
視
す
る
。

 

・
構
造
物
の
特
徴
を
よ
く
表
す
角
度
を
探
す
。

 

・
著
名

な
地

域
資

源
や

特
徴

的
な

景
観
が

あ
る

場
合

は
、

同
時

に

視
界
に
入
れ
る
。

 

・
構
造

物
の

規
模

が
大

き
い

た
め

多
く
の

視
点

場
が

連
続

す
る

よ

う
な

場
合

は
、

対
象

ま
で

の
距

離
す
な

わ
ち

遠
景

（
数

10
0m

程
度

）、
中
景
（

10
～

10
0m

程
度
）
、
近
景
（

10
m

未
満
程
度

）

を
考
慮
し
て
設
定
す
る
。

 

・
見
上

げ
（

仰
角

）
や

見
下

ろ
し

（
俯
角

）
な

ど
、

特
徴

的
な

視

線
角
度
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
考
慮
す
る
。
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新
設
・
改
築
に
お
け
る
色
彩
・
デ
ザ
イ
ン
指
針

 

 16
  

(4
) 

写
真

撮
影

 

色
彩

検
討

の
資

料
と

し
て

、
構

造
物

設
置

箇
所

の
写

真
を

撮
影

す
る
。

 
色

彩
検

討
の

材
料

と
し

て
、
写

真
だ

け
を

重
要

視
す

る
こ

と
は

な
い

も
の

の
、
現

場
の

あ
い

ま
い

な
記

憶
を

鮮
明
化

す
る

、
検

討

の
過
程
や
結
果
を
第
三
者
に
伝
え
る
、
と
い
っ
た
場
面
に
お
い
て
、

写
真
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

 
  

 
●

 使
用
す
る
機

材
等

 
写
真
の
た
め
に
、
以
下
の
機
材
等
を
準
備
す
る
。

 
 

○
カ
メ
ラ

 

・
デ

ジ
タ
ル

カ
メ

ラ
ま

た
は

フ
ィ

ル
ム

カ
メ
ラ

、
あ

る
い

は
一

眼

レ
フ
ま
た
は
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
を
問
わ
な
い
。

 

・
デ

ジ
タ
ル

カ
メ

ラ
の

場
合

は
、

検
討

時
に
大

き
く

印
刷

し
て

も

十
分
な
解
像
度
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 ○
レ
ン
ズ

 

・
人
間
の
視
界
に
近
い
こ
と
に
配
慮
し
て
、
標
準
レ
ン
ズ
（

35
m

m
フ
ィ
ル
ム
換
算
値
で

50
m

m
程
度
の
焦
点
距
離
）
を
用
い
る
。

 

 ○
そ
の
他

 

・
一
眼
レ
フ
な
ど
レ
ン
ズ
や
フ
ィ
ル
タ
ー
が
選
択
で
き
る
場
合
は

、

標
準

レ
ン

ズ
に

加
え

て
、

周
辺

景
観

を
広
く

把
握

す
る

た
め
の

広
角
レ
ン
ズ
や
、
色
彩
を
強
調
す
る
た
め
の
偏
光
フ
ィ
ル
タ
ー

※

な
ど
を
必
要
に
応
じ
て
用
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

・
視

点
の
高

さ
を

一
定

に
す

る
、

夜
明

け
や
夕

暮
れ

な
ど

弱
い

光

の
状

況
を

撮
影

す
る

な
ど

の
場

合
に

は
、
三

脚
を

用
い

て
撮
影

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
        

 ※
 

偏
光

フ
ィ

ル
タ

ー
：
レ

ン
ズ

に
取

り
付

け
る

フ
ィ

ル
タ

ー
の

ひ
と

つ
で

、
被
写

体

の
表

面
反

射
を

調
整

す
る

こ
と
で

、
色

彩
や

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

を
強

調
し

た
り

、
ガ

ラ
ス

や
水

面
の

映
り

込
み

を
除
去

し
た

り
す

る
効

果
が

得
ら

れ
る

。
 

 ●
 撮

影
の
要
領

 
資

料
と

し
て

の
写

真
は

、
以

下
の

要
領
で

撮
影

す
る

こ
と

を
標

準
と
す
る
。

 
 

・
撮

影
時

期
は

、
背

景
と

な
る

景
観

の
変
化

が
比

較
的

少
な

く
、

人
の
屋
外
活
動
が
比
較
的
活
発
と
な
る

6～
9
月
と
す
る
。

 

・
時

間
帯

は
、

構
造

物
や

周
辺

景
観

が
鮮
明

に
視

認
で

き
る

よ
う

10
:0

0～
15

:0
0
と
す
る
。

 

・
利

用
状

況
や

地
域

景
観

の
特

質
な

ど
か
ら

、
特

徴
的

な
季

節
や

時
間
帯
等
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
考
慮
し
て
撮
影
す
る
。

 

・
主
要
な
視
点
場
か
ら
撮
影
す
る
。

 

・
成
人
の
目
の
高
さ
（
地
上

1.
5ｍ

程
度
）
で
撮
影
す
る
。

 

・
配

置
図

等
を

利
用

し
て

、
撮

影
地

点
、
方

向
、

日
時

、
気

象
状

況
等
を
記
録
す
る
。

 
  さ

ら
に

、
現

地
で

は
次

の
点

を
考

慮
し
て

撮
影

し
、

検
討

の
参

考
資
料
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
 

・
地

域
資

源
な

ど
そ

の
場

所
の

代
表

的
な
景

観
要

素
や

、
近

接
す

る
関
連

構
造

物
等

が
あ

る
場

合
は

、
資
料

と
し

て
撮

影
す

る
と

と
も
に
、
場
所
や
距
離
を
記
録
す
る
。

 

・
必
要
に
応
じ
て
子
ど
も
（

1.
0m

程
度
）、

ド
ラ
イ
バ
ー
（

1.
2m

程
度
）
、

バ
ス

利
用
者
（

2.
5m

程
度

）
な

ど
、

構
造
物
を
眺
め

る
主
な
利
用
者
の
目
の
高
さ
を
想
定
し
て
撮
影
す
る
。

 

・
色

見
本

帳
等

を
現

地
の

同
じ

条
件

の
下
で

撮
影

す
れ

ば
、

地
域

に
お
け
る
光

の
演

色
性

※
の

参
考

資
料
と

す
る

こ
と

が
で
き

る
。
 

  
※

 
光
の

演
色

性
に

つ
い

て
は
、
「

資
料

1-
3(

1)
 光

源
の

性
質

」
参

照
。
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ST
EP

 3
 

方
針

を
立

て
る

 
 ▼

目
的

 

・
地

域
景
観

に
対

し
て

、
構
造

物
の

色
彩

を
ど

の
よ

う
な

関
係
に

位
置

づ
け

る
か

に
つ

い
て

検
討

し
、

調
和
の

方
針

と
し

て
設
定

す
る
。

 

 ▼
作
業
項
目

 

○
 
色
彩
検
討
方
針
の
設
定

 

 
a.
 

 同
一
調
和
型

 

 
b.
 

 類
似
調
和
型

 

 
c.
 

 対
比
調
和
型

 

 ▼
ポ
イ
ン
ト

 

・
標
準
的
な
検
討
と
し
て

3
つ
の
方
針
を
提
示
す
る
が
、
方
針
決

定
の
根
拠
は
、

S
TE

P 
1・

2
の
調
査
結
果
に
あ
る
。

 

・
事

業
内
容

の
客

観
的

な
把
握

と
と

も
に

、
実

際
の

現
場

に
お
け

る
周

辺
景

観
を

十
分

把
握

し
た

う
え

で
、
同

一
調

和
・

類
似
調

和
・
対
比
調
和
の
適
切
な
判
断
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

       

 
(1

) 
標

準
的

な
検
討

方
針

 

色
相
の

調
和

関
係

は
、
「

ム
ー
ン

&
ス

ペ
ン

サ
ー

の
色

彩
調

和
理

論
※

1 」
（
以
下
「
色
彩
調
和
理
論
」
と
い
う
）
に
基
づ
き
、

2
つ
の

色
が

マ
ン

セ
ル

色
相

環
上

で
成

す
中

心
角
に

よ
っ

て
設

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

本
指

針
で

は
、

標
準

的
な
検

討
方

針
と

し
て

こ
の

考
え

方
を

適
用

し
、

地
域

の
基

調
色

と
構
造

物
の

色
彩

と
の

調
和

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
右
の

3
つ
を
提
示
す
る
。

 
 な
お
「
色
彩
調
和
理
論
」
で
は
、

2
色
間
の
色
相
だ
け
で
な
く
、

明
度

・
彩

度
に

つ
い

て
も

同
一

・
類

似
・
対

比
の

各
調

和
範

囲
が

示
さ
れ
て
い
る

※
2
が

、
ST

E
P3

で
は
色
相
を
絞
り
込
む
こ
と
に
限

っ
て

検
討

す
る

。
明

度
・

彩
度

の
調

和
の
考

え
方

に
つ

い
て

は
、

ST
E

P4
に

お
け

る
候

補
色

選
定

の
配

慮
事
項

と
し

て
取

り
扱

う
。
 

 
■
検
討
方
針
設
定
の
ポ
イ
ン
ト

 _
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

  

・
同

一
調

和
型

は
、

地
域

の
基

調
色

に
対
し

て
選

定
で

き
る

色
相

の
範
囲

が
狭

い
た

め
、

構
造

物
の

色
彩
操

作
の

自
由

度
を

考
慮

す
る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
構

造
物

を
地
域

景
観

に
完

全
に

埋
没

さ
せ
る

た
め

に
は

、
構

造
物

の
規

模
や
形

状
に

配
慮

さ
れ

て
い

る
こ
と

、
さ

ら
に

地
域

の
基

調
色

が
あ
る

程
度

厳
密

に
抽

出
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

・
対

比
調

和
型

は
、

景
観

に
与

え
る

影
響
が

や
や

強
く

、
基

調
色

に
対
す

る
色

相
の

選
択

肢
も

非
常

に
広
い

た
め

、
構

造
物

の
形

態
や
規

模
に

よ
っ

て
は

景
観

に
混

乱
を
生

じ
る

場
合

も
あ

る
。

実
施
効

果
を

見
極

め
た

慎
重

な
判

断
と
、

精
度

を
高

め
る

た
め

の
調
整
が
不
可
欠
で
あ
る
。

 

・
同

一
調

和
型

や
対

比
調

和
型

と
す

る
目
的

が
明

確
で

な
い

場
合

は
、
類

似
調

和
型

と
す

る
こ

と
が

無
難
で

あ
る

。
た

だ
し

、
そ

れ
ぞ
れ

の
方

向
性

が
景

観
に

与
え

る
影
響

や
効

果
を

十
分

認
識

し
た
う
え
で
、
適
切
に
判
断
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

 
 

※
1・

2 
「

資
料

1-
2(

4)
 色

彩
調

和
の

原
則

」
参

照
。

 

 
a.
 

 同
一
調

和
型

 
 
地
域

の
基

調
色

を
基

点
と

し
た

“
同
一

調
和

色
相

”
（
±

5°
の

範
囲
）
を
選
定
す
る

 

 

・
色
相

を
同

一
に

す
る

こ
と

で
構

造
物
の

存
在

感
を

消
し

、
良

好

な
地
域
景
観
を
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

・
構
造

物
の

色
彩

操
作

の
自

由
度

や
、
抽

出
さ

れ
た

地
域

の
基

調

色
の
精
度
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
                        

図
2-

1 
5Y

を
基

調
と

す
る
同

一
調

和
の

色
相

範
囲
（

上
）

 
お

よ
び

同
一

調
和

の
例

（
下

）
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 b.
 

類
似
調
和
型

 
 
地

域
の

基
調

色
を

基
点

と
し

た
“

類
似

調
和

色
相

”
（

±
25

～

43
°
の
範
囲
）
を
選
定
す
る

 

 

・
地

域
景

観
を
主

体
と

し
な

が
ら

、
構

造
物

の
存
在

感
が

突
出

す

る
こ
と
な
く
景
観
全
体
を
融
和
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

・
基

調
色

に
対
す

る
選

択
肢

が
や

や
広

い
た

め
、
色

彩
操

作
の

自

由
度
が
低
い
素
材
で
も
対
応
し
や
す
い
。

 
                       

 
c.
 

対
比
調
和
型

 
 
地

域
の
基

調
色
を

基
点

と
し
た

“
対

比
調
和

色
相

”
（

±
10

0～
18

0°
の
範
囲
）
を
選
定
す
る

 

 

・
構

造
物
が

地
域

景
観

に
不

足
す

る
要

素
を
補

う
こ

と
で

、
景

観

全
体
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

・
景

観
に
与

え
る

影
響

が
や

や
強

く
、

基
調
色

に
対

す
る

色
相

の

選
択
肢
も
最
も
広
い
た
め
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 

 
                      

 (2
) 

そ
の

他
の

検
討

方
針

 

色
彩
の
検
討
方
針
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
示
し
た

3
つ
の
タ
イ

プ
の

ほ
か

に
、

よ
り

多
角

的
で

広
範

な
検
討

が
求

め
ら

れ
る

場
合

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
検
討
に
つ
い
て
は
、「

5-
1.

 高
度
な
検
討
」

の
項
で
事
例
を
示
し
な
が
ら
取
り
上
げ
る
。

 
  

○
 景

観
創
造
型

 
―
 
色
彩
に

よ
る

景
観
の
先

導
 

・
色
彩
に
よ
っ
て
新
た
な
景
観
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

・
構
造
物
を
主
と
し
、
構
造
物
が
地
域
景
観
を
先
導
す
る
こ
と
で
、

全
体
の
景
観
の
向
上
を
図
る
場
合
に
採
用
す
る
。

 

・
既

存
景

観
の

基
調

色
に

対
し

、
新

た
な
イ

メ
ー

ジ
を

生
み

出
す

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
色
彩
を
使
用
す
る
。

 
  

○
 景

観
改
善
型

 
―
 
色
彩
ル

ー
ル

の
設
定

 

・
色

彩
の

氾
濫

な
ど

、
良

好
と

は
い

い
難
い

既
存

景
観

を
改

善
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

・
既

存
景

観
の

色
彩

に
対

す
る

規
制

や
既
存

物
の

撤
去

を
含

め
、

秩
序
あ
る
色
彩
環
境
を
再
構
築
し
た
い
場
合
に
採
用
す
る
。

 

・
景
観
全
体
の
色
彩
の
ル
ー
ル
を
設
定
す
る
。

 
 

図
2-

2 
5Y

を
基

調
と

す
る

類
似

調
和

の
色

相
範

囲
（

上
）

 
お

よ
び

類
似

調
和

の
例

（
下

）
 

図
2-

3 
5Y

を
基

調
と
す

る
対

比
調

和
の

色
相
範

囲
（

上
）

 
お

よ
び

対
比

調
和

の
例

（
下

）
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 ST
EP

 4
 

候
補

色
を

選
定

す
る

 
 ▼

目
的

 

・
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
整
理
し
、「

推
奨
色
」
の
な
か
か
ら
考
え
ら

れ
る
色
彩
を
抽
出
す
る
。

 

・
そ

の
う
え

で
、

現
地

に
お
け

る
構

造
物

の
位

置
や

周
辺

状
況
を

勘
案

し
て

調
整

を
行

い
、

構
造

物
の

色
彩
の

候
補

色
と

し
て
で

き
る
だ
け
精
度
を
高
め
る
。

 

 ▼
作
業
項
目

 

○
 

S
TE

P
1～

3
の
結
果
の
整
理

 

○
 
候
補
色
の
選
定
（
明
度
・
彩
度
・
色
相
の
大
ま
か
な
設
定
）

 

 ▼
ポ
イ
ン
ト

 

・
候
補
色
の
選
定
は
、
色
相
を
絞
り
込
む
こ
と
を
主
眼
に
行
う
。

 

・
選

定
に
あ

た
っ

て
は

、
検
討

結
果

に
よ

り
あ

る
程

度
絞

り
込
ま

れ
た

色
彩

が
、

実
際

の
空

間
に

配
置

さ
れ
た

場
合

を
十

分
に
想

像
し
な
が
ら
視
覚
的
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

        

 
(1

) 
検

討
結

果
の
整

理
 

こ
れ
ま

で
の

検
討

で
絞

り
込

ま
れ

た
構
造

物
の

明
度

・
彩

度
・

色
相
を
確
認
す
る
。

 
前
段
階
ま
で
に

、「
推
奨
色
」
の
明
度
・
彩
度
の
範
囲

、
地
域
景

観
類

型
に

よ
る

明
度

の
設

定
、

調
和

の
方
向

性
に

よ
る

色
相

の
範

囲
設
定
と
い
う

3
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
、
明
度
・
彩
度
は
あ
る
程

度
限

定
さ

れ
い

る
が

、
こ

の
段

階
で

は
と
く

に
、

類
似

調
和

型
お

よ
び

対
比

調
和

型
に

お
い

て
選

択
の

幅
が
残

さ
れ

て
い

る
、

色
相

に
つ
い
て
絞
り
込
む
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。

 
絞

り
込

み
に

あ
た

っ
て

は
、

地
域

の
基
調

色
に

対
し

て
考

え
ら

れ
る

色
相

の
組

み
合

わ
せ

を
、

視
覚

的
に
確

認
し

な
が

ら
行

う
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

し
た

が
っ

て
確

認
に
あ

た
っ

て
は

、
マ

ン
セ

ル
表

色
系

と
対

応
す

る
色

見
本

等
を

用
い
て

行
う

こ
と

が
原

則
と

な
る
。

 
   

 
  

●
「
推
奨
色

」
に
よ
る
明
度

・
彩
度

の
設
定
（

P7
）

 
検

討
対

象
と

な
る
構

造
物

の
明

度
・

彩
度

は
、

公
共
事

業
の

特

質
を

考
慮

し
た

「
推

奨
色

」
に

お
い

て
、

次
の

よ
う
に

設
定

さ

れ
て
い
る
（
「

1-
3.

 公
共
事
業
の
推
奨
色
」
参
照

）。
 

  ・
明

度
：
2
～

8
程

度
の

範
囲

 

・
彩

度
：
0
～

2
程

度
の

範
囲

 

                      
図

2-
4 

「
推

奨
色

」
に

よ
る

明
度
・

彩
度

の
推

奨
範

囲
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●
「
地
域
景

観
の
類

型
」
に

よ
る
明

度
の
設
定

（
P1

1～
13

）
 

景
観
特
性
を
考
慮
し
た
構
造
物
の
明
度
は
、

5
つ
の
地
域
景
観
類

型
に

応
じ

て
次

の
よ

う
に

考
え

ら
れ

る
（
「

2-
2.

ST
E

P2
 地

域

を
把
握
す
る
」
参
照

）。
 

  ・
都

市
景

観
：
2
～

7
程

度
の

明
度

 

・
郊

外
・
田

園
景

観
： 

3
～

７
程

度
の

明
度

 

・
山

岳
景

観
：
2
～

6
程

度
の

明
度

 

・
河

川
景

観
：
4
～

8
程

度
の

明
度

 

・
海

浜
・
港

湾
景

観
：4

～
8

程
度

の
明

度
 

                  
図

2-
5 

「
地

域
景

観
類
型

」
に

よ
る

調
和

明
度
の

範
囲

 

   
●

「
調
和
の

方
向
性

」
に
よ
る
色
相

の
設
定
（

P1
6,

17
）

 
地

域
景
観

と
構

造
物

の
色
彩

と
の

調
和

の
方

向
性

は
、

地
域
の

基
調
色
と
の
関
係
で

3
つ
に
設
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
色
相

は
、

地
域

の
基

調
色

を
基
点

と
す

る
マ

ン
セ

ル
色

相
環

上
の
中

心
角

に
よ

り
、

範
囲

が
設

定
さ

れ
る

（
「

2-
2.

ST
E

P3
 方

針
を

立
て
る
」
参
照

）。
 

 a.
 

同
一

調
和

型
の

色
相

範
囲

：
±

5°
 

b.
 

類
似

調
和

型
の

色
相

範
囲

：
±

25
～

4
3
°

 

c
. 

対
比

調
和

型
の

色
相

範
囲

：
±

10
0
～

18
0
°

 

                   
 

図
2-

6 
「

調
和

の
方

向
性

」
に

よ
る

調
和

色
相

の
範

囲
 

 
  

■
検
討
結
果
整
理
の
ポ
イ
ン
ト

※
 _

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
 

・
候

補
色

の
色

相
は

基
調

色
と

の
調

和
関
係

か
ら

導
き

出
さ

れ
る

が
、
基
調
色
が

1
色
に
決
定
し
な
い
限
り
候
補
色
の
色
相
が
決

ま
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

 
基
調
色
の
サ
ン
プ
ル
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
調
和
方
針
（

ST
E

P 
3 ）

に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
る
色
相
の
範
囲
を
サ
ン
プ
ル
ご
と
に

確
認
し

て
み

る
こ

と
で

、
お

お
む

ね
妥
当

な
候

補
色

の
範

囲
を

絞
り
込

む
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

こ
と
は

、
基

調
色

に
つ

い
て

再
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
的
に
基
調
色
を

1
色
に
決
定

す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

 
                     

※
 

具
体

的
な

検
討

例
に

つ
い
て

は
「

3-
2(

3)
 検

討
の

過
程

」
を

参
照

す
る

こ
と

。
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2.
 
色
彩
の
検
討

 

 
21

 
(2

) 
精
度

を
高

め
る
た

め
の

配
慮
事

項
 

検
討

の
結

果
か

ら
得

ら
れ

た
明

度
・

彩
度
・

色
相

の
範

囲
を
も

と
に
、
構
造
物
の
形
状
や
現
地
の
空
間
的
条
件
を
勘
案
し
な
が
ら

、

色
彩

の
も
つ

心
理

効
果

を
考
慮

し
た

調
整

を
行

い
、

候
補

色
と
し

て
の
精
度
を
高
め
る
。

 
調

整
に
あ

た
っ

て
は

、
こ

れ
ま

で
の

検
討
結

果
に

よ
り

得
ら
れ

た
色

彩
を
視

覚
的

に
確

認
し
な

が
ら

、
構

造
物

が
実

際
の

空
間
に

配
置

さ
れ
た

状
態

を
想

像
し
、

違
和

感
や

不
自

然
さ

を
回

避
す
る

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
行
う
。

 
    

 
●

 素
材
色
と
の

組
み
合
わ
せ

 
一

体
的

な
構

造
物

で
あ

っ
て

も
、

色
彩
操

作
の

自
由

度
が

高
い

部
分
と

素
材

色
の

部
分

と
の

面
積

が
拮
抗

す
る

場
合

は
、

構
造

物
を
ひ
と
か
た
ま
り
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 
基

本
的

に
は

、
自

由
度

の
低

い
素

材
色
を

基
準

と
し

て
、

自
由

度
の
高

い
側

の
色

相
が

同
一

ま
た

は
類
似

調
和

と
な

る
よ

う
に

調
整
す

る
こ

と
で

、
構

造
物

の
煩

雑
さ
を

緩
和

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

 
  ●

 高
明
度
無
彩

色
に
つ
い
て

 
構

造
物

を
と

り
ま

く
空

・
水

面
・

草
木
・

土
・

石
・

建
造

物
な

ど
の
色

彩
は

、
季

節
・

天
候

・
時

間
・
光

源
な

ど
に

よ
り

常
に

変
化
し

続
け

て
い

る
。

高
明

度
の

無
彩
色

は
周

囲
の

色
彩

を
映

し
込
み

や
す

い
性

質
が

あ
る

。
構

造
物
の

色
彩

を
高

明
度

の
無

彩
色
と

す
る

こ
と

で
、

変
化

し
続

け
る
周

囲
の

色
彩

と
の

調
和

を
図
り
や
す
い
場
合
が
あ
る
。

 
  ●

 日
照
条
件
へ

の
配
慮

 
日
照
条
件
は
、
色
彩
の
感
じ
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

 
常

に
日

向
に

な
る

部
分

に
高

明
度

色
を
用

い
る

と
、

素
材

に
よ

っ
て
は

ま
ぶ

し
さ

を
感

じ
る

こ
と

が
あ
る

。
ま

た
常

に
日

陰
に

な
る
部

分
に

極
端

な
低

明
度

色
や

寒
色
系

の
色

を
用

い
る

と
陰

鬱
な
印
象
と
な
り
や
す
い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

 
  ●

 退
色
へ
の
配

慮
 

主
に
塗

装
に

よ
る

仕
上

げ
に

お
い

て
、
時

間
と

と
も

に
初

期
の

発
色
を

維
持

で
き

な
く

な
る

現
象

を
退
色

（
変

色
）

と
い

う
。

一
般
的

に
彩

度
が

低
下

し
明

度
が

上
昇
す

る
傾

向
が

あ
る

た
め

、

高
彩
度
ま
た
は
低
明
度
の
色
彩
ほ
ど
変
化
が
顕
著
で
あ
る
。

 
こ

の
よ

う
な

色
彩

を
用

い
る

際
に

は
、
日

照
や

塩
分

、
ガ

ス
な

ど
、
退

色
の

発
生

源
の

影
響

を
避

け
る
よ

う
、

設
置

環
境

に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 ●
 明

度
・
彩
度

の
調
整

 
こ

れ
ま

で
の

検
討
に

よ
り

明
度

・
彩

度
は

あ
る

程
度
絞

り
込

ま

れ
て

い
る

た
め

、
地

域
の

基
調

色
に

対
し

て
、

明
度
・

彩
度

が

要
因
と
な
っ
て
色
彩
が
突
出
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

 
し

か
し

な
が

ら
、
調

和
の

方
向

性
に

基
づ

い
て

抽
出
さ

れ
た

候

補
色

が
、

地
域

の
基

調
色

に
対

し
て

ね
ら

い
通

り
の
効

果
を

発

揮
す
る
た
め
に
は
、
明
度
・
彩
度
の
調
和
に
つ
い
て
も
確
認
し
、

必
要

に
応

じ
た

調
整

を
行

う
こ

と
で

、
候

補
色

の
精
度

を
高

め

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
明
度
・
彩
度
の
調
整
は
、
次
の
観
点
か
ら
行
う
。
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「
色
彩
調
和

理
論
」

に
よ
る

明
度
差

・
彩
度
差

の
調
整

 _
__

__
_  

「
色
彩
調
和
理
論
」
で
は
、
明
度
差
・
彩
度
差
に
よ
る

2
色
の

調
和
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る

※
1 。

ST
E

P 
3
で
設

定
さ

れ
た

調
和

の
方

向
性

を
も

と
に

再
確

認
し

、
違

和
感

の
な

い
よ
う
調
整
す
る
。

 
 
明
度
差
：

 
同
等
の
場
合
＝
同
一
調
和

 

 
±

0.
5～

1.
5
の
範
囲
＝
類
似
調
和

 

 
±

2.
5
以
上
＝
対
比
調
和

 

彩
度
差
：

 
同
等
の
場
合
＝
同
一
調
和

 

 
±

3～
5
の
範
囲
＝
類
似
調
和

 

 
±

7
以
上
＝
対
比
調
和

 

 
ア

ク
セ
ン
ト

効
果
の

調
整

 _
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_  

対
比

調
和

型
で

は
、

基
調

色
と

構
造

物
の

色
相

を
対

比
さ

せ
る

こ
と

で
景

観
に

ア
ク

セ
ン

ト
を

加
え

る
こ

と
を

企
図

す
る

が
、

同
様
の
効
果
は
明
度
・
彩
度
の
対
比
に
よ
っ
て
も
得
ら
れ
る
。

 
景

観
全

体
が

や
や

高
彩

度
の
場

合
は

無
彩

色
に

よ
っ

て
、

明
度

の
高
い
（
低
い
）
環
境
で
は
低
明
度
（
高
明
度
）
色
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
ア
ク
セ
ン
ト
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

※
2  

 
面

積
に
配
慮

し
た
調

整
 _

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_  

面
積

が
大

き
い

場
合

に
は

色
彩

の
特

性
が

増
幅

さ
れ

る
※

3 。
対

比
調

和
色

を
大

面
積

に
用

い
る

場
合

、
効

果
が

強
調

さ
れ

す
ぎ

る
場

合
が

あ
る

た
め

、
同

じ
色

相
で

も
極

端
な

高
ま

た
は

低
明

度
色

を
避

け
る

と
と

も
に

、
や

や
彩

度
を

下
げ

る
。

反
対

に
面

積
が

小
さ

い
場

合
は

、
や

や
彩

度
を

上
げ

、
明

度
差

を
強

調
す

る
よ
う
調
整
す
る
。

 
 

 ※
1 

明
度
・
彩

度
に

よ
る

調
和

と
不

調
和

に
つ

い
て

は
「

資
料

1-
2(

4)
 色

彩
の

調
和

原
則

」
を

参
照

。
 

※
2・

3 
色

彩
の
対

比
効

果
に

つ
い

て
は

「
資

料
1-

2(
3)

 色
彩

の
対

比
に

よ
る

心
理

効
果

」
を

参
照

。
 

 
 

視
線
角
度
に

配
慮
し

た
調
整

 __
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

  
主

要
な
視

点
場

か
ら

対
象
へ

の
視

線
角

度
（

仰
角

と
俯

角
）
に

よ
る
心
理
的
効
果
に
配
慮
し
、
明
度
を
調
整
す
る
。

 
人

の
目
の

高
さ

よ
り

高
い
位

置
の

構
造

物
は

、
圧

迫
感

を
緩
和

す
る

た
め

に
軽

快
な

色
彩
（

明
度
：

6～
8）

を
、

低
い

位
置
の

も
の
は
安
定
感
を
考
慮
し
て
や
や
重
厚
な
色
彩
（
明
度
：

2～
4）

を
選
択
す
る
と
、
構
造
物
の
違
和
感
が
和
ら
げ
ら
れ
る
。

 
                     

 
図

2-
7 

視
線

角
度

と
明

度
と

の
関

係
 

 
※

 
軽

快
色
・

重
厚

色
に

つ
い

て
は
「

資
料

1-
2(

2)
 色

彩
に

よ
る

心
理

効
果

」
を

参

照
。

 

  
●

 伝
統
的
な
色
名
の
使
用

 
検

討
に

よ
り

得
ら

れ
た

特
定

の
色

彩
を
説

明
す

る
際

、
理

論
的

な
説
明

、
写

真
や

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン
等

に
よ

る
視

覚
的

な
説

明
に
加

え
、

日
本

の
伝

統
的

な
色

名
を
用

い
る

こ
と

が
、

事
業

関
係
者

や
地

域
住

民
の

理
解

を
得

る
う
え

で
有

効
と

な
る

場
合

が
あ
る
。

 
伝

統
的

な
色

彩
は

、
長

い
時

間
を

か
け
て

定
着

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
色

※
1
と
し
て

、
わ
が

国
の
気
候

風
土
や

生
活
感

覚
に
融
和

す
る
色

彩
で

あ
る

。
伝

統
色

と
そ

の
名
称

は
、

検
討

に
よ

り
得

ら
れ
た
色
を
文
献

※
2
等
と
照
合
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
。

 
た

だ
し

文
献

に
よ

っ
て

は
マ

ン
セ

ル
値
が

表
記

さ
れ

て
お

ら
ず

、

ま
た
特

定
の

色
彩

が
視

覚
的

に
厳

密
に
再

現
さ

れ
て

い
る

と
も

限
ら
な

い
。

こ
の

た
め

検
討

結
果

と
伝
統

色
と

は
必

ず
し

も
正

確
に
合

致
さ

せ
る

必
要

は
な

く
、

近
似
色

や
参

考
色

名
と

し
て

利
用
す
る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
る
。

 
             

図
2-

8 
日

本
の

伝
統

色
の

例
（

新
版

『
色

の
手

帖
』

よ
り

）
 

 ※
1 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
色

に
つ

い
て

は
「

1-
2(

1)
 地

域
社

会
に

根
ざ

し
た

色
彩
」
を

参
照

。
 

※
2 

日
本

の
伝

統
色

に
つ

い
て

の
文

献
の

例
と

し
て

、
次

の
も

の
が

挙
げ
ら

れ
る

。
 

 
 

『
日

本
の

伝
統

色
』

ピ
エ
ブ

ッ
ク

ス
 

20
07

.1
 

 
 

『
D

IC
カ

ラ
ー

ガ
イ

ド
シ

リ
ー

ズ
・

日
本

の
伝

統
色

 第
7
版

』
D

IC
株
式

会
社

 
 

 
『
新

版
 色

の
手

帖
』

小
学

館
 

20
02

.4
 

 
 

『
日

本
の

色
辞

典
』

紫
紅
社

 
20

00
.6
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2.
 
色
彩
の
検
討

 

 
23

 

ST
EP

 5
 

確
認

と
決

定
 

 ▼
目
的

 

・
構

造
物
の

色
彩

に
つ

い
て
、

現
地

確
認

を
行

っ
た

う
え

、
最
終

決
定
す
る
。

 

・
あ
わ
せ
て
、
色
彩
検
討
の
経
緯
の
記
録
を
作
成
す
る
。

 

 ▼
作
業
項
目

 

○
 
現
地
確
認
お
よ
び
写
真
撮
影

 

○
 
色
彩
の
決
定

 

○
 
記
録
の
作
成

 

○
 
完
成
時
の
確
認

 

 ▼
ポ
イ
ン
ト

 

・
色

彩
の
指

定
に

あ
た

っ
て
は

、
マ

ン
セ

ル
値

と
対

応
し

た
色
見

本
に
よ
り
確
認
す
る
。

 

・
現

地
で
の

確
認

に
あ

た
っ
て

は
、

大
き

め
の

色
彩

サ
ン

プ
ル
を

使
用
す
る
こ
と
、
複
数
人
で
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

・
現

地
確
認

で
期

待
し

た
結
果

が
得

ら
れ

な
い

場
合

は
、

躊
躇
せ

ず
に
段
階
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
再
検
討
を
行
う
。

 

・
施

工
の
精

度
や

経
年

変
化
の

観
察

の
た

め
、

完
成

後
も

定
期
的

に
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

 

    

 
●

 現
地
確
認

 

・
指
定
色
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
現
地
で
の
確
認
を
行
う
。

 
・

確
認

に
あ

た
っ

て
は

、
候

補
色

の
色
彩

サ
ン

プ
ル

を
現

地
に

持
ち
込
ん
で
行
う
。

 
色

彩
サ

ン
プ

ル
は

、
現

地
の

環
境

に
お

け
る

発
色

を
確

認
す

る
だ

け
で

な
く

、
日

向
と

日
陰

、
距

離
、

時
間

帯
と

い
っ

た

変
動
要
因
を
勘
案
す
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
。

 
サ

ン
プ

ル
の

大
き

さ
に

よ
っ

て
は

、
色

彩
の

印
象

が
異

な
る

場
合

が
あ

る
た

め
、
あ

る
程

度
の

大
き

さ
で

あ
る

こ
と
（

90
×

90
cm

程
度
以
上
）
が
望
ま
し
い
。
や
む
を
得
ず
小
面
積
の

カ
ラ

ー
チ

ッ
プ

等
を

用
い

る
場

合
で

も
、

で
き

る
だ

け
候

補

色
に
忠
実
な
色
彩
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 
・

現
地

で
の

確
認

は
複

数
人

で
行

う
こ
と

が
望

ま
し

い
。

作
業

に
人

手
を

要
す

る
と

い
う

理
由

の
ほ

か
に

、
そ

の
場

で
意

見

を
出

し
合

っ
て

議
論

す
る

こ
と

を
通

じ
て

、
担

当
者

だ
け

で

は
気

づ
か

な
か

っ
た

課
題

や
そ

の
解

決
策

を
探

る
、

色
彩

へ

の
賛
同
を
得
る
、
な
ど
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

 
・

現
地

確
認

で
期

待
し

た
結

果
が

得
ら
れ

な
い

場
合

は
、

躊
躇

す
る

こ
と

な
く

段
階

を
さ

か
の

ぼ
っ

て
再

検
討

を
行
う

。
む

し
ろ

積
極

的
に

再
検

討
す

る
こ

と
で

、
計

画
と

現
場

と
の

感

覚
的
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
訓
練
に
つ
な
が
る
。

 
・

現
地

で
は

写
真

に
よ

る
記

録
を

残
す
こ

と
と

す
る

。
写

真
は

ST
E

P 
2
で
の
撮
影
要
領
を
基
本
に
、
色
彩
サ
ン
プ
ル
の
確
認

位
置
に
お
け
る
見
え
方
の
記
録
と
し
て
撮
影
す
る
。

 
          

  写
真

2-
9 

色
彩

サ
ン

プ
ル

を
用

い
た

現
地

確
認

 

 ●
 色

彩
の
指
定

 

・
候

補
色

の
中

か
ら

指
定

色
を

選
定

す
る

。
指

定
色
は

色
見

本

等
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。

 
・

色
彩

の
指

定
は
マ

ン
セ

ル
値

で
行

う
が

、
塗

装
や
材

料
調

達

な
ど

、
整

備
の
現

場
に

お
け

る
発

注
に

際
し

て
は
マ

ン
セ

ル

値
が

適
さ

な
い
場

合
も

あ
る

た
め

、
材

料
の

製
品
番

号
等

が

あ
る
場
合
は
、
記
録
に
併
記
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
・
候
補
色
か

ら
指
定
色
を
絞
り
き
れ
な
い
場
合
は

、
ST

E
P 

3
に

戻
っ
て
方
針
を
再
検
討
す
る
、
あ
る
い
は

ST
E

P 
2
に
戻
っ

て
地

域
景

観
の
基

調
色

を
再

設
定

す
る

、
と

い
っ
た

対
応

を

図
る
。

 
・

再
検

討
の

結
果
、

な
お

期
待

す
る

結
果

が
得

ら
れ
な

い
と

き

は
、

地
域

の
基
調

色
と

同
明

度
の

無
彩

色
を

選
定
す

る
こ

と

も
考
え
ら
れ
る
。

 
 

●
 記

録
の
作
成

 

・
色
彩
検
討
の
過
程
と
結
果
は
、「

色
彩
検
討
シ
ー
ト
※
」
に
記

録
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
材
料
と
し
て
活
用
す
る
。

 
検
討
の
記
録
は
、
次
の
よ
う
な
事
項
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
。 

 

・
検

討
プ

ロ
セ

ス
と

判
断

の
共

有
化

 

・
ノ

ウ
ハ

ウ
の

蓄
積

に
よ

る
技

術
の

向
上

 

・
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

基
礎

資
料

 

 
●

 完
成
後
の
確

認
 

・
検

討
対

象
構

造
物

が
完

成
し

た
時

点
で

再
度

現
地
を

訪
れ

、

色
彩

検
討

の
結
果

が
適

切
に

実
行

さ
れ

て
い

る
こ
と

を
確

認

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

。、
 

・
検

討
に

使
用

し
た

色
彩

サ
ン

プ
ル

や
記

録
を

持
ち
込

み
、

検

討
時

の
想

定
と
実

際
の

状
態

と
の

差
異

に
着

目
し
て

考
察

を

行
い
、
経
験
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

 
・

エ
イ

ジ
ン

グ
や
退

色
の

観
察

の
た

め
、

定
期

的
に
現

地
の

状

況
を
確
認
す
る
こ
と
も
望
ま
れ
る
。

 
 

※
 
「

第
3
章

 色
彩

検
討
シ

ー
ト

の
作

成
」

を
参

照
。
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新
設
・
改
築
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お
け
る
色
彩
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デ
ザ
イ
ン
指
針

 

 24
  3.

 
色

彩
検
討

シ
ー
ト

の
作
成

 
    

3-
1.
 

検
討

過
程

の
記

録
の

必
要

性
 

 ・
検
討
プ
ロ
セ
ス
と
判
断
の
共
有
化

 
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に
よ
る
技
術
向
上

 
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
基
礎
資
料

 

 大
規

模
性

・
永

続
性

・
公

益
性

・
不

可
逆
性

と
い

っ
た

特
性
を

持
つ

公
共
施

設
や

公
共

空
間

の
色

彩
は

、
担
当

者
や

設
計

者
の

個

人
的

趣
向
で

決
定

さ
れ

る
べ

き
で

は
な

い
。
ま

た
地

域
住

民
を

含

む
関

係
者
に

対
し

て
は

「
地

域
性

な
ど

の
諸
条

件
を

踏
ま

え
た

う

え
、

複
数
の

候
補

色
か

ら
選

択
し

た
」

と
い
っ

た
、

根
拠

や
プ

ロ

セ
ス
の
説
明
、
お
よ
び
判
断
の
共
有
が
求
め
ら
れ
る
。

 
本

指
針
に

基
づ

く
色

彩
検

討
に

よ
っ

て
プ
ロ

セ
ス

が
標

準
化
さ

れ
、

個
人
の

好
み

や
独

断
に

依
拠

し
な

い
客
観

性
が

担
保

さ
れ

る

が
、

さ
ら
に

検
討

過
程

を
記

録
す

る
こ

と
は
、

検
討

プ
ロ

セ
ス

や

判
断
根
拠
を
広
く
共
有
す
る
た
め
に
、
非
常
に
有
効
で
あ
る
。

 
ま

た
整
備

条
件

の
類

似
す

る
別

案
件

の
整
備

や
、

近
接

す
る
公

共
事

業
に
お

け
る

既
往

事
例

と
し

て
参

照
す
る

な
ど

、
他

の
事

業

に
お
い
て
も
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

 
加

え
て
、

完
成

後
に

色
彩

選
定

の
方

針
を
確

認
す

る
こ

と
で
、

施
設

管
理
に

お
い

て
も

初
期

の
方

針
を

継
承
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

さ
ら

に
、
蓄

積
さ

れ
た

記
録

を
検

証
す

る
こ
と

で
、

色
彩

検
討

プ

ロ
セ

ス
そ
の

も
の

を
改

善
す

る
際

の
資

料
と
し

て
活

用
す

る
こ

と

も
考
え
ら
れ
る
。

 
こ

の
よ
う

な
必

要
性

か
ら

、
色

彩
検

討
の
過

程
と

結
果

を
記
録

す
る
。

 
 

3-
2.
 
色

彩
検

討
シ

ー
ト
の

作
成

 
(1

) 
作

成
の

概
要

 

・
色
彩
検
討
の
過
程
と
結
果
は
、「

色
彩
検
討
シ
ー
ト
」
と
し
て
様

式
を
定
め
、
検
討
の

ST
E

P
ご
と
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る
こ

と
に
よ
り
作
成
す
る
。

 

・
シ

ー
ト

の
作

成
は

、
作

成
時

の
簡

便
性
や

参
照

時
の

利
便

性
を

考
慮
し
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
活
用
し
て
行
う
。

 

・「
標
準
的
な
検
討
」
と
「
高
度
な
検
討
」
は
、
検
討
内
容
に
相
違

が
あ
る

も
の

の
基

本
的

な
手

順
は

同
様
で

あ
る

た
め

、
同

じ
様

式
を
使
用
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

 

・
色

彩
検

討
の

記
録

と
し

て
は

、
地

域
景
観

の
基

調
色

や
指

定
色

を
正
確

に
再

現
し

、
直

感
的

に
理

解
で
き

る
こ

と
が

理
想

的
で

あ
る
が
、
通
常
の
執
務
環
境
で
は
対
応
が
困
難

※
で
あ
り
、
ま
た

運
用
の

煩
雑

化
を

招
く

。
こ

の
た

め
、
特

定
の

色
彩

は
マ

ン
セ

ル
値
に

よ
る

表
記

を
基

本
と

し
、

視
覚
的

な
理

解
の

手
が

か
り

と
し
て

ワ
ー

プ
ロ

ソ
フ

ト
の

図
形

描
画
機

能
を

活
用

し
た

近
似

色
の
表
現
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

 

・
色

彩
検

討
シ

ー
ト

は
、

検
討

の
記

録
と
し

て
活

用
す

る
こ

と
を

目
的
と

す
る

も
の

で
あ

り
、

ま
た

色
彩
の

再
現

性
に

も
限

界
が

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
次
の
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

 

○
色

彩
検

討
シ

ー
ト

の
み

を
用

い
て

色
彩

の
検

討
を

行
わ

な
い

こ

と
 

○
ワ

ー
プ

ロ
ソ

フ
ト

に
よ

る
正

確
な

色
彩

表
現

は
不

可
能

で
あ

る
た

め
、

作
成

時
、

活
用

時
と

も
に

、
あ

く
ま

で
も

近
似

色
と

し
て

取
り

扱
う

こ
と

 

○
詳

細
な

色
彩

は
、

色
見

本
の

活
用

や
現

地
に

赴
く

こ
と

に
よ

り
、

あ
く
ま

で
も

実
際

の
色

を
見

な
が

ら
検

討
す

る
こ

と
 

    
※

 
「

0-
3.

 色
彩

表
現

に
つ

い
て

の
注

意
」

を
参

照
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25

 
(2

) 
様
式

と
記

入
方
法

 

色
彩

検
討

シ
ー

ト
の

様
式

を
次

ペ
ー

ジ
に
示

す
。

記
入

方
法
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
 

概
要

 _
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 
 

・
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で
作
成
し
た

A3
横
位
置
の
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
を

準
備
し
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
保
存
・
管
理
す
る
。

 

・
特

定
の
色

彩
は

、
図

形
描
画

機
能

の
テ

キ
ス

ト
ボ

ッ
ク

ス
等
を

利
用
し
て
表
現
す
る
。

20
×

20
m

m
の
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を

作
成

し
、

ボ
ッ

ク
ス

内
に

マ
ン

セ
ル

値
を
表

記
し

、
あ

わ
せ
て

ボ
ッ

ク
ス

の
色

指
定

に
よ

り
近

似
の

色
彩
を

表
現

す
る

。
な
お

外
形
線
は
「
な
し
」
と
す
る
。

 

・
必

要
な
写

真
や

画
像

は
、
主

要
な

も
の

を
見

や
す

い
大

き
さ
で

貼
付

す
る

。
画

像
が

多
く

紙
幅

が
不

足
す
る

場
合

は
フ

ァ
イ
ル

の
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
て
貼
付
し
、
別
紙
と
し
て
添
付
す
る
。

 

・
色
彩
検
討
シ
ー
ト
は
、

ST
E

P 
4
を
記
入
し
た
段
階
で
、
決
定
前

の
検

討
用

資
料

と
し

て
関

係
者

間
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
に

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

・
同

一
の
事

業
の

な
か

で
対
象

と
な

る
構

造
物

が
複

数
あ

る
場
合

は
、
複
数
の
検
討
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
。

 
 

  
ST

EP
 1

 _
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
_ 

・
景

観
検

討
番

号
、

事
務

所
名

、
事

業
種
別

、
施

設
名

称
、

所
在

地
、
事

業
区

分
、

上
位

計
画

等
：

景
観
検

討
シ

ー
ト

よ
り

転
記

す
る
。

 

・
景

観
形

成
の

目
標

像
：

景
観

検
討

シ
ー
ト

の
内

容
を

簡
潔

に
ま

と
め
て
記
入
す
る
。

 

・
構

造
物

の
諸

元
：

対
象
構

造
物

の
一

般
的

な
資

料
を

入
手
し

て

記
入
す
る
。

 

・
色
彩
操
作
の
自
由
度
：「

資
料

2 
素
材
と
色
彩
」
を
参
考
に
記
入

す
る
。

 
  

ST
EP

 2
 _

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

・
地

域
景

観
の

類
型

：
該

当
す

る
類

型
に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

る
と

と
も
に
、
現
地
で
の
特
筆
事
項
を
コ
メ
ン
ト
欄
に
記
入
す
る
。

 

・
地

域
の

基
調

色
：

該
当
す

る
項

目
に

チ
ェ

ッ
ク

を
入

れ
、
抽

出

し
た
要
素
や
選
定
理
由
に
つ
い
て
、
コ
メ
ン
ト
欄
に
記
入
す
る
。

ま
た
基

調
色

欄
に

、
テ

キ
ス

ト
ボ

ッ
ク
ス

に
よ

り
基

調
色

お
よ

び
マ
ン
セ
ル
値
を
配
置
す
る
。

 

・
写

真
撮

影
位

置
図

：
構

造
物

の
資

料
か
ら

得
ら

れ
る

一
般

図
等

を
利
用
し
て
、
現
地
写
真
撮
影
の
位
置
と
方
向
を
加
筆
す
る
。

 

・
現

地
写

真
：

視
点

場
を
考

慮
し

た
代

表
的

な
ア

ン
グ

ル
の
も

の

を
配
置
す
る
。
そ
の
他
の
必
要
な
写
真
は
別
紙
に
貼
付
す
る
。

 
  

ST
EP

 3
 _

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_ 

・
検
討
方
針
：
標
準
的
な
検
討
の
た
め
の

3
つ
の
方
針
、
ま
た
は

そ
の
他

の
方

針
を

参
考

に
チ

ェ
ッ

ク
を
入

れ
、

検
討

方
針

設
定

の
考
え
方
を
簡
潔
に
コ
メ
ン
ト
欄
に
記
入
す
る
。

 

 
 

ST
EP

 4
 _

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

  

・
候
補

色
：

検
討

過
程

で
得

ら
れ

た
複
数

の
色

彩
を

、
テ

キ
ス

ト

ボ
ッ
ク
ス
に
よ
り
配
置
す
る
。

 

・
候
補

色
の

絞
込

み
の

考
え

方
に

つ
い
て

、
色

相
、

明
度

、
彩

度

に
着
目
し
て
コ
メ
ン
ト
欄
に
記
入
す
る
。

 

・
候
補

色
の

配
置

の
際

、
見

る
人

の
理
解

を
助

け
る

た
め

に
、

複

数
の
色
彩
の
関
連
性
に
着
目
し
て
配
置
す
る
と
よ
い
。

 

□
候
補
色
配
置
の
例

 

・
 

水
平

方
向

に
色

相
の

違
い

、
垂

直
方

向
に

明
度

の
違

い
を

意
識
し
て
配
置
す
る
。

 

・
 

高
彩
度
色
を
上
方
に
、
低
彩
度
色
を
下
方
に
配
置
す
る
。

 

・
 

構
造

物
の

仰
角

の
要

素
を

上
方

に
、

俯
角

の
要

素
を

下
方

に
配
置
す
る
。

 

  
ST

EP
 5

 _
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
  

・
指
定

色
：

指
定

色
と

マ
ン

セ
ル

値
を
テ

キ
ス

ト
ボ

ッ
ク

ス
に

よ

り
配

置
す

る
。

コ
メ

ン
ト

欄
に

は
、

選
定

に
至

る
考

え
方

を
簡

潔
に

記
入

す
る

。
な

お
指

定
色

に
塗

料
用

標
準

色
の

色
票

番
号

や
製
品
番
号
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
併
記
す
る
。

 

・
現
地

確
認

写
真

：
カ

ラ
ー

サ
ン

プ
ル
等

で
現

地
確

認
中

の
写

真

を
配
置
す
る
。

 

・
備
考

：
色

彩
検

討
以

降
の

事
業

段
階
に

向
け

た
申

送
り

事
項

等

が
あ

れ
ば

記
入

す
る

。
特

に
維

持
管

理
段

階
に

向
け

た
留

意
事

項
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
備

考
に

関
連

す
る
事

例
や

製
品

の
画

像
な

ど
が

あ
れ
ば

、
適

宜

記
載

す
る

。
な

お
紙

幅
が

不
足

す
る

場
合

は
別

紙
を
作

成
す

る

か
、
カ
タ
ロ
グ
や
サ
ン
プ
ル
を
添
付
す
る
な
ど
の
対
応
を
図
る
。 
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色
彩
検
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 (
3)
 

検
討

の
過

程
 ―

 記
入

例
よ
り

 

●
ST

EP
 2

 _
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_  

・
地

域
景

観
類
型

の
設

定
に

あ
た

っ
て

は
、

景
観
の

現
状

だ
け

で

な
く

将
来

の
地

域
の

変
化

を
考

慮
し

、
郊

外
・

田
園

景
観

と
せ

ず
、
比
較
的
変
化
の
少
な
い
河
川
景
観
と
し
て
捉
え
た
。

 

・
基
調
色
の
採
取
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
行
っ
た
。

 
○

自
然

環
境

色
の

採
取

は
、
都

市
化

の
進

む
堤

内
地

で
は

な
く

自
然

環
境
要

素
の

多
い

堤
外

地
を

対
象

に
、
景

観
に

占
め

る

面
積
の
大
き
い

2
色
と
し
て
、
①
土
の
色
（

5Y
 6

 / 
2）

、
②

草
地
の
色
（

5G
Y 

5 
/ 4

）
を
採
取
し
た
。

 
○
こ
の
ほ
か
、
③
枯
れ
た
草
の
色
（

2.
5Y

 9
 / 

1.
5）

を
採
取
し

た
が
、
景
観
に
占
め
る
面
積
は
小
さ
い
。

 
○

社
会

環
境

色
と

し
て

、
④

約
60

0m
離

れ
た

鉄
道

橋
の

色

（
10

G
 3

 / 
6）

を
採
取
し
た
が
、
対
象
構
造
物
と
同
時
に
視

界
に

入
る
こ

と
が

少
な

く
、

ま
た

彩
度

が
高
い

た
め

地
域

景

観
か
ら
や
や
突
出
し
て
い
る
。

 
○

水
面

の
色

は
天

候
や

時
刻

に
よ

り
変

化
す

る
た

め
除

外
し

た
。 

○
文
化
環
境
色
と
し
て
の
基
調
色
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

 

・
こ
の
結
果
、
自
然
環
境
色
で
あ
る
①

5Y
 6

 / 
2
を
、
地
域
景
観
の

基
調
色
と
し
て
設
定
し
た
。

 
 

●
ST

EP
 3

 _
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

_  

・
検
討
方
針
は
、
次
の
点
を
勘
案
し
て
「
類
似
調
和
型
」
と
し
た
。

 
○

既
存

橋
梁

の
改

築
で

あ
る
こ

と
、

象
徴

的
な

形
状

で
は

な
い

こ
と

、
地
域

の
都

市
化

が
予

想
さ

れ
る

こ
と
か

ら
、

構
造

物

の
突

出
を
避

け
た

い
。

こ
の

た
め

「
対

比
調
和

型
」

を
除

外

し
た
。

 
○

構
造

物
の

規
模

が
大

き
く
地

域
景

観
に

対
す

る
違

和
感

を
完

全
に

は
払
拭

で
き

な
い

こ
と

、
積

極
的

に
保
全

す
べ

き
地

域

景
観

で
は
な

い
こ

と
か

ら
、
「

同
一

調
和

型
」

を
除

外
し

た
。
 

○
地

域
景

観
と

の
融

和
を

図
り

つ
つ

景
観

に
秩

序
を

与
え

、
地

域
の

象
徴
的

な
河

川
景

観
と

し
て

い
く

た
め
、

選
択

で
き

る

色
相
の
幅
が
や
や
広
い
「
類
似
調
和
型
」
を
選
択
し
た
。

 

  
●

ST
EP

 4
 _

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
  

・
ST

E
P 

2～
3
の
検
討
結
果
を
、
次
の
よ
う
に
整
理
し
た
。

 
 地

域
の
基
調
色
：

5Y
 6

 / 
2 ·

··
··

··
··

··
··

··
··

···
 堤

外
地
の
土
の
色

 

候
補
色
の
色
相
：

3～
8Y

R
、

2～
7G

Y
 ··

· 基
調
色
の
類
似
調
和

 

候
補
色
の
明
度
：

3～
7
程
度

 ··
··

··
··

··
· 河

川
景
観
の
調
和
明
度

 

候
補
色
の
彩
度
：

0～
2
程
度

 ··
··

··
··

··
··

··
 「

推
奨
色
」
の
範
囲

 
 ・
次
の
点
に
配
慮
し
て
候
補
色
を
選
定
し
た
。

 
○
明
度
の
類
似
調
和
（
基
調
色
の
明
度

6
に
対
し
て
±

0.
5～

1.
5

で
あ
る

4.
5～

7.
5
の
範
囲
）
に
配
慮
し
た
。

 
○

堤
外
地

か
ら

の
仰

角
の
視

点
場

に
配

慮
し

、
基

調
色

よ
り
も

明
度
の
高
い
色
彩
を
候
補
に
挙
げ
た
。

 
○
彩
度
の
類
似
調
和
（
基
調
色
の

2
に
対
し
て
±

3～
5
で
あ
る

5～
7
の
範
囲
）
は
「
推
奨
色
」
の
範
囲
で
な
い
た
め
、
基
調

色
と
同
程
度
と
し
た
。

 
○

都
市
化

に
よ

る
周

辺
景
観

の
多

様
化

を
考

慮
し

て
全

体
に
低

彩
度
と
し
、
色
彩
の
突
出
を
抑
え
る
こ
と
と
し
た
。

 
○
基
調
色
の
明
度
と
同
等
の
無
彩
色
も
候
補
に
挙
げ
た
。

 
 

●
ST

EP
 5

 _
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

  

・
候

補
色
の

色
彩

サ
ン

プ
ル

を
用

い
た

現
地
確

認
の

結
果

、
次

の

観
点
か
ら
構
造
物
の
色
彩
を

5G
Y 

5 
/ 2

に
指
定
し
た
。

 
○

類
似

調
和

色
相

（
3Y

R
～

8Y
R
、

2G
Y～

7G
Y
）

を
比

較
し

た
と
こ
ろ
、

G
Y（

寒
色

）
は

YR
（
暖
色
）
よ
り
も
爽
や
か

さ
を
感
じ
る
た
め
、
河
川
景
観
に
ふ
さ
わ
し
い
。

 
○

高
明
度

色
は

彩
度

が
同
程

度
で

あ
っ

て
も

色
み

を
よ

り
強
く

感
じ
る
た
め
、
低
～
中
明
度
を
選
択
し
た
。

 
○
構
造
物
の
形
状
か
ら
、
無
彩
色
は
硬
く
冷
た
い
印
象
と
な
る
。 

○
指

定
色

は
河

川
の

イ
メ
ー

ジ
に

ふ
さ

わ
し

く
、

低
明

度
で
あ

る
た
め

色
彩

の
過

度
な
主

張
が

抑
え

ら
れ

て
お

り
、

都
市
化

が
進
行
し
て
も
景
観
に
秩
序
を
与
え
る
も
の
と
な
る
。

 

 
 

■
地
域
の
基
調
色
の
設
定
に
つ
い
て

 
ST

EP
 2

の
基
調
色
の
設
定
に
お
い
て
、
現
地
の
特
徴
の
と
ら
え

方
に
よ
っ
て
は

、基
調
色
を

1
色
に
絞
り
き
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。

そ
の

よ
う

な
場

合
に

は
、

次
の

よ
う

に
検
討

す
る

こ
と

で
、

お
お

む
ね
妥
当
な
候
補
色
の
範
囲
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

 
(1

)基
調
色
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
複
数
採
取
し
て
お
く
。

 
(2

)あ
わ

せ
て

サ
ン

プ
ル

ご
と
の

特
徴

（
自

然
・

社
会

・
文
化

環

境
色

の
別

、
景

観
に

占
め

る
面

積
の

大
小

、
季

節
に
よ

る
変

動
可
能
性
な
ど
）
に
よ
る
優
先
度
を
把
握
し
て
お
く
。

 
(3

)調
和

方
針

に
基

づ
い

て
考
え

ら
れ

る
色

相
の

範
囲

を
サ
ン

プ

ル
ご
と
に
確
認
し
、
そ
の
ば
ら
つ
き
や
重
複
を
把
握
す
る
。

 
(4

)(2
)に

お
け
る
優
先
度
が
高
く

、
(3

)に
お
け
る
重
複
度
が
高
い

も
の
を
基
調
色
と
し
て
設
定
す
る
。

 
  
基
調
色
設
定
の
検
討
例

 _
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

  

         ・
①
と
③
の
類
似
調
和
色
相
は
、

2～
5G

Y
お
よ
び

2～
5Y

R
の

範
囲
で
重
複
し
て
い
る
。

 
・
②
は

2～
5G

Y
の
範
囲
に
あ
り
、
ま
た
②
の
類
似
調
和
色
相

は
①
と
重
複
し
て
い
る
。

 
・
①
は
景
観
に
占
め
る
面
積
が
最
も
大
き
い
。

 
・
③
の
景
観
に
占
め
る
面
積
は
、
季
節
に
よ
り
変
動
す
る
。

 
・
④
は
、
現
地
の
景
観
か
ら
突
出
し
て
お
り
不
適
格
で
あ
る
。

 
・
以
上
よ
り
、
①
（

5Y
 6

 / 
2）

を
基
調
色
と
し
た
。
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 4.
 

構
造
物
別

色
彩
検

討
の

 
留

意
点

 
     

4-
1.
 
道

路
構

造
物

 
 

■
景
観
形
成
の
留
意
点

 

・
日
常
生
活
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
地
域
活
動
の
基
盤
と
な
る
。

 

・
自

動
車

、
自

転
車

、
徒

歩
、

車
い

す
な
ど

運
動

性
能

や
速

度
の

異
な
る

も
の

が
利

用
す

る
こ

と
を

踏
ま
え

た
、

機
能

的
で

安
全

な
空
間
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

・
沿

道
の

自
然

や
ま

ち
な

み
を

引
き

立
て

る
舞

台
装

置
と

し
て

「
地
」

に
徹

す
る

存
在

で
あ

り
、

必
要
な

機
能

を
果

た
し

な
が

ら
、
違
和
感
を
与
え
な
い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

 
  

■
参
考
：
関
連
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
示
さ
れ
た
方
針
等

 

『
道
路
の
デ
ザ
イ
ン
―
道
路
デ
ザ
イ
ン
指
針

(案
)と

そ
の
解
説
』

 

・
周

辺
地

域
の

自
然

や
構

造
物

の
色

彩
と
の

調
和

や
一

貫
し

た
コ

ン
セ
プ
ト
に
よ
る
色
彩
設
計
を
行
う
。

 

・
舗
装
材
の
色
彩
等
に
つ
い
て
、
周
囲
の
景
観
に
配
慮
す
る
。

 

『
景
観
に
配
慮
し
た
防
護
柵
の
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

 

・
「
●
防
護
柵
」
の
項
を
参
照

 

 
(1

) 
橋

梁
 

●
 大

規
模
な
河

川
橋
梁

 
 
景

観
に

与
え

る
影

響
が

大
き

い
た

め
、

既
存

景
観

に
対

す
る

形

態
・

素
材

・
色

彩
の

調
和

の
あ

り
方

に
つ

い
て

、
十
分

な
検

討

を
行
う
必
要
が
あ
る

 
 

留
意
点

 

・
開

放
的

な
水

辺
空

間
に

お
け

る
構

造
物

で
あ

り
、
遠

方
か

ら

も
目

に
付

き
や
す

い
こ

と
、

鋼
橋

の
場

合
は

塗
装
の

占
め

る

割
合

が
大

き
い
た

め
色

彩
操

作
の

自
由

度
が

高
い
こ

と
、

地

域
の

シ
ン

ボ
ル
的

な
役

割
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
、
な

ど
の

理

由
か
ら
、
地
域
景
観
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
。

 
・

既
存

景
観

の
特
徴

や
色

彩
、

主
要

な
視

点
場

を
し
っ

か
り

と

把
握

し
た

う
え
で

、
色

彩
調

和
の

あ
り

方
に

つ
い
て

十
分

な

検
討
を
行
う
。

 
・

住
民

の
意

向
、
専

門
家

の
ア

ド
バ

イ
ス

な
ど

、
幅
広

い
意

見

を
と
り
入
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
 

              
写

真
4-

1 
水

辺
空

間
に

お
け

る
大

規
模

橋
梁

は
、
地

域
景

観
に

与
え

る
影

響
が

大
き

い
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 30
 

 
  

●
 一

般
的
な
河

川
橋
梁

 
 
周

辺
の

自
然

や
ま

ち
な

み
と
の

融
和

を
考

慮
し

た
色

彩
を

基
本

と
し

、
水

平
ラ

イ
ン

を
強

調
し

な
が

ら
、

構
造

物
が

シ
ン

プ
ル

で
ス
レ
ン
ダ
ー
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
す
る

 
 

留
意
点

 

・
有

堤
区

間
は

、
一

般
的

に
開

放
的

で
比

較
的

明
る

い
景

観
で

あ
り
、
周
辺
の
自
然
や
ま
ち
な
み
と
融
和
す
る
、

6～
8
の
明

度
の
色
彩
を
基
本
に
選
定
す
る
。

 
・
無
堤
区
間
で
は
、
視
線
が
俯
角
と
な
る
た
め

4～
6
の
明
度
の

色
彩
を
基
本
に
選
定
す
る
。

 
・

地
覆

や
高

欄
部

分
と

桁
部
分

と
の

色
彩

の
明

度
対

比
、

ま
た

は
張

出
し
の

陰
影

に
よ

り
桁

の
水

平
ラ

イ
ン
を

強
調

す
る

の

に
対
し
、
橋
脚
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
素
材
色
と
す
る
こ
と
で

、

全
体

を
シ
ン

プ
ル

で
ス

レ
ン

ダ
ー

に
感

じ
さ
せ

る
こ

と
が

で

き
る
。

 
・
橋
台
は
擁
壁
と
同
様
、
土
地
の
一
部
と
し
て
扱
う
。

 
・

有
堤

区
間

で
は

高
水

敷
か
ら

橋
梁

を
見

上
げ

る
場

合
も

多
い

た
め

、
付
属

物
や

本
体

構
造

の
デ

ィ
テ

ー
ル
を

目
に

付
き

に

く
く
し
た
り
、
目
立
た
な
い
色
彩
で
仕
上
げ
た
り
す
る
な
ど

、

き
め
細
か
な
処
理
が
望
ま
れ
る
。

 
 

 
         

写
真

4-
2 

歴
史
を

未
来

に
伝

え
る

運
河
に

か
か

る
橋

梁
 

 
  

●
 都

市
部
の
高

架
橋

 
 
頭

上
の
重

量
感

や
圧

迫
感

、
煩

雑
な

印
象
を

軽
減

す
る

た
め
、

汚
れ

や
退

色
が

目
立

た
な
い

範
囲

で
清

潔
感

の
あ

る
明

る
め
の

色
彩
を
中
心
に
選
定
す
る

 
 

留
意
点

 

・
桁

下
空

間
は

日
照

や
降
雨

が
期

待
で

き
ず

、
沿

道
の

建
物
や

橋
脚
な

ど
と

の
関

係
で

閉
鎖

的
な

暗
い
空

間
と

な
り

や
す
い

。 
・

桁
部
分

は
汚

れ
や

色
あ
せ

が
目

立
た

な
い

範
囲

で
清

潔
感
の

あ
る
明

る
め

の
色

彩
を
使

い
、

重
量

感
や

圧
迫

感
、

煩
雑
さ

の
軽
減
を
図
る
。

 
・

橋
脚
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト
の

素
材

色
を

基
本

に
、

鋼
製

の
場
合

は
桁
の

色
彩

よ
り

明
度
の

高
い

無
彩

色
で

仕
上

げ
る

と
お
さ

ま
り
や
す
い
。

 
・

橋
脚
は

、
型

枠
等

に
よ
り

縦
ス

リ
ッ

ト
や

リ
ブ

を
導

入
し
て

テ
ク
ス

チ
ャ

ー
に

変
化
を

持
た

せ
、

垂
直

性
を

強
調

す
る
こ

と
で
、
ス
レ
ン
ダ
ー
に
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
・

人
と
の

距
離

が
近

い
た
め

、
各

種
の

付
属

物
や

本
体

構
造
の

デ
ィ
テ

ー
ル

を
ま

と
め
て

目
に

付
き

に
く

く
し

た
り

、
目
立

た
な
い

色
彩

で
仕

上
げ
た

り
す

る
な

ど
、

き
め

細
か

な
処
理

が
望
ま
れ
る
。

 
 

          
写

真
4-

3 
桁

部
分

に
明

る
め

の
色
彩

を
採

用
し

、
圧

迫
感

を
和

ら
げ

て
い

る
 

   
●

 郊
外
の
高
架

橋
 

 
明

度
対

比
を

効
果

的
に

使
う

こ
と

で
、
水

平
方

向
の

連
続

性
を

強
調
し

、
構

造
物

が
シ

ン
プ

ル
で

ス
レ
ン

ダ
ー

に
感

じ
ら

れ
る

色
彩
を
選
定
す
る

 
 

留
意
点

 

・
風
景

を
横

断
し

て
連

続
す

る
た

め
良
好

な
景

観
を

阻
害

す
る

要
素

と
な

り
や

す
い

が
、

開
放

的
な

景
観

の
な

か
で
埋

没
型

の
調

和
を

図
る

こ
と

は
非

常
に

困
難

で
あ

る
た

め
、
既

存
景

観
と
の
良
好
な
対
比
関
係
の
創
出
を
目
指
す
。

 
・

支
間

割
が

均
一

で
橋

脚
が

等
間

隔
で
あ

る
こ

と
、

桁
の

連
続

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
く

、
全

体
を
シ

ン
プ

ル
で
ス
レ
ン
ダ
ー
に
感
じ
さ
せ
る
色
彩
を
選
定
す
る
。

 
・

離
れ

た
視

点
場

か
ら

見
た

高
架

橋
の
連

続
性

を
表

現
す

る
た

め
、

壁
高

欄
と

桁
の

明
度

対
比

ま
た

は
張

出
し

の
陰
影

に
よ

り
水
平
ラ
イ
ン
を
強
調
す
る
。

 
・

橋
上

の
付

属
物

は
で

き
る

だ
け

橋
脚
の

位
置

と
そ

ろ
え

、
無

個
性

化
を

徹
底

さ
せ

た
色

彩
と

す
る

こ
と

が
、

景
観
の

煩
雑

化
を
軽
減
す
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
。

 
 

            
写

真
4-

4 
郊

外
の

高
架

橋
は

水
平

ラ
イ

ン
が

強
調

さ
れ

る
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構
造
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別
色
彩
検
討
の
留
意
点
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●

 横
断
歩
道
橋

 
 
最

小
限
の

設
置

、
形

態
の

洗
練

を
検

討
し
、

周
辺

の
自

然
や
ま

ち
な

み
と

の
融

和
を

図
り
、

汚
れ

や
退

色
が

目
立

た
な

い
範
囲

で
明
度
の
高
い
色
彩
を
選
定
す
る

 
 

留
意
点

 

・
道

路
の

進
行

方
向

を
横
切

る
配

置
と

な
る

た
め

、
景

観
を
阻

害
す
る
要
素
と
な
り
や
す
い
。

 
・

水
平
方

向
の

連
続

性
を
強

調
し

な
が

ら
、

全
体

を
シ

ン
プ
ル

で
ス
レ
ン
ダ
ー
に
感
じ
さ
せ
る
色
彩
を
選
定
す
る
。

 
・

階
段
、

ス
ロ

ー
プ

、
通
路

面
は

、
歩

道
舗

装
の

色
調

を
も
と

に
、
や

や
明

度
を

下
げ
た

色
彩

を
選

定
し

、
階

段
の

段
鼻
は

や
や
明
度
の
高
い
色
彩
と
し
て
、
視
認
性
を
高
め
る
。

 
・

階
段
や

ス
ロ

ー
プ

、
そ
の

他
の

昇
降

設
備

と
歩

道
と

の
接
続

部
に
は

、
注

意
喚

起
あ
る

い
は

車
い

す
使

用
者

の
展

開
ス
ペ

ー
ス
を

視
覚

的
に

示
す
た

め
、

一
般

の
歩

道
部

と
若

干
異
な

る
色
や
素
材
の
舗
装
を
採
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

 
  

             
写

真
4-

5 
周

辺
景

観
に

溶
け

込
む
歩

道
橋

 

 
(2

) 
ト

ン
ネ

ル
坑
口

、
カ

ル
バ

ー
ト

 

 
 
地

形
の

改
変

や
構

造
物

の
規

模
を

含
め
、

周
辺

環
境

に
与

え
る

イ
ン
パ

ク
ト

を
軽

減
す

る
こ

と
を

念
頭
に

、
素

材
の

特
性

を
利

用
し
た
埋
没
型
の
色
彩
と
す
る

 
 

留
意
点

 

・
素
材

が
ほ

ぼ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

限
定
さ

れ
る

た
め

、
周

辺
景

観
に
な
じ
む
よ
う
素
材
表
面
を
調
整
す
る
。

 
・

ト
ン

ネ
ル

の
面

壁
型

坑
口

の
周

辺
は
、

袖
擁

壁
も

一
体

的
に

検
討
す
る
。

 
・

地
域

の
暗

所
と

な
り

や
す

い
た

め
、
カ

ル
バ

ー
ト

の
内

部
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

よ
り

や
や

明
度

の
高

い
無

彩
色

の
水

平
ラ

イ

ン
を
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
塗
装
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

 
  

                
写

真
4-

6 
竹

割
り

式
で

地
山

と
の

馴
染

み
も

良
い

ト
ン

ネ
ル

坑
口

 

 
(3

) 
擁

壁
 

 
 
土

地
の

一
部

と
し

て
と

ら
え

、
素

材
色

に
よ

る
仕

上
げ

を
基

本

に
、
エ
イ
ジ
ン
グ
を
促
進
す
る

 
 

 

留
意
点

 

・
計

画
す

る
際

に
は

法
面

と
の

比
較

を
行

い
、

出
現
の

回
避

検

討
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

 
・

土
地

に
密

着
し
て

い
る

た
め

塵
埃

や
濁

水
に

よ
り
汚

れ
て

い

く
こ

と
を

許
容
し

、
素

材
色

で
仕

上
げ

る
こ

と
を
基

本
に

、

経
年
変
化
を
利
用
し
て
既
存
環
境
と
の
融
和
を
図
る
。

 
・

エ
イ

ジ
ン

グ
の
変

化
を

予
測

し
、

テ
ク

ス
チ

ャ
ー
の

調
整

や

雨
水
排
水
の
処
理
計
画
を
行
い

、「
美
し
く
汚
れ
る
」
構
造
と

な
る
よ
う
工
夫
す
る
。

 
・

石
積

み
擁

壁
は
で

き
る

だ
け

地
場

産
材

を
使

い
、
地

域
環

境

と
の

融
和

を
図
る

と
と

も
に

、
植

物
の

侵
入

な
ど
エ

イ
ジ

ン

グ
を
促
進
す
る
表
面
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト
製

擁
壁

は
、

水
抜

き
パ

イ
プ

の
処
理

、
コ

ン

ク
リ

ー
ト

の
打
ち

継
ぎ

ラ
イ

ン
、

型
枠

計
画

な
ど
を

、
構

造

設
計
と
同
時
に
計
画
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
 

           
写

真
4-

7 
エ

イ
ジ

ン
グ

の
進

行
し

た
擁

壁
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 (4
) 

道
路

舗
装

 

●
 車

道
舗
装

 
 
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
の

素
材
色

を
基

本
と

し
、

特
殊

な
場

合
を

除
き
色
彩
の
操
作
を
行
わ
な
い

 
 

 

留
意
点

 

・
面

積
が

大
き

く
連

続
性

が
あ

る
た

め
、

と
く

に
都

市
部

に
お

い
て
は
重
要
な
景
観
要
素
と
な
る
。

 
・

路
面

表
示

や
標

識
類

の
色
彩

の
背

景
と

位
置

づ
け

、
円

滑
で

安
全
な
交
通
へ
の
配
慮
を
最
優
先
さ
せ
る
。

 
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

な
ど
の

場
合

も
、

素
材

色
で

の
仕

上
げ

を
基
本
と
す
る
。

 
・

整
備

・
機

能
上

の
条

件
か
ら

色
彩

を
施

す
場

合
で

も
、

汚
れ

や
補

修
跡
が

目
立

ち
や

す
い

た
め

、
彩

度
の
高

い
色

彩
は

避

け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
  

              
写

真
4-

8 
景

観
に

配
慮

し
た

ま
ち

づ
く
り

の
中

で
は

、
カ

ラ
ー

舗
装

が
効

果
的

と
な

る
場

合
も

あ
る

 

 
  

●
 歩

道
舗
装

 
 
地

域
の
土

の
色

を
基

本
と

し
、

自
然

の
素
材

感
が

感
じ

ら
れ
る

柔
ら
か
な
色
彩
を
選
定
す
る

 
 

 

留
意
点

 

・
人

と
の

距
離

が
近

く
、
直

接
触

れ
る

部
分

で
あ

る
た

め
、
色

彩
と
と
も
に
歩
行
感
、
質
感
も
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
・

素
材
や

色
彩

に
バ

リ
エ
ー

シ
ョ

ン
が

あ
り

、
鮮

や
か

な
色
、

複
雑
な
パ
タ
ー
ン
、
具
象
的
な
表
現
な
ど
が
可
能
で
あ
る
が

、

景
観
の

秩
序

が
失

わ
れ
、

飽
き

ら
れ

や
す

く
、

メ
ン

テ
ナ
ン

ス
が
困
難
と
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

 
・

短
い
区

間
で

素
材

や
舗
装

パ
タ

ー
ン

が
変

わ
ら

な
い

よ
う
に

注
意
す
る
。

 
・
控
え
め
な
ア
ク
セ
ン
ト
を
配
置
し
た
り
、
同
系
色
で

1
段
階

程
度
の

明
度

の
変

化
を
と

り
入

れ
た

り
す

る
こ

と
で

、
単
調

さ
を
軽
減
し
自
然
な
印
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
・

公
共
の

広
場

や
公

園
の
舗

装
、

ま
た

壁
面

の
セ

ッ
ト

バ
ッ
ク

部
分
や

エ
ン

ト
ラ

ン
ス
な

ど
、

民
間

施
設

の
舗

装
と

の
整
合

を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
・

自
転
車

通
行

帯
や

施
設
帯

な
ど

の
空

間
区

分
を

視
覚

的
に
表

現
す
る

機
能

を
も

た
せ
る

こ
と

も
可

能
だ

が
、

色
相

や
彩
度

の
大
き

な
変

化
は

煩
雑
な

印
象

と
な

る
た

め
、

同
色

相
で
素

材
を
変
え
る
、
同
素
材
で

2～
3
の
明
度
差
を
持
た
せ
る
程
度

と
す
る
な
ど
、
際
立
っ
た
変
化
を
避
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。  

 
 

   
●

 視
覚
障
害
者

誘
導
ブ
ロ
ッ
ク

 
 
黄

色
を

基
本

と
す

る
が

、
必

要
に

応
じ
て

、
一

般
部

の
舗

装
と

の
輝
度
比
を

2.
0

以
上
確
保
し
な
が
ら
景
観
的

に
違
和
感
の
な

い
色
彩
を
選
定
す
る

※
 

 

留
意
点

 

・
弱
視

者
の

移
動

円
滑

化
の

た
め

の
施
設

と
し

て
、

安
全

性
、

機
能
性
を
重
視
し
た
計
画
と
す
る
。

 
・

一
般

部
の

舗
装

と
の

関
係

で
規

定
の
輝

度
比

が
確

保
で

き
な

い
場

合
は

、
誘

導
ブ

ロ
ッ

ク
周

り
の

部
分

だ
け

を
低
明

度
の

舗
装
と
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

 
・

経
年

変
化

に
よ

る
退

色
や

破
損

が
機
能

に
直

接
影

響
す

る
た

め
、
と
く
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

 
 

            
写

真
4-

9 
誘

導
ブ

ロ
ッ

ク
の

周
り

を
低

明
度

と
し

、
適

切
な

輝
度

比
を

確
保

す
る

 
※

：
詳
細

は
『

改
訂

版
 道

路
の

移
動

等
円

滑
化

整
備
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
』

を
参

照
す

る

こ
と
。

 
輝

度
：
も
の

の
明

る
さ

を
表

現
し

た
も

の
で

あ
り

、
単
位

面
積

あ
た

り
の

放
射

エ
ネ

ル

ギ
ー
（

発
散

す
る

光
の

量
）
を

比
視

感
度

と
し

て
輝

度
計

に
よ

り
計

測
し
た

も
の

で
あ
る

。
単

位
は

cd
/m

2 。
（

JI
S

 Z
 9

11
1）

 
輝

度
比
＝

視
覚

障
害

者
誘

導
ブ
ロ

ッ
ク

の
輝

度
／

舗
装

路
面

の
輝

度
（

輝
度

が
大

き
い

ほ
う

を
除

算
す

る
の

で
、
ブ

ロ
ッ

ク
と

舗
装

の
輝

度
比

を
逆

と
し

て
算

出
す
る

場
合

も

あ
る

）
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造
物
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彩
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討
の
留
意
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33

 
(5

) 
道
路

付
属

物
 

●
 照

明
灯
、
車

止
め
、

人
止
め

柵
、

案
内
標
識

な
ど

 
 
最

小
限
の

設
置

、
形

態
の

洗
練

と
統

一
を
検

討
し

、
周

辺
の
自

然
や

ま
ち

な
み

と
の

融
和
を

図
り

、
他

の
工

作
物

と
の

統
一
感

の
あ
る
色
彩
を
選
定
す
る

 
 

留
意
点

 

・
安

全
性

と
交

通
の

円
滑
さ

に
配

慮
し

な
が

ら
、

視
線

の
透
過

性
を
高

め
、

代
替

構
造
や

整
理

統
合

な
ど

に
よ

り
設

置
数
を

減
ら
す
工
夫
を
す
る
。

 
・

ア
ス
フ

ァ
ル

ト
を

除
く
歩

道
舗

装
よ

り
明

度
の

低
い

色
彩
を

基
本
と

す
る

が
、

形
状
が

線
的

で
あ

る
こ

と
か

ら
シ

ル
エ
ッ

ト
と
な

り
や

す
い

た
め
、

明
度

が
低

す
ぎ

る
場

合
は

硬
く
冷

た
い
印
象
と
な
り
や
す
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
・

案
内
標

識
は

、
情

報
を
表

示
す

る
こ

と
と

表
示

面
を

支
持
す

る
構
造

体
の

設
置

と
を
切

り
離

し
て

整
理

す
る

。
構

造
体
は

規
模
や

設
置

数
を

抑
制
す

る
工

夫
を

し
た

う
え

で
、

他
の
工

作
物
等
の
色
彩
と
の
統
一
感
に
配
慮
す
る
。

 
   

            
 写

真
4-

10
 

歴
史

的
な

運
河

に
マ

ッ
チ

し
た

照
明

灯
が

採
用

さ
れ

て
い

る
 

   
●

 防
護
柵

 
 
交

通
安

全
対

策
を

前
提

と
し

つ
つ

、
周
辺

景
観

の
中

で
必

要
以

上
に
目
立
た
な
い
塗
装
色
を
選
定
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る

 
 

 

『
景
観
に
配
慮
し
た
防
護
柵
の
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
の
要
点

※
 

○
鋼
製
防
護
柵

 

・
周
辺

景
観

の
中

で
必

要
以

上
に

目
立
た

な
い

塗
装

色
を

選
定

す
る
こ
と
が
原
則
。

 
・
周
辺
の
基
調
色
が

YR
系
を
中
心
と
し
た
色
彩
の
場
合
は
、

下
表
の
と
お
り
と
す
る
。

 
■
鋼
製
防
護
柵
に
お
い
て
基
本
と
す
る
色
彩
の
標
準
マ
ン
セ
ル
値

 
基
本
色
名

 
標
準
マ
ン
セ
ル
値

 
ダ
ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン
（
こ
げ
茶
色
）

 
10

Y
R

2.
0/

1.
0
程
度

 
グ
レ
ー
ベ
ー
ジ
ュ
（
薄
灰
茶
色
）

 
10

Y
R

6.
0/

1.
0
程
度

 
ダ
ー
ク
グ
レ
ー
（
濃
灰
色
）

 
10

Y
R

3.
0/

0.
2
程
度

 

・
沿
道

の
ビ

ル
の

外
壁

が
比

較
的

明
る
い

色
を

基
調

と
し

て
い

る
場

合
や

、
比

較
的

明
る

い
色

彩
を

基
調

と
す

る
海

岸
部

等

で
は
、
オ
フ
ホ
ワ
イ
ト
（
標
準
マ
ン
セ
ル
値

10
YR

 8
.5

/0
.5

程
度
）
を
候
補
色
に
加
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

 
・

10
YR

系
の
色
彩
以
外
で
、
自
然
と
な
じ
み
深
い
緑
色
が
一
定

の
エ

リ
ア

で
使

用
さ

れ
る

場
合

な
ど

は
、

比
較

的
明

度
、

彩

度
の
低
い
色
彩
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
○
ア
ル
ミ
・
ス
テ
ン
レ
ス
防
護
柵

 

・
素
材
の
色
を
活
か
す
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

 
・

周
辺

景
観

と
の

調
和

を
図

る
た

め
電
解

着
色

や
焼

付
塗

装
等

を
行
う
場
合
で
、
周
辺
の
基
調
色
が

YR
系
を
中
心
と
し
た

場
合
は
、
鋼
製
防
護
柵
で
示
し
た
色
彩
を
基
本
と
す
る
。

 
○
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
防
護
柵

 

・
素
材
の
色
を
活
か
す
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

 
  ※

 
詳
細

は
『

景
観

に
配

慮
し

た
防

護
柵

の
整

備
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
』
を

参
照

す
る

こ
と

。
 

   
●

 遮
音
壁

 
 
最

小
限

の
設

置
、

形
態

の
洗

練
と

統
一

を
検

討
し

、
他

の
道

路

構
造
物
や
工
作
物
と
の
調
和
の
と
れ
た
色
彩
を
選
定
す
る

 
 

 

留
意
点

 

・
生

活
環

境
に

近
い

高
架

道
路

な
ど

に
取

り
付

け
ら
れ

る
場

合

が
多

く
、

道
路
の

内
外

と
も

側
面

の
面

積
を

増
加
さ

せ
景

観

の
阻
害
要
素
と
な
り
や
す
い
こ
と
に
留
意
す
る
。

 
・

景
観

を
形

成
す
る

主
要

な
道

路
構

造
物

、
た

と
え
ば

高
架

道

路
の

壁
高

欄
等
と

の
色

彩
の

調
和

を
図

り
、

同
色
相

の
色

彩

を
基
本
と
す
る
。

 
・
透
明
の
タ
イ
プ
は
視
線
の
透
過
性
向
上
に
は
有
効
で
あ
る
が

、

ポ
リ

カ
ー

ボ
ネ
ー

ト
製

の
も

の
は

経
年

変
化

に
よ
り

黄
変

や

不
透

明
化

が
進
行

し
や

す
い

た
め

、
メ

ン
テ

ナ
ン
ス

の
コ

ス

ト
等
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
    

             
写

真
4-

11
 

透
明

や
ラ

イ
ト

グ
レ

ー
の

遮
音

壁
は
開

放
感

の
あ

る
景

観
を

創
出

す
る
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色
彩
・
デ
ザ
イ
ン
指
針

 

 34
 

 (6
) 

占
用

物
※

 

●
 バ

ス
停
、
地

下
鉄
出

入
口
等

 
 
目

印
と

し
て

の
視

認
性

を
確
保

し
な

が
ら

、
周

辺
の

自
然

や
ま

ち
な

み
と

の
融

和
、

建
築

物
と

の
融

合
を

図
り

、
構

造
物

を
シ

ン
プ
ル
に
感
じ
さ
せ
る
色
彩
を
選
定
す
る

 
 

留
意
点

 

・
公

共
交

通
機

関
に

関
わ

る
施

設
は

、
系

統
や

路
線

ご
と

の
統

一
感
や
識
別
性
が
優
先
さ
れ
る
。

 
・

無
駄

の
な

い
構

成
を

基
本
と

し
、

個
別

場
所

の
条

件
に

応
じ

て
必
要
な
機
能
を
絞
り
込
む
。

 
・

目
印

と
し

て
の

記
号

や
文
字

、
時

刻
表

な
ど

の
情

報
部

分
以

外
は

、
そ
れ

ら
を

引
き

立
て

な
が

ら
周

辺
と
融

和
す

る
、

低

彩
度
の
色
彩
を
基
本
と
す
る
。

 
・

多
く

の
素

材
の

複
合

体
で
あ

る
が

、
煩

雑
さ

を
回

避
す

る
た

め
色

数
は
単

色
を

基
本

と
し

、
素

材
で

仕
上
げ

る
部

分
以

外

は
で
き
る
だ
け
明
度
を
一
定
に
す
る
。

 
・

利
用

者
の

滞
留

空
間

と
し
て

舗
装

に
よ

る
視

覚
的

な
区

分
を

行
う
場
合
は
、
同
色
相
で
素
材
を
変
え
る
、
同
素
材
で

2
以

内
の

明
度
差

を
持

た
せ

る
程

度
と

す
る

な
ど
、

際
立

っ
た

変

化
を
避
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
         

 ※
 

占
用

物
の

色
彩

に
つ

い
て

は
、
占

用
者

と
の

協
議

等
に

よ
り
調

整
を

図
る

こ
と

が

基
本

と
な

る
 

   
●

 変
圧
器
等

 
 
最

小
限
の

設
置

、
容

積
の

縮
小

、
形

態
の
統

一
を

検
討

し
、
周

辺
の

自
然

や
ま

ち
な

み
と
の

融
和

を
図

り
、

他
の

工
作

物
等
と

の
統
一
感
の
あ
る
色
彩
を
選
定
す
る

 
 

留
意
点

 

・
機

能
性

を
確

保
し

な
が
ら

、
数

量
の

抑
制

と
容

積
の

縮
小
を

図
る
こ
と
で
、
視
線
の
透
過
性
を
高
め
る
工
夫
を
す
る
。

 
・

歩
行
者

向
け

の
地

番
表
示

や
案

内
板

な
ど

の
機

能
を

付
加
し

た
り
、

バ
ス

停
や

車
止
め

と
組

み
合

わ
せ

る
な

ど
空

間
構
成

要
素
と

し
て

活
用

し
た
り

す
る

こ
と

に
よ

り
、

存
在

の
唐
突

さ
を
軽
減
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

 
   

●
 信

号
機
、
規

制
標
識

等
 

 
情

報
表
示

部
分

以
外

の
色

彩
は

周
辺

の
自
然

や
ま

ち
な

み
と
の

融
和

を
図

り
、

他
の

工
作
物

と
の

統
一

感
の

あ
る

色
彩

を
選
定

す
る

 
 

留
意
点

 

・
構
造
体
の
色
彩
は
、「

照
明
灯
、
車
止
め
、
人
止
め
柵
、
案
内

標
識
な
ど
」
に
準
ず
る
。

 
 

 
 

          
写

真
4-

12
 

都
市

的
な

周
辺

景
観

と
融

和
す

る
、

低
明

度
の

色
彩

を
採

用
し

た
地

下

道
出

入
口

 

          
写

真
4-

13
 

構
造

物
を

擁
壁

に
近

い
色

彩
と

す
る

こ
と

で
違

和
感

を
軽

減
し
て

い
る

 

          
写

真
4-

14
 

信
号

機
と

規
制

標
識

を
一

体
化

し
、

統
一

感
あ

る
色

彩
が

採
用

さ
れ

て

い
る
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35

4-
2.
 

河
川

等
構

造
物

 
  

■
景
観
形
成
の
留
意
点

 

・
河

川
を
中

心
と

す
る

景
観
の

主
役

は
河

川
お

よ
び

水
の

表
情
で

あ
り
、
構
造
物
は
こ
れ
を
引
き
立
て
る
要
素
と
し
て
扱
う
。

 

・
水
の
流
れ
に
沿
っ
て
植
物
や
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が
集
ま
る
た
め

、

使
用

す
る

素
材

は
自

然
の

風
合

い
を

感
じ
さ

せ
る

も
の

が
望
ま

し
い
。

 

・
色

彩
は
、

河
川

や
湖

な
ど
を

と
り

ま
く

空
間

を
一

体
的

に
と
ら

え
、

点
在

す
る

構
造

物
が

周
辺

環
境

と
融
和

す
る

こ
と

が
基
本

と
な
る
。

 

・
オ

ー
プ
ン

ス
ペ

ー
ス

に
出
現

す
る

橋
梁

な
ど

の
大

規
模

な
構
造

物
は

、
周

辺
景

観
を

決
定

づ
け

る
要

素
と
な

る
た

め
、

既
存
景

観
に
対
す
る
形
態
・
素
材
・
色
彩
の
調
和
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

十
分
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

 
  

■
参
考
：
関
連
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
示
さ
れ
た
方
針
等

 

河
川
景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
『
河
川
景
観
の
形
成
と
保
全
の
考
え
方
』 

・
風
土
に
あ
っ
た
色
彩
や
素
材
を
用
い
た
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
。

 

『
砂
防
関
係
事
業
に
お
け
る
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

 

・
表

面
の
着

色
で

は
な

く
、
材

料
の

持
っ

て
い

る
特

色
を

活
か
す

工
夫
を
す
る
。

 
 

 
 (

1)
 

河
川

 

●
 護

岸
（
堤
防

）
 

 
で

き
る

だ
け

自
然

の
風

合
い

を
持

っ
た
素

材
の

使
用

、
素

材
色

に
よ
る
仕
上
げ
を
基
本
に
、
エ
イ
ジ
ン
グ
を
促
進
す
る

 
 

 

留
意
点

 

・
水
の

存
在

や
表

情
を

引
き

立
た

せ
る
こ

と
を

念
頭

に
、

他
の

構
造
物
と
の
一
体
的
な
河
川
空
間
づ
く
り
を
目
指
す
。

 
・

必
要

以
上

に
存

在
感

を
主

張
す

る
形
状

、
素

材
、

色
彩

を
避

け
、

自
然

の
風

合
い

や
テ

ク
ス

チ
ャ

ー
を

持
っ

た
素

材
、

素

材
色
に
よ
る
仕
上
げ
と
す
る
。

 
・

石
製

の
場

合
は

、
地

場
産

材
を

使
う
こ

と
で

地
域

環
境

と
の

融
和

を
図

る
と

と
も

に
、

植
物

の
侵

入
な

ど
エ

イ
ジ

ン
グ

を

促
進
す
る
表
面
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

等
を

用
い

る
場

合
は
、

表
面

の
凹

凸
に

よ
り

質
感

に
変

化
を

つ
け

る
な

ど
し

、
人

工
的

な
着

色
は

避
け

る

べ
き
で
あ
る
。
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石
積

み
に

よ
る

格
調

高
い

水
利

施
設

。
背

後
の

水
門

も
、

石
材

や
土

の

色
彩

と
よ

く
調

和
し

て
い

る
 

   
●

 樋
門
・
樋
管

 
 
堤

体
か

ら
の

突
出

感
を

軽
減

す
る

構
造

を
検

討
し

、
で

き
る

だ

け
護

岸
や

堤
防

と
共

通
し

た
素

材
の

使
用

、
素

材
色
に

よ
る

仕

上
げ
を
基
本
に
、
エ
イ
ジ
ン
グ
を
促
進
す
る

 
 

留
意
点

 

・
函

体
、

面
壁

、
袖

壁
等

の
構

造
体

は
、

堤
体

や
護
岸

の
連

続

性
を

妨
げ

る
た
め

、
基

本
的

に
両

者
の

表
面

仕
上
げ

に
共

通

性
を

持
た

せ
、
エ

イ
ジ

ン
グ

の
効

果
を

期
待

す
る
な

ど
色

彩

の
変
化
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
。

 
・

鉄
製

の
門

扉
は
、

周
囲

の
構

造
物

の
色

彩
と

の
融
和

を
図

り

高
彩

度
の

色
彩
を

用
い

な
い

こ
と

と
し

、
と

く
に
水

関
連

施

設
と
い
う
理
由
で
安
易
に
「
水
色
」
な
ど
を
選
定
し
な
い
。

 
   

●
 水

門
、
堰

 
 
安

定
感

の
あ

る
形

状
、

既
存

景
観

に
対

す
る

調
和

の
あ

り
方

に

つ
い

て
十

分
な

検
討

を
行

い
、

河
川

空
間

を
一

体
的
に

と
ら

え

た
色
彩
を
選
定
す
る

 

留
意
点

 

・
門

柱
に

比
べ

操
作

室
な

ど
上

部
の

構
造

が
大

き
い
と

い
う

形

状
の
不
安
定
さ
を
軽
減
す
る
方
策
を
検
討
す
る
。

 
・

横
断

方
向

に
出
現

す
る

こ
と

が
多

く
、

景
観

に
与
え

る
影

響

が
大

き
い

た
め
、

既
存

景
観

の
色

彩
を

し
っ

か
り
と

把
握

し

た
う
え
で
、
色
彩
の
あ
り
方
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
を
行
う
。 

・
橋

梁
等

も
含

め
、

他
の

河
川

工
作

物
と

の
統

一
を
図

る
な

ど

河
川
空
間
全
体
の
調
和
に
配
慮
し
た
色
彩
を
選
定
す
る
。

 
・

鉄
製

の
門

扉
は
高

彩
度

の
色

彩
を

用
い

な
い

こ
と
と

し
、

水

関
連

施
設

と
い
う

理
由

で
安

易
に

「
水

色
」

な
ど
を

選
定

し

な
い
。
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色
彩
・
デ
ザ
イ
ン
指
針
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 (2
) 

砂
防

 

●
 砂

防
堰
堤

 
 
地

域
の

石
・

土
の

色
を

基
本
に

、
周

辺
環

境
に

融
和

す
る

柔
ら

か
な
色
彩
を
選
定
す
る

 
 

 

留
意
点

 

・
一

般
に

山
間

部
の

豊
か

な
自

然
景

観
を

背
景

と
し

、
ま

た
群

と
し

て
連
続

し
て

設
置

さ
れ

る
場

合
が

多
い
た

め
、

既
存

景

観
と
の
融
和
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

 
・
素
材
色
に
よ
る
仕
上
げ
を
基
本
と
す
る
。

 
・

石
材

を
用

い
る

場
合

は
、
で

き
る

だ
け

地
場

産
の

材
料

を
用

い
る
な
ど
地
域
性
に
配
慮
す
る
。

 
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
の

場
合
は

、
早

期
の

明
度

低
下

を
図

る
た

め
、

表
面
に

テ
ク

ス
チ

ャ
ー

を
付

け
、

エ
イ
ジ

ン
グ

を
促

す

工
夫
を
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。
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コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

エ
イ

ジ
ン

グ
に

よ
り

周
辺

の
自

然
景

観
に

馴
染

み
、

落
ち

着
き

の
あ

る
表

情
を

醸
し

出
し

て
い

る
 

 (3
) 

ダ
ム

 

  
堤

体
は
素

材
色

を
基

本
と

し
、

ダ
ム

サ
イ
ト

を
一

体
的

に
と
ら

え
な
が
ら
色
彩
を
選
定
す
る

 
 

 

留
意
点

 

・
一

般
に

山
間

部
の

豊
か
な

自
然

景
観

を
背

景
と

し
、

ダ
ム
本

体
に
加

え
、

ダ
ム

湖
、
取

付
道

路
、

管
理

施
設

な
ど

、
広
範

囲
に
多

様
な

要
素

を
持
つ

こ
と

か
ら

、
既

存
景

観
へ

の
配
慮

が
必
要
で
あ
る
。

 
・

見
学
地

・
観

光
地

と
し
て

地
域

の
シ

ン
ボ

ル
性

を
担

う
場
合

は
、
住
民
参
加
等
に
よ
る
検
討
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
・

ダ
ム
本

体
の

素
材

は
コ
ン

ク
リ

ー
ト

ま
た

は
石

材
が

ほ
と
ん

ど
で
あ

り
、

操
作

の
自
由

度
が

限
ら

れ
る

こ
と

と
構

造
体
の

力
強
さ

を
表

現
す

る
た
め

、
素

材
色

に
よ

る
仕

上
げ

を
基
本

と
す
る
。

 
・

各
種
の

周
辺

施
設

の
色
彩

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
機

能
や

条
件
に

応
じ
て

検
討

し
、

必
ず
し

も
ダ

ム
本

体
と

の
統

一
を

図
る
必

要
は
な

い
も

の
の

、
た
と

え
ば

ダ
ム

本
体

を
中

心
と

し
た
施

設
群
と

し
て

の
一

体
感
を

色
彩

に
よ

っ
て

表
現

す
る

な
ど
の

配
慮
も
考
え
ら
れ
る
。
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ダ

ム
提

体
が

景
観

に
与

え
る

影
響

は
大

き
い

 

 
(4

) 
占

用
物

（
河
川

利
用

施
設

等
）

 

  
で

き
る

だ
け

自
然

の
風

合
い

を
持

っ
た
素

材
を

使
用

し
、

他
の

構
造
物
と
調
和
の
と
れ
た
、
統
一
感
の
あ
る
色
彩
を
選
定
す
る

 
 

 

留
意
点

 

・
景
観

の
主

役
で

あ
る

河
川

を
利

用
し
た

整
備

に
ふ

さ
わ

し
い

施
設
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 
・

施
設

は
脈

絡
な

く
配

置
す

る
の

で
な
く

、
橋

梁
や

堰
な

ど
の

構
造

物
や

植
栽

の
集

積
な

ど
を

よ
り

ど
こ

ろ
と

し
な
が

ら
、

あ
る

程
度

集
中

的
に

設
置

す
る

こ
と

で
、

拠
点

的
な
空

間
を

形
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
・

拠
点

の
中

心
と

な
る

構
造

物
と

の
調
和

に
配

慮
し

た
、

統
一

感
の
あ
る
色
彩
と
す
る
。

 
・

な
お

占
用

物
の

色
彩

に
つ

い
て

は
、
占

用
者

と
の

協
議

に
よ

り
調
整
を
図
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
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高
水

敷
の

環
具

 
ベ

ン
チ

・
縁

台
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4.
 
構
造
物
別
色
彩
検
討
の
留
意
点

 

 
37

4-
3.
 

港
湾

構
造

物
 

  
■
景
観
形
成
の
留
意
点

 

・
広

大
な
空

間
で

あ
る

た
め
に

茫
漠

、
雑

然
と

し
が

ち
な

港
湾
景

観
に

お
い

て
は

、
ポ

イ
ン

ト
と

な
る

構
造
物

の
適

切
な

メ
ン
テ

ナ
ン

ス
や

不
要

な
要

素
の

整
理

な
ど

、
清
掃

、
美

化
と

い
っ
た

基
本
的
な
対
応
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

 

・
港

湾
を
特

徴
づ

け
る

施
設
や

構
造

物
を

選
定

し
、

全
体

景
観
や

色
彩

を
先

導
す

る
役

割
を

持
た

せ
る

な
ど
、

景
観

の
秩

序
づ
く

り
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

 

・
人

と
の
距

離
が

近
い

も
の
は

、
素

材
、

色
彩

と
も

に
あ

た
た
か

み
の
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

  ■
参
考
：
関
連
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
示
さ
れ
た
方
針
等

 

『
海
岸
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

 

・
施

設
は

、
海

岸
景

観
に
目

立
た

ず
収

ま
る

よ
う

、
形

態
、
材

料
、
色
彩
等
に
配
慮
す
る

 

『
港
湾
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

 

・
施

設
、

構
造

物
の

位
置
、

高
さ

、
形

態
、

色
彩

等
の

改
善
を

図
る
。

 
・

塗
装
を

要
す

る
も

の
は
、

塗
り

替
え

等
の

定
期

的
メ

ン
テ
ナ

ン
ス
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 
・

港
湾
全

体
に

わ
た

る
色
彩

計
画

を
立

案
し

た
う

え
で

個
々
の

施
設
・
構
造
物
等
の
色
彩
を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

『
航
路
標
識
整
備
事
業
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

 

・
航

路
標

識
等

の
設

置
、
運

用
に

係
る

形
態

、
色

彩
，

高
さ
等

に
つ
い

て
の

基
準

お
よ
び

慣
行

を
遵

守
し

、
航

路
標

識
等
の

機
能
を
確
保
す
る
。

 

 
(1

) 
桟

橋
等

 

 
耐

久
性

の
あ

る
素

材
を

使
用

し
、

素
材
色

を
基

本
と

し
な

が
ら

他
の
工

作
物

と
調

和
の

と
れ

た
、

統
一
感

の
あ

る
色

彩
を

選
定

す
る

 
 

留
意
点

 

・
人
と

の
距

離
が

近
く

直
接

触
れ

る
も
の

で
あ

る
た

め
、

細
や

か
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。

 
・

素
材

を
活

か
し

た
仕

上
げ

を
基

本
と
し

、
塗

装
部

分
は

素
材

色
を

引
き

立
て

る
色

彩
を

選
ぶ

こ
と

が
望

ま
し

く
、

ま
た

メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
も
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 
・
塗
装
部
分
は
退
色
を
考
慮
し
、
無
彩
色
ま
た
は
低
彩
度
色
で
、

主
と
な
る
素
材
色
か
ら

2
前
後
の
明
度
差
を
持
た
せ
た
色
を

選
定
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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彩

度
の

低
い

色
彩
の

採
用

に
よ

り
統

一
感

の
あ

る
港

湾
構

造
物

 

 
(2

) 
岸

壁
等

 

 
耐

久
性

の
あ

る
素

材
を

使
用

し
、

素
材

色
を

基
本

と
し

な
が

ら

エ
イ
ジ
ン
グ
に
よ
り
風
格
が
増
す
こ
と
を
期
待
す
る

 
 

 

留
意
点

 

・
求

め
ら

れ
る

機
能

性
と

耐
久

性
を

考
慮

す
る

と
素
材

は
限

定

的
と

な
る

が
、
人

と
の

距
離

が
近

い
部

分
で

は
石
材

な
ど

自

然
素
材
を
選
択
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
・

鋼
矢

板
な

ど
仮
設

的
な

印
象

の
素

材
は

で
き

る
だ
け

見
え

な

い
場

所
に

使
用
し

、
み

す
ぼ

ら
し

い
景

観
と

な
ら
な

い
よ

う

配
慮
す
る
。

 
 

(3
) 

防
波

堤
等

 

 
機

能
性

と
耐

久
性

を
追

及
し

た
無

駄
の

な
い

構
造

と
し

、
素

材

色
の
仕
上
げ
と
す
る

 
 

 

留
意
点

 

・
船

溜
り

防
波

堤
な

ど
は

、
海

釣
り

や
散

策
な

ど
本
来

の
目

的

以
外

で
の

利
用
が

あ
り

、
そ

の
場

合
は

人
と

の
距
離

も
近

い

た
め

、
快

適
性
や

利
便

性
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
が
あ

る
。

し

か
し

防
波

堤
と
い

う
場

所
は

海
に

突
出

し
て

い
る
た

め
日

差

し
や

風
が

強
い
の

は
当

然
で

あ
り

、
そ

れ
こ

そ
が
港

湾
空

間

特
有

の
体

験
要
素

と
な

る
。

し
た

が
っ

て
積

極
的
に

人
の

利

用
を

図
る

場
合
以

外
は

、
基

本
的

に
素

材
の

ま
ま
の

仕
上

げ

と
す
る
。

 
・

灯
台

な
ど

船
舶
の

航
行

に
必

要
な

装
置

が
あ

る
場
合

は
、

航

路
標
識
の
機
能
を
果
た
す
色
彩
を
原
則
と
す
る
。
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4-
4.
 

公
共
建
築
物

 
  

■
景
観
形
成
の
留
意
点

 

・
視

認
さ

れ
や
す

い
位

置
に

立
地

す
る

場
合

や
地
域

の
シ

ン
ボ

ル

的
な

存
在

と
な

る
場

合
は

、
地

域
景

観
を

先
導

す
る

役
割

が
求

め
ら
れ
る
。

 

・
地

域
の

歴
史
、

文
化

及
び

風
土

の
特

性
を

考
慮
し

つ
つ

、
周

辺

環
境
と
の
調
和
を
図
り
、
良
好
な
景
観
の
形
成
に
配
慮
す
る
。

 
  

■
参
考
：
関
連
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
示
さ
れ
た
方
針
等

 

『
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 
都
市
整
備
に
関
す
る
事
業

(案
)』

 

・
色

彩
や

材
料

は
、

街
並

み
の

中
で

違
和

感
の

な
い

よ
う

に
留

意
す
る
。

 
 

『
住
宅
・
建
築
物
等
整
備
事
業
に
係
る
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』 

・
地
域
の
自
然
や
街
並
み
の
色
彩
を
考
慮
す
る
。

 
 

『
官
庁
営
繕
事
業
に
お
け
る
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

 

・
歴
史
・
文
化
・
風
土
へ
の
配
慮

 
・
歴
史
的
建
築
物
、
ま
ち
な
み
の
保
存
、
再
生

 
・
関
連
計
画
と
の
整
合
、
調
整

 
・
周
辺
施
設
と
の
連
携

 
・
敷
地
改
変
の
最
小
化
、
周
辺
の
自
然
環
境
へ
の
配
慮

 
・
周
辺
の
都
市
環
境
へ
の
配
慮

 
 

 
(1

) 
建
築

物
 

 
周

辺
環
境

と
の

調
和

や
、

地
域

の
歴

史
、
文

化
及

び
風

土
の
特

性
を

考
慮

し
つ

つ
、

良
好
な

景
観

の
創

出
に

配
慮

し
た

色
彩
計

画
と
す
る
。

 
 

留
意
点

 

・
圧

迫
感

や
威

圧
感

を
与
え

る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
周

辺
景
観

と
調
和
の
と
れ
た
落
ち
着
き
の
あ
る
色
彩
を
選
定
す
る
。

 
・

外
壁
の

面
積

が
比

較
的
大

き
い

場
合

は
、

色
み

を
主

張
し
す

ぎ
な
い

よ
う

、
彩

度
を
抑

え
た

色
彩

を
用

い
る

と
周

辺
と
な

じ
み
や
す
い
。

 
・

施
設
の

境
界

領
域

を
歩
行

者
空

間
と

し
て

利
用

す
る

場
合
、

隣
接
す

る
歩

道
舗

装
と
の

材
料

や
色

彩
、

舗
装

パ
タ

ー
ン
を

統
一
あ

る
い

は
近

似
さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
調

和
を

図
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

 
・

附
帯
施

設
等

に
つ

い
て
は

、
建

築
物

と
一

体
的

に
計

画
し
、

調
和
の
と
れ
た
色
彩
を
選
定
す
る

 
               

写
真

4-
20

 
地

域
の

景
観

に
調

和
し

た
庁

舎
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5.
 

デ
ザ
イ
ン

の
検
討

 
  

  

5-
1.
 
デ

ザ
イ

ン
の

理
念

 
中

部
地

方
整

備
局

で
は

全
国

に
先

駆
け
て

平
成

元
年

に
シ

ビ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
検

討
委

員
会

を
設

置
し

、
公
共

土
木

施
設

の
計

画
と

設
計

に
お

け
る

シ
ビ

ッ
ク

デ
ザ

イ
ン

に
つ
い

て
具

体
的

な
指

針
を

取
り
ま
と
め
て
い
る

※
1 。

 
デ

ザ
イ

ン
の

検
討

に
お

け
る

理
念

と
要
件

は
、

中
部

地
方

整
備

局
の

シ
ビ

ッ
ク

デ
ザ

イ
ン

検
討

委
員

会
の
取

組
に

準
拠

す
る

こ
と

と
す
る
。

 
 

(1
) 

地
域

の
歴

史
や

文
化

に
配

慮
す

る
 

こ
の
考

え
方

は
地

域
や

街
の

個
性

を
つ
く

る
こ

と
、

住
ん

で
い

る
人

々
の

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

を
確

立
す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
そ

れ
は

人
々

の
生

活
の

目
標

や
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
な

く
、

そ
の

地
域

を
訪

問
す

る
人

々
の

オ
リ

エ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン

や
観

光
的

な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
る
こ
と
に
も
影
響
す
る
。

 
 

(2
) 

生
態

系
に

配
慮

す
る

 

土
木
建

設
や

都
市

開
発

に
と

も
な

う
人
工

的
環

境
が

、
地

球
環

境
や

生
態

系
の

豊
か

さ
を

破
壊

す
る

危
険
性

を
も

つ
現

代
に

あ
っ

て
、

自
然

環
境

を
保

全
し

、
生

態
系

に
共
生

さ
せ

る
に

充
分

な
機

能
を

も
つ

施
設

、
空

間
の

開
発

が
望

ま
れ
る

。
近

年
で

は
、

河
川

工
法

や
住

居
系

施
設

に
お

い
て

、
多

自
然
型

施
設

、
エ

コ
ロ

ジ
ー

型
施

設
、

リ
サ

イ
ク

ル
型

施
設

な
ど

が
開
発

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
は

、
多

様
な

生
物

の
棲

息
す

る
場

所
を
確

保
し

、
人

々
に

や
す

ら
ぎ

や
落

ち
つ

き
を

与
え

、
多

様
な

要
望
に

応
え

る
ア

メ
ニ

テ
ィ

形
成

の
場

を
つ

く
る

ほ
か

、
自

然
の

災
害
や

開
発

な
ど

の
人

為
的

影
響
に
対
し
て
も
安
定
性
の
高
い
場
所
を
確
保
す
る
。

 
 

(3
) 

使
い

や
す

い
施

設
 

土
木
施

設
の

も
つ

機
能

性
を

充
足

さ
せ
る

こ
と

は
第

一
義

的
な

課
題
で
あ
る
。

 
今

後
の

新
た

な
課

題
を

遂
行

す
る

上
で
、

ど
の

施
設

に
も

共
通

す
る
重

要
な

視
点

と
し

て
、

日
常

的
な
市

民
生

活
の

た
め

の
開

か

れ
た
施

設
を

つ
く

る
こ

と
が

あ
げ

ら
れ
る

。
安

全
性

を
充

分
配

慮

し
た
上

で
、

可
能

な
限

り
人

を
排

除
し
な

い
開

放
的

な
施

設
に

す

る
こ
と

は
、

市
民

文
化

を
つ

く
る

可
能
性

も
あ

り
重

要
な

視
点

で

あ
る
と

思
わ

れ
る

。
使

用
に

関
す

る
案
内

情
報

や
窓

口
サ

ー
ビ

ス

な
ど
の
運
営
面
で
の
改
善
も
必
要
で
あ
る
。

 
 

(4
) 

美
し

い
施

設
 

形
の

整
合

性
、

秩
序

や
文

脈
の

整
っ

た
美

し
い

風
景

は
、

す
べ

て
の
意

味
で

豊
か

な
空

間
づ

く
り

の
基
本

的
な

構
成

の
基

礎
と

な

る
。
ま

た
、

そ
の

場
所

の
経

済
的

な
ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
高

く
す

る

た
め
、

機
能

を
よ

り
多

様
化

さ
せ

る
な
ど

環
境

に
お

け
る

付
加

的

な
価
値
を
総
合
的
に
向
上
さ
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
  

※
1：

 
「

公
共

空
間

の
デ

ザ
イ

ン
（

シ
ビ

ッ
ク

デ
ザ

イ
ン

の
試

み
）
」

CD
出

版

H
6.

10
 
中
部
地
方
建
設
局
シ
ビ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
検
討
委
員
会

 
「
シ
ビ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
実
践
の
た
め
の
ガ
イ
ド
（
案
）
道
路
編
、
河
川
編
」

H
6 

 
中
部
地
方
建
設
局

 
「

シ
ビ

ッ
ク

デ
ザ

イ
ン
（

自
然

・
都

市
・
人
々

の
暮

ら
し

）
」

H
8.

12
 

中

部
地
方
建
設
局
シ
ビ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
検
討
委
員
会
編
集
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5-
2.
 

考
慮
す
べ
き
設
計
要

件
 

 ど
の

よ
う

な
公

共
土

木
施

設
を

デ
ザ

イ
ン

し
て

ゆ
く

場
合

に
お

い
て

も
、

基
本
的

に
考

慮
す

べ
き

設
計

の
要

件
は
長

年
の

使
用

に

飽
き
ら
れ
な
い
「
永
続
性
」、

市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
の
「
公
共

性
」、

歴
史
・
文
化
・
自
然
の
生
態
系
調
和
す
る
「
環
境
性
」
の

3
つ
で
あ
る

※
2 （

平
成

3
年
シ
ビ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
導
入
推
進
の
た
め

の
提
言
よ
り

）。
 

  
※

2：
シ
ビ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
要
件
（
シ
ビ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
導
入
手
法
研
究

委
員
会
：
平
成

3
年
シ
ビ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
導
入
推
薦
の
た
め
の
提
言
）

 
                

図
5-

1 
考
慮
す
べ
き
設
計
要
件

 
 

■
考
慮
す
べ
き
設
計
要
件

 
指
 
標

 
内
 
容

 
求
め
ら
れ
る
要
件

 

永
続
性

 

公
共

土
木

施
設

は
他

の
構

造
物
、
施
設
に
比
べ
て
長
い

耐
用

年
数

が
要

求
さ

れ
る

た
め
、
シ
ビ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

に
は

短
期

の
流

行
に

左
右

さ
れ

な
い

オ
ー

ソ
ド

ク
シ

ー
（
正
調
）
と
骨
太
の
強
さ

が
必
要
で
あ
る
。

 

○
飽
き
ら
れ
な
い
こ
と

 
○
使
い
込
ま
れ
る
こ
と

 
に
よ
り
愛
着
が
生
ま

 
れ
る
こ
と

 
○
長
年
の
風
雪
に
よ
り

 
味
わ
い
が
深
ま
る
こ

 
と

 

公
共
性

 

公
共

土
木

施
設

は
不

特
定

多
数
の
市
民
に
眺
め
ら
れ
、

利
用
さ
れ
る
た
め
、
シ
ビ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
に

は
特

定
の

傾
向
に
偏
し
な
い
、
健
全
な

公
共
感
覚
が
求
め
ら
れ
る
。

 

○
大
多
数
の
人
々
に
好

 
ま
れ
る
こ
と
（
好
嫌

 
の
評
価
が
分
か
れ
る

 
強
い
個
性
は
む
し
ろ

 
避
け
る
べ
き
で
あ
る
）
 

○
地
域
の
共
有
の
財
産

 
と
し
て
万
人
が
誇
り

 
得
る
洗
練
さ
れ
た
形

 
と
風
格
を
有
す
る
こ
 
 

と
 

環
境
性

 

社
会

基
盤

を
支

え
る

公
共

土
木
施
設
は
、
一
般
に
大
規

模
で
あ
る
た
め
、
シ
ビ
ッ
ク

デ
ザ

イ
ン

に
は

地
域

の
生

態
系
、
歴
史
・
文
化
さ
ら
に

は
周

辺
施

設
へ

の
慎

重
な

配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。
シ
ビ

ッ
ク

デ
ザ

イ
ン

は
環

境
に

組
み

込
ま

れ
る

べ
き

デ
ザ

イ
ン
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
環

境
そ

の
も

の
を

創
造

す
る

デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

 

○
地
域
の
歴
史
・
文
化
、

 
自
然
の
生
態
系
に
調

 
和
す
る
こ
と

 
○
環
境
の
一
部
と
な
り

 
、
さ
ら
に
は
一
つ
の

 
新
た
な
環
境
と
な
り

 
得
る
総
合
性
を
備
え

 
て
い
る
こ
と

 
○
大
規
模
な
施
設
で
あ

 
っ
て
も
人
々
が
利
用

 
し
、
親
し
め
る
ヒ
ュ

 
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
を

 
備
え
て
い
る
こ
と

 

 

 
■
参
考
：
関
連
す
る
出
版
物
等

 
『

公
共

空
間

の
デ

ザ
イ
ン

（
シ

ビ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
の

試
み
）
』

C
D

出
版

H
6.

10
 
中
部
地
方
建
設
局
シ
ビ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
検
討
委

員
会

 
『

シ
ビ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
実

践
の

た
め

の
ガ
イ

ド
（

案
）

道
路

編
、

河
川
編
』

H
6 

 
中
部
地
方
建
設
局

 
『
シ
ビ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
（
自
然
・
都
市
・
人
々
の
暮
ら
し
）』

H
8.

12
 

中
部
地
方
建
設
局
シ
ビ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
検
討
委
員
会
編
集

永
続

性
 

公
共

性
 

環
境

性
 

長
年

の
使

用
に

飽
き

ら
れ

な
い

 

歴
史

・
文

化
・
自

然
 

に
調

和
す

る
 

地
域

住
民

共
有

の
財

産
と

し
て

の
 

第3章　新設・改築における色彩・デザイン指針

3-40



6.
 
参
考
事
例

 

 
41

6.
 

参
考
事
例

 
  

 

6-
1.
 
高

度
な

検
討

 
(1

) 
検

討
方

針
 

本
指
針

で
は

、
公

共
事

業
の

色
彩

検
討
に

お
け

る
基

本
的

な
色

彩
選
定
方
針
と
し
て

3
つ
の
方
向
性
を
示
し
た
が
、
公
共
事
業
を

通
じ

、
色

彩
を

手
掛

か
り

と
し

な
が

ら
、
よ

り
積

極
的

な
景

観
へ

の
は

た
ら

き
か

け
が

求
め

ら
れ

る
場

合
な
ど

に
は

、
よ

り
広

範
囲

で
多
角
的
な
色
彩
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

 
こ

の
よ

う
な

ケ
ー

ス
は

、
場

合
に

応
じ
て

必
要

な
検

討
内

容
や

プ
ロ

セ
ス

を
“

最
適

解
”

と
し

て
そ

の
つ
ど

模
索

す
る

必
要

が
あ

り
、

標
準

化
や

一
般

化
す

べ
き

性
質

の
も
の

で
は

な
い

。
こ

の
た

め
本

指
針

で
は

、
こ

の
よ

う
な

「
高

度
な
検

討
」

の
検

討
手

順
を

示
さ
な
い
が

、「
標
準
的
な
検
討
」
の
手
順
を
基
本
と
し
な
が
ら
各

ST
E

P
の

内
容

を
拡

充
さ

せ
、
事
業

に
応
じ

た
応
用

展
開

を
図

る

こ
と
を
期
待
す
る
。

 
 以
下
で
は
、
色
彩
の
選
定
方
針
と
し
て
考
え
ら
れ
る

2
つ
の
方

向
性
を
示
し

、「
高
度
な
検
討
」
の
例
と
し
て
提
示
す
る
。

 
 

   
●

 景
観
創
造
型

の
色
彩

検
討

 

・
規
模

が
大

き
い

こ
と

、
広

範
囲

に
出
現

す
る

こ
と

、
視

点
場

が

多
い

こ
と

な
ど

、
公

共
事

業
に

お
け

る
構

造
物

の
特

質
を

利
用

し
、

地
域

景
観

に
対

し
て

イ
ン

パ
ク

ト
の

あ
る

色
彩

を
採

用
し

て
地

域
景

観
を

先
導

す
る

こ
と

で
、

新
た

な
地

域
イ

メ
ー

ジ
を

創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

・
色
彩

の
操

作
は

構
造

物
に

対
し

直
接
的

に
行

う
が

、
実

際
に

操

作
で

き
る

対
象

は
か

な
り

限
定

さ
れ

る
こ

と
が

多
い

た
め

、
視

点
場

や
背

景
な

ど
非

操
作

対
象

と
操

作
対

象
と

の
適

切
な

関
係

を
見
出
す
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

 

・
両
者

の
関

係
を

探
り

、
そ

の
効

果
を
視

覚
的

に
予

測
・

確
認

す

る
た

め
、

色
彩

選
定

方
針

の
立

案
と

候
補

色
選

定
の

段
階

（
ST

E
P 

3・
4）

に
お

い
て

、
色
彩

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
（
模

擬
実
験
）
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

 

・
色
彩

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
は

、
透
視

図
、

フ
ォ

ト
モ

ン
タ

ー

ジ
ュ
、
模
型

、
VR

（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
な
ど
各
種
の

手
法

が
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

に
長

所
短

所
が

あ
る

が
、

事
業

段
階

や
求

め
ら

れ
る

精
度

に
応

じ
て

、
景

観
の

特
性

を
正

確
に

提
示

で
き
る
手
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

・
な
お

検
討

段
階

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

は
、

比
較

的
簡

便
な

表

現
に

よ
り

色
彩

の
試

行
錯

誤
を

目
的

と
す

る
も

の
で

あ
り

、
い

わ
ゆ

る
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

向
け

の
完

成
予

想
図

な
ど

と
は

目
的
が
異
な
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
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●
 景

観
改
善
型

の
色
彩

検
討

 

・
色

彩
の

氾
濫
や

無
秩

序
化

な
ど

、
良

好
と

は
言
い

難
い

地
域

景

観
に

対
し

、
一

定
の

原
則

や
テ

ー
マ

を
付

与
す

る
こ

と
で

、
色

彩
環

境
の

秩
序

を
回

復
し

、
地

域
全

体
の

景
観

を
改

善
す

る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

 

・
整

備
主

体
が
多

様
で

あ
る

こ
と

、
一

定
の

範
囲
の

多
様

な
構

造

物
を

対
象

と
す

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

色
彩

使
用

の
ル

ー
ル

設
定

と
そ
の
運
用
が
主
眼
と
な
り
、
色
彩
選
定
方
針
の
立
案
・
選

定
・

決
定
の
段
階
（
標
準
検
討
の

ST
EP

 3
・

4・
5）

を
繰
り
返
す
か

た
ち

と
な

る
。

ま
た

実
際

の
色

彩
操

作
は

、
構

造
物

に
対

し
て

間
接
的
に
行
う
こ
と
と
な
る
。

 

・
色

彩
ル

ー
ル
の

設
定

に
あ

た
っ

て
は

、
住

民
や
民

間
企

業
を

含

め
た

関
係

機
関

、
景

観
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
、

第
三

者
機

関
な

ど
の

参
画

に
よ

る
多

角
的

な
検

討
が

望
ま

れ
る

。
効

果
を

得
る

ま
で

に
は

一
定

の
時

間
が

必
要

と
な

る
た

め
、

整
備

の
方

向
性

、
維

持
管

理
の

体
制

、
評

価
や

チ
ェ

ッ
ク

の
方

法
、

定
期

的
な

見
直

し
な

ど
、

景
観

の
変

化
を

継
続

的
に

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

仕
組

み
づ
く
り
が
課
題
と
な
る
。

 

・
な

お
多

様
な
主

体
が

参
画

す
る

際
に

は
、

行
政
は

整
備

主
体

で

あ
る

と
と

も
に

、
専

門
家

と
し

て
の

明
確

な
ビ

ジ
ョ

ン
を

持
っ

て
臨
む
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
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(2
) 

事
例

 

1.
 

近
畿

自
動

車
道

伊
勢

線
 

 名
古
屋
西

J
CT
～
飛
島

IC
は
、
名
古
屋
市
外
縁
を
一
周
す
る
環

状
道

路
の
一

部
で

あ
り

、
田
園

と
郊

外
型

市
街

地
（

集
落

）
が
混

在
す

る
景
観

を
基

調
と

し
て
い

る
。

田
園

・
郊

外
市

街
地

の
開
放

的
な

空
間
特

性
を

考
慮

し
た
、

シ
ン

プ
ル

で
洗

練
さ

れ
た

高
架
橋

整
を

行
う
た

め
に

、
景

観
ア
ド

バ
イ

ザ
ー

会
議

や
現

地
確

認
を
実

施
し
、
そ
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
名
古
屋
環
状
２
号
線
西

南
部
・

南
部
区
間
の
設
計
に
際
し
た
景
観
配
慮
事
項
を
定
め
た
。
 

   位
置
図

 
                  

近
畿
自
動
車
道
伊
勢
線
名
古
屋
西

JC
T～

飛
鳥

JC
T(
仮
称

)の
 

概
要
（
事
業
前
）

 
都

市
計

画

決
定

 
昭
和

57
年

11
月

 

区
間

 
名
古
屋
西

JC
T～

飛
鳥

JC
T（

仮
称
）

 

延
長

 
L=

12
.0

3k
m

 

道
路
規
格

 
専
用
部

/2
種

1
級
，
一
般
部

/4
種

1
級

 

設
計
速
度

 
専
用
部

/6
0k

m
/h

 
一
般
部

/6
0k

m
/h

 

車
線
数

 
専
用
部

/4
車
線
，
一
般
部

/6
車
線
（
バ
ス
レ
ー
ン
含
む
）
 

通
過

 
市
町
村

 
名
古
屋
市
中
川
区
、
港
区
、
飛
鳥
村

 

                      
代
表
的
な
断
面
 

●
 景

観
検
討
の
経
緯

 

 景
観
検
討
の
経
緯

 

平
成

2
2
年

03
月

0
2
日
 

景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
を
実
施
 

・
事
業
概
要
等
の
説
明
、
景
観
配
慮
方
針
に
つ
い
て
の
説
明
 

 

平
成

2
5
年

12
月

0
9
日
 

景
観
検
討
会
を
実
施
 

［
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
：
佐
々
木
 
葉
（
早
稲
田
大
学
教
授

）］
 

・
景
観
配
慮
案
に
つ
い
て
の
説
明
、
現
地
確
認
の
実
施
 

 平
成

2
6
年

02
月
 

名
古

屋
環

状
２

号
線

西
南

部
・

南
部

Ⅱ
区

間
 

景
観
仕

様
書

の

作
成
 

・
平
成

2
2
年
度
及
び
平
成

2
5
年
度
の
景
観
検
討
結
果
を
踏
ま

え
、

名
古

屋
環

状
２

号
線

西
南

部
・

南
部

区
間

の
設

計
に

際

し
た
景
観
配
慮
事
項
を
定
め
た
。
 

 景
観
法
第

16
条
第

5
項
に
基
づ
く
通
知
等

 

平
成

2
6
年

7
月

9
日
 

名
古

屋
環

状
２

号
線

 
西

南
部

・
南

部
Ⅱ

（
L
＝

12
.0
3
ｋ

ｍ
）

に
つ
い
て
、
景
観
行
政
団
体
（
名
古
屋
市
）
に
届
出
。
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●
 景

観
形
成
の
目
標
像

 
シ
ン
プ
ル
で
洗
礼
さ
れ
た
高
架
橋
の
整
備
 

・
名
古
屋
環
状

2
号
線
と
し
て
の
連
続
性
を
考
慮
し
、
形
状
や
色

彩
等
に
一
貫
性
を
確
保
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。

 
・

地
域

の
骨

格
を

成
す

重
要

幹
線

道
路

と
し

て
、
長

期
間

に
わ

た

っ
て

飽
き

の
こ

な
い

シ
ン

プ
ル

で
す

っ
き

り
と

し
た

橋
梁

デ
ザ

イ
ン

と
す

る
。

専
用

部
や

遮
音

壁
等

な
ど

構
造

物
に

よ
る

圧
迫

感
の

軽
減

を
図

り
、

一
般

部
に

お
け

る
快

適
な

走
行

環
境

を
確

保
す
る
。

 
・

田
園

・
郊

外
市

街
地

の
開

放
的

な
空

間
特

性
を
考

慮
し

、
周

辺

環
境
と
の
調
和
に
考
慮
し
た
色
彩
計
画
を
採
用
す
る
。

 
 

 
●

 景
観
配
慮
の
内
容

 
橋
脚
の
色
彩
 

・
鋼

橋
脚

の
色
彩

に
関

し
て

、
Ｒ

Ｃ
柱

橋
脚

と
の
色

彩
の

統
一

を

図
る
。

 
対

象
区

間
の

桁
下

の
道

路
景

観
は

、
鋼

橋
脚
・

Ｒ
Ｃ

柱
橋

脚

と
が

、
織

り
交

ざ
っ

て
配

置
さ

れ
、

並
び

に
よ

る
煩

雑
感

が
懸

念
さ
れ
る
。（

さ
ら
に
は
、
鋼
橋
脚
の
中
に
も
、
Ｔ
形
・
門
形
が

混
ざ
っ
て
い
る

。）
 

こ
の

た
め
、

橋
脚

の
並

び
が

煩
雑

に
な

ら
な
い

よ
う

に
、

鋼

橋
脚

の
色

彩
に

関
し

て
、

Ｒ
Ｃ

柱
橋

脚
と

の
色

彩
の

統
一

を
図

り
、
「

高
明

度
・

無
彩

色
」

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
色

と
の

類
似

色

（
N

7.
0）

と
し
た
。

 
 桁
色
の
検
討

 
・「

①
交
差
橋
梁
や
並
 
走
橋
梁
、
周
辺
景
観
と
の
関
係
性
に
配
慮
」

「
②
桁
裏
の
圧
迫
感
軽
減

」「
③
汚
れ
が
目
立
ち
に
く
く

、
添
接

板
や

排
水

管
等

に
よ

る
高

架
橋

の
不

連
続

感
や

煩
雑

感
が

目
立

ち
に
く
い
配
慮

」「
④
検
査
路
が
目
立
ち
に
く
い
配
慮

」
の
点
に

配
慮

し
た

色
彩

計
画

と
し

、
景

観
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
同

行
の

上
で

現
地
確
認
を
行
い

、マ
ン
セ
ル
値

5G
Y6

/1
を
決
定
色
と
し
た
。

 
  

 
                         

        

照
明
柱

 
・
交
差
点
部
の
照
明
柱
は
信
号
機
と
極
力
一
体
化
し
た
直
線
柱

 
（
統
合
柱
）
と
し
て
統
一
す
る
。

 
・
色
彩
に
つ
い
て
は
、
目
立
ち
に
く
く
周
辺
景
観
と
調
和
し
た

 
ダ
ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン

(1
0Y

R
2/

1)
で
統
一
す
る
。

 
            ・
た
だ
し
、
飛
島
大
橋
部
に
つ
い
て
は
、
空
が
開
け
る
開
放
的
な

 
空
間
に
な
る
た
め
、
背
景
と
な
る
空
に
溶
け
込
み
や
す
い
亜
鉛

 
メ
ッ
キ
仕
上
げ
と
す
る
。

 
     
 
 

 
     

    

信
号
等
が
一
体
化
し
た
 

照
明
柱
の
例
 

直
線
柱
 

ア
ー
ム
柱
 

飛
島
大
橋
部
 
照
明
柱
の
設
置
イ
メ
ー
ジ
 

現
地
確
認
の
様
子
 

 

桁
色
決
定
色
 

マ
ン
セ
ル
値
：
5G
Y6
.0
/
1.
0 

桁
色
決
定
色
の
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
 

（
例
：
梅
之
郷
交
差
点
付
）
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6-
2.
 

色
彩

に
配

慮
し

た
公

共
事

業
 

■
伊
勢
湾
岸

自
動
車

道
揖
斐
川
橋
・
木
曽

川
橋
（
愛

知
県
弥
富

市
・

三
重
県
桑
名

市
）

 
エ

ク
ス
ト

ラ
ド

ー
ズ

ド
橋
で

あ
り

、
木

曽
三

川
の

河
口

に
位
置

し
て

い
る

。
広

大
な

河
川
景

観
、

周
辺

の
都

市
景

観
に

マ
ッ
チ

す
る
ラ
イ
ト
グ
レ
ー
の
色
彩
を
採
用
し
て
い
る

。（
写
真

5-
1）

 
             

■
東
海
環
状

自
動
車

道
木
曽
川
橋
（
岐

阜
県
可
児
市
・
八
百

津
町

） 
周

辺
に
存

在
す

る
色

彩
か
ら

候
補

色
を

選
定

し
、

着
色

模
型
に

よ
る
色
彩
検
討
が
実
施
さ
れ
た

。（
写
真

5-
2）

 
         

 
■

国
道

30
1
号
 

久
澄
橋
（

愛
知
県

豊
田
市
）

 
豊
田
市
の
矢
作
川
に
架
か
る
国
道

30
1
号
の
橋
で
あ
る
。
白
一

色
で
あ

る
が

、
構

造
の

形
態

に
よ

り
グ
レ

ー
の

ト
ー

ン
が

美
し

く
発
色
し
て
い
る
。

4
ヶ
所
の
親
柱
に
は
、
石
を
組
み
合
わ
せ
て
、

四
神
が
表
現
さ
れ
て
い
る

。（
写
真

5-
3）

 
             

■
犬
山
橋
（

愛
知
県

犬
山
市

・
岐
阜

県
各
務
原

市
）

 
木

曽
川

に
架

か
る

犬
山

橋
は

、
大

正
時
代

の
犬

山
橋

の
二

路
線

化
に
伴

い
、

国
宝

犬
山

城
の

形
と

色
彩
を

意
識

し
、

さ
ら

に
旧

橋
の
薄

緑
色

と
橋

台
の

形
状

と
の

調
和
を

図
り

、
黒

色
を

採
用

し
て
い
る

。（
写
真

5-
4）

 
          

 
■

三
河
港
 

港
大
橋
（
愛
知

県
豊
橋

市
）

 
豊

橋
市

の
工

業
地
帯

に
あ

る
。

殺
伐

と
し

た
景

観
と
な

る
の

を

回
避
す
る
た
め
、

3
つ
の
路
線
の
高
架
橋
に
つ
い
て
下
か
ら
の
見

え
方
を
検
討
し
、
や
や
高
彩
度
の
赤
、
青

、
黄
の
桁
と
な
っ
た
。

 
（
写
真

5-
5）

 
             

■
国
道

1
号
 
町
屋
橋
改
修

（
三
重

県
朝
日
町

・
桑
名
市
）

 
歩

道
拡

幅
に

伴
っ
て

高
欄

や
照

明
の

色
彩

を
検

討
し
、

色
見

本

に
よ
る
現
地
確
認
な
ど
を
経
て
、
グ
リ
ー
ン
系
に
決
定
さ
れ
た
。  

（
写
真

5-
6）
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■
名
古
屋
環

状
線
（

愛
知
県

名
古
屋

市
・
吹
上

～
桜
本

町
）

 
吹

上
か

ら
桜

本
町

ま
で

の
区
間

で
は

、
排

ガ
ス

に
よ

る
汚

染
を

考
慮

し
、

下
部

は
中

間
の

グ
レ

ー
で

、
上

部
は

ラ
イ

ト
グ

レ
ー

と
し

た
。

ま
た

、
名

古
屋

女
子

マ
ラ

ソ
ン

の
コ

ー
ス

と
な

る
こ

と
を

意
識

し
、

歩
道

橋
や

ト
ラ

ン
ス

ボ
ッ

ク
ス

は
地

域
ご

と
の

特
徴
を
帯
状
に
色
彩
表
現
し
た

。（
写
真

5-
7）

 
                          

 
■

防
護
柵
（

飯
田
国

道
事
務
所
管
内

）
 

「
飯

田
国

道
事

務
所

設
計
要

領
」

に
お

い
て

、
色

彩
に

関
す
る

考
え

方
、

標
準

色
を

規
定
し

て
お

り
、

こ
れ

に
則

っ
て

防
護
柵

等
の
色
彩
を
決
定
し
て
い
る

。（
写
真

5-
8）

 
              

■
国
道

1
号
 
ふ
れ

あ
い
横
断
歩
道

橋
（
静
岡

県
藤
枝

市
）

 
桁
外
面
や
舗
装
面
の
色
彩
が
、

CG
に

よ
り
比
較
検
討
さ
れ
た
。

（
写
真

5-
9）

 
             

 
■

清
水
港
湾

 
日
の

出
地
区

岸
壁
（

静
岡
県
静

岡
市
）

 
清

水
港

み
な

と
色

彩
計

画
を

踏
ま

え
、
自

然
石

舗
装

と
半

剛
性

舗
装
を
組
み
合
わ
せ
て
施
工
さ
れ
た

。（
写
真

5-
10

）
 

               
■

河
川
改
修

事
業
 

吉
之
丸

地
区
（

三
重
県
桑

名
市
）

 
舗

装
に

は
、

歴
史

的
風

情
と

調
和

か
つ
軽

快
で

モ
ダ

ン
な

雰
囲

気
と
な
る
よ
う
、

2
色
の
ミ
カ
ゲ
石
に
よ
る
シ
ン
プ
ル
な
格
子
模

様
が
配
さ
れ
た

。（
写
真

5-
11

）
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■
資
 
料

 
      



資
-1

. 
色
彩
の
基
本
事
項

 

資
-1

 

 1.
 
色

彩
の
基
本

事
項

 
 

1-
1.
 
概

論
 

(1
) 

色
彩

と
は

何
か

 

色
彩
は

、
わ

れ
わ

れ
が

最
も

日
常

的
に
親

し
ん

で
い

る
環

境
要

素
で

、
視

覚
的

に
認

識
さ

れ
る

情
報

の
す
べ

て
に

色
彩

の
要

素
が

含
ま

れ
て

い
る

。
ま

た
色

彩
は

独
自

の
心
理

効
果

を
生

み
出

す
も

の
で

あ
り

、
人

間
を

取
り

巻
く

あ
ら

ゆ
る
環

境
に

大
き

な
影

響
を

与
え
て
い
る
。

 
色

彩
は

、
物

体
色

の
光

が
目

に
入

る
こ
と

に
よ

り
視

神
経

を
刺

激
し

、
脳

に
伝

え
ら

れ
て

初
め

て
生

じ
る
感

覚
で

あ
る

。
物

体
色

と
は

、
光

源
か

ら
の

光
に

対
象

物
が

照
ら
さ

れ
た

と
き

に
見

え
る

色
の

こ
と

で
、

透
過

色
（

ス
テ

ン
ド

グ
ラ
ス

や
セ

ロ
フ

ァ
ン

な
ど

を
透

か
し

て
見

え
る

光
の

色
）

と
表

面
色
（

物
の

表
面

か
ら

反
射

し
て
見
え
る
光
の
色
）
の
２
種
類
が
あ
る
。

 
わ
れ
わ
れ
が
色
彩
を
感
じ
る
た
め
に
は
、
物
体
を
照
ら
す
光
源
、

対
象
と
な
る
物
体
、
知
覚
す
る
人
間
と
い
う

3
つ
の
要
素
が
整
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 
   

 
(2

) 
色

彩
の

操
作

 

色
彩

は
そ

れ
自

身
が

独
立

し
て

存
在

す
る

こ
と

は
な

く
、

常
に

物
理
的

な
対

象
物

お
よ

び
周

辺
環

境
と
と

も
に

あ
る

。
物

理
的

な

対
象
物

や
周

辺
環

境
は

、
色

彩
と

と
も
に

形
態

、
大

き
さ

、
テ

ク

ス
チ
ャ
ー
（
肌
理
）
な
ど
の
特
質
を
備
え
て
い
る
。

 
本

指
針

は
、

土
木

構
造

物
等

を
対

象
に

、
そ

の
色

彩
を

操
作

的

に
扱
う

方
法

に
つ

い
て

記
述

し
て

い
る
が

、
色

彩
の

操
作

と
い

う

と
デ
ザ

イ
ン

の
分

野
だ

か
ら

、
土

木
工
学

な
ど

と
は

異
質

な
領

域

で
あ
る

と
認

識
さ

れ
る

場
合

が
多

い
。
し

か
し

「
ニ

ー
ズ

に
対

応

し
た
性

能
や

構
造

、
コ

ス
ト

な
ど

の
さ
ま

ざ
ま

な
条

件
を

考
慮

し

な
が
ら

、
特

定
の

構
造

物
と

し
て

結
実
さ

せ
る

過
程

」
を

本
来

の

デ
ザ
イ

ン
と

い
う

な
ら

ば
、

無
色

の
物
体

が
存

在
し

な
い

以
上

、

プ
ロ
セ

ス
に

お
い

て
色

彩
の

こ
と

を
考
え

な
い

デ
ザ

イ
ン

は
あ

り

え
な
い

。
つ

ま
り

、
構

造
物

を
デ

ザ
イ
ン

す
る

過
程

で
は

常
に

色

彩
を
伴

っ
て

い
る

は
ず

で
あ

り
、

本
来
は

あ
と

づ
け

で
操

作
す

る

も
の
で
は
な
い
。

 
デ

ザ
イ

ン
の

過
程

で
は

お
ぼ

ろ
げ

に
し

か
イ

メ
ー

ジ
で

き
な

か

っ
た
色

彩
を

、
最

終
局

面
に

お
い

て
具
体

的
に

詳
細

に
決

定
す

る

こ
と
は

、
実

際
の

公
共

事
業

の
プ

ロ
セ
ス

に
お

い
て

は
自

然
な

流

れ
で
あ

り
、

そ
の

際
に

詳
細

な
条

件
に
基

づ
い

て
再

確
認

す
る

こ

と
は
非

常
に

重
要

で
あ

る
。

し
か

し
な
が

ら
「

不
完

全
な

デ
ザ

イ

ン
を
最

後
に

色
彩

で
カ

バ
ー

す
る

」
の
で

あ
れ

ば
、

そ
の

プ
ロ

セ

ス
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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資
-2

 1-
2.
 

色
彩
の
基
礎
知
識

 
 こ

こ
で

は
、

色
彩

を
操

作
的
に

扱
う

者
が

知
っ

て
お

く
べ

き
色

彩
に

つ
い

て
の
基

礎
的

な
知

識
と

、
配

慮
す

べ
き
事

項
に

つ
い

て

記
述
す
る
。

 
 

 (1
) 

色
彩

の
表

現
方
法

 ～
マ
ン
セ
ル
表
色
系
～

 

わ
れ

わ
れ

は
一

般
に

色
彩

を
赤

や
青

、
黄
な

ど
の

色
名

で
表
現

し
た
り

、「
明
る
い
・
暗
い
」
ま
た
は
「
鮮
や
か
な
・
く
す
ん
だ
」

と
い

っ
た
形

容
詞

と
と

も
に

表
現

し
た

り
す
る

。
し

か
し

こ
れ

ら

の
捉

え
方
に

は
個

人
差

が
あ

る
た

め
、

色
名
や

形
容

詞
で

は
、

特

定
の

色
を
正

確
か

つ
客

観
的

に
表

し
、

第
三
者

に
伝

達
す

る
こ

と

は
で
き
な
い
。

 
色

彩
検
討

、
あ

る
い

は
施

工
の

現
場

に
お
け

る
適

切
な

意
思
伝

達
の

た
め
に

は
、

特
定

の
色

彩
を

で
き

る
だ
け

客
観

的
に

表
現

で

き
、
か
つ
広
く
理
解
で
き
る
共
通
言
語
が
必
要
で
あ
る
。

 
 本
指
針
で
は
、
色

彩
の
表
現
方
法
と
し
て
「
マ
ン
セ

ル
表
色
系
」

を
採
用
し
て
い
る
。

 
マ
ン
セ
ル
表
色
系
は
、
特
定
の
色
を
色
相
（
色
み

）、
明
度
（
明

る
さ

）、
彩
度
（
色
の
強
さ
、
鮮
や
か
さ
）
と
い
う
「
色
の

3
属
性
」

に
よ

り
位
置

づ
け

、
数

値
と

記
号

で
表

記
す
る

も
の

で
あ

る
。

ま

た
マ

ン
セ
ル

表
色

系
に

沿
っ

て
表

示
さ

れ
た
色

彩
の

記
号

を
「
マ

ン
セ
ル
値
」
と
い
う
。

 
           

※
 

マ
ン

セ
ル

表
色

系
：

A
.マ

ン
セ

ル
に

よ
り

19
05

年
に
提

唱
さ

れ
た

色
彩

の
表

記

法
。

19
43

年
に

ア
メ

リ
カ

光
学

会
が

視
感

評
価

実
験
に

よ
っ

て
修

正
し

た
も

の

が
、
現

在
の

マ
ン

セ
ル

表
色

系
の

基
礎

と
な

っ
て

い
る

。
色

彩
を

定
量

的
に

表
す

国
際

的
な

尺
度

で
、

日
本

で
は

JI
S

 Z
 8

72
1（

三
属
性

に
よ

る
色

の
表

示
方

法
）

と
し

て
規

格
化

さ
れ

て
い

る
。
マ

ン
セ

ル
色

体
系

、
マ
ン

セ
ル
・
カ

ラ
ー
・
シ

ス

テ
ム

、
マ

ン
セ

ル
・

シ
ス

テ
ム
と

も
い

う
。

 

  
●

 色
相
（

H
ue

：
H
）

 
R：

re
d、

Y：
ye

llo
w
、

G
：

gr
ee

n、
B：

bl
ue

、
P：

pu
rp

le
を
主
要

5
色
相
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
間
に

YR
、

G
Y、

B
G
、

PB
、

R
P
を
加
え
た

10
色
相
を
基
準
と
し
て
、
環
状
に
時
計
回

り
に
循

環
さ

せ
て

配
置

す
る

。
こ

れ
を
「

色
相

環
」

と
い

う
。

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
色
相
を
等
歩
度
に

10
分
割
し
て
、
全
体
を

10
0
に
分
割
す
る
。

 
基
準
と
な
る

10
色
相
の
う
ち

5
の
つ
く
も
の
（

R
な
ら

5R
）

を
色
相

の
中

心
と

考
え

、
こ

れ
よ

り
数
字

が
大

き
く

な
っ

て
も

小
さ
く

な
っ

て
も

、
隣

の
色

相
が

影
響
す

る
仕

組
み

と
な

っ
て

い
る
。

 
な
お
各
色
相
に
お
け
る

0
は
、
隣
の
色
相
に
お
け
る

10
と
同
じ

意
味
で
、
た
と
え
ば

0R
=1

0R
P、

0Y
R

=1
0R

で
あ
る
。

 
                

図
S

-1
 

マ
ン

セ
ル

色
相
環
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資
-3

 

  
●

 明
度
（

Va
lu

e：
V）

 
無
彩
色

※
を
基
準
と
し
て
、
光
の
反
射
率
が

0
の
理
想
的
な
黒
を

0、
完
全
反
射
の
理
想
的
な
白
を

10
と
す
る
。

 
た
だ
し
実
際
に
実
現
で
き
る
色
は
、
最
も
明
る
い
白
で
明
度

9.
5

程
度
、
最
も
暗
い
黒
で
明
度

1.
0
程
度
で
あ
る
。

 
                         

図
S

-2
 

単
一

色
相

に
お

け
る

明
度

と
彩

度
（

上
：

5Y
R
、

下
：

5B
）

 

 
※

 
無

彩
色
：
色

み
も

鮮
や

か
さ

も
持

た
な

い
色

で
、
白

か
ら

黒
に

至
る

グ
レ

ー
の

範

囲
。

こ
れ

に
対

し
て

色
み

と
鮮
や

か
さ

を
持

つ
色

を
「

有
彩

色
」

と
い

う
。

 

  
●

 彩
度
（

C
hr

om
a：

C
）

 
無
彩
色
の
彩
度
を

0
と
し
、
特
定
の
色
相
の
特
徴
が
強
く
鮮
や

か
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、

14
程
度
の
値
ま
で
高
く
る
。
な
お

最
も
鮮
や
か
な
彩
度
値
は
色
相
に
よ
っ
て
異
な
り
、
R
や

YR
で

は
14

程
度
、

B
G

や
B
で
は

8
程
度
で
あ
る
。

 
                

  
●

 マ
ン
セ
ル
値

の
表
記

方
法

 
色
の
三
属

性
を
あ
わ
せ
た
色
彩
は
、
有
彩
色

は
「
色
相

+明
度

 /
 

彩
度
」
で
、
無
彩
色
は
「

N
+明

度
」
で
表
す
。

 
例
え
ば

、色
相
が

5Y
R、

明
度
が

7、
彩
度
が

4
で
あ
れ
ば

、「
5Y

R 
7/

4 」
と
表
記
し
「
ご
わ
い
あ
ー
る
な
な
の
よ
ん

」
と
読
む
。
明

度
4.

5
の
グ
レ
ー
で
あ
れ
ば
「

N
4.

5」
と
表
記
し

、「
え
ぬ
よ
ん

て
ん
ご
」
と
読
む
。

N
は

N
eu

tr
al
（
無
彩
色
）
の
意
味
で
あ

る
。

 
       

図
S

-3
 

色
相
・

明
度

・
彩

度
の

構
造
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資
-4

  (2
) 

色
彩

に
よ

る
心

理
効

果
 

色
彩

は
、

そ
れ

自
体

で
わ

れ
わ

れ
に

さ
ま

ざ
ま

な
感

情
を

引
き

起
こ

す
。

こ
れ
は

色
彩

が
人

の
生

理
に

作
用

す
る
場

合
と

、
色

彩

に
対

し
て

人
が
経

験
的

に
獲

得
し

慣
れ

親
し

ん
だ
感

情
に

よ
る

も

の
と

が
あ

る
。
こ

こ
で

は
、

こ
う

し
た

色
彩

の
持
つ

一
般

的
な

心

理
効
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

 
 

 
 

●
 暖

色
と
寒
色

 
赤
（

R）
、
オ
レ
ン
ジ
（

YR
）、

黄
（

Y）
系
の
色
相
は
暖
か
い
感

じ
、
青
緑
（

B
G
）、

青
（

B）
、
青
紫
（

PB
）
系
の
色
相
は
冷
た

い
感
じ
を
与
え
る
。

 
     

図
S

-4
 

暖
色
（

左
）

と
寒

色
（

右
）

の
例

 

 
●

 軽
快
色
と
重

厚
色

 
明

度
の
高

い
（

明
る

い
）
色

は
軽

く
感

じ
、

低
い

（
暗

い
）
色

は
重
く
感
じ
る
。

 
      

図
S

-5
 

軽
快

色
（

左
）

と
重

厚
色

（
右

）
の

例
 

 
●

 膨
張
色
と
収

縮
色

 
白

は
膨
張

し
て

見
え

、
黒
は

収
縮

し
て

見
え

る
性

質
が

あ
る
。

こ
の

た
め

、
黒

に
近

い
色
は

面
積

が
小

さ
く

感
じ

、
白

に
近
い

色
は
大
き
く
感
じ
る
。

 
     

図
S

-6
 

膨
張

色
（

左
）

と
収

縮
色

（
右

）
の

例
 

  
●

 進
出
色
と
後

退
色

 
同

じ
物

体
で

も
、

暖
色

系
の

も
の

は
前
に

出
て

い
る

よ
う

に
感

じ
る
が

、
寒

色
系

で
は

奥
に

引
っ

込
む
よ

う
に

感
じ

る
。

こ
の

感
覚
は

、
眼

球
の

水
晶

体
が

色
相

に
よ
っ

て
屈

折
度

を
調

整
す

る
こ
と

に
起

因
す

る
と

い
わ

れ
て

い
る
。

す
な

わ
ち

網
膜

は
眼

球
の
定

位
置

に
あ

る
の

に
対

し
て

、
屈
折

率
が

色
相

に
よ

っ
て

異
な
る

た
め

に
、

水
晶

体
の

厚
み

が
色
相

に
応

じ
て

変
化

す
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
感
覚
で
あ
る
。

 
      

図
S

-7
 

進
出

色
（

左
）

と
後

退
色

（
右

）
の

例
 

      
 ●

 明
順
応
と
暗

順
応

 
人

間
の

網
膜

は
周

囲
の

明
暗

に
よ

っ
て
感

光
性

が
調

整
さ

れ
、

環
境
に
順
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
輝
度
順
応
）。

暗
い
環
境
か

ら
明
る

い
場

所
に

出
た

場
合

の
順

応
を
明

順
応

、
明

る
い

場
所

か
ら
暗

い
場

所
に

移
っ

た
時

の
順

応
を
暗

順
応

と
い

う
。

明
る

さ
の
差

が
同

程
度

で
あ

る
場

合
、

暗
順
応

は
明

順
応

に
比

べ
て

は
る
か
に
長
い
時
間
が
か
か
る
。
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資
-1

. 
色
彩
の
基
本
事
項

 

資
-5

 

 
(3

) 
色
彩

の
対

比
に
よ

る
心

理
効
果

 

色
彩
は

1
色
だ
け
で
存
在
す
る
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
ま
た
常
に

大
き

さ
や
形

を
伴

う
。

し
た
が

っ
て

色
彩

は
、

こ
れ

ら
の

条
件
を

操
作

す
る
こ

と
に

よ
っ

て
、
人

の
心

理
に

訴
え

る
さ

ま
ざ

ま
な
効

果
を

生
み
出

す
こ

と
が

で
き
る

。
こ

こ
で

は
色

彩
の

組
み

合
わ
せ

に
よ
る
対
比
の
心
理
効
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

 
 

  
●

 色
相
対
比

 
隣

り
合

う
色

同
士

の
色

相
を

調
整

す
る
こ

と
で

、
同

じ
色

で
も

そ
の
色
味
が
変
化
し
て
感
じ
ら
れ
る
。

 
     

図
S

-8
 

赤
の

背
景

で
は

中
の

橙
色

は
黄

み
を

帯
び

、
黄

の
背

景
で

は
赤

み
を

帯
び

て
見

え
る

。
 

 ●
 補

色
対
比

 
補
色

※
同
士
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
味
が
よ
り
鮮

や
か
に
感
じ
ら
れ
る
。
と
く
に
彩
度
が
高
い
場
合
に
は

、「
ハ
レ

ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
を
起
こ
す
。

 
     

図
S

-9
 

同
系

色
の

背
景

と
比

べ
る

と
、
補

色
の

背
景

で
は

お
互

い

が
よ

り
鮮

や
か

に
見

え
る

。
 

 ●
 彩

度
対
比

 
隣

り
合

う
色

同
士

の
彩

度
を

調
整

す
る
こ

と
で

、
同

じ
色

で
も

そ
の
鮮
や
か
さ
が
変
化
し
て
感
じ
ら
れ
る
。

 
     

図
S

-1
0 

よ
り

鮮
や

か
な

色
の

背
景

で
は

中
の

色
は

く
す

み
、

よ

り
く

す
ん

だ
色

の
背

景
で

は
鮮

や
か
に

見
え

る
。

 

  
※

 
補
色

：
色

相
環

上
で

18
0°

付
近

に
位

置
す

る
2
色

の
関

係
。

 

  
●

 明
度
対
比

 
隣

り
合

う
色

同
士
の

明
度

を
調

整
す

る
こ

と
で

、
同
じ

色
で

も

そ
の
明
る
さ
が
変
化
し
て
感
じ
ら
れ
る
。

 
     

図
S

-1
1 

白
の

背
景

で
は

中
の

灰
色

は
暗

く
、

黒
の

背
景

で
は

明

る
く

見
え

る
。

 
 

 隣
り

合
う

色
の

明
度

の
差

が
大

き
い

ほ
ど

、
も

の
の
形

や
大

き

さ
が
は
っ
き
り
と
感
じ
ら
れ
る
。

 
      

図
S

-1
2 

背
景

の
明

度
が

高
い

ほ
ど

、
中

の
黒

い
形

の
視

認
性

が

高
ま

る
。

 
  ●

 面
積
対
比

 
背

景
が

明
る

い
場
合

に
、

あ
る

色
彩

の
面

積
が

小
さ
い

ほ
ど

、

色
彩
の
特
性
は
弱
く
感
じ
ら
れ
る
。

 
     

図
S

-1
3 

同
じ

色
で

も
面

積
が

大
き

い
場

合
は

明
る

く
鮮

や
か

に

見
え

、
小

さ
い

場
合

は
や

や
暗
く

濁
っ

て
見

え
る

。
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■
資
料

 

資
-6

  (4
) 

色
彩

の
調

和
原

則
 

～
ム

ー
ン

&
ス

ペ
ン

サ
ー

の
色

彩
調

和
論

～
 

景
観

に
お

け
る

色
彩

は
、

常
に

現
地

の
既

存
の

色
彩

に
対

し
て

計
画

さ
れ

る
た
め

、
そ

の
評

価
に

お
い

て
は

、
既
存

色
と

計
画

色

と
の
関
係
が
重
要
な
判
断
材
料
と
な
る
。

 
異
な
る

2
色
の
色
彩
の
調
和
に
つ
い
て
説
明
し
た
理
論
は
数
々

あ
る

が
、

本
指
針

で
は

景
観

の
色

彩
計

画
に

お
い
て

理
解

し
や

す

い
「
ム
ー
ン
＆
ス
ペ
ン
サ
ー
の
色
彩
調
和
理
論
」
を
指
標
と
す
る
。

こ
の

理
論

で
は
、

マ
ン

セ
ル

表
色

系
を

も
と

に
、
調

和
だ

け
で

な

く
不

調
和

の
領
域

が
示

さ
れ

て
い

る
た

め
、

失
敗
を

避
け

る
た

め

の
有
効
な
指
標
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

 
               

 ※
 

ム
ー

ン
＆

ス
ペ

ン
サ

ー
に

よ
る

色
彩

調
和

理
論
：

P.
ム

ー
ン

と
D

.E
.ス

ペ
ン

サ
ー

に
よ

り
19

44
年

に
色

彩
の

調
和

原
理

と
し

て
米

国
光

学
会

に
発

表
さ

れ
た

考
え

方
。
異

な
る
複

数
の

色
に

お
け

る
相
互

の
調

和
／

不
調

和
を

、
色

相
環

上
の

角
度

に
よ

っ
て

表
し

て
い

る
こ

と
、
色

彩
に

よ
る

連
想
・
色

彩
の

嗜
好
・
色

彩
の

適
合

性
の

3
つ

は
切

り
離

し
て

考
え

る
べ

き
と

し
て

い
る

こ
と
、
従

前
の

色
彩

調
和

論

に
見

ら
れ

る
普

遍
的

な
原

理
を

一
般
化

し
て

定
量

的
な

記
述

を
し

た
こ

と
な

ど

に
特

徴
が

あ
る

。
ア

ー
ト

や
デ

ザ
イ
ン

の
現

場
で

実
用

に
適

し
た

色
彩

理
論

と
し

て
、

現
在

も
広

く
支

持
さ

れ
て

い
る
。

 

 
 

●
 色

相
の
調
和

と
不
調

和
 

マ
ン

セ
ル

色
相
環

上
に
お
い
て

、
基

準
と
な

る
色
相

(0
°

)と
対

象
と
な
る
色
相
と
の
中
心
角
が
、

 

○
±

5
°

の
範

囲
＝

同
一

調
和

 

○
±

2
5
°

～
43

°
の

範
囲

＝
類

似
調

和
（
近

似
色

相
・
類

似
色

相
）
 

○
±

1
0
0
°

～
1
80

°
の

範
囲

＝
対

比
調

和
（
補

色
色

相
） 

×
±

5
°

～
2
5
°

の
範

囲
＝

第
一

不
明

瞭
＝

第
一

不
調

和
 

×
±

4
3
°

～
10

0
°

の
範

囲
＝

第
二

不
明

瞭
＝

第
二

不
調

和
 

  
●

 明
度
に
よ
る

調
和
と

不
調
和

 
マ
ン
セ
ル
値
に
お
い
て
、
基
準
色
と
対
象
色
と
の
明
度
差
が
、

 

○
同

等
の

場
合

＝
同

一
調

和
 

○
±

0
.5

～
1
.5

の
範

囲
＝

類
似

調
和

 

○
±

2
.5

以
上

＝
対

比
調

和
 

×
±

0
.1

～
0
.5

の
範

囲
＝

第
一

不
明

瞭
＝

第
一

不
調

和
 

×
±

1
.5

～
2
.5

の
範

囲
＝

第
二

不
明

瞭
＝

第
二

不
調

和
 

  
●

 彩
度
に
よ
る

調
和
と

不
調
和

 
マ
ン
セ
ル
値
に
お
い
て
、
基
準
色
と
対
象
色
と
の
彩
度
差
が
、

 

○
同

等
の

場
合

＝
同

一
調

和
 

○
±

3
～

5
の

範
囲

＝
類

似
調

和
 

○
±

7
以

上
＝

対
比

調
和

 

×
±

0
.5

～
3

の
範

囲
＝

第
一

不
明

瞭
＝

第
一

不
調

和
 

×
±

5
～

7
の

範
囲

＝
第

二
不

明
瞭

＝
第

二
不

調
和

 

 

                
図

S
-1

4 
色
相

に
お

け
る

調
和

・
不

調
和

の
関

係
 

                 
図

S
-1

5 
明

度
差
・

彩
度

差
に

よ
る

調
和

・
不

調
和

の
関

係
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資
-1

. 
色
彩
の
基
本
事
項

 

資
-7

 

 

1-
3.
 

色
彩
操
作
の
配
慮
事

項
 

(1
) 

光
源

の
性

質
 

●
 演

色
性

 
色

彩
は
、

物
体

に
反

射
し
た

光
が

眼
球

か
ら

脳
に

伝
え

ら
れ
て

生
じ

る
感

覚
で

あ
る

た
め
、

そ
の

見
え

方
は

光
源

の
性

質
に
大

き
く

左
右

さ
れ

る
。

こ
こ
で

い
う

光
源

の
性

質
と

は
、

光
の
波

長
の

特
徴

（
色

温
度

※
）

や
強

さ
（

照
度

※
）

の
こ

と
で

あ
り

、

「
光

の
演

色
性

」
と

も
い
う

。
一

般
に

、
あ

る
光

源
で

の
色
の

見
え

方
と

、
太

陽
光

線
で
見

た
と

き
と

の
見

え
方

の
差

が
小
さ

け
れ

ば
、

そ
の

光
源

は
演
色

性
が

良
く

、
差

が
大

き
け

れ
ば
演

色
性
が
悪
い
と
評
価
さ
れ
る
。

 
室

内
の
一

般
的

な
光

源
で
あ

る
白

熱
灯

や
蛍

光
灯

は
、

太
陽
光

線
と

比
較

し
て

演
色

性
に
偏

り
が

あ
る

た
め

、
昼

間
の

屋
外
に

お
け

る
色

彩
を

正
確

に
再
現

で
き

な
い

こ
と

に
留

意
す

る
必
要

が
あ

る
。

こ
の

た
め

色
彩
を

扱
う

場
合

は
、

対
象

物
が

実
際
に

配
置
さ
れ
る
環
境
下
で
検
討
す
る
こ
と
が
原
則
と
な
る
。

 
           

※
 

色
温

度
：

光
源

か
ら

の
光

の
色

を
数

値
で

表
す

尺
度
で

、
単

位
は

「
°

K
（
ケ

ル

ビ
ン

）
」
。
白

熱
灯

の
光

は
16

00
～

30
00

°
K
程

度
、
蛍

光
灯

の
光

は
45

00
°

K
程

度
、
水

銀
灯

の
光

は
55

00
°

K
程

度
で

あ
り

、
暖
色

系
の

色
ほ

ど
色

温
度
が

低
く

、
寒

色
系

の
色

ほ
ど

色
温
度

が
高

い
。

 
 ※

 
照

度
：
物

体
に

照
射

さ
れ

た
光
の

明
る

さ
を

表
す

心
理

的
な

物
理

量
で

、
単
位

面

積
あ

た
り

に
照

射
さ

れ
た

光
束
と

等
し

い
。
単

位
は

lx（
ル

ク
ス

）
ま

た
は

lm
/m

2

（
ル

ー
メ

ン
／

平
方

メ
ー

ト
ル
）
。

東
京

に
お

け
る

晴
天

の
日

中
は

10
00

0l
x
程

度
、

オ
フ

ィ
ス

の
デ

ス
ク

上
は

50
0l

x
程

度
で

あ
る

。
 

  
  ●

 太
陽
光
線
の

地
域
差

 
地

表
に

届
く

太
陽

光
線

の
色

の
成

分
は
、

太
陽

光
の

入
射

角
度

に
よ
り

空
気

中
の

塵
や

水
蒸

気
な

ど
の
影

響
を

受
け

る
。

こ
の

た
め
、

緯
度

や
地

形
、

海
流

な
ど

さ
ま
ざ

ま
な

要
因

で
、

地
域

に
よ
っ

て
太

陽
光

の
演

色
性

（
光

源
の
性

質
）

が
異

な
る

こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

 
高

緯
度

の
地

域
で

は
、

地
表

に
対

す
る
太

陽
光

の
入

射
角

度
は

鋭
角
に

な
り

、
大

気
圏

を
通

過
す

る
距
離

が
長

く
な

る
。

通
過

距
離
が

長
く

な
る

ほ
ど

、
太

陽
光

線
の
短

波
長

の
領

域
（

青
か

ら
紫
）

が
塵

や
水

蒸
気

に
衝

突
し

て
拡
散

し
、

光
の

量
も

少
な

く
な
る
た
め
、
全
体
的
に
青
み
を
帯
び
て
見
え
る
こ
と
に
な
る

。

逆
に
低

緯
度

の
地

域
で

は
、

入
射

角
度
は

垂
直

に
近

く
、

大
気

圏
の
通

過
距

離
は

短
い

た
め

塵
や

水
蒸
気

の
影

響
は

小
さ

く
、

光
の
量

も
多

い
。

こ
の

た
め

相
対

的
に
黄

色
か

ら
赤

み
に

か
け

て
の
長
波
長
領
域
の
光
が
主
体
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

 
色
彩
を
扱
う
際
に
は
、
こ
う
し
た
地
域
差
も
考
慮
さ
れ
る
。

 
 な
お
中
部
地
方
～
近
畿
地
方
に
お
い
て
は
、
東
北
や

 
関
東
に
お
け
る
青
み
を
帯
び
た
光
と
は
異
な
り
、

 
黄
色
や
オ
レ
ン
ジ
系
の
光
が
主
体
的
で
あ

 
る
と
さ
れ
て
い
る
。

 
   

    北
緯

24
度

か
ら

北
緯

45
度

に
わ

た
る

日
本

は
、

南
北

28
00

キ
ロ
に

わ
た

り
、

色
彩

心
理

的
に

見
る

と
、
世

界
一

の
超

大
国

で
あ

る
。
こ

こ
に

区
分

し
た

10
の

カ

ラ
ー

・
エ

リ
ア

に
は

、
色

彩
を

整
理

す
る

三
次

元
の

モ
ノ

サ
シ

（
色

立
体

）
に

存

在
す

る
あ

ら
ゆ

る
色

彩
・

ト
ー

ン
が

、
そ

れ
ぞ

れ
の

エ
リ

ア
で

一
部

分
ず

つ
愛

好

さ
れ

、
支

持
さ

れ
る

よ
う

な
原

因
を

秘
め

て
い

る
。

一
国

家
で

こ
れ

ほ
ど

多
彩

多

様
な

色
彩

感
性

が
、

凝
縮

さ
れ

て
存

在
す

る
国

は
な

い
。
（
『

風
土

色
と

嗜
好

色
』

よ
り

）
 

                        
  図

S
-1

6 
日

本
の

カ
ラ

ー
・

エ
リ

ア
の

10
区

分
図

―
『

風
土

色
と

嗜
好

色
』

よ
り
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資
-8

  (2
) 

テ
ク

ス
チ

ャ
ー

 

色
彩

を
扱

う
際

に
は

、
媒

体
と

な
る

物
体

の
テ

ク
ス

チ
ャ

ー
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
色

彩
は

必
ず

物
理

的
な

媒
体
（

物
体

）
を

伴
う

と
同

時
に

、
物

体
の

表
面

に
は
必

ず
肌

理
（

き
め

＝
質

感
、

テ
ク
ス

チ
ャ

ー
）

が

存
在

す
る

。
一

見
平

滑
に

見
え

る
表

面
で

も
、

詳
細

に
観

察
す

れ

ば
細

か
な

凹
凸
が

あ
り

、
光

を
受

け
て

い
る

部
分
と

陰
の

部
分

と

が
あ

る
。

同
じ
色

彩
で

も
、

表
面

の
き

め
が

細
か
い

場
合

（
た

と

え
ば
ガ
ラ
ス
な
ど
）
は
、
光
沢
の
あ
る
鮮
や
か
な
色
に
感
じ
ら
れ
、

き
め

が
粗

い
場
合

（
た

と
え

ば
土

や
砂

利
な

ど
）
は

、
艶

消
し

の

比
較
的
落
ち
着
い
た
色
に
感
じ
ら
れ
る
。

 
                     

写
真

S
-1
 

塗
装
さ

れ
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

は
表

面
の

肌
理

が
細

か
い

た
め

、
素

材
の

ま

ま
よ

り
も

艶
の

あ
る

色
彩

に
感

じ
ら

れ
る

 

 (3
) 

対
象

と
の

距
離

 

色
彩

を
扱

う
際

に
は

、
対

象
物

と
観

察
者
と

の
間

の
距

離
と
、

そ
こ
に
生
じ
る
視
覚
的
効
果
に
つ
い
て
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
物

体
に
反

射
し

た
光

は
、

眼
球

に
届

く
ま
で

の
間

に
空

気
の
層

を
通
過
す
る
。
光
源
で
あ
る
太
陽
光
線
に
地
域
差
が
あ
る
よ
う
に

、

反
射

光
で
あ

る
色

彩
も

空
気

中
の

塵
や

水
蒸
気

な
ど

の
粒

子
の

影

響
を

受
け
る

た
め

、
距

離
が

大
き

い
ほ

ど
そ
の

影
響

は
顕

著
と

な

る
。

 
わ

れ
わ
れ

は
一

般
に

、
対

象
物

が
遠

く
に
あ

る
場

合
は

色
相
と

明
度

が
収
斂

し
、

彩
度

が
低

く
な

る
よ

う
に
感

じ
る

こ
と

、
つ

ま

り
遠

く
の
物

体
は

視
覚

的
に
不

明
瞭

と
な

る
こ

と
を

、
経

験
的
に

知
っ

て
い
る

。
こ

れ
は

、
絵

画
の

分
野

な
ど
で

「
空

気
遠

近
法
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
技
法
と
共
通
す
る
感
覚
で
あ
る
。

 
                   

写
真

S
-2
 

色
彩

は
対

象
物

と
の

距
離

に
よ

っ
て

変
化

し
て

見
え

る
 

 
(4

) 
そ

の
他

 

色
彩
を
扱
う
際
に
は
、
色
を
色
名

※
で
扱
わ
ず
、
色
見
本
や
写
真
、

色
鉛

筆
や

絵
の

具
な

ど
、

何
ら

か
の

視
覚
的

な
手

が
か

り
を

も
と

に
具

体
的

に
確

認
す

る
こ

と
、

ま
た

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
際

し
て
は
客
観
的
に
伝
達
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

 
色
彩
を
操
作
す
る
際

、“
赤
”、
“
青
”
、“

黄
緑
色
”
、“

こ
げ
茶
色
”

な
ど
の
色
名
や

、“
は
で
な
”、
“
く
ら
い
”
と
い
っ
た
形
容
詞
に
よ

っ
て

、
色

彩
を

あ
る

程
度

想
像

す
る

こ
と
は

可
能

で
あ

る
が

、
た

と
え

ば
言

葉
で

“
く

ら
い

赤
”

と
表

現
し
て

も
、

個
人

に
よ

っ
て

相
当

な
幅

が
あ

る
た

め
、

特
定

の
色

を
具
体

的
か

つ
正

確
に

把
握

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

さ
ら

に
複

数
の
色

を
扱

う
際

に
は

、
不

正
確

な
色

に
不

正
確

な
色

を
組

み
合

わ
せ
る

こ
と

と
な

り
、

全
体

を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。

 
特

定
の

色
彩

を
色

名
で

扱
う

こ
と

は
、
調

和
の

と
れ

て
い

な
い

配
色

と
な

り
や

す
く

、
ま

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
の

誤
解

を
生

じ
や
す
い
た
め
、
最
終
段
階
で
の
失
敗
を
招
き
や
す
い
。

 
 ま

た
色

彩
は

、
時

間
の

経
過

に
よ

っ
て
印

象
が

変
化

す
る

こ
と

が
あ

る
。

第
一

印
象

と
一

定
の

時
間

が
経
過

し
た

後
の

印
象

と
が

異
な

っ
て

感
じ

ら
れ

る
場

合
が

あ
る

た
め
、

性
急

な
判

断
に

は
注

意
が
必
要
で
あ
る
。

 
        

  ※
 

色
名
：

JI
S
慣

用
色

名
（

JI
S

 Z
 8

10
2 

20
01

）
で
は

、
物

体
色

の
色

名
と

し
て

現

在
26

9
色

の
色

名
と

マ
ン

セ
ル

値
が

規
定

さ
れ

て
い

る
。
色

彩
を

扱
う

際
に

こ
の

「
JI

S
慣

用
色

名
」

を
用
い

る
こ

と
も

可
能

で
あ
る

が
、
実

際
の

色
は
色

名
か

ら

一
般
的

に
想

起
さ

れ
る

色
と

異
な

る
場

合
が

あ
る
た

め
注

意
が

必
要

。
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. 
素
材
と
色
彩

 

資
-9

 

 

2.
 
素

材
と
色
彩

 
 構

造
物
に

使
用

す
る

素
材
に

着
目

し
、

そ
の

特
性

と
色

彩
操
作

の
自

由
度

に
つ

い
て

確
認
す

る
。

複
数

の
素

材
で

構
成

さ
れ
た

構
造

物
に

お
い

て
、

現
実
的

に
ど

の
よ

う
な

色
彩

検
討

の
余
地

が
あ
る
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
目
的
が
あ
る
。

 
 

公
共
事
業
の
素
材

 

●
金
属

 

●
コ
ン
ク
リ
ー
ト

 

●
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

 

●
石
材

 

●
タ
イ
ル

 

●
ブ
ロ
ッ
ク

 

●
植
物

 

 

 
●

 金
属

 

概
要

 

・
土
木
構
造
物
に
お
い
て
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
。

 
・

橋
梁

な
ど

の
構

造
体

と
し

て
用

い
ら
れ

る
場

合
は

、
景

観
に

占
め
る
面
積
が
大
き
い
。

 
・

付
属

物
に

使
用

さ
れ

る
場

合
も

多
く
、

そ
の

場
合

は
躯

体
の

景
観
が
支
配
的
と
な
る
。

 
・

鉄
な

ど
は

防
蝕

の
必

要
か

ら
塗

装
や
め

っ
き

な
ど

の
処

理
が

施
さ

れ
る

が
、

ス
テ

ン
レ

ス
や

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

な
ど

必
要

の

な
い
も
の
は
生
地
の
ま
ま
で
仕
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

 
・
め
っ
き
仕
上
げ
に
は
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
が
多
く
用
い
ら
れ
る
。 

色
彩

 

・
生
地

の
ま

ま
の

色
彩

は
ほ

と
ん

ど
無
彩

色
で

あ
る

が
、

独
特

の
強

い
光

沢
を

持
ち

周
囲

の
色

彩
が

映
り

込
む

た
め

、
明

度

は
特
定
し
難
い
。

 
・

金
属

の
曲

面
に

周
辺

景
観

が
映

り
込
ん

だ
場

合
に

は
、

狭
い

中
に
対
比
の
強
い
状
態
と
な
る
た
め
、
非
常
に
目
立
つ
。

 
・

め
っ

き
仕

上
げ

に
よ

る
色

彩
の

自
由
度

は
低

く
、

お
お

む
ね

生
地

と
同

程
度

の
無

彩
色

と
な

る
が

、
経

年
変

化
に

よ
り

光

沢
と
明
度
が
低
下
す
る
。

 
・

塗
装

に
よ

る
色

彩
の

自
由

度
は

非
常
に

高
い

が
、

塗
装

仕
上

げ
は

基
本

的
に

退
色

す
る

た
め

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
性

に
配

慮

す
る
必
要
が
あ
る
。

 
 

         
写

真
S
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金
属

は
色

彩
の

自
由

度
が

非
常

に
高

い
が
、
彩

度
の

高
い

色
彩
を

用
い

る

場
合

は
特

に
、

周
辺

景
観

に
配
慮

し
た

慎
重

な
検

討
が

必
要

で
あ

る
 

  色
彩
操
作
の
自
由
度

 

・
塗
装
な
ど
に
よ
り
自
由
度
は
非
常
に
高
い
。

 
・
生
地
の
ま
ま
用
い
る
場
合
は
無
彩
色
が
基
本
と
な
る
。

 

テ
ク
ス
チ
ャ
ー

 

・
基

本
的

に
表

面
は

滑
ら

か
で

あ
る

が
、

生
地

の
仕
上

げ
に

よ

り
さ
ま
ざ
ま
な
肌
理
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
。

 
・

塗
装

仕
上

げ
の
場

合
は

、
塗

料
に

よ
っ

て
表

面
の
光

沢
を

コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。

 

そ
の
他

 

・
表

面
だ

け
を

腐
蝕

さ
せ

た
「

耐
候

性
鋼

材
」

の
表
面

色
は

、

い
わ
ゆ
る
「
赤
錆
色
（

10
R

 4
/6

程
度

）」
に
ほ
ぼ
固
定
さ
れ

る
た

め
、

色
彩
検

討
に

お
い

て
は

素
材

色
と

し
て
扱

う
。

な

お
彩

度
が

や
や
高

い
た

め
、

地
域

景
観

と
の

関
係
に

十
分

留

意
し
て
取
り
扱
い
を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

 
・

化
粧

材
と

し
て
「

ホ
ー

ロ
ー

鉄
板

」
が

あ
り

、
色
彩

の
自

由

度
、

耐
久

性
と
も

に
高

い
が

、
塗

装
な

ど
と

比
べ
て

非
常

に

高
価
で
あ
る
。
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無
彩

色
で

仕
上

げ
た

金
属

に
周

囲
の
色

彩
が

反
映

す
る

こ
と
で

、
構

造
物

が
違
和

感
な

く
景

観
に

な
じ

む
。
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■
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資
-1

0  
●

 コ
ン
ク
リ
ー

ト
 

概
要

 

・
土

木
構

造
物

で
最

も
多

く
使

わ
れ

、
多

く
は

生
地

の
ま

ま
で

仕
上
げ
ら
れ
る
。

 
・

躯
体

と
し

て
使

用
さ

れ
る
こ

と
が

多
く

、
構

造
物

表
面

に
占

め
る
面
積
が
大
き
い
。

 

色
彩

 

・
ほ
と
ん
ど
無
彩
色
で
あ
る
。

 
・
一
般
に
明
度
は
高
く
、
打
設
・
硬
化
後
間
も
な
い
も
の
は
Ｎ

8
～

9
程
度
で
あ
る
。
ま
た
経
年
変
化
に
よ
り
Ｎ

6.
5～

7
程
度

ま
た
は
そ
れ
以
下
に
ま
で
低
下
す
る
。

 
・

屋
外

の
環

境
で

は
、

汚
れ
や

表
面

の
風

化
、

植
物

の
侵

入
な

ど
に
よ
り
明
度
が
低
下
す
る
。

 
・

表
面

に
凹

凸
を

施
す

こ
と
で

、
早

期
に

明
度

を
低

下
さ

せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

 
・

色
み

の
あ

る
骨

材
を

使
用
し

た
り

、
色

材
を

混
入

さ
せ

た
り

す
る
こ
と
に
よ
り
有
彩
色
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

色
彩
操
作
の
自
由
度

 

・
一
般
的
に
低
い
。

 
・
特
殊
な
操
作
に
よ
り
あ
る
程
度
の
彩
色
が
可
能
で
あ
る
。
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新
し
い

コ
ン

ク
リ

ー
ト

は
明

度
が

非
常

に
高

い
 

  テ
ク
ス
チ
ャ
ー

 

・
肌
理
が
や
や
粗
く
、
光
沢
が
な
い
。

 
・
経
年
変
化
に
よ
り
か
な
り
肌
理
が
粗
く
な
る
場
合
が
あ
る
。

 
・

設
置
時

の
型

枠
の

パ
タ
ー

ン
や

設
置

後
の

加
工

に
よ

り
、
テ

ク
ス
チ
ャ
ー
を
意
図
的
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

そ
の
他

 

・
一

般
的

な
現

場
打

設
の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
比

較
す

る
と

、
次
の

も
の
は
や
や
色
彩
が
異
な
る
。

 
1.
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
や
橋
梁
の
桁
、
建
築
物
な
ど
に
用
い
ら

れ
る

高
硬

度
コ

ン
ク
リ

ー
ト

は
、

水
分

が
少

な
く

稠
密
で

あ
り
、
表
面
は
通
常
よ
り
や
や
明
度
が
高
く
光
沢
が
あ
る
。 

2.
繊
維
に
よ
っ
て

補
強
さ
れ

た
超
高

硬
度
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
、

や
や
明
度
が
低
い
。

 
・

擁
壁
な

ど
に

石
材

の
テ
ク

ス
チ

ャ
ー

を
模

し
た

化
粧

型
枠
が

用
い
ら

れ
る

こ
と

が
あ
る

が
、

不
自

然
さ

を
感

じ
さ

せ
る
こ

と
も
多
い
た
め
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
・

骨
材
に

地
場

産
の

石
材
を

使
用

す
る

こ
と

で
、

わ
ず

か
な
色

み
を
反
映
さ
せ
、
周
辺
景
観
に
な
じ
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

・
中

性
化

を
防

止
し

長
寿
命

化
を

図
る

た
め

、
表

面
に

有
色
の

保
護
剤
を
塗
布
す
る
こ
と
が
あ
る
。
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時
間

と
と

も
に

景
観

に
な

じ
む

 

 
●

 ア
ス
フ
ァ
ル

ト
 

概
要

 

・
道
路

の
舗

装
材

と
し

て
用

い
ら

れ
、
一

般
的

に
生

地
の

ま
ま

で
仕
上
げ
ら
れ
る
。

 
・
道
路
の
内
部
景
観
に
占
め
る
面
積
が
大
き
い
。

 

色
彩

 

・
お
お
む
ね
無
彩
色
で
、

N
2～

3
程
度
の
明
度
で
あ
る
。

 
・

新
し

い
も

の
ほ

ど
明

度
が

低
く

、
古
い

も
の

は
間

隙
に

塵
や

砂
が
混
入
す
る
た
め
や
や
明
度
が
高
い
。

 
・

表
面

の
塗

装
、

色
材

の
混

入
な

ど
に
よ

り
、

色
彩

を
持

た
せ

る
こ
と
も
で
き
る
。

 

色
彩
操
作
の
自
由
度

 

・
一
般
的
に
低
い
。

 
・
特
殊
な
操
作
に
よ
り
あ
る
程
度
の
自
由
度
が
あ
る
。

 

テ
ク
ス
チ
ャ
ー

 

・
表
面

の
肌

理
は

骨
材

の
大

き
さ

に
よ
り

決
定

す
る

が
、

一
般

的
に
粗
い
。

 
・

高
機

能
舗

装
な

ど
空

隙
の

多
い

仕
様
で

は
、

さ
ら

に
肌

理
が

粗
い
。

 
・

合
材

そ
の

も
の

に
光

沢
が

あ
る

も
の
の

、
全

体
的

に
見

れ
ば

光
沢
は
な
い
。

 

そ
の
他

 

・
歩
道

舗
装

や
公

園
の

園
路

な
ど

で
色
彩

を
つ

け
る

こ
と

が
あ

る
が

、
交

通
管

理
な

ど
の

機
能

的
な

要
請

に
よ

る
ほ
か

は
、

避
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
・

交
差

点
付

近
で

表
面

を
塗

装
す

る
場
合

も
あ

る
が

、
交

通
事

故
対
策
の
た
め
に
必
要
十
分
な
範
囲
で
行
う
よ
う
に
す
る
。
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資
-2

. 
素
材
と
色
彩

 

資
-1

1 

 
●

 石
材

 

概
要

 

・
建
築
や
擁
壁
の
壁
面
仕
上
げ
、
橋
梁
の
親
柱
、
舗
装
、
縁
石
、

記
念
碑

、
ス

ト
リ

ー
ト
フ

ァ
ニ

チ
ャ

ー
類

な
ど

に
、

生
地
の

ま
ま
で
用
い
ら
れ
る
。

 
・

歴
史
的

な
橋

梁
や

擁
壁
の

躯
体

と
し

て
使

用
さ

れ
て

い
る
こ

と
も
あ

る
が

、
概

し
て
高

価
で

、
加

工
や

運
搬

も
難

し
い
た

め
、
近

年
で

は
グ

レ
ー
ド

の
高

い
景

観
を

創
出

す
る

目
的
で

使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

 
・
一
般
的
な
景
観
に
占
め
る
面
積
は
少
な
い
。

 
・

地
域
の

川
原

や
地

中
か
ら

採
取

し
た

石
材

を
、

現
場

発
生
材

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

 

色
彩

 

・
産
地
や
材
質
に
よ
り
色
相
、
明
度
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、

ま
た
節
理
に
よ
る
パ
タ
ー
ン
を
呈
す
る
も
の
が
あ
る
。

 
・

お
お
む

ね
無

彩
色

か
低
彩

度
色

で
あ

り
、

比
較

的
高

彩
度
の

も
の
で
も
彩
度
は

4
程
度
に
と
ど
ま
る
。

 
・

屋
外
の

環
境

で
は

、
汚
れ

や
表

面
の

風
化

、
植

物
の

侵
入
な

ど
に
よ
り
明
度
・
彩
度
が
低
下
し
や
す
い
。

 

色
彩
操
作
の
自
由
度

 

・
素
材
の
選
択
に
よ
り
あ
る
程
度
の
自
由
度
が
あ
る
。

 
 

           
写

真
S
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石
材

は
経

年
変

化
に

よ
り

風
格

を
増

す
 

  テ
ク
ス
チ
ャ
ー

 

・
表
面

の
肌

理
は

意
図

的
に

調
整

さ
れ
る

こ
と

が
一

般
的

で
あ

る
。

肌
理

の
粗

い
順

に
代

表
的

な
も

の
は

、
割

り
肌

、
瘤

出

し
、

鑿
切

り
、

び
し

ゃ
ん

叩
き

、
バ

ー
ナ

ー
、

切
り

出
し

、

磨
き
な
ど
の
仕
上
げ
で
あ
る
。

 
・

ブ
ロ

ッ
ク

状
の

部
材

を
敷

設
ま

た
は
積

み
上

げ
る

た
め

、
目

地
が
発
生
す
る
。

 
・

発
生

材
の

玉
石

な
ど

を
加

工
せ

ず
に
用

い
る

場
合

は
、

全
体

に
陰
影
や
表
情
に
富
ん
だ
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
と
な
る
。

 

そ
の
他

 

・
自
然

の
素

材
で

あ
り

耐
久

性
が

あ
る
た

め
、

経
年

変
化

に
よ

り
風
格
を
増
す
素
材
で
あ
る
。

 
・

再
生

利
用

で
き

る
こ

と
を

活
か

し
、
用

途
を

替
え

て
再

利
用

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
歴
史
を
物
語
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。 

・
石
材

の
産

地
で

は
地

場
産

材
を

使
用
し

た
り

、
そ

れ
以

外
の

地
域

で
も

現
場

発
生

材
を

使
用

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
地

域

性
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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水
制

工
付

近
に

草
が

茂
り

、
石

に
よ

る
構

造
物

と
自

然
が

融
合
し

て
い

る
 

 
●

 タ
イ
ル

 

概
要

 

・
も

と
も

と
石

材
の

代
用

と
し

て
利

用
さ

れ
た

経
緯
が

あ
り

、

建
築

や
擁

壁
の
壁

面
仕

上
げ

、
舗

装
、

縁
石

な
ど
に

、
生

地

の
ま
ま
で
用
い
ら
れ
る
。

 
・
吸
水
率
の
違
い
に
よ
り
磁
器
質
タ
イ
ル
、
せ
っ
器
質
タ
イ
ル
、

陶
器
質
タ
イ
ル
に
分
け
ら
れ
る
。

 
・

構
造

物
の

面
を
形

成
す

る
仕

上
げ

材
と

し
て

使
用
さ

れ
る

た

め
、

統
一

的
に
使

用
さ

れ
る

場
合

は
景

観
に

占
め
る

面
積

は

大
き
い
。

 

色
彩

 

・
色
相
、
明
度
、
彩
度
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
既
製
品
が
あ
る
。

 
・

吸
水

率
が

低
い
た

め
石

材
の

よ
う

な
経

年
変

化
は
期

待
で

き

ず
、

汚
れ

に
よ
っ

て
わ

ず
か

に
明

度
が

低
下

す
る
程

度
で

あ

る
。

 

色
彩
操
作
の
自
由
度

 

・
高
い
。
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タ
イ

ル
の

色
彩

自
由

度
を

活
か

し
た
シ

ン
プ

ル
な

舗
装

パ
タ
ー

ン
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■
資
料

 

資
-1

2  
 テ
ク
ス
チ
ャ
ー

 

・
光

沢
の

あ
る

磁
器

質
タ

イ
ル

に
対

し
、

せ
っ

器
質

タ
イ

ル
は

光
沢

が
な
く

、
素

焼
き

の
よ

う
な

質
感

で
あ
る

。
陶

器
質

タ

イ
ル

は
表
面

に
釉

薬
を

施
す

た
め

、
釉

薬
の
性

質
に

よ
り

質

感
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

 
・

個
々

の
タ

イ
ル

の
表

面
に
意

図
的

に
テ

ク
ス

チ
ャ

ー
を

施
す

こ
と
が
で
き
る
。

 
・

貼
り

材
で

あ
る

た
め

目
地
が

発
生

す
る

が
、

石
材

や
ブ

ロ
ッ

ク
に
比
べ
部
材
が
細
か
い
た
め
目
地
も
細
か
く
発
生
す
る
。

 

そ
の
他

 

・
基
本
的
に
再
利
用
は
で
き
な
い
。

 
・

部
分

的
な

補
修

が
困

難
で
あ

る
た

め
、

剥
離

が
生

じ
な

い
よ

う
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
・

色
彩

の
自

由
度

を
活

か
し
て

、
モ

ザ
イ

ク
状

に
パ

タ
ー

ン
や

図
柄

を
表
現

で
き

る
が

、
そ

う
し

た
行

為
の
必

然
性

と
と

も

に
、
表
現
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 
・

や
き

も
の

の
産

地
と

さ
れ
る

地
域

で
は

、
地

場
産

材
を

使
用

す
る
こ
と
で
、
地
域
性
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
             

写
真

S
-1

0 
エ

イ
ジ

ン
グ

に
よ

り
自

然
の

風
合

い
が

増
し

た
タ

イ
ル

 

 
●

 ブ
ロ
ッ
ク

 

概
要

 

・
タ

イ
ル

と
同

様
に

、
建
築

や
擁

壁
の

壁
面

仕
上

げ
、

舗
装
、

縁
石
な
ど
に
、
生
地
の
ま
ま
で
用
い
ら
れ
る
。

 
・

レ
ン
ガ

、
コ

ン
ク

リ
ー
ト

製
、

ゴ
ム

チ
ッ

プ
や

木
材

を
固
め

た
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
が
あ
る
。

 
・

構
造
物

の
面

を
形

成
す
る

た
め

に
使

用
さ

れ
、

統
一

的
に
使

用
さ
れ
る
場
合
は
景
観
に
占
め
る
面
積
は
大
き
い
。

 

色
彩

 

・
色
相
、
明
度
、
彩
度
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
既
製
品
が
あ
る
。

 
・

一
般
に

吸
水

率
が

高
い
た

め
、

屋
外

の
環

境
で

は
汚

れ
や
表

面
の
風
化
、
植
物
の
侵
入
な
ど
に
よ
り
明
度
が
低
下
す
る
。

 
・

レ
ン
ガ

ブ
ロ

ッ
ク

は
、
原

材
料

や
焼

成
方

法
に

よ
っ

て
色
彩

に
幅
が

あ
る

も
の

の
、
自

然
素

材
に

近
く

経
年

変
化

に
よ
る

周
辺
景
観
と
の
融
和
も
期
待
で
き
る
。

 
・

自
然
素

材
を

固
め

た
ブ
ロ

ッ
ク

は
、

色
彩

が
素

材
に

近
く
経

年
変
化
に
よ
る
周
辺
景
観
と
の
融
和
も
期
待
で
き
る
。

 
               

写
真

S
-1

1 
レ

ン
ガ

は
経

年
変

化
に

よ
り

風
合

い
が

増
す

 

  色
彩
操
作
の
自
由
度

 

・
製
品
の
選
択
に
よ
り
高
い
。

 

テ
ク
ス
チ
ャ
ー

 

・
個
々

の
ブ

ロ
ッ

ク
の

表
面

に
意

図
的
に

テ
ク

ス
チ

ャ
ー

を
施

す
こ
と
が
で
き
る
。

 
・

組
み

合
わ

せ
て

使
用

す
る

た
め

目
地
が

発
生

す
る

。
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
キ

ン
グ

ブ
ロ

ッ
ク

な
ど

の
い

わ
ゆ

る
「

砂
ぎ
め

」
の

製
品

は
、

目
地

幅
が

ほ
と

ん
ど

な
く

目
地

材
を

使
用
す

る
こ

と
も
な
い
。

 

そ
の
他

 

・
イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

キ
ン

グ
ブ

ロ
ッ

ク
な
ど

は
目

地
を

固
定

し
な

い
た
め
再
利
用
が
可
能
で
、
補
修
も
容
易
で
あ
る
。

 
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
品

の
中

に
は

透
水
性

を
高

め
た

も
の

が
あ

り
、
歩
道
に
お
け
る
雨
水
の
処
理
に
効
果
が
あ
る
。

 
・

色
彩

の
自

由
度

を
活

か
し

て
、

モ
ザ
イ

ク
状

に
パ

タ
ー

ン
や

図
柄

を
表

現
で

き
る

が
、

そ
う

し
た

行
為

の
必

然
性
と

と
も

に
、
表
現
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 
              

写
真

S
-1

2 
透

水
性

舗
装

に
よ

る
歩

道
舗

装
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資
-2

. 
素
材
と
色
彩

 

資
-1

3 

 
●

 植
物

 

概
要

 

・
田

園
や

山
岳

部
に

お
い
て

は
背

景
の

ほ
と

ん
ど

を
占

め
、
基

本
的
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

 
・
景
観
操
作
の
素
材
と
し
て
は
、
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
、
街
路
樹
、

法
面
の

被
覆

、
護

岸
、
特

定
の

景
観

や
構

造
物

の
遮

蔽
、
造

園
材
料

と
し

て
な

ど
景
観

的
な

要
請

の
ほ

か
、

日
陰

を
提
供

す
る
な
ど
物
理
的
な
機
能
性
か
ら
も
使
用
さ
れ
る
。

 
・

一
般
的

な
構

造
物

に
は
、

植
物

の
緑

や
紅

葉
の

色
よ

り
も
鮮

や
か
な
色
彩
を
使
用
し
な
い
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。

 

色
彩

 

・
植
物
は
一
般
に
「
み
ど
り
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

緑
色
（

マ
ン

セ
ル

値
で
は

G
）

で
あ

る
と

理
解

さ
れ

る
こ
と

が
あ
る
が
、
実
際
の
植
物
の
葉
色
は

G
Y
か
ら

YR
の
範
囲
で

あ
る
。

 
・

景
観
の

変
動

要
素

と
し
て

、
季

節
に

よ
る

植
物

の
葉

色
の
変

化
が
あ

る
が

、
落

葉
樹
で

あ
る

ケ
ヤ

キ
の

葉
色

を
実

測
し
た

と
こ
ろ
、
春
：

5G
Y 

6.
5/

10
.5
、
夏
：

5G
Y 

4/
6、

秋
：

2.
5G

Y 
3.

5/
6、

冬
：

2.
5G

Y 
2.

3/
2、

幹
の
色
は

10
YR

 3
.3

/4
で
あ

っ
た
と

す
る

調
査

結
果
が

あ
る

※
1 。

ま
た

晩
秋

の
紅

葉
し
た

サ
ク
ラ
の
葉
色
は

10
YR

 5
/1

0
に
近
い
。
こ
の
ほ
か
針
葉
樹

で
あ
る
イ
チ
ョ
ウ
は
、
夏
：

10
G

Y 
5/

6、
秋
：

5Y
 7

/8
※

2 、

ま
た
と
く
に
赤
く
紅
葉
す
る
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
は
、
秋
：

10
R 

4/
10

、
常
緑
樹
の
ツ
バ
キ
は

7.
5G

Y 
3/

6
に
近
い
が
、
こ
の

よ
う
な
樹
種
が
景
観
に
占
め
る
割
合
は
低
い
と
み
て
よ
い
。

 
・

こ
れ
ら

の
こ

と
か

ら
、
植

物
の

持
つ

色
相

は
10

YR
～

5G
Y

程
度
の
範
囲
に
お
お
む
ね
収
ま
り

、針
葉
樹
の
場
合
は
や
や

G
に

接
近

す
る

と
考

え
て
よ

い
。

な
お

特
定

の
樹

種
を

象
徴
的

に
用
い

る
場

合
な

ど
は
、

個
別

に
色

彩
を

調
査

す
る

必
要
が

あ
る
。

 

色
彩
操
作
の
自
由
度

 

・
低
い
。

 
 

  ※
1 

『
景

観
イ

メ
ー

ジ
を

活
か

す
 景

観
色

彩
計

画
』

よ
り

 
※

2 
『

東
京
都

景
観

色
彩

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

』
よ

り
 

  テ
ク
ス
チ
ャ
ー

 

・
景
観

に
つ

い
て

考
え

る
場

合
、

個
々
の

植
物

の
葉

や
幹

で
は

な
く

、
集

合
体

で
あ

る
森

林
、

草
原

、
田

園
な

ど
を

検
討

要

素
と

す
る

こ
と

が
多

い
。

こ
う

し
た

対
象

は
テ

ク
ス

チ
ャ

ー

を
問
題
に
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 
・

田
や

畑
、

果
樹

園
、

街
路

樹
、

整
型
的

な
庭

園
な

ど
に

見
ら

れ
る

植
物

の
規

則
的

な
配

列
は

、
中

～
遠

景
に

お
い

て
パ

タ

ー
ン
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

 

そ
の
他

 

・
植
栽

対
象

と
し

て
の

樹
種

は
、

地
域
の

植
生

や
生

育
条

件
を

十
分

に
検

討
し

た
う

え
で

選
定

す
る

必
要

が
あ

る
。

と
く

に

シ
ン

ボ
ル

ツ
リ

ー
や

被
覆

目
的

の
つ

る
性

植
物

の
選

定
に

お

い
て

、
外

来
種

を
採

用
す

る
こ

と
も

あ
る

が
、

長
期

的
に

は

地
域

の
生

態
系

へ
の

悪
影

響
も

懸
念

さ
れ

る
た

め
、

慎
重

に

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

 
・
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
の
多
く
は
緑
（

G
）

色
で

あ
る

。
こ

れ
は

植
物

と
の

融
和

を
図

る
た

め
と

推
察

さ

れ
る

が
、

色
相

が
異

な
る

う
え

彩
度

が
高

い
た

め
、

周
辺

景

観
か

ら
際

立
っ

て
見

え
る

こ
と

が
多

い
。

手
軽

に
入

手
で

き

る
う

え
安

価
で

あ
る
た

め
広

く
使

用
さ

れ
る

材
料

で
あ
る

が
、

そ
の

色
彩

が
結

果
と

し
て

景
観

全
体

の
質

を
損

ね
る

こ
と

も

あ
る
。

 
・

植
物

の
色

彩
の

変
動

要
素

と
し

て
花
の

存
在

が
あ

る
が

、
盛

期
は

比
較

的
短

く
、

と
く

に
花

色
に

特
徴

が
あ

り
景

観
を

支

配
す

る
も

の
は

計
画

的
に

植
栽

さ
れ

た
場

合
が

多
い

。
盛

期

の
花

は
景

観
の

主
役

と
な

る
が

、
色

彩
の

検
討

だ
け

で
な

く

植
栽
技
術
や
管
理
を
含
め
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
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■
資
料
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4 

 3.
 
『
塗

料
用
標

準
色
見

本
』 

に
お
け
る

推
奨
色

 
 「

1-
3.

 公
共

事
業
の

推
奨

色
」
に
示

さ
れ

た
範

囲
の

色
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塗
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す
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色
 

 
各
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0～
2
程
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公
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事
業
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※
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色

10
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色

の
全

29
3
色

が
該

当
す
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。

 
 

 
備

考
欄

の
、
「
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S
」

は
 J
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 9
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1,
 J
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 Z

 9
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3
に

お
け

る
規

定
色

を
、
「

防

護
柵

」
は

、
『

景
観

に
配

慮
し

た
防

護
柵

の
設

置
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
』

に
示
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れ

た

色
彩
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、
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れ
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す

。
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5B

G
 7

/0
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80

B 
5B

G
 8
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B 
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 7
/1

 
 

 
E5

5-
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B 
5B
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50
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5B
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/1

 
 

 
E5

5-
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 3
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 7
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D

 
5B

G
 5

/2
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7-

70
D

 
7.

5B
G

 7
/2

 
 

 
E5

7-
60

C
 

7.
5B

G
 6

/1
.5

 
 

 
E5

9-
80

D
 

10
BG

 8
/2
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9-
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D
 

10
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 5
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E6
5-

60
B 
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 6

/1
 

 

 

 色
相

 
塗

料
用

標
準

色
 

マ
ン

セ
ル

値
 

備
考

 
 

E6
5-

50
B 

5B
 5

/1
 

 
 

E6
5-

40
B 

5B
 4

/1
 

 
 

E6
5-

30
B 

5B
 3

/1
 

 
 

E6
5-

20
B 

5B
 2

/1
 

 
 

E6
5-

80
D

 
5B

 8
/2
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5-
70

D
 

5B
 7

/2
 

 
 

E6
5-

60
D

 
5B

 6
/2

 
 

 
E6

5-
50

D
 

5B
 5

/2
 

 
 

E6
5-

40
D

 
5B

 4
/2

 
 

 
E6

5-
30

D
 

5B
 3

/2
 

 
 

E6
9-

80
B 

10
B 

8/
1 

 
 

E6
9-

50
D

 
10

B 
5/

2 
 

 
E6

9-
40

D
 

10
B 

4/
2 

 
 

E6
9-

20
D

 
10

B 
2/

2 
 

 
 

 
 

PB
 

E7
2-

80
D

 
2.

5P
B 

8/
2 
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色
 

E7
2-

70
D

 
2.

5P
B 

7/
2 

 
 

E7
2-

60
D

 
2.

5P
B 

6/
2 

 
 

E7
5-

80
A 

5P
B 

8/
0.

5 
 

 
E7

5-
75

A 
5P

B 
7.

5/
0.

5 
 

 
E7

5-
70

A 
5P

B 
7/

0.
5 

 
 

E7
5-

80
B 

5P
B 

8/
1 

 
 

E7
5-

70
B 

5P
B 

7/
1 

 
 

E7
5-

60
B 

5P
B 

6/
1 

 
 

E7
5-

50
B 

5P
B 

5/
1 

 
 

E7
5-

40
B 

5P
B 

4/
1 

 
 

E7
5-

30
B 

5P
B 

3/
1 

 
 

E7
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20
B 

5P
B 
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1 
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D
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D
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D

 
5P
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D
 

5P
B 
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5-

40
D

 
5P
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4/

2 
 

 
E7

5-
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D
 

5P
B 

3/
2 

 
 

E7
5-

20
D

 
5P

B 
2/

2 
 

 
E7

6-
80

D
 

6.
25
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 8

/2
 

 
 

E7
7-

70
D

 
7.

5P
B 

7/
2 

 
 

 
 

 
P 

E8
5-
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5P
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.5
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セ
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備
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R
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5-
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5 
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E9
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P 
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0.
5 
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5 
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資
-4

. 
用
語
集

 

資
-1

7 

 4.
 
用

語
集

 
  

 
●

 あ
 

安
全
色

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

  
JI

S 
Z 

91
01

-安
全

色
お

よ
び

安
全

標
識

、
JI

S 
Z 

91
03

-安
全

色
一

般
事

項
に

よ
り

規
定

さ
れ

た
、

安

全
・
禁
止
・
注
意
・
指
示
な
ど
を
表
す
色
彩
。

 

色
温
度

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

  
光

源
か

ら
の

光
の

色
を

数
値

で
表

す
尺

度
。

単
位

は

「
°

K
（
ケ
ル
ビ
ン
）」
。

 

色
の

3
属
性
、
色
彩
の

3
属
性

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
.  

色
相
、
明
度
、
彩
度
の
こ
と
。

 

エ
イ
ジ
ン
グ
（
エ
ー
ジ
ン
グ
、

ag
in

g）
 ..

...
...

...
...

.  
一

般
に
は

「
老
化

」
の

意
味
で

あ
る

が
、

本
書
で

は
、

構
造

物
が

時
間

と
と

も
に

汚
れ

や
摩

滅
な

ど
に

よ
り

味
わ
い
を
増
す
「
熟
成
」
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。

 

演
色
性

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

  
光
源
の
放
つ
光
の
性
質
で
、
光
の
波
長
の
特
徴
に
よ
り

物
体
色
に
与
え
る
影
響
の
こ
と
を
い
う
。
一
般
に
、
自

然
光

を
基

準
と
し

て
「

良
い
」
「

悪
い
」

が
判
断
さ

れ

る
。

 
 ●

 か
 

寒
色

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
  

色
相
の
種
類
で
、
視
覚
的
に
寒
い
・
涼
し
い
感
じ
を
与

え
る
色
の
こ
と
。
一
般
に
青
緑
、
青
、
青
紫
な
ど
。

 

輝
度

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
  

も
の
の
明
る
さ
を
表
現
し
た
も
の
で
、
単
位
面
積
あ
た

り
の
放
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
発
散
す
る
光
の
量
）
を
比
視

感
度
と
し
て
輝
度
計
に
よ
り
計
測
し
た
も
の
。
単
位
は

cd
/m

2 （
カ

ン
デ

ラ
／

平
方

メ
ー

ト
ル

）
。
（

JI
S 

Z 
91

11
）

 

仰
角

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
  

対
象
を
見
上
げ
る
（
仰
瞰
す
る
）
場
合
の
、
水
平
面
と

視
線
方
向
の
な
す
角
度
。
俯
角
と
対
応
す
る
。

 

  空
気
遠
近
法

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

  
遠

く
の

も
の

ほ
ど

か
す

ん
で

見
え

る
と

い
う

視
覚

的

な
性
質
を
利
用
し
て
、
二
次
元
に
奥
行
き
を
表
現
す
る

方
法
。
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
絵
画
や
東
洋
の
水
墨
画
な

ど
に
よ
く
見
ら
れ
、
「
色
彩
遠
近
法
」
と
も
言
う
。

 
 ●

 さ
 

彩
度

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.  

色
彩
の

3
属
性
の
ひ
と
つ
で
、
色
み
の
強
さ
、
鮮
や
か

さ
を

表
す

属
性

。
マ

ン
セ

ル
表

色
系

で
は

「
C
：

Ch
ro

m
a」

と
し
て

0～
14

程
度
で
表
さ
れ
る
。

 

色
相

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.  

色
の

3
属
性
の
ひ
と
つ
で
、
色
み
（
赤
、
黄
、
青
な
ど

色
の

種
類

）
を

表
す

属
性

。
マ

ン
セ

ル
表

色
系

で
は

「
H：

H
ue

」
と
し
て
色
相
環
上
で

10
0等

分
さ
れ
る
。

 

色
相
環

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

.  
さ

ま
ざ

ま
な

色
相

を
一

定
の

順
序

に
し

た
が

い
円

環

状
に
て
並
べ
た
も
の
。
マ
ン
セ
ル
表
色
系
で
は

R：
re

d、
Y：

ye
llo

w
、

G
：

gr
ee

n、
B
：

bl
ue

、
P：

pu
rp

le
を

主
要

5
色

相
と

し
、
そ

れ
ぞ

れ
の
中

間
を
加
え

た

10
色
相

を
基
準

と
し
て
、

環
状
に
時
計
回
り
に
循

環

さ
せ
て
配
置
す
る
。

 

照
度

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.  

物
体

に
照

射
さ

れ
た

光
の

明
る

さ
を

表
す

心
理

的
な

物
理
量
で
、
単
位
は

lx
（
ル
ク
ス
）
ま
た
は

lm
/m

2
（
ル
ー
メ
ン
／
平
方
メ
ー
ト
ル
）
。

 
 ●

 た
 

暖
色

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.  

色
相
の
種
類
で
、
視
覚
的
に
熱
い
・
暖
か
い
感
じ
を
与

え
る
色
の
こ
と
。
一
般
に
赤
、
橙
、
黄
な
ど
。

 

テ
ク
ス
チ
ャ
ー

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

..  
物
の
表
面
の
質
感
、
手
触
り
、
肌
理
（
き
め
）
な
ど
を

指
す
概
念
。
本
来
は
織
物
の
質
感
を
意
味
す
る
。

 

  透
過
色

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

  
物
体
色
の
ひ
と
つ
で
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
セ
ロ
フ
ァ

ン
な

ど
色

み
を

持
つ

透
明

な
物

体
を

透
か

し
て

見
え

る
光
の
色
の
こ
と
。

 
 塗
料
用
標
準
色

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

..  
社
団

法
人

 日
本
塗

料
工
業

会
が

発
行
す

る
塗
料

色
の

見
本
帳
。
各
色
に
マ
ン
セ
ル
表
色
系
に
よ
る
近
似
値
が

付
記
さ
れ
て
お
り
、
色
票
番
号
も
マ
ン
セ
ル
値
と
対
応

し
て
い
る
。

 
 ●

 は
 

ハ
レ
ー
シ
ョ
ン

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

..  
一
般
に
は
、
写
真
な
ど
に
お
い
て
特
に
強
い
光
の
当
た

っ
た

部
分

の
周

り
が

白
く

ぼ
や

け
る

現
象

の
こ

と
を

言
が
、
本
書
で
は
彩
度
の
高
い
補
色
同
士
が
隣
り
合
っ

た
場
合
に
見
ら
れ
る
、
目
が
ち
か
ち
か
す
る
よ
う
な
色

彩
効
果
の
こ
と
を
指
す
。

 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
  

人
間
の
感
覚
や
行
動
、
身
体
能
力
に
適
合
し
た
、
適
切

な
空
間
や
も
の
の
大
き
さ
。

 

表
面
色

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

  
物
体
色
の
ひ
と
つ
で
、
物
の
表
面
か
ら
反
射
し
て
見
え

る
光
の
色
の
こ
と
。
本
書
で
は
物
体
色
の
う
ち
主
に
表

面
色
を
扱
っ
て
い
る
。

 

俯
角

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.  

対
象
を
見
下
ろ
す
（
俯
瞰
す
る
）
場
合
の
、
水
平
面
と

視
線
方
向
の
な
す
角
度
。
仰
角
と
対
応
す
る
。

 

物
体
色

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

  
光

源
か

ら
の

光
に

対
象

物
が

照
ら

さ
れ

た
と

き
に

見

え
る
色
の
こ
と
。
透
過
色
と
表
面
色
が
あ
る
。
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■
資
料

 

資
-1

8  
 

プ
ロ
セ
ス
カ
ラ
ー

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.  

C：
シ
ア
ン
、

M
：
マ
ゼ

ン
タ

、
Y：

イ
エ

ロ
ー

、
K
：

ブ
ラ
ッ
ク
の
、

4
色
の
イ
ン
ク
の
か
け
あ
わ
せ
に
よ
り

色
を
再
現
す
る
方
法
。
一
般
的
な
印
刷
に
用
い
ら
れ
る
。 

補
色

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.  

色
相

環
上

で
18

0°
付

近
に

位
置

す
る

色
同

士
の

関

係
。

 
 

●
 ま

 

マ
ン
セ
ル
値

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.. 

 
マ

ン
セ

ル
表

色
系

に
沿

っ
て

表
示

さ
れ

た
色

彩
の

記

号
で
、
有
彩
色
は
「
色
相

 +
 明

度
 /

 彩
度
」
で
表
し
、

無
彩
色
は
「

N
 +

 明
度
」
で
表
す
。

 

マ
ン
セ
ル
表
色
系

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.  

ア
メ
リ
カ
の
画
家
、
・
美
術
教
育
者
の

A.
マ
ン
セ
ル
に

よ
り

19
05

年
に
提
唱
さ
れ
た
色
彩
の
表
記
法
。

19
43

年
に

ア
メ

リ
カ

光
学

会
が

視
感

評
価

実
験

に
よ

っ
て

修
正
し
た
も
の
が
、
現
在
の
マ
ン
セ
ル
表
色
系
の
基
礎

と
な
っ
て
い
る
。
色
彩
を
定
量
的
に
表
す
国
際
的
な
尺

度
で
、
日
本
で
は

JI
S 

Z 
87

21
（
三
属
性
に
よ
る
色
の

表
示
方
法
）
と
し
て
規
格
化
さ
れ
て
い
る
。
マ
ン
セ
ル

色
体
系
、
マ
ン
セ
ル
・
カ
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
、
マ
ン
セ

ル
・
シ
ス
テ
ム
と
も
い
う
。

 
 無
彩
色

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

  
色
み
と
鮮
や
か
さ
を
持
た
ず
、
明
る
さ
だ
け
を
持
つ
色

で
、
白
か
ら
黒
に
い
た
る
グ
レ
ー
の
範
囲
。

 

 
 

ム
ー
ン
＆
ス
ペ
ン
サ
ー
の
色
彩
調
和
理
論

...
...

...
...

.. 
 

P.
ム
ー
ン
と

D
.E

.ス
ペ
ン
サ
ー
に
よ
り

19
44

年
に
色

彩
の

調
和

原
理

と
し

て
米

国
光

学
会

に
発

表
さ

れ
た

考
え
方
。
異
な
る
複
数
の
色
に
お
け
る
相
互
の
調
和
／

不
調
和
を
、
色
相
環
上
の
角
度
に
よ
っ
て
表
し
て
い
る

こ
と
、
色
彩
に
よ
る
連
想
・
色
彩
の
嗜
好
・
色
彩
の
適

合
性

の
3

つ
は
切

り
離
し

て
考
え
る
べ

き
と

し
て
い

る
こ
と
、
従
前
の
色
彩
調
和
論
に
見
ら
れ
る
普
遍
的
な

原
理

を
一

般
化

し
て

定
量

的
な

記
述

を
し

た
こ

と
な

ど
に
特
徴
が
あ
る
。
ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
の
現
場
で
実

用
に
適
し
た
色
彩
理
論
と
し
て
、
現
在
も
広
く
支
持
さ

れ
て
い
る
。

 
 明
度

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
  

色
彩
の

3
属
性
の
ひ
と
つ
で
、
色
の
明
る
さ
を
表
す
属

性
。
マ
ン
セ
ル
表
色
系
で
は
「

V：
Va

lu
e」

と
し
て

0
～

10
の
数
値
で
表
さ
れ
る
。

 
 

●
 や

 

有
彩
色

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

  
無
彩
色
以
外
の
色
の
こ
と
で
、
色
み
（
色
相
）
と
鮮
や

か
さ
（
彩
度
）
を
持
つ
。
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 1

総論編 
良好な景観は、日々の保全活動や維持管理によって守られているものであり、また、調和の

とれた街並みにしていくことや失われた自然を再生していくことも、日々の継続した取組によ

ってなされる。このように、日々の積み重ねで、景観づくりに取り組んでいくことは、地域が

将来にわたって持続可能で豊かに暮らせることにつながっていくものである。 

また、景観の主役は地域の自然景観や人文景観であり、公共構造物は、原則、景観の脇役と

して地域の景観と調和する存在が望ましい。そのため、色彩やデザインの設計においては、誘

目性（人目を引く性質）を弱めることを基本とする。 

 

1. 本指針について 
本指針は、「新設・改築における色彩・デザイン指針」の方針を踏まえつつ、中部地方整備

局の景観検討の実施要領である『未来を拓く中部の景観づくり「実践編」』において、簡易区

分に判定されるような維持管理・災害復旧等の比較的規模の小さい工事や、規模の小さい改築

工事を対象とする。また、事故による損傷の復旧は対象から除くこととする。 

本指針の目的は、日常的に生じる維持管理をはじめ、今後想定される構造物のメンテナンス、

災害において生じる被害に対し、効率的かつ迅速に修繕や復旧を行うなかで、対象地域の景観

の維持、向上を図ることである。そのため、周辺環境や一貫性を踏まえ、良好な景観が維持で

きる場合、本指針によらず現況復旧もやむを得ない。 

また、実際に現場に立つ担当者が、時間的な制約のもとで、こうした維持修繕や緊急的な復

旧に対応するため、最低限踏まえるべき景観に対する内容を中心に把握し、活用することを想

定している。色彩・デザインの検討にあたっては、基本的には各事務所で策定した手引き・指

針等に準拠するものとし、本指針は参考書として活用する。また、それらの手引きや指針がな

い場合には、本指針に準拠するものとする。 

色彩・デザインに関する基本的事項については、平成 27 年 12 月に改訂した「新設・改築に

おける色彩・デザイン指針」を参照するものとする。 

 

2. 本指針の利用方法 
本指針は、設計段階での受注者との打合せにおける指示や色彩検討シート（業務編）作成、

工事段階での受注者への指示や条件明示項目チェックリスト（工事編）作成の際に適用してい

くことが望ましい。 

景観はそれぞれの地域で作り上げてきた地域固有のものであり、一律に「この種の施設はこ

うすべきである」と決めることは適切ではない。例えば、過去の取組が一定の成果を上げてい

る箇所については、必ずしも本指針どおりに施工しなくても良い場合も想定される。このため、

この指針は、各工事担当者が公共施設の機能確保をした上で、現場条件、コスト、連続性、経

済性や景観特性等を踏まえ、景観に配慮した設計や工事を行う場合の参考にすべきものであり、

その利用に当たっては、既に行われている整備の状況や今後の整備の見通し等も勘案しつつ、

柔軟に対応することが望ましい。 

なお、本指針については、その活用状況を確認し、随時見直しを図ることとする。 
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 2

3. 色彩計画 
3.1 基本方針 
維持管理においては、地域景観になじむように、著しく目立つことがないよう配慮することを

前提とする。また、災害復旧等において、迅速かつ効率的に対応できるように、予め地域景観の

類型ごとに色彩選定の方向性を設定しておくことが望ましい。 

 

 

3.2 地域景観の類型の設定 
中部地方整備局管内の代表的な景観類型として、以下の５区分に類型化する。 

なお、エリアの区分が困難な場合は、郊外・田園景観に区分することとする。 

 

● 都市景観 

● 郊外・田園景観 

● 山岳景観 

● 河川景観 

● 海浜・港湾景観 

 

 

3.3 色彩選定の方向性 
５つの地域景観の類型について、景観の特徴および色彩選定の方向性を次ページに示す。 

 

 

3.4 強調させる色彩の使用 
色彩選定においては、周囲の環境に調和させる色彩を採用することが基本的な方針であるが、

地域のランドマークやシンボルにするため、本指針推奨色以外を採用することがありえる。その

際には、専門家を交えるなどして検討することが望ましい。 

 

3.5 その他 
地域の実情を踏まえつつ、防護柵や護岸など連続する構造物について部分的な小規模工事を行

う場合、本指針に基づくことが、むしろ連続性を損なう場合もある。その場合には、既存区分の

今後の色彩の見直しを勘案し、現状のままとすることもやむを得ない。 
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(1) 都市景観 

① 景観の特徴 

・生活環境が集積しているため、景観全体が多様な構造物で形成されており、相互の

距離が近い。 

・垂直方向の要素が卓越しており、見通しが悪くやや閉鎖的であることが多い。 

・オフィス街、商店街、住宅街など、特徴を持った多様な景観が連続する。 

・建築物や地下施設などにより立体的な構造を持つため、視点場が多い。 

 

② 色彩選定の方向性 

・建築物や屋外広告物など既存の色彩が多様であるため、景観の秩序を生み出すこと

を目指す。 

・色相は既存景観に応じて多様な展開が考えられるが、低～中程度の明度の色彩を用

いることが基本となる。 

・中心市街地では、比較的成長した街路樹の中に、低彩度の落ち着いたグレー系や濃

淡はあるが、ブラウン系のビルが景観を形成している。オフィス街でグレー系やベ

ージュ系のビルが多い事を考慮した基調色とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市景観のイメージ 
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(2) 郊外・田園景観 

① 景観の特徴 

・開放的な空間を舞台に集落や河川・水路、里山が点在するのが田園景観の特徴であ

る。 

・田園景観を背景に、住宅や商店などの都市的環境が断続的に存在する地域を郊外と

位置づけ、景観を構成する要素が比較的近いことから、郊外と田園とを複合して捉

えることとする。 

・伸びやかな開放感と豊かな自然環境があり、季節の変化にも富んだ景観である。 

 

② 色彩選定の方向性 

・非常に開放的な空間、住居などの集積する空間、水辺や山裾などの自然豊かな空間

など、場所ごとの特徴をとらえる必要がある。 

・植物や土になじむ色相を選定し、全体に明るい景観であることを考慮して中程度の

明度の色彩を用いることが基本となる。 

・自然素材の使用、やや粗いテクスチャー※1の採用、エイジング※2の促進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郊外・田園景観のイメージ 

  

 

※１ テクスチャー：物質の表面を構成している模様や肌ざわり、質感のことで、日本語

では肌理（きめ）等で表現される。テクスチャーには景観に表情を

与え、対象に対する親しみや味わいを増す効果があるとされている。 

※２ エイジング ：素材の経年変化。自然と調和し、年月を経て味わいや風格を備える

変化を指す。 
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(3) 山岳景観 

① 景観の特徴 

・土地利用が限定的であるため良好な景観や秩序ある自然環境が多く残されており、

多くの場合、森林が背景となる。 

・日照時間が短く、やや閉鎖的な景観である。 

・直線や水平方向の要素がほとんどないため、人工的な構造物そのものの存在感が際

立つことが多い。 

・地形改変の抑止、構造物の出現の抑止、目立たない位置への設置など、既存景観の

保全について十分に検討する必要がある。 

 

② 色彩選定の方向性 

・背景に溶け込む、保全型の方向性を基本とする。 

・植物になじむ色相を選定し、全体に暗い景観であることを考慮して、やや低明度の

色彩を用いることが基本となる。 

・素材の性質から背景との融和が困難な場合は、無彩色を基本として背景と適度に対

比させ、背景を引き立てることを目指す。 

・自然素材の使用、やや粗いテクスチャーの採用、エイジングの促進を図る。 

・なお、これまでにコントラストを際立たせる朱色等の色彩を採用する事例があるが、

過去の経緯や紅葉時の景観なども踏まえ、慎重な検討が望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山岳景観のイメージ  

第4章　小規模工事・維持管理等における色彩・デザイン指針

4-5



 6

(4) 河川景観 

① 景観の特徴 

・河川に沿って人や動植物が集まるため、都市河川であっても自然の表情が現れやす

く、それが連続することが大きな特徴である。 

・有堤区間は、堤防により空間が分断されることに留意する。堤外地では、空、水面、

地面、植物などの要素が流れに沿って水平に広がる開放的な景観となるが、堤内地

では堤防そのものが景観を占め、水面が見えない。 

・無堤区間では周囲との一体性が高いため、周辺の自然やまちなみの一部として眺め

られることが多いことに留意する。 

 

② 色彩選定の方向性 

・できるだけ自然の風合いを持った素材を用い、景観の主役である水の表情を引き立

てる色彩を目指す。 

・有堤区間では土になじむ色相を選定し、全体に明るい景観であることを考慮して、

中～高明度の色彩が基本となる。 

・無堤区間では周辺景観と融和する色相を選定し、中明度の色彩を用いることが基本

となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川景観のイメージ 
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(5) 海浜・港湾景観 

① 景観の特徴 

・大きなスケールを持つため、ともすればよりどころのない漠然とした景観となりが

ちである。 

・一般的な海浜景観は海に向いて一方向的に開放され、海面や島影、船舶などが特徴

的な景観要素となる。 

・埋立地や堤防が水面を囲む港湾は、機能を持った空間であり、船舶や港湾施設群、

防波堤越しに広い海面を見ることになる。 

・現代の工業港は巨大な施設類が突出し、立入制限される場所があり、非日常的な空

間となることも多い。 

 

② 色彩選定の方向性 

・主役である海面の眺望を引き立てる色彩を目指す。 

・周辺景観と融和する色相を選定し、明るい景観であることを考慮して、中～高明度

の色彩が基本となる。 

・一般的な海浜では、できるだけ自然の風合いを持った素材を用いる。 

・強い日光や風、塩分などにより退色や腐食が進みやすいことに注意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海浜・港湾景観のイメージ 
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3.6 構造物の色彩一覧 
構造物の色彩について、各地域景観区分別に整理した。色彩一覧表を以下に示す。 
 

＜連続して見られる構造物＞ 

地域景観区分 
連続して見られる構造物 

塗装面積大 塗装面積小 

都市景観 
グレーベージュ① 

（10YR6.0～8.0/1.0） 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 

郊外・田園景観 
グレーベージュ② 

（10YR7.0～8.0/1.0） 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 

山岳景観 

緑系グレー 

（5G5.0～6.0/1.0～2.0） 

グレーベージュ① 

（10YR6.0～8.0/1.0） 

ダークグレー 

（10YR3.0/0.2） 

河川景観 
グレーベージュ① 

（10YR6.0～8.0/1.0）※1、3 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 

海浜・港湾景観 
グレーベージュ① 

（10YR6.0～8.0/1.0）※1、3 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 

 

＜単体として見られる構造物＞  

地域景観区分 

単体として見られる構造物 

塗装面積大 塗装面積小 
支柱※2 

直径 318.5mm 以上 直径 318.5mm 未満 

都市景観 
グレーベージュ① 

（10YR6.0～8.0/1.0） 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 
亜鉛メッキ※3 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 

郊外・田園景観 
グレーベージュ② 

（10YR7.0～8.0/1.0） 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 
亜鉛メッキ※3 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 

山岳景観 

緑系グレー 

（5G5.0～6.0/1.0～2.0） 

グレーベージュ① 

（10YR6.0～8.0/1.0） 

ダークグレー 

（10YR3.0/0.2） 
亜鉛メッキ※3 

ダークグレー 

（10YR3.0/0.2） 

河川景観 
グレーベージュ① 

（10YR6.0～8.0/1.0） 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 
亜鉛メッキ※3 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 

海浜・港湾景観 
グレーベージュ① 

（10YR6.0～8.0/1.0） 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 
亜鉛メッキ※3 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 

 

※１ 構造物の劣化への配慮が必要な箇所は亜鉛メッキも候補に加える。 

※２ 標識柱については梁材、つなぎ材についても柱の色彩と同一とする。標識板裏面については支柱の色彩に

よらず、素材色（アルミニウム合金）とする。 

※３ 初期の光沢について景観上配慮が必要な場合は、リン酸亜鉛処理を施すことも検討する。 

※４ 隣接する構造物と色彩の一貫性を保たせるなど、周囲との連続性に配慮する。 

 

第4章　小規模工事・維持管理等における色彩・デザイン指針

4-8



 9

都市景観、郊外・田園景観、河川景観、海浜・港湾景観では、自然色で周囲の景観に調和しや

すいグレーベージュやダークブラウンを用いることを基本とする。 
また、山岳景観では緑が多いため、より彩度の低いグレーベージュやダークグレーを用いるこ

とを基本とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

※上記は標準的な色を示しているものであり、必要に応じて近隣の色を用いる事も検討出来る。 

ダークブラウン グレーベージュ②

グレーベージュ① 

緑系グレー 

■色見本（10YR） 

■色見本（5G） 

緑系グレー 

10YR8.0/1.0

10YR7.0/1.0

10YR6.0/1.0

10YR2.0/1.0

5G6.0/1.0 

5G5.0/1.0 

5G6.0/1.5 

5G5.0/1.5 

5G6.0/2.0 

5G5.0/2.0 

グレーベージュ① 

ダークブラウン 
ダークグレー 

グレーベージュ② 

10YR3.0/0.2

10YR8.0/1.0 

10YR7.0/1.0 

ダークグレー 
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＜色彩を決定する上での留意事項＞ 

○維持管理、修繕工事は、長い年月をかけて、少しずつ取り組むものであるため、これま

での取組みや今後の取組み予定を勘案して、決定することが必要である。 

○交差点部などで照明柱が連続して設置されている箇所に標識柱を設置する場合は、照明

柱との色彩の連続性に配慮する。 

○既に景観に関して規定している地域・地区については、その規定に従い色彩を決定する。 

○構造物の具体的な色彩については、本手引きに示す色彩に従うことを基本とするが、各

構造物の周囲の環境や構造物の形状、さらにこれまでの歴史や地域の取り組み等を考慮

し、柔軟に対応すること。 
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亜鉛メッキを施した鉄塔の例 

グレーベージュのガードレールの例 ダークブラウンのガードパイプの例 

ダークグレーのガードパイプの例 

■連続して見られる構造物 

■単体として見られる構造物 
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4. デザイン計画 
4.1 基本方針 

○周辺の景観に圧迫感を与えないように、過度な装飾は避けるべきである。 

○道路付属物については、道路交通の安全性を考慮し、設置が必要な区間の見直しや形状

の統一、地域特性に応じたデザインの採用（土地利用、地形を考慮したデザイン等）、眺

望を確保する透過性のあるデザインの採用も検討する。 

○維持管理、修繕工事は、長い年月をかけて、少しずつ取り組むものであるため、これま

での取組みや今後の取組み予定を勘案して、決定することが必要である。 

○できる限り、前後区間との連続性に配慮し、一貫性のあるデザインを心がける。 

○あくまで公共施設であり、脇役であることを踏まえ、個性的なデザインの採用は慎むべ

きである。個性的なデザインを採用する場合は、専門的視点からの検討を行った上でデ

ザインすべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  堤防の素材を生かし、周辺景観と調和 
している事例 

上屋の装飾について検討すべき事例 防護柵の種類について検討すべき事例

歩道橋の色が周辺環境と調和している事例 
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4.2 強調させる色彩の使用 
色彩選定においては、周囲の環境に調和させる色彩を採用することが基本的な方針であるが、

地域のランドマークやシンボルにするため、本指針推奨色以外を採用することがありえる。その

際には、地域の実情を踏まえつつ、専門家を交えるなどして検討することが望ましい。 

 

4.3 その他 
地域の実情を踏まえつつ、防護柵や護岸など連続する構造物について部分的な小規模工事を行

う場合、本指針に基づくことが、むしろ連続性を損なう場合もある。その場合には、既存区分の

今後の色彩の見直しを勘案し、現状のままとすることもやむを得ない。 
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5. 留意する法令等 
本手引きの運用にあたっては下記に記載する景観法・条例（景観計画、景観協定）、都市計画

法（景観地区、風致地区、地区計画）、建築基準法、自然公園法（国立・国定公園）、文化財保

護法等の法令と整合を取ることが必要である。かつ、景観に関する県の指針、整備計画、地域

の景観に関する活動等との整合を取ることが望ましい。 

 

5.1 法令関係 
関係する法令については、以下に示すとおりである。 
 
(1)  景観法・条例（景観計画、景観協定） 

・ 景観計画（景観条例）、景観協定による建築物・工作物、景観重要公共施設や色彩等

の規定事項について留意する 

 

(2)  都市計画法（地区計画、風致地区、景観地区） 

・ 地区計画区域内のおける建築物・工作物のデザインや色彩等の規定事項について留

意する。 

・ 風致地区における各種規制について留意する。 

・ 景観地区における建築物・工作物等の公共施設の形態、意匠、高さの最高（低）限

度等の規定事項について留意する。 

 

(3)  建築基準法 

・ 地区計画区域内の建築物の形態、意匠等の規定事項（市町の建築条例）について留

意する。 

・ 建築協定による建築物の形態、意匠等の規定事項について留意する。 

 

(4)  自然公園法（国立・国定公園等） 

・  国立・国定公園内の建築物・工作物等公共施設の規定事項について留意する。 

・  県立自然公園内の建築物・工作物等公共施設の規定事項について留意する。 

 

(5)  文化財保護法 

・ 文化財（有形文化財、名勝等）における各種規制について留意する。 
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5.2 指針関係 
関係する指針については、以下に示すとおりである。 
 
(1)  「官庁営繕事業における景観形成ガイドライン」 

（国土交通省 大臣官房 官庁営繕部 整備課 H24.3） 

・ 地域の歴史、文化及び風土の特性を考慮した良好な景観形成に資する官庁施設整備を

推進するための手順や体制について留意する。 

 

(2)  景観形成ガイドライン「都市整備に関する事業」 

（国土交通省 都市・地域整備局 H23.6） 

・ 都市整備に関する事業における景観形成の基本的考え方、実践的方策、事業により良

好な都市景観の具現化に向けた道筋について活用する。 

 

(3)  河川景観ガイドライン「河川景観の形成と保全の考え方」 

（国土交通省 河川局 H18.10） 

・ 河川景観の形成と保全についての方針や計画を定め、設計、整備、維持管理等を行う

ために、必要な視点、考える手順、整理すべき情報、活用すべき手法等について活用

する。 

 

(4)  「砂防関係事業における景観形成ガイドライン」 

（国土交通省 砂防部 H19.2） 

・ 砂防関係事業における景観形成の配慮事項について留意する。 

 

(5)  「海岸景観形成ガイドライン」 

（国土交通省 河川局・港湾局、農林水産省 農村振興局・水産庁 H18.1） 

・ 海岸景観の捉え方や理念、整備の各段階において活用する。 

 

(6)  「道路デザイン指針」 

（国土交通省 道路局 地方道・環境課道路環境調査室、都市・地域整備

局街路課 H17.4） 

・ 景観面での美しさを備えた道路の整備に関する一般的技術的事項について留意する。 

 

(7)  「住宅・建築物等整備事業に係る景観形成ガイドライン」 

（国土交通省 住宅局 H17.3） 

・ 住宅、建築物等整備事業において配慮することが望ましい景観配慮事項について留意

する。 
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(8)  「港湾景観形成ガイドライン」 

（国土交通省 港湾局 H17.3） 

・ 港湾の景観形成における基礎的な手順、手法、考え方等について留意する。 

 

(9)  「航路標識整備事業景観形成ガイドライン」 

（国土交通省 海上保安庁 交通部 H16.3） 

・ 航路標識等の設置環境に配慮した景観形成の配慮事項について留意する。 

 

(10)  「景観に配慮した防護柵の整備ガイドライン」 

（景観に配慮した防護柵推進検討委員会 H16.3） 

・ 防護柵の色彩に関する規定事項について留意する。 

 

(11) 「美しい山河を守る災害復旧基本方針」 

（国土交通省 水管理・国土保全局 H26.3） 

・ 河川における災害復旧において、自然河岸、護岸、基礎工、根固工が被災した場合の

標準的な復旧方法について活用する。 
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施設編 
 

1. 河川 
 

 

 

 

 

 

 

1.1 斜面・法面（法線・川幅・横断形・縦断形） 
河川改修等にあたっては、河川の斜面・法面は、できる限り前後区間との連続性に配慮するこ

とに努め、河川が有している自然の復元力を活用し良好な景観を保全することが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 「美しい山河を守る災害復旧基本方針」（平成 26年 3 月）の考え方を参考とする 

 

○ 周辺の地形や風景になじむような法線、横断形に配慮する。 

・ 河川の特性に応じた水辺景観を創出するように工夫する。 

・ 河岸・水際部の形成にあたっては、河川の横断形状や平常時の流量をもとに、河岸・

水際部～みお筋までの形状を一体として捉えることに留意する。 

 

○ 斜面・法面の緑化について配慮する 

・ 緑化にあたっては、在来種による緑化を基本とし、将来的には周辺の景観と違和感

が生じないように配慮する。 

 

 

  

・ 河川は、水と緑が連続した貴重な自然が残る多様な生物の生息域でもあり、これらの自

然は、河川の景観を構成する重要な要素となっている。 
・ 河川事業における景観配慮を図るためには、それぞれの河川について自然、歴史、地形、

水質、治水・利水、暮らしとの関わり等に配慮した維持管理を行うことが望ましい。 
・ 色彩については、Ｐ４-８に示す色の選択を基本とする。 

水際の緑化により周辺景観との調和を 

図った事例 

様々な形式の護岸が混在し、連続性に配

慮が足りない事例 

第4章　小規模工事・維持管理等における色彩・デザイン指針
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1.2 護岸 
一様な面として現れる護岸は、単調で画一的な印象を与えやすい。河川改修等にあたっては、

できる限り前後区間との連続性に配慮することに努め、コンクリート面の明度を下げる等の工夫

により、周辺景観から浮き上がらないようにする等の配慮を行うことが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 「美しい山河を守る災害復旧基本方針」（平成 26年 3 月）の考え方を参考とする。 

 

○ 護岸の素材に配慮する 

・ 河川景観を構成する要素の多くは自然物であり、明度は比較的低いことから、コン

クリート護岸等の明度が高い素材については凸凹を付与するなど明度を下げる工夫

で周辺景観との調和に配慮する。 

・ 自然性の高い景観を要する地域では、自然石護岸を採用するなど、周辺景観と調和

するよう配慮する。その際には、周辺や同一河川上下流の材料の使用に努める。 

 

○ 護岸法肩、水際線等の境界の処理を工夫する 

・ 水際ラインにおいては、緑化等によりラインの不連続・不明瞭化を図る等の工夫を

する。 

 

○ 護岸に装飾は控える 

・ 護岸に絵画や文字を描きこむことは、護岸として不自然な印象となり、周辺の景観

から浮き上がり目立つ存在になりやすいことから、採用には留意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

護岸の素材に配慮し周辺景観との調和を 

図った事例 
護岸の装飾の意味がわかりにくく、その必要性

について検討すべき事例 

第4章　小規模工事・維持管理等における色彩・デザイン指針
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1.3 防護柵 
管理用通路等の防護柵は、機能上連続的に設置され空間を分断する構造物であることが特徴で

ある。 

防護柵の維持管理等にあたっては、景観保全と安全性のバランスを保ちながら、形態や色彩、

設置方法、連続性等に配慮することが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 内部・外部景観の景観阻害要因について配慮する 

・ 高水敷や橋梁等、視点位置が多く存在する地域において防護柵が帯状に設置される

場合は、河川景観を分断する等目立つ存在となりやすいため形状･規模や色彩等に配

慮する。 

・ 安全性を確保した上で、透過性のある構造（ガードパイプ、ガードケーブル）の導

入を検討して、色彩についても配慮する。 

 

○ 防護柵の色彩について配慮する 

・ 周辺の防護柵との一貫性が保たれる色の選択に配慮する。 

 

○ 防護柵に装飾は控える 

・ 絵画、地域の特産物、行事等を書き込んだ防護柵は不自然な印象となり、周辺の景

観から浮き上がり目立つ存在になりやすいことから、採用には留意する。 

 

1.4 舗装 
管理用通路等の舗装は、その改修を行う場合において、河川利用者から沿川の自然やまち並み

に対して違和感を与えないよう配慮し、できる限り前後区間との連続性を保つことが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 舗装の素材・色彩等に配慮する 

・ 河川景観を構成する要素の多くは自然物であり、明度は比較的低いこと、舗装は風

景の「脇役」として控えめな存在であることから、できるだけ自然になじむ素材を

使った舗装とするなどの配慮を行う。 

 

○ 舗装に装飾は控える 

・ 地域の特産物、行事等、華美な色彩等を取り入れた舗装は不自然な印象となり、周

辺の景観から浮き上がり目立つ存在なりやすいことから、採用には留意する。 
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1.5 樋門・樋管、水門、堰の塗装 
樋門・樋管、水門等の構造物は、その構造や形態から河川や水路の景観の中では目立つ施設で

あり、その補修を行うに際して色の塗り替えをする場合には、当該施設の設計思想や周辺の河川

空間になじむように配慮することが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 河川景観全体に配慮する 

・ 華美な装飾は避ける。 

・ 隣接する構造物等との連続性を保つなど、デザインの調和に配慮する。 

・ 周辺と調和した色彩とする。 

 

  

①上屋が過度な装飾となっている事例 

②青色に塗った水門によって周辺景観との調和して

いない事例 

周囲に調和する色の水門によって周辺景観に 
調和している事例 

①

②

第4章　小規模工事・維持管理等における色彩・デザイン指針
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2. 海岸 
 

 

 

 

 

 

 

2.1 護岸・堤防・胸壁 
護岸や堤防、胸壁は、その性格上、規模や延長が大きくなる場合が多い。それらの改修を行う

にあたっては、砂浜等の空間と背後空間とを物理的あるいは視覚的に分断しないよう配慮し、隣

接する構造物との色彩・デザインの一貫性に考慮することが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 構造物周辺の緑化等に配慮する 

・ 自然物と人工構造物との境界部の印象を和らげるため、構造物前面・背面の緩斜面

への盛土・緑化等に配慮する。 

 

○ 護岸の素材に配慮する 

・ 自然石等を使った護岸の整備など、周辺の景観になじむよう工夫する。 

 

○ 護岸に装飾は控える 

・ 絵画、地域の特産物、行事等を書き込んだ護岸は不自然な印象となり、周辺の景観

から浮き上がり目立つ存在になりやすいことから、採用には留意する。 

 

○ 背後地の土地利用などに配慮する 

・ 背後地が自然地の場合には、構造物が与える圧迫感や違和感、人工的な印象を低減

することが必要である。そのため、構造物周辺の緑化等によって、自然物と人工構

造物との境界部の印象を和らげるとともに背後空間との景観的なまとまりを演出す

る工夫を検討することが望ましい。 

・ 背後地が都市空間の場合、使用する素材が本来有する特性を構造物の質感を活かし

つつ、構造物の果たすべき機能に基づいてその形状を洗練させることを目指すこと

が望ましい。 

 

 

 

  

・ 海岸施設は海からの波や潮の流れ、干満、荒天時における風や雨の自然の力（営力）か

ら国土を防御するための施設で自然景観の中に設けられることが多い施設である。 
・ 海岸事業における景観配慮をはかるためには、海岸線等の周辺自然景観の保全及びそれ

らとの調和による良好な景観の形成に配慮した維持管理を行うことが望ましい。 
・ 色彩については、Ｐ４-８に示す色の選択を基本とする。 

第4章　小規模工事・維持管理等における色彩・デザイン指針
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2.2 離岸堤、消波堤、突堤、ヘッドランド等 
海岸景観に圧迫感や違和感を与えたりしないよう配慮することが望ましい。特に、消波ブロッ

ク等を設置せざるを得ない場合に留意する。 

 

2.3 人工海浜・養浜 
海浜の維持管理においては、自然の営力が生み出す微地形の変化や植生の変化等を尊重すると

ともに、海浜地形の傾斜や微地形の起伏等による高低差が生む計画的な効果を活かす工夫をする

ことが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 土工処理の工夫をする 

・ 適度に起伏の変化を与えるなどの工夫により、眺める場所によっては消波堤や遊歩

道等の人工的な要素を見えなくし、海面や背後の緑地帯などとの一体感の創出に配

慮する。 

 

○ 水平線の見通しに配慮する 

・ 海岸工学的観点からの砂浜の安定性に関する検討結果に留意し、護岸や既存の砂浜

とのすり付けに配慮しつつ、後浜の嵩上げ（養浜）による水平線（海面）への眺望

の確保に配慮する。 

  

堤防の素材を生かし、周辺景観と調和して 

いる事例 
装飾の必要性について検討すべき事例 

第4章　小規模工事・維持管理等における色彩・デザイン指針
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2.4 防護柵 
防護柵は、機能上連続的に設置され空間を分断する構造物であることが特徴である。 

防護柵の維持管理等にあたっては、景観保全と安全性のバランスを保ちながら、形態や色彩、

設置方法、連続性等に配慮することが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 内部・外部景観の景観阻害要因について配慮する 

・ 安全性を確保した上で、透過性のある構造（ガードパイプ、ガードケーブル）の導

入を検討して、色彩についても配慮する。 

○ 防護柵の色彩について配慮する 

・ 周辺の防護柵との一貫性が保たれる色の選択に配慮する。 

 

○ 防護柵に装飾を控える 

・ 絵画、地域の特産物、行事等を書き込んだ防護柵は不自然な印象となり、周辺の景

観から浮き上がり目立つ存在になりやすいことから、採用には留意する。 

 

2.5 舗装 
舗装の改修を行う場合においては、舗装は利用者が安全で快適に利用できることが重要であり、

海岸の自然を引き立たせ、またそれらに対し違和感を与えないよう、路面の素材や色彩等に配慮

し、できる限り前後区間との連続性に配慮することが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 舗装に装飾は控える 

・ 地域の特産物、行事等、華美な色彩等を取り入れた舗装は不自然な印象となり、周

辺の景観から浮き上がり目立つ存在になりやすいことから、採用には留意する。 
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2.6 水門・陸閘 
水門等の構造物は、その構造や形態から海岸の景観の中では目立つ施設であり、その補修を行

うに際して色の塗り替えをする場合は当該施設の設計思想や周辺の景観になじむように配慮す

ることが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 海岸景観全体に配慮する 

・ 常に海岸の景観全体を考え、デザインの基調を工夫する。 

・ 隣接する護岸、堤防、胸壁等との連続性を保つなど、デザインの調和に配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

彩度の高い色彩を採用し、周辺景観と調和し

ていない事例 
コンクリートと類似する色彩を採用し、周辺

景観と調和している事例 
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3. 砂防 
 

 

 

 

 

 

 

3.1 斜面・法面 
砂防・治山施設は山間地等の自然が豊かな地域で行われるため、その改修を行う場合には、周

辺景観へ及ぼす影響を抑え、できる限り前後区間との連続性に配慮することが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 斜面･法面の緑化について配慮する 

・ 緑化にあたっては、在来種による緑化を基本とし、将来的には周辺の景観と違和感

が生じないように配慮する。 

 

3.2 堰堤 
堰堤は、その改修を行う場合には、周囲の自然景観と調和するよう表面の仕上げ等工夫するこ

とが望ましい。また、人々の目に触れることが多い場所では、周囲の生活環境に配慮するととも

に構造上の安定だけでなく、見る人に安心感を与えるように配慮することが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 表面の仕上げに配慮する 

・ 堰堤はコンクリート材料が多く、表面が経年変化により黒ずんでいくため、表面に

イラスト等の装飾は控え、明度をおさえたり、素材色を活かした仕上げに配慮する。 

・ 表面に凹凸を与えたり、自然素材を使用するなど、周辺の自然景観となじむよう配

慮する。 

  

・ 砂防施設は、山間地の豊かな自然景観を背景とし、また、群として連続で設置される場

合が多い。 
・ 砂防事業において景観配慮を図るためには、周辺環境、土地利用等に応じた施設の景観

検討や自然の改変を抑えることに配慮した補修等を行うことが望ましい。 
・ 色彩については、Ｐ４-８に示す色の選択を基本とする。 
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自然石を使用し、周辺景観と調和している事例 彩度の高い色彩を採用し、周辺景観と調和して

いない事例 

3.3 渓流保全工 
渓流保全工等、元来自然のものは、自然とのつながりを断ち切らないことで周辺景観と調和し、

より親しみのある場となる。そのため、人が快適で安全に水と接し眺望を楽しめるようにするよ

う配慮することが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 自然等周囲の景観とのつながりに配慮する 

・ 植栽等により、周囲の自然との連続性に配慮する。 

・ 自然性の高い景観を要する地域では、護岸の材料に自然石を使用するなど、周辺景

観となじむよう配慮する。なお、周辺や同一河川上下流の材料の使用に努める。 
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法面を緑化し、周囲の自然景観と調和し

ている事例 

色彩について検討すべき事例（イメージ）

4. 道路 
 

 

 

 

 

 

4.1 斜面・法面 
斜面や法面は自然地形の中に大きな平滑面として現れることから、特に山間地・丘陵地の樹木

が存在する自然景観の中では違和感を与えやすい。そのため、改修を行うにあたっては、自然地

形や既存植物を生かすことが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 斜面･法面の緑化について配慮する 

・ 緑化については、将来的に周辺の景観と調和を図るよう配慮し、前後区間との取り

合いを意識してなじむように、装飾は控える。 

 

4.2 擁壁・落石防止柵 
擁壁は、構造や規模、表面の仕上げ等により、景観に与える影響が大きく異なり、圧迫感を与

えやすい。そのため、改修を行うにあたっては、周辺景観との調和を図ることが望ましい。 

落石防止柵は、擁壁上部に設置されることが多く、また機能上連続的に設置されることから、

周辺の地域景観の中で浮き上がって景観阻害の要因となる場合がある。そのため、維持管理を行

うにあたっては、色彩等に配慮し周辺景観や前後区間との調和を図ることが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 表面の仕上げに配慮する 

・ 擁壁はコンクリート材料が多く、表面が経年変化により汚れていくため、表面の仕

上げにイラスト等の装飾は控え、明度を下げるとともに、素材色を活かした仕上げ

とする。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

・ 道路は、山間地や海岸、市街地等の幅広い景観を有する地域に接している施設である。

・ 道路事業において景観配慮を図るためには、沿道の景観や地域の景観資源を活かした「脇

役」としての維持管理が望ましい。 
・ 色彩については、Ｐ４-８に示す色の選択を基本とする。 
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4.3 防護柵 
防護柵は、機能上連続的に設置され空間を分断する構造物であることが特徴である。 

このため、防護柵の維持管理等にあたっては、景観保全と安全性のバランスを保ちながら、形

態や色彩、設置方法、連続性等に配慮することが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 内部景観の景観阻害要因について配慮する 

    ・ 安全性を確保した上で、透過性のある構造（ガードパイプ、ガードケーブル）の導

入を検討する。 

・ 木材等を利用した防護柵の採用に当たっては、部材が太くなることが多いため、安

全性とともにデザイン性に十分配慮し、地域景観になじむものであることが望まし

い。 

・ 車両用防護柵や歩行者自転車用柵等において、形状の統一性に配慮する。 

 

○ 防護柵の色彩に配慮する 

・ 周辺の防護柵との一貫性が保たれる色の選択に配慮する。 

・ 防護柵の色彩については、以下に示す色の採用を基本とする。 

 

地域景観区分 
連続して見られる構造物 

塗装面積大 塗装面積小 

都市景観 
グレーベージュ① 

（10YR6.0～8.0/1.0） 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 

郊外・田園景観 
グレーベージュ② 

（10YR7.0～8.0/1.0） 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 

山岳景観 

緑系グレー 

（5G5.0～6.0/1.0～2.0） 

グレーベージュ① 

（10YR6.0～8.0/1.0） 

ダークグレー 

（10YR3.0/0.2） 

河川景観 
グレーベージュ① 

（10YR6.0～8.0/1.0）※1、2 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 

海浜・港湾景観 
グレーベージュ① 

（10YR6.0～8.0/1.0）※1、2 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 

※１ 構造物の劣化への配慮が必要な箇所は亜鉛メッキも候補に加える。 

※２ 初期の光沢について景観上配慮が必要な場合は、リン酸亜鉛処理を施すことも検討する。 
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透過性のある構造（ガードパイプ）で施工した

事例 

ガードレールとガードパイプが 
混在している事例 

色の異なるガードレールが混在している事例

連続性を考慮して同系色で施工した事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 外部景観の景観阻害要因について配慮する 

・ 集落や展望台等、視点位置が道路外部にも多く存在する自然・田園地域においては、

防護柵が地域景観を分断する等目立つ存在となりやすいため、形状・規模や色彩等

に配慮する。 

・ 安全性を確保した上で、透過性のある構造（ガードパイプ、ガードケーブル）の導

入を検討し、色彩についても配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

ガードレール
ガードパイプ

転落防止柵
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縁石と防護柵を併用している事例 

 

○ 植樹帯等他の施設での代用を検討する 

・ 植樹帯等他の施設において、歩行者の横断防止機能が確保される箇所には、防護柵

の必要性について検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 縁石等の他の施設により歩車道分離や車両逸脱防止機能が確保される箇所には、防

護柵の必要性について検討する。なお、安全が確保されれば、縁石等で代用可能。 

 

 

 

 

 

 

 

     

○ 歩行者が触れる施設として配慮する 

・ 通行量の多い場所では、歩行者がひっかかったりぶつかったりすることが無いよう、

必要以上の突起のないデザインに配慮する。 

・ 歩行者が手すりや腰掛として直接触れることに配慮する。 

 

 

 

 

 

 

防護柵のかわりに、縁石を設置した事例（イメージ） 
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防護柵の装飾の必要性について検討すべき事例 

色、形状が異なる視線誘導標が混在し、統一感がない事例 

    ○ 防護柵に装飾は控える 

・ 絵画、地域の特産物、行事等を書き込んだ防護柵は不自然な印象となり、周辺の景

観から浮き上がり目立つ存在になりやすいことから採用には留意する。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 視線誘導について配慮する 

・ 防護柵については、地域特性に応じた景観への配慮を行い適切な色彩、形状を採用

し、視線誘導については、視線誘導標等の他の手段により確保する。 

・ 沿道に良好な景観が広がっている地域等では視線誘導標の設置により周辺の景観を

阻害するような場合があるが、このような場合には反射シートの色の選択や、支柱

への巻き付け等により視線誘導機能を確保することが望ましい。 

・ 視線誘導においては、安全確保上、必要最小限の措置を講じるものとし、視線誘導

標や反射シートの大きさ、色、設置位置等を工夫することが望ましい。 
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トーンを抑えた配色がまち並みと調和し、歩き

やすい環境を創出している事例 

彩度が低い青色の自転車専用通行帯を整備し、

道路空間全体の調和を図った事例 

【採用色：5PB5/4(75-50H)】 

自転車道に彩度が低い青色のカラー舗装を施工し

道路空間全体の調和を図った事例 

4.4 舗装 
舗装の改修を行う場合においては、利用者が安全で快適に利用できることが重要であり、沿道

の自然やまち並みを引き立たせ、またそれらに対し違和感を与えないよう路面の素材や色彩等に

配慮し、できる限り前後区間との連続性に配慮することが望ましい。 

 

  （留意事項） 

○ 舗装の素材や色彩等へ配慮する 

・ 地域の特産物、行事、華美な色彩等を取り入れた舗装は不自然な印象となり、周辺

の景観から浮き上がり目立つ存在となりやすいことから採用には留意する。 

・ インターロッキングブロック等の素材を用いる場合には、その地域の地面の色と同

系等の色彩を用いるなど、周辺景観になじむように配慮する。 

・ 自転車レーンのカラー舗装についても、その地域の地面の色と同系等の色彩を用い

るなど、周辺景観になじむように配慮する。 
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4.5 植栽 
植栽の維持管理等にあたっては、道路から周辺景観への見通しを遮ったりする要因とならない

よう、適切な緑量、密度、樹種を選択することが望ましい。 

 

4.6 照明（照明柱） 
照明施設は、港湾施設において夜間の景観を演出するだけでなく、昼間においても景観の添景

となる施設である。そのため、照明の維持管理等にあたっては、周辺の景観と調和し違和感の生

じないものにすることが望ましい。 

 

 

○ 地域の景観特性を踏まえたデザインに配慮する 

・ 柱と灯具の形状にも留意し、柱とのバランスがとれた極力シンプルなデザインとす

る。 

 

○ 夜間の良好な景観を創出する 

・ 過剰な光が散乱しないよう配慮するとともに、周辺の状況に応じた良好な夜間景観

を創出するよう工夫する。 

・ 住宅地等においては隣接する施設に過剰な光が及ばないよう、照明の配置等に配慮

する。 

・ 直線が多く、走行が単調になりやすい郊外の道路等では主要な交差点やカーブ区間

等に集中的に照明を設けるなど、景観に変化を与える等の配慮を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  デザインに配慮した事例 
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○ 照明柱の色彩に配慮する 

・ 周辺の照明との一貫性が保たれる色の選択に配慮する。 

・ 照明柱の色彩については、以下に示す色の採用を基本とする。 

 

地域景観区分 

単体として見られる構造物 

塗装面積大 塗装面積小 
支柱※1 

直径 318.5mm 以上 直径 318.5mm 未満 

都市景観 
グレーベージュ① 

（10YR6.0～8.0/1.0） 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 
亜鉛メッキ※2 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 

郊外・田園景観 
グレーベージュ② 

（10YR7.0～8.0/1.0） 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 
亜鉛メッキ※2 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 

山岳景観 

緑系グレー 

（5G5.0～6.0/1.0～2.0） 

グレーベージュ① 

（10YR6.0～8.0/1.0） 

ダークグレー 

（10YR3.0/0.2） 
亜鉛メッキ※2 

ダークグレー 

（10YR3.0/0.2） 

河川景観 
グレーベージュ① 

（10YR6.0～8.0/1.0） 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 
亜鉛メッキ※2 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 

海浜・港湾景観 
グレーベージュ① 

（10YR6.0～8.0/1.0） 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 
亜鉛メッキ※2 

ダークブラウン 

（10YR2.0/1.0） 

 

※１ 標識柱については梁材、つなぎ材についても柱の色彩と同一とする。標識板裏面については支柱

の色彩によらず、素材色（アルミニウム合金）とする。 

※２ 初期の光沢について景観上配慮が必要な場合は、リン酸亜鉛処理を施すことも検討する。 
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4.7 公共サイン 
標識等の公共サインは、その視認性の高さが求められる一方、地域の景観の一部として、重要

な要素である。そのため、公共サインの維持管理等にあたっては、表示内容について、障害の有

無、年齢、性別、言語に関わらず誰にでもわかりやすいサインとなるよう、ユニバーサルデザイ

ンの視点からも共通したルールと、周辺のサインや支柱との色彩の一貫性に配慮することが望ま

しい。 

 

（留意事項） 

○ 配置やデザインに配慮する 

・ サイン類の設置により周辺景観の眺めを妨げたり、その場の雰囲気を壊さないよう

に配慮する。 

・ 山並みの眺望を阻害しないようスカイラインの確保に努める。 

・ 休憩施設や展望空間等からの眺望を阻害しない配置を行う。 

 

 

4.8 その他付属物等 
占有物件、注意喚起や規制に関する標識等についても、公安委員会や占用者などに協力を依頼

して地域特性に応じて景観に配慮した色彩・形状とするように考慮すること。 
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4.9 横断歩道橋 
横断歩道橋は、道路空間における脇役であることも踏まえ、その維持管理等にあたっては、側

景観に十分注意を払い、過度な装飾は避け、景観的に圧迫感を与えないよう極力スレンダーに見

せることが望ましい｡ 

 

（留意事項） 

○ 塗装方法の工夫をする 

・ 桁高が高い歩道橋については、塗装面積による圧迫感・存在感の低減を図るため、

桁部と高欄部（または窓枠部）の塗り分けを行う。 

・ 横断歩道橋名の表示は、大きさや色彩に留意し、かつカッティングシート※を活用す

ること。 

 

○ 柵の高さや透過性に配慮する 

・ 落下物防止柵は歩道橋の見た目のボリューム感に影響を与えるため､最低限の高さ

とし､極力透過性のあるものを採用する｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.10 跨線橋等 
高速道路や鉄道の跨線橋等についても、公安委員会や占用者などに協力を依頼して地域特性に

応じて景観に配慮した色彩・形状とするように考慮すること。 
  

歩道橋の色彩が周辺環境と調和していない事例歩道橋の色彩が周辺環境と調和している事例 

※カッティングシート例 
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・ 橋梁は景観を眺める場又は眺められる対象として、地域の象徴となる可能性が高い施設

である。 
・ 橋梁事業において景観配慮を図るためには、橋梁自体の美しさや道路本体との視覚的な

連続性に配慮し､周辺景観と馴染ませる維持管理を行うことが望ましい。 
・ 色彩については、Ｐ４-８に示す色の選択を基本とする。 

5. 橋梁 
  

 

 

 

 

 

 

5.1 防護柵（車両用防護柵、高欄等） 
防護柵の維持管理等にあたっては、辺景観、前後の防護柵、色彩に配慮が必要であり、桁と調

和するような防護柵の色にする。 

 

（留意事項） 

○ 防護柵の色彩・デザインに配慮する 

・ 周辺景観や橋梁の色彩に配慮する。 

・ 上部工、橋台ウイング、橋詰部の高欄及び防護柵の連続性（高さ等）に配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 歩行者が触れる施設として配慮する 

・ 通行量の多い場所では、歩行者がひっかかったりぶつかったりすることが無いよう、

必要以上の突起がないデザインとするよう配慮する。 

・ 歩行者が手すりや腰掛として直接触れることに配慮する。 

     

○ 防護柵に装飾は控える 

・ 絵画、地域の特産物、行事等を書き込んだ防護柵は不自然な印象となり、周辺の景

観から浮き上がり目立つ存在になりやすいことから採用には留意する。 

  

桁、高欄の色彩の調和を図るよう配慮した事例 
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5.2 橋台・橋脚 
橋梁や高架橋の橋脚については、鈍重な印象を軽減するためにすっきりと見せる配慮が必要で

ある。そのため、維持管理等にあたって、耐震補強等で鋼板等の巻き立てを行う際には、周辺景

観との眺望を大きく損なわないよう配慮するほか、眺望されることを配慮した色彩とすることが

望ましい。 

 

 

5.3 桁・地覆 
橋梁や水平方向に連続する構造物であり、側方から眺められる時に全体形状の印象が認識され

やすい。そのため、維持管理等にあたっては、桁のラインを通して水平性・連続性を意識し、圧

迫感・存在感を低減する色彩に配慮する。 

また、山岳地において地域のポイントとして目立たせたい場合などは、地域の実情を踏まえつ

つ、専門家を交えるなとして検討することが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 桁・地覆の装飾は控える 

・ 構造から決まるシンプルな形態を基調とし、構造とは関係ない装飾は多用しない。 

 

○ 塗装方法の工夫をする 

・ 塗装面積による圧迫感・存在感の低減を図るため、桁部と高欄部（または窓枠部）

を塗り分ける等の配慮を行う。 

 

 

  

橋梁の形式・色彩が周辺環境と調和していない事例 
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6. 公園 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.1 植栽 
都市公園の景観は自然物を主たる要素とすることから、目標とする景観を維持育成するために、

剪定や養生等適切な植物の維持管理が重要となる。 

植物の管理では、植栽に求められる機能や目標とする景観イメージを十分に把握し、それぞれ

に応じた管理を行うことが必要である。 

苗木として植栽される樹木の管理は、その生長段階に従って、活着し目標とする景観に生長す

るまでの育成管理、剪定等により樹形を整え景観を維持するための維持管理、老化や病虫害によ

り樹勢が衰えてきた樹木の保護管理、枯死した樹木の撤去と新たな植栽により景観を回復させる

補植更新といった管理が必要となる。 

 

（留意事項） 

○ 土地の条件や気候風土になじむ植栽に配慮する。 

・ 植栽の植え替え等は、地域の気候風土やその土地の土壌条件等に合った樹種の採用

を基本とする。それによって、地域に馴染まない景観となることを防ぐとともに、

管理負担を軽減することができる。 

 

○ 樹木の生長等による景観変化に留意する 

・ 樹木は時間の経過に伴って生長するものである。この特性を十分に理解し、時間変

化を見越した景観イメージを明確に持ち、植栽の植え替え等に反映させていくこと

が重要である。 

 

 

・ 公園は、まとまった緑の空間等として都市景観の重要な構成要素であるという特性を有

しており、都市の景観の質を左右するものである。 
・ 公園は、その多様な立地特性、利用特性、施設内容等に応じて、多様な景観を呈するが、

特に地形、植物、水など自然要素が基調となっており、樹木の生長や四季の変化など時

間とともに変化する景観である。また、利用する人々も景観構成要素となることが公園

ならではの特性といえる。また、利用する人にとっての快適性と密接な関係にあり、特

定の視点場からの眺めを楽しむだけではなく、公園内を移動しながら変化する景観を楽

しむといった観点が必要である。 
・ 公園の管理運営段階では、基本計画に基づき、施設や植物の維持管理によって、時間軸

の中で景観を育てていく方策と仕組み作りが必要である。また、イベント等による賑わ

いの演出も都市公園の景観の付加価値を高める一つの要素であり、公園の特性に応じて、

これらを実現する運営を行うことも有効である。 
・ デザイン仕様については、「国営木曽三川公園 グラフィックスコントロールマニュア

ル」に準拠するものとし、色彩については、P8 に示す色の選択を参考とする。 
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○ 樹木の適切な剪定 

・ 目標とする樹形、樹勢を長期にわたって維持していくことが必要であり、特に景観

木ではきめ細かい剪定、整枝が必要である。 

・ 植物は老化以外にもさまざまな原因で樹勢が衰える場合があるため、日常的な巡

回・点検によって兆候を見つけ出し、樹勢の回復に向けた手当て等を行っていくこ

とが必要である。 

 

○ 樹木の密度管理 

・ 樹木は時間とともに生長するため、これに伴って最適な景観を形成、維持できるよ

う密度管理を行うことが必要である。 

・ 適切な密度管理は、樹木の健全性の保持とともに、灌木や下草の開花の促進、眺望

の確保等景観にとっての効用のほか、安全性の確保にもつながり、「用と景の調和」

を可能とするものである。 

 

○ 人手を入れることで維持できる雑木林の景観 

・ 樹林地の場合は、樹木単位ではなく、植栽された樹木群を単位とする長期にわたる

育成保全の管理を行っていくことが必要である。 

・ 雑木林や植林は人の手が加わってはじめて維持できるものであり、これらは景観形

成と自然環境保全とが同一の方向性を持つ。荒れた状態になっている雑木林等は、

択伐や下草刈りといった手入れを適切に行うことで、見た目にも美しく、健全な樹

林として再生に取り組むことが必要である。 

 

○ 利用のコントロール 

・ 芝生広場や原っぱが緑のじゅうたんのように魅力的な景観を呈するためには、適切

に維持管理がなされていることが重要である。すなわち、利用させつつ美しい景観

を保つために、利用コントロールによって過度の利用を防ぐ、一定の範囲ごとにロ

ーテーションを組んで養生を行うなど、維持管理段階における用と景の調和が必要

である。 

 

6.2 建築物や構造物の維持管理 
建築物や構造物は、年月の経過により老朽化する。良好な景観を維持するとともに、安全性等

利用上の観点からも適切な維持管理が重要である。また、施設や設備の長寿命化の観点からも、

日常的な点検と計画的な補修、更新等が必要である。 

 

（留意事項） 

○ 建築物や構造物の補修や改修 

・ 設計時の意図を踏まえた色彩や素材の選定を行うことが重要である。なお、施設更

新時等においては維持管理や将来の補修を容易にするような配慮も必要である。 
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○ 自然にならう園路や汀線の処理 

・ 自然を基調とする景観の中では、園路線形や池等の汀線等エッジ部分の処理が重要

である。曲線を用いたり自然の素材を用いたりするなど、自然にならい自然と調和す

るよう配慮することが必要である。 

 

6.3 公園の景観の価値を高める管理運営 
利用する人も景観の重要な構成要素となる都市公園では、利用者による活気や、人とのふれあ

い・交流も景観の魅力を高める一つの要因である。  

そこで、公園の特性に応じたさまざまなサービスの提供やイベント等の開催等、管理運営面か

らの取り組みを通して、公園の景観価値をより高めることが必要である。 

 

（留意事項） 

○ 特定の季節や時間に現れる景観の活用 

・ 公園は、都市において身近に自然の変化にふれることのできる空間であり、花や紅

葉、野鳥や昆虫等四季の景観変化を感じさせることが重要である。夕日や夜景等、特

定の時間帯に現れる景観を楽しめる公園も魅力的である。 

・ 歴史的建造物や植物のライトアップも景観演出として効果的である。 

 

○ 花や水等による魅力の形成 

・ 大規模なお花畑や花壇、樹形の美しいシンボルツリー、高く吹き上げる噴水等、花

や水等による演出は公園の魅力を高めるものである。 

 

○ 五感に訴える景観づくり 

・ 単に視覚的な景観だけでなく、音や香りなど五感で感じる要素も総合的に取り入れ

ることは、景観演出において有効な手法である。 

 

○ 飲食サービスの提供 

・ 林間のレストランや水辺のカフェ等魅力的な空間での飲食サービスの提供は、お茶

を飲みながら、食事をしながら景観を楽しめるようになり、景観の付加価値を高める

重要な要因となる。 

・ こうした空間を利用している人々が景観構成要素になり、見る－見られるの関係の

演出につながり、公園全体の景観イメージをより高めることにもつながる。 

 

○ パフォーマンス・イベント 

・ 人々が集う都市公園は、パフォーマンスの舞台であり、パフォーマンスをする人と

見る人の賑わいがあって、より楽しい場となる可能性を有している。 

・ 人々が楽しむ姿も公園の重要な景観構成要素であり、大道芸やミニコンサート等の

パフォーマンスを受け入れる場を提供するだけでなく、円滑に行われるためのルール

を利用者とともに確立するなど管理運営面からの取り組みも必要となる。 
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○ 公園資源の解説・学習 

・ 公園内の歴史資源や自然環境の解説等のサービスは、公園利用者に景観の意義や由

来を知ってもらうことを通して、理解がより深まり、強く印象に残るといった効果が

期待される。 

・ こうしたサービスは、ガイドによる解説、解説板やパンフレット類による情報提供

といった方法が考えられる。中でも、ガイドによる解説を通した人とのふれあい・交

流もまた都市公園の景観の魅力を高める一つの要因となる。 

 

6.4 景観形成への参加 
花壇づくりや樹木・樹林の管理を地域住民の参加によって実施することは、公園への愛着を深

めるとともに、景観への意識を高め、中長期的に地域の景観形成にも資するものであり、積極的

に導入することが必要である。  

 

（留意事項） 

○ 協働の方法 

・ 管理運営段階においては、花壇の管理等の景観の維持管理を協働で行うほか、イベ

ントや飲食サービス等の運営面での協働も考えられる。 

・ ただし、さまざまな主体が管理運営に参加する際には、景観形成方針や設計意図を

適切に伝え、目標としている景観像について共通認識を持つことが重要である。 

 

  

緑が引き立つ無彩色の広場の事例 
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7. 港湾 
 

 

 

 

 

 

 

 

7.1 外郭施設 
防波堤、防潮堤、護岸等の外郭施設は、その性格上、規模や延長が大きくなる場合が多い。そ

のため、外郭施設の維持管理等にあたっては、主要な眺望点からの眺望を大きく損なわないよう

色彩等に配慮することが望まれる。 

 

（留意事項） 

○ 素材・質感に配慮する 

・ 自然石の使用や化粧型枠等、周辺の景観に調和するよう素材や質感に工夫する。 

 

○ 施設の色彩に配慮する 

・ 矢板や鋼管等の鋼材が露出する構造物において、防食のため塗装工や保護工を施工

する場合には、周辺景観になじむような色の選択に配慮する。 

 

7.2 係留施設 
岸壁や物揚場等の係留施設は、その性格上、背後の荷さばき地、道路等を含めた平面的な広が

りを持つものが多い。そのため、係留施設の維持管理等にあたっては、主要な眺望点からの眺望

を大きく損なわないよう色彩等に配慮することが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 素材・質感に配慮する 

・ 旅客船用係留施設や親水性を考慮すべき場合等においては、荷役などの作業に支 

障のない範囲で、自然石の使用や化粧型枠等、周辺の景観に調和するよう素材や 

質感に工夫する。 

 

○ 施設の色彩に配慮する 

・ 矢板や鋼管等の鋼材が露出する構造物において、防食のため塗装工や保護工を施 

工する場合には、周辺景観になじむような色の選択に配慮する。 

 

  

・ 港湾は雄大で開放的な景観を有すること、海上からの眺めが存在すること、陸と海との

結節点であることから、港とまちが一体的な空間を形成していることが特徴である。 

・ 港湾施設は、利用者が特定され、関係者以外の立入を制限しているものが一般的であり、

間近で眺めるものより遠方から眺めるものが多くなるため、港湾における景観形成につ

いては、眺望を大きく損なわないような維持管理を行うことが望ましい。 

・ 色彩については、Ｐ４-８に示す色の選択を基本とする。 
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7.3 臨港交通施設 
道路や橋梁等の臨港交通施設については、道路の景観指針を準拠する。 

 

7.4 荷さばき施設 
コンテナクレーン等の大規模な荷役機械は、多くの人の目に付くシンボル的な存在となりやす

いため、周辺の景観との調和を図ることが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 荷役機械の色彩に配慮する 

・ 荷役作業に対する安全性や航空法による規制を考慮した上で、周辺景観と調和した

色の選択に配慮する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.5 その他の施設 
上屋、旅客ターミナル、魚舎等の建築物については、公共建築物の景観指針に準拠する。 

  

周辺景観と調和した色彩の荷役機械の事例 
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7.6 防護柵 
防護柵は機能上連続的に設置され空間を分断する構造物であることが特徴である。 

防護柵の維持管理等にあたっては、景観保全と安全性のバランスを保ちながら、形態や色彩、

設置方法、連続性等に配慮することが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 内部・外部景観の景観阻害要因について配慮する 

・ 安全性を確保した上で、できるだけ透過性のある構造に配慮する。 

 

○ 防護柵の色彩について配慮する 

・ 周辺の防護柵との一貫性が保たれる色の選択に配慮する。 

 

○ 防護柵の装飾を控える 

・ 絵画や地域の特産物や行事等を書き込んだ防護柵は不自然な印象となり、周辺の景

観から浮き上がり目立つ存在なりやすいことから、採用には留意する。 

 

7.7 舗装 
舗装の改修にあたっては、利用者が安全で快適に利用できることが重要であり、港湾・漁港に

対し違和感を与えないよう路面の素材や色彩等に配慮し、できる限り前後区間との連続性に配慮

することが望ましい 

 

（留意事項） 

○ 舗装の素材や色彩等へ配慮する 

・ 地域の特産物や行事、華美な色彩を取り入れた舗装は不自然な印象となり、周辺の

景観から浮き上がり目立つ存在となりやすいことから採用には留意する。 

 

○ 周辺施設との調和を図る 

・ 旅客ターミナル等の周辺では、洗練された印象や華やかなイメージを求められる場

合があるため、ターミナルビル本体の意匠と周辺施設との調和するよう配慮する。 
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7.8 植栽 
港湾の緑地には、緩衝緑地、防災緑地、休憩緑地等があり、それぞれの目的に合わせた機能が

求められている。港湾、漁港の緑地における植栽の維持管理等にあたっては、適切な緑量、密度、

樹種を選択することが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 樹種や植栽位置に配慮する 

・ 植栽には、耐塩性を有する等、海岸の気象に適した樹種を用いるとともに、周辺の

植生の特徴をふまえた樹種を選択するよう工夫する。 

 

7.9 照明（照明柱） 
照明施設は、港湾施設において夜間の景観を演出するだけでなく、昼間においても景観の添景

となる施設である。そのため、照明の維持管理等にあたっては、周辺の景観と調和し違和感の生

じないものにすることが望ましい。 

 

（留意事項） 

○ 夜間の良好な景観を創出する 

・ 過剰な光が散乱しないよう配慮するとともに、周辺の状況に応じた照明方法等によ

り、良好な夜間景観を創出するよう工夫する。 

 

○ 照明柱の色彩に配慮する 

・ 周辺の照明との一貫性が保たれる色の選択に配慮する。 
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8. 公共建築物 
 

 

 

 

 

 

 

建築物、建築物本体に付属する施設等及び工作物（以下、建築物等とする。）そのものの形態、

デザイン、色彩等は、地域特性、用途、機能等により異なり、建築設計における個別の検討が重

要となる。建築物等の維持管理等にあたって、景観に配慮するための留意事項について記載する。 

 

（留意事項） 

○ 形態及びデザイン、色彩、素材に配慮する 

・ 垣、柵、塀、門等の外構の改修等は、建築物の本体及び周辺の景観と調和のとれた

形態及びデザインとするとともに、生け垣を設けるなど自然素材の活用に努める。 

・ 背景となるまち並みや自然景観等と色彩をそろえるように配慮する。 

・ 耐久性があり、汚れにくい等、維持管理に優れた素材を使用するように配慮する。 

 

○ 敷地内の緑化に配慮する 

・ 敷地内はできる限り緑化を図るように工夫する。 

・ 樹種や植栽位置を工夫する等、季節感やゆとりが感じられるように配慮する。 

・ 良好な景観を形成している樹木や地域で親しまれている樹木は、できる限り保存又

は移植を行い、敷地内の緑化や建築物の修景に生かすように工夫する。 

・ 敷地内に屋外駐車場を設置する場合は、できる限り緑化等により修景し、まち並み

や隣接する敷地と調和を図るように配慮する。 

 

  

背景の山と調和したデザインの事例 

・ 公共建築物は、地域の景観を構成する重要な要素であるとともに、民間建築物の手本と

なるべき施設である。 

・ 維持管理にあたっては、地域の風土、歴史及び文化等の地域特性や自然環境を生かし、

周辺の景観との調和に配慮しながら、良好な景観を形成することが望ましい。 
・ 色彩については、Ｐ４-８に示す色の選択を基本とする。 
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終わりに 
 景観は個々のものではなく全体の調和である。個々の要素は理由のある目的と機能を極めるこ

とで、全体景観に寄与する造形・色彩のデザインになる。 
 日本人のよく陥る個人の趣味の主張は、視覚的に他に迷惑にならない個人の空間・領域、化粧・

ファッション・インテリア・周りから見えない庭・建物で発揮すべきものである。そして公共空

間に面するあるいは視覚に入る建築物・街並み・商環境・工場・オフィスビル等は、景観全体の

調和を阻害しない良識の範囲で自由である。その上で優れたものは、より景観全体の価値を向上

させることができる。特にランドマークとなるものは、思いつきや浅い考えではなく、城づくり

や町割り、縄張りの名だたる戦国大名や、高い教養の裏付けのある分限者、指導者、棟梁、芸術

家のメガネにかなうレベルのものであろう。 
また現代においては、突出するものがないまでも、地域全体がある種の調和に達すれば、田園、

集落、街並み、都市が大きな意味でのランドマークとなる。 
 公共のインフラの色彩・デザインに期待されるものは、周囲を引き立て、あるいはリードする、

質素でシンプルな大人の感性のデザインである。その手本は他国にはない、長い歴史と風土と伝

統に磨かれた、かけがえのない先人の努力の結晶から学び、風土と伝統を活かし未来を創ること

に尽きる。 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グレー系の色彩が都市空間の景観になじむ 既存の橋梁の造形・素材を新しい橋梁が 

継承し、調和する 

無彩色の構造物が青い海と天空の変化を 

美しく引き立てる 

低彩度の舗装により、ダムの美しさが引き 

立てられる 
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工事

路線現況調査構
造
・計
画

設
計
・施
工

予備設計A

事業採択

路線測量・調査

予備設計B

＜新設・改築事業（道路）の流れ ＞

・検討シートを確認
・条件明示項目チェックリスト、

特記仕様書に明記
（ p.5 運用フロー【工事編】を参照）

工事段階

都市計画
決定

関係機関
設計協議

地元協議

２．中部地整管内の景観検討フロー

・道路
・構造物
・なんでも

詳細設計

・検討シート【業務編】を作成
（p.3 運用フロー【業務編】を参照）

業務段階

事務局

事
務
所
景
観
委
員
会
（仮
称
）な
ど
で
確
認

※景観委員会（仮称）は、所長、副所長、課長等で構成。打合せで代替することも可能。

例：新設・改築事業（道路）
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３．運用フローおよび必要様式

※指針が適用可能な設計項目を対象

運用フロー【業務編】

・業務完了後、検討シートを工事へ引き継ぐ

・検討シート【業務編】を作成し、事務所景観委員会（仮称）※2へ報告

・業務発注する必要がある

業務を通じて、指針※1に基づき
検討シート（案）を作成

※2入札契約手続運営委員会などを活用

職員自ら指針※1に基づき検討
シート（案）を作成

Yes No

【発注担当課】

【発注担当課】

【発注担当課】

【発注担当課】

【発注担当課】

※1小規模工事・維持管理等における
色彩・デザイン指針（H27.12改定）
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■検討シート記入例（道路）

工　　　事　　　名 ○○改修事業 発　注　担　当　課

工　　　　　　　　期 H.○.○.○～H.○.○.○ 担当者（カルテ作成者）

概算（契約）金額 ○○　　（千円） 主　任　監　督　員

施　　工　　場　　所 ○○県○○市 （所内景観委員会などへの報告（協議）履歴等）

請　　負　　業　　者 ○○建設（株）

工　　事　　概　　要

（斜面・法面）

該当の有無 備考

□　該当する　　 　該当しない

 　該当する　　□　該当しない ○○県色彩・デザイン指針（P.○○）

□　該当する　　 　該当しない

□　該当する　　 　該当しない

 　該当する　　□　該当しない 隣接する法面は緑化工法を採用。

 　該当する　　□　該当しない P.○○に記載

（擁壁・落石防止柵）

該当の有無 備考

□　該当する　　 　該当しない

□　該当する　　 　該当しない

□　該当する　　 　該当しない

□　該当する　　 　該当しない

 　該当する　　□　該当しない 下部の擁壁は粗面ブロックを採用。

 　該当する　　□　該当しない P.○○に記載

（防護柵）

該当の有無 備考

 　該当する　　□　該当しない

□　該当する　　 　該当しない

□　該当する　　 　該当しない

□　該当する　　 　該当しない

 　該当する　　□　該当しない 隣接区間はガードパイプを採用

 　該当する　　□　該当しない P.○○に記載

（舗装）

該当の有無 備考

□　該当する　　 　該当しない

□　該当する　　 　該当しない

□　該当する　　 　該当しない

□　該当する　　 　該当しない

□　該当する　　 　該当しない

 　該当する　　□　該当しない P.○○に記載

（照明（照明柱））

該当の有無 備考

□　該当する　　 　該当しない

□　該当する　　 　該当しない

□　該当する　　 　該当しない

 　該当する　　□　該当しない ○○市景観計画（P.○○）

 　該当する　　□　該当しない 同路線でデザインを統一

 　該当する　　□　該当しない P.○○に記載

（横断歩道橋）

該当の有無 備考

□　該当する　　 　該当しない

□　該当する　　 　該当しない

□　該当する　　 　該当しない 自然公園法施行規則第○○条

□　該当する　　 　該当しない

□　該当する　　 　該当しない

 　該当する　　□　該当しない P.○○に記載

地域景観の類型
□　都市景観　　　　□郊外・田園景観
□　山岳景観　　　　□河川景観
□　海浜・港湾景観

③自然公園法、文化財保護法等の計画に該当する事業

④その他計画に該当する事業

⑤連続性に配慮する事業

⑥本指針に準拠する事業

結果（対応方針）

⑥本指針に準拠する事業

結果（対応方針）

確認事項

①事故等による損傷復旧に該当する事業

②事務所等の景観の手引き・指針に該当する事業

①事故等による損傷復旧に該当する事業

②事務所等の景観の手引き・指針に該当する事業

③自然公園法、文化財保護法等の計画に該当する事業

④その他計画に該当する事業

⑤連続性に配慮する事業

④その他計画に該当する事業

⑤連続性に配慮する事業

⑥本指針に準拠する事業

結果（対応方針）

確認事項

結果（対応方針）

確認事項

①事故等による損傷復旧に該当する事業

②事務所等の景観の手引き・指針に該当する事業

③自然公園法、文化財保護法等の計画に該当する事業

確認事項

①事故等による損傷復旧に該当する事業

②事務所等の景観の手引き・指針に該当する事業

③自然公園法、文化財保護法等の計画に該当する事業

④その他計画に該当する事業

⑤連続性に配慮する事業

⑥本指針に準拠する事業

結果（対応方針）

確認事項

①事故等による損傷復旧に該当する事業

②事務所等の景観の手引き・指針に該当する事業

③自然公園法、文化財保護法等の計画に該当する事業

④その他計画に該当する事業

⑤連続性に配慮する事業

○○県色彩・デザイン指針に準拠する。（隣接区間との連続性に配慮）

市の景観計画に従い、本指針を参考書として活用する。

自然公園法の規則に従い、本指針を参考書として活用する。

急を要するため、損傷前の状態に復元することを基本とする。

隣接する擁壁と同じ工法を採用し、本指針を参考書として活用する。

⑥本指針に準拠する事業

結果（対応方針）

確認事項

①事故等による損傷復旧に該当する事業

②事務所等の景観の手引き・指針に該当する事業

③自然公園法、文化財保護法等の計画に該当する事業

④その他計画に該当する事業

⑤連続性に配慮する事業

⑥本指針に準拠する事業

本指針に準拠する。

検討シート【業務編】 記載例

３．運用フローおよび必要様式

※記載フォーマット・記載例はイメージ
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運用フロー 【工事編】

・検討シートに基づき施工

《工事発注前》
・設計で指針を踏まえた色彩・デザインの検討 （検討シート【業務編】の作成
等）が行われている

・工事発注後に発注課・主任監督員で現地を確認
（当初発注通りの色彩・デザインとするか検討）

Yes

・検討シート【業務編】が作成されていることを事務所景観委員会（仮称）※2

で報告・確認

・検討シート【業務編】を作成※1

※指針が適用可能な工種を対象

３．運用フローおよび必要様式

No

・色彩等を変更 or 迷い ・事務所景観委員会（仮称）への
相談・報告（途中段階含む）

No

Yes

工事完成

※2入札契約手続運営委員会などを活用

【発注担当課】

【発注担当課】

【主任監督員】

【主任監督員】

【発注担当課、
主任監督員】 【主任監督員】

【発注担当課】
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適用

項目

1－1 　

適　　用 ○ (1)

（「共仕」第1編1-1-1､「特仕」第1編1-1-1）

○ (2)

図     書     等 発 行 機 関 等 発行年月 適 用

○ (3)

○ (4)

○ (5)

○ (6)

1－2

工事区分 ○ (1)

工 事 区 分 適  用

○

 

1－3 （「共仕」第1編1-1-11）

○

工　事　名 工　　期 受注者名

 

受注者相互の

協力

「共仕」、「特仕」、「追特仕」及び上記図書等の改訂が生じた場合

は、別途監督職員と協議のうえ改訂版を適用することができる。

 「共仕」、「特仕」及び土木工事施工管理基準の改正等（特仕 平成

25年度改訂版 等）については、国土交通省中部地方整備局ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

（http://www.cbr.mlit.go.jp/architecture/kensetsugijutsu/dobok

u_shiyousyo/h25.htm）よりﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする。

(1)

 本工事の区分は下記によるものとするが、その適用は建設業法第15

条第2号及び施行令第5の2に示すとおりである。

追　　加　　特　　記　　事　　項章 項  目

  本工事の施工は、平成25年度　中部地方整備局監修「土木工事共通

仕様書」(以下「共仕」という。)、「土木工事特記仕様書」(以下

「特仕」という。)及び「橋梁の長寿命化に向けた設計の手引き

（案）」（第２版　中部地方整備局（以下「設計の手引き」とい

う。）のほか、本土木工事追加特記仕様書(以下「追特仕」という。)

によるものとし、補完基準類として以下の図書等を使用する。

道路設計要領 国土交通省中部地方整備局

第

　

　

　

　

１

　

　

　

　

章

 

 

 

 

 

 

 

 

総

 

 

 

 

 

 

 

 

則

 

 

 

（

 

共

　

通

　

編

　

）

平成20年12月 ○

  本仕様書は、○○工事  （以下「本工事」という）に適用するもの

とする。なお、本工事の施工箇所は、□□ である。

　本工事に伴う数量等のとりまとめは平成25年度版　土木工事数量算

出要領(案)(平成25年4月)に基づき行うものとする。詳細は国土交通

省中部地方整備局ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

(http://www.cbr.mlit.go.jp/architecture/kensetsugijutsu/doboku

_sansyutsu/index.htm)のとおりとする。

  本工事の施工箇所は、下記工事と重複または隣接等競合するので、

相互の連絡調整等を密に行い、協力して工事を円滑に進めなければな

らない。

○○工事

平成○○年度○○管内 平成○○年○○月○○日～

平成○○年○○月○○日
○○株式会社

  その他の工事とは、建設業法第15条第2号の「指定建設業」の内、施行令

第5条の2の建築工事業、電気工事業、管工事業、鋼構造物工事業、舗装工

事業、造園工事業に係る工事をいう。

土木工事

その他の工事

　本工事に伴う景観の配慮事項は、平成27年12月改定「中部地方整備

局公共事業における色彩・デザイン指針」によるものとする。

特記仕様書 記載例 （工事発注）

３．運用フローおよび必要様式
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事務所、 課、 氏名：

項　確　認　覧 参　　　　　考

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□ ・用地補償対象外は準備工にて計上

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

潮位変動による施工
条件

明　示　項　目

工事名：

作成者：

作業船の回航条件

保管方法

品名

数量

引渡し場所

保管・仮置場所

保管期間

規格寸法又は性能

引渡し場所

引渡期間

施工方法　　クレーン架設

再使用の有無

品名

数量

品質

使用範囲

使用時期（期間）

使用目的

取水箇所

施工条件　　現道交通の確保

内容

使用箇所

処理方法

処理の見込み時期

未検討内容　　○○○

検討終了時期　○○○

取水方法

規模（面積）

備品

対象範囲

工事用資機材の保
管及び仮置き

現場発生品

支給材料及び貸与

架設工法の指定

工事用電力の指定

アンカー設置方法の指定

回航先

回航回数

施工時間の制約

潮待ち作業及び夜間作業方法

監督職員詰所

立木伐採

地元調整事項の未
処理状況

設計内容の未検討
項目

新技術・新工法等の
指定

部分使用

給水

中間技術検査の回数　○回

工事期間中の監視船の配備方法

監視船の配置期間

アンカーレス式浚渫船の指定

航路の安全航行確
保

作業船のアンカー設
置方法

条件明示項目のチェックリスト（案）

景観 ・平成27年12月改定「中部地方整備局
公共事業における色彩・デザイン指針」
参照

そ
の
他

技術検査

・地元約束事項の整理
・約束・要望事項の工事契約図書への
反映

・海上保安部との調整あるいは航行船
舶安全対策調査の実施

実施時期（段階）　　○○○

・平成７年３月２８日付、建設省技調発
第６２号「中間技術検査の積極的活用
について」及び平成９年１０月２８日付、
主任工事検査官事務連絡参照

条件明示項目チェックリスト

３．運用フローおよび必要様式

※平成14年5月7日通知に基づくチェックリスト

参考資料
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４
．
各
事
務
所
の
景
観
の
手
引
き
・
指
針
の
整
理

事
務

所
名

景
観

の
手

引
き

・
指

針
の

有
無

景
観

の
手

引
き

・
指

針
の

名
称

各
事

務
所

の
ル

ー
ル

化
局

策
定

指
針

の
遵

守
そ

の
他

中
部

地
方

整
備

局
（
道

路
）

有
（
道

路
デ

ザ
イ

ン
）

・
道

路
設

計
要

領
(設

計
編

)：
H

２
６

.3
月

※
新

設
区

間
に

つ
い

て
は

、
原

則
、

ガ
ー

ド
パ

イ
プ

（
G

p）
形

式

中
部

地
方

整
備

局
（
砂

防
）

有
（
砂

防
施

設
）

・
砂

防
施

設
設

計
要

領
(案

)：
H

２
１

.3
月

※
市

町
村

の
景

観
計

画
に

配
慮

多
治

見
砂

防
国

道
無

－
・
横

断
歩

道
橋

の
塗

装
を

統
一

－

岐
阜

国
道

有
（
鋼

橋
の

塗
替

え
）

・
鋼

橋
の

塗
装

色
採

用
の

方
針

（
案

）
：H

2
6
.3

月
－

－

高
山

国
道

無
－

無
遵

守

沼
津

河
川

国
道

有
（
道

路
デ

ザ
イ

ン
）

・
伊

豆
縦

貫
自

動
車

道
路

空
間

高
度

化
整

備
方

針
（
案

）
：
H

1
9
.3

月
・
須

走
道

路
・
御

殿
場

バ
イ

パ
ス

（
西

区
間

）
道

路
デ

ザ
イ

ン
方

針
：
H

2
6
.3

月

無
遵

守

浜
松

国
道

無
－

無
遵

守

静
岡

国
道

有
（
道

路
・
デ

ザ
イ

ン
）

・
し

ず
お

か
国

道
色

彩
・
デ

ザ
イ

ン
方

針
（
案

）
：
H

2
5
.1

2
月

－
－

名
古

屋
国

道
有

（
防

護
柵

）
・
愛

知
県

内
の

防
護

策
設

置
方

針
：
H

1
6

※
ガ

ー
ド

パ
イ

プ
の

色
（
ダ

ー
ク

ブ
ラ

ウ
ン

）
－

－

愛
知

国
道

無
－

無
遵

守

名
四

国
道

無
－

無
遵

守

三
重

河
川

国
道

有
（
防

護
柵

）
・
景

観
に

考
慮

し
た

防
護

柵
整

備
の

当
面

の
進

め
方

：
H

1
7
.1

月
－

遵
守

紀
勢

国
道

無
－

無
遵

守
・
指

針
策

定
に

あ
た

っ
て

、
東

紀
州

地
域

な
ど

の
世

界
遺

産
と

の
調

和
が

必
要

北
勢

国
道

無
－

無
遵

守

飯
田

国
道

無
－

無
遵

守

参考資料
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５
．
中
部
地
整
管
内
に
お
け
る
景
観
上
の
課
題
（
事
例
）

（
１
）
防
護
柵

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
が
混

在
し
て
い
る
事

例
・
色

の
異

な
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
混

在
し
て
い
る
事

例

・
色
、
形
式
の
異
な
る
防
護
柵
が
混
在
し
て
い
る
事
例

・
周

囲
の
ま
ち
な
み
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
調

和
し
て
い
な
い
事

例

ガ
ー
ド
レ

ー
ル

ガ
ー
ド
パ

イ
プ

転
落
防
止

柵

参考資料
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５
．
中
部
地
整
管
内
に
お
け
る
景
観
上
の
課
題
（
事
例
）

（
１
）
防
護
柵

・
防
護
柵
の
装
飾
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
事
例

・
形
式
の
異
な
る
ボ
ラ
ー
ド
が
混
在
し
て
い
る
事
例

（
２
）路

面
舗
装

・
異
な
る
舗
装
が
混
在
し
て
い
る
事
例

（
３
）
擁
壁

・
色
彩
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
事
例
（
イ
メ
ー
ジ
）

参考資料
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（
４
）
歩
道
橋

５
．
中
部
地
整
管
内
に
お
け
る
景
観
上
の
課
題
（
事
例
）

（
6
）
護
岸

（
５
）
ト
ン
ネ
ル

・
ト
ン
ネ
ル
の
坑

口
に
装

飾
を
施

し
た
事

例
・
歩
道
橋
の
色
が
周
辺
景
観
と
な
じ
ん
で
い
な
い
事
例

・
護

岸
の
装

飾
の
必

要
性

に
つ
い
て
検

討
す
べ
き
事

例
・
堤

防
の
装

飾
の
必

要
性

に
つ
い
て
検

討
す
べ
き
事

例

参考資料
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５
．
中
部
地
整
管
内
に
お
け
る
景
観
上
の
課
題
（
事
例
）

（
7
）樋

門
・
樋
管
、
水
門
、
堰

・
上
屋
に
過
度
な
装
飾
を
施
し
た
事
例

・
塗

装
の
色

が
周

囲
の
景

観
と
調

和
し
て
い
な
い
事

例

参考資料
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６
．
景

観
改

善
の
イ
メ
ー
ジ
（
事

例
）

■
事
例
1

【
現

況
】

【
S
te
p
1
】

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
色
を
ダ
ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン
に
変

更
（
イ
メ
ー
ジ
）

【
S
te
p
2
】

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
に
変

更
（
イ
メ
ー
ジ
）

【S
te
p
3
】

標
識

の
仮

設
柱

の
色

を
ダ
ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン
に
変

更
／

規
制

看
板

を
撤

去
（
イ
メ
ー
ジ
）

参考資料
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６
．
景

観
改

善
の
イ
メ
ー
ジ
（
事

例
）

■
事
例
2

【
現

況
】

【
S
te
p
1
】

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
色
を
ダ
ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン
に
変

更
（
イ
メ
ー
ジ
）

【
S
te
p
2
】

標
識

柱
・
照

明
柱

・カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
支

柱
の
色

を
ダ
ー
ク
ブ
ラ

ウ
ン
に
統

一
／

視
線

誘
導

標
を
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
上

に
移

設
（
イ
メ
ー
ジ
）

【S
te
p
3
】

電
柱

を
撤

去
／

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
に
変

更
／

照
明

柱
を
建

物
の
境

界
部

へ
移

設
（
イ
メ
ー
ジ
）

参考資料
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６
．
景

観
改

善
の
イ
メ
ー
ジ
（
事

例
）

■
事
例
3

【
現

況
】

【S
te
p
1
】

ボ
ラ
ー
ド
の
色

を
ダ
ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン
に
統

一
（
イ
メ
ー
ジ
）

【
S
te
p
2
】

転
落

防
止

柵
の
色

を
ダ
ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン
に
統

一
／

ガ
ー
ド
レ
ー

ル
（白

）
を
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
（
ダ
ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン
）
に
変

更
（
イ
メ
ー
ジ
）

【S
te
p
3
】

電
柱

を
撤

去
（
イ
メ
ー
ジ
）

参考資料
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６
．
景

観
改

善
の
イ
メ
ー
ジ
（
事

例
）

■
事
例
4

【
現
況
】

【
S
te
p
1
】

ゲ
ー
ト
の
色

を
ダ
ー
ク
グ
レ
ー
に
変
更
（
イ
メ
ー
ジ
）

【
S
te
p
2
】

管
理
橋

の
色

を
ダ
ー
ク
グ
レ
ー
に
変

更
（
イ
メ
ー
ジ
）

【S
te
p
3
】

上
屋
の
色

を
ダ
ー
ク
グ
レ
ー
に
変
更

（
イ
メ
ー
ジ
）

参考資料
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